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　序章　二人の王子







「やべぇなこりゃ……」

　矢の雨と投石と激はげしい怒ど号ごうが飛とび交かう中、レオーム王子は伊だ達て男風の口くち髭ひげを生やした甘あまい顔に冷ひや汗あせを浮うかべて頰ほおを引きつらせた。

　彼かれがいるのは、小高い丘おかの上にそびえ立つ小さな城じよう塞さい。

　その城じよう壁へきの上から見下ろせば、津つ波なみのように押おし寄よせる敵てきの群れ。地の果てまで覆おおい尽つくしそうなその大軍は、一体何万人集まっているのか数えようもない。

　大陸の三分の一を支配する大国、アルキラン共和国の遠えん征せい軍である。この春、突とつ如じよとしてイアンマッド王国に攻せめ込こんできたアルキラン軍は、その圧あつ倒とう的てきな数に物を言わせて各地を蹂じゆう躙りんしていた。

　レオーム王子率いるこの砦とりでのイアンマッド王国勢は、わずか五百。その内、正規の騎き士しは二十五名ほどで、大半は近きん隣りんから避ひ難なんしてきた村の男に武装させただけ。余りに数が違ちがいすぎる。絶望的な光景だ。

　城じよう壁へきより高く組まれた移動式の攻こう城じよう櫓やぐらがいくつも立ち並んで火矢を放ち、櫓やぐらの下では一ひと抱かかえもある巨きよ大だいな丸太を使った破は城じよう槌ついが、城門を破ろうと強きよう烈れつな一いち撃げきを加えた。城じよう壁へき全体を、ズシンと重い振しん動どうが揺ゆらす。

「師し匠しよう！　マッキムード先生を呼べ！」

　レオーム王子は、周囲の喊かん声せいに負けじと大声で叫さけんだ。

　その声に応じて、立派な兜かぶとを被おおった黒くろ髭ひげの騎き士しが、白い髭ひげを伸のばした老騎き士しを連れてくる。

「どうなされた王子？」

　白しろ髭ひげの老騎き士しは血に汚よごれた剣けんを握にぎったまま、レオームの口元に耳を寄せた。

　レオームはその耳に向かって大声を張り上げる。

「師し匠しよう！　この砦とりではもうお終しまいだ！　みんなを撤てつ退たいさせてくれ！」

　すぐ脇わきでそれを聞いた黒い虎とら髭ひげの騎き士しが、驚おどろいた顔でレオームに抗こう議ぎした。

「撤てつ退たいですと!?　まだどこも破られてはおりませぬぞ！　それどころか我わが軍の損そん耗もうは軽けい微び！　敵てき方の方が遥はるかに被ひ害がい甚じん大だいではありませぬか！」

　レオームは黒くろ髭ひげの騎き士しのほうを振ふり向むくと怒ど鳴なり返す。

「馬ば鹿かかオークナグ！　攻こう城じよう戦の初期に籠ろう城じよう側の被ひ害がいが攻せめ手より軽いのは当たり前だ！　だが奴やつらの士気は高い！　仲間が死んでも新手の勢いは止まらねえ！　そういう時は数の多い方がいずれ勝つんだよ！　それに北側を見てみろ！」

　そう言って指をさすレオーム。

　黒くろ髭ひげの騎き士しオークナグと白しろ髭ひげのマッキムードは、揃そろってそちらに目をやった。

　北側の城じよう壁へきには森が迫せまり、大きな攻こう城じよう兵器を設置する広さはない。投石機や攻こう城じよう櫓やぐらも見当たらないし、敵てきの攻こう撃げきは一番薄うすい場所だ。

　だが、レオームの指は、その森の奥おくを示していた。鳥が騒さわいで飛び立ち、木々の間から行軍に伴ともなう土つち煙けむりが上がっている。

「奴やつら、森に隠かくれて矢の届かない場所を迂う回かいして西の裏門まで回り込こもうとしてやがる！　この燃えさしが燃もえ尽つきる前に、全方位囲まれるぞ！　その前に脱だつ出しゆつしねえと、逃にげようがなくなっちまう！」

　壁かべを登ってくる兵に熱湯をぶっかけるために燃もやしている薪たきぎを指さすレオーム。残り少ない薪たきぎは、あと三十分と経たたないうちに燃もえ尽つきてしまうだろうが、敵てきの包囲はそれまでに完かん了りようするはずだ。

　だが黒くろ髭ひげのオークナグは尚なおも反対する。

「しかしレオーム様！　三日もすればルスタット王子の援えん軍ぐんが到とう着ちやくするはず！　今城を明あけ渡わたしてしまっては！」

「兄貴が来るまで保つと思ってんのか！　あの人数とあの櫓やぐらの数を見ろ！　備び蓄ちくしてある矢を射尽つくしたって、十分の一も削けずれねえ！　今日の夜には落とされちまう！」

「ですが砦とりでが敵てきの手に渡わたってしまっては、この地も完全に敵てきの物になってしまいます！　それでは援えん軍ぐんが到とう着ちやくしても……！」

　食い下がる黒くろ髭ひげのオークナグ。

　レオームはイライラしたように怒ど鳴なり付ける。

「だから！　どっちみちここは落ちるっつってんだ！　その上で、生き残った兵の数が多い方がいいか、全ぜん滅めつしてる方がいいかって話をしてんだよ！　とっとと全員に支し度たくさせに行け！」

　白しろ髭ひげの老騎き士しマッキムードが割って入るように返事をした。

「了りよう解かい致いたした。脱だつ出しゆつの際、先頭はこの私めでよろしいですな？」

「ああ。頼たのむぜ師し匠しよう。しんがりは俺おれとコイツでなんとかするさ」

　レオームはニヤリと笑ってうなずくと、黒くろ髭ひげのオークナグの肩かたをポンと叩たたく。

　白しろ髭ひげのマッキムードはすぐさま城じよう壁へきを降りていくと、撤てつ退たいの準備を始めた。

　人々を集め、荷物を持たせて整列させ、その周囲には五騎きばかりの騎き士しと、武装させた農民兵たちを護ご衛えいとして配置する。

　乳ち飲のみ子ごを抱かかえた若い母親や、家財道具を詰つめた荷車を引く年老いた農夫らが、不安そうに顔を見合わせた。

「また撤てつ退たいですって……？」

「ここへ逃にげてきたばかりだってのに……」

「外は敵てきに囲まれてるんじゃないのか……？」

　白しろ髭ひげのマッキムードが先導して出発しようとするが、怯おびえた行列はなかなか動こうとしない。

　レオームはその表情に気付くと、上から大声で呼びかけた。

「心配いらねえ！　今ならまだ敵てきに囲まれてねえし、先頭のその白しろ髭ひげジジイはテメエらもよく知ってる、剣けん聖せいと呼ばれたあの伝説の騎き士しマッキムードだ！　敵てきに遭そう遇ぐうしたって、たちどころに斬きり伏ふせてくれる！　そしてお前らが向かう先は、俺おれの兄貴、あの不死身のルスタットが率いる部隊だ！　そこまで辿たどり着つけば、敵てきはもう手を出せねえ！　お前らがそこに辿たどり着つくまで、後ろは俺おれたちがきっちり守る！　分かったらさっさと行きな！　カッコいいイアンマッド第二王子、このレオーム様の側を離はなれたくねえっていうお前らの乙女おとめ心はよぉく分かるが、それだと俺おれが困るんだ！」

　そう明るい声で言って笑うと、ヨボヨボの老ろう婆ばや中年農婦たちに向けて片目をつぶるレオーム。

　それを聞いて、行列の間から笑い声が起きた。

「聞いたかい？　あの王子様ったら、この年寄りを捕つかまえて乙女おとめだってよ」

「やだよ婆ばあさん。ありゃ、お前さんじゃなくてアタシに言ったのさ」

「馬ば鹿かだね、アタシに決まってるじゃないか」

「けどアタシはあの王子よりルスタット王子のほうがいいねぇ」

「おや？　ルスタット様を見た事があるかい？」

「そりゃあるさ。イアンマッド王国にいてルスタット様を見た事のない者がいるかね」

「アタシも祭りの行列で見た事があるが、ルスタット様のほうがお美しいと思うねぇ」

「ほんに、ルスタット様は美び貌ぼうでも武勇でも学識でも非の打ち所のない、完かん璧ぺきな王子様だからねぇ」

「そりゃ、イアンマッドの王位を継つぐ第一王子だからねぇ。遊び人のレオーム様とは物が違ちがうわいな」

「レオーム様はこれで三十回目の撤てつ退たい。それに比べてルスタット様は未いまだに負けなしだって言うよ」

　そこここで、井い戸ど端ばた会議のような囁ささやきが交かわされる。

　それを聞いたレオームは、情けない顔をしてから気を取り直して怒ど鳴なり付つける。

「テメエら！　そんなに兄貴が良けりゃ、尚なおの事さっさと行けってんだ！　マッキムード先生！　頼たのんだぜ！」

「心得た！」

　馬上で手を振ふり返す白しろ髭ひげのマッキムード。

「西の門、開門！」

　レオームが指示を出し、裏門が開いて跳はね橋ばしが下ろされる。

　そして、白しろ髭ひげの騎き士しマッキムードを先頭に、ぞろぞろと行列をなして進んでいく避ひ難なん民の群れ。

「北面の弓兵を増やせ！　迂う回かいしてる敵てきの足を遅おくらせろ！」

　レオームは城じよう壁へきの上を走り回りながら、大声で指示を出す。

　その時、城じよう壁へき全体にまたしてもズシンと大きな振しん動どうが走った。

　これまでも破は城じよう槌ついが当たるたびに小さく揺ゆれてはいたが、今回は明らかにそれとは異なる衝しよう撃げき。

「レオーム王子！　南の城じよう壁へきが破られました！」

　伝令の騎き士しが大声を上げながら走ってくる。

「なにぃ!?　早すぎんだろ！」

　レオームは振ふり返かえると、大急ぎで南の城じよう壁へきへ向かった。

　駆かけ付つけてみると、壁かべの中央にぽっかりと穴が空いている。そして、瓦が礫れきを乗のり越こえ殺さつ到とうしようとする敵てきの兵士。味方の騎き士したちが盾たてを押おし並ならべて必死で侵しん入にゆうを防ごうとしている。

「突とつ破ぱされそうじゃねえか！　こりゃヤベえ！　オークナグ！　行くぞ！」

　レオームは慌あわてて剣けんを抜ぬくと、黒くろ髭ひげのオークナグを伴ともなって敵てき味方入り乱れて揉もみ合あう中へ躍おどり込こんだ。

「レオーム様お待ちを！」

　慌あわてて後を追いかける黒くろ髭ひげのオークナグ。

　そのオークナグの目の前で、レオームの振ふるう剣けんが陽光を反射して輝かがやき、鮮せん血けつが辺りに飛び散った。そして、黒い鎧よろい兜かぶとに身を包んだ敵てきの兵だけが、バタバタとその場に斃たおれ伏ふす。

　剣けん聖せいと讃たたえられる白しろ髭ひげの騎き士しマッキムードに従者として長年師事してきたレオームの剣けんは、イアンマッド王国でも随ずい一いちの技量を誇ほこる。その鋭するどい剣けんは、混戦の中でも敵てきの鎧よろい兜かぶとの隙すき間まを正確に切きり裂さき、全ての敵てき兵へいを一いち撃げきで倒たおした。

「レオーム様！」

「レオーム王子！」

　圧おされ気味だった味方の騎き士したちが歓かん声せいを上げた。

　レオームは、押おし寄よせる新手に向かって構えながら、背後の騎き士したちを鼓こ舞ぶする。

「踏ふん張ばりどころだぞテメエら！　後ろにゃ、今出てったばっかりの行列がいるんだ！　馬もなく、足の遅おそいアイツらが充じゆう分ぶん安全な場所に逃にげるまで、俺おれたちで時間を稼かせぐ！　そんで時間が来たら、俺おれたちも馬に乗ってトンズラだ！　いいな！」

「はい！」

　大声で返事をする騎き士したち。

「王子様の眼前だ！　褒ほう美びが欲ほしけりゃせめて俺おれよりは働けよ！」

　レオームがもう一度気合いを入れた。

「応！」

　騎き士したちが、レオームの言葉に声を揃そろえて吼ほえる。

　そこへ、新たな敵てき兵へいが穴から入はいり込こんできた。

　今度は味方の騎き士したちも落ち着いて迎むかえ撃うち、槍やりで侵しん入にゆうを止めると入いれ違ちがいに盾たてを持った騎き士したちが前に出て壁かべを作り、押おし返かえした。更さらに、後ろの仲間が盾たての隙すき間まから槍やりを繰くり出だして、敵てき兵へいを突つき倒たおす。

「よーしお前ら、その調子だ！　とにかく穴を塞ふさぐんだ！」

　レオームはそう声を掛かけると、自分も一いつ緒しよになって敵てきを倒たおす。そして、傍かたわらの黒くろ髭ひげオークナグに大声で尋たずねた。

「オークナグ！　城じよう壁へきの上の炎ほのおの大きさはどうだ！」

「まだ先さき程ほどと変わりありませぬ！」

　オークナグが城じよう壁へきを見上げながら答える。

　さっきの薪たきぎから上がる炎ほのおは、まだ充じゆう分ぶんに大きい。つまり、時間はまだそれほど経たっていないという事。あれが消えるまでには脱だつ出しゆつしないと自分たちも包囲されてしまうが、先に逃にげた連中が安全な距きよ離りまで逃にげるためには、せめて炎ほのおの高さが半分になるくらいまでは、ここで粘ねばる必要がある。

「オークナグ！　俺おれたちの馬もちゃんと準備しておけよ！」

　レオームは、いつでも逃にげられるよう馬の準備をさせながら、焦あせる気持ちで城じよう壁へきを見上げた。

　……保ってくれりゃいいんだが。

　その時、再びドォンと大きな音が轟とどろいた。

　東の壁かべだ。

「くそっ！　また破られたか！」

　レオームは舌打ちすると、音のした方へ走り出す。

　だがそこへ、背後からまたしても大きな音。

　今度は近い。

　南の城じよう壁へきに、二つ目の穴だ。

「畜ちく生しよう！　お手上げだぜ！」

　レオームは足を止めると、南の城じよう壁へきで頑がん張ばっている味方の騎き士しに向けて声を張り上げた。

「お前ら！　もういい！　撤てつ退たいしろ！」

　そして、黒くろ髭ひげのオークナグのほうを振ふり返かえる。

「逃にげるぞ！　馬に乗れ！」

　そう言いながら、自らは馬に乗る気配も見せず、雪な崩だれ込こんでくる敵てき兵へいを薙なぎ倒たおすレオーム。

「しかし王子は……！」

「俺おれは一番最後でいい！」

「ですが！」

「心配しなくてもすぐに追い付く！　俺おれの馬はお前らのとは出来が違ちがうんだ！」

　レオームは剣けんを振ふる手を休めず、敵てき兵へいを切きり伏ふせながら、黒くろ髭ひげのオークナグに脱だつ出しゆつを急せかす。

　その時、東の城じよう壁へきの上で、わぁっと喊かん声せいが上がった。

　見上げると、敵てき兵へいが次々に城じよう壁へきの上に登ってくる。

　城じよう壁へきの上で戦っていた者たちも必死で抵てい抗こうするが、武装させた農民たちはすでに脱だつ出しゆつさせており、残ったのはわずか二十数名の騎き士しばかり。しかもその内半分は、破られた壁かべの穴を守るため地上に降りている。城じよう壁へきの上にバラバラと点在していた騎き士したちは、次々に上がってくる黒い兵団の波に、あっという間に吞のみ込こまれていく。

　東の城じよう壁へきも南の城じよう壁へきも、見る見るうちに黒い兵に埋うめ尽つくされた。そして、入はいり込こんだ敵てきの兵は城じよう壁へきの上を回り込こんで完全に四方を抑おさえてしまう。脱だつ出しゆつ口のある西側も、槍やりを持った敵兵が塞ふさぎにかかっている。

「ほら！　早くしろ！」

　レオームが叫さけび、黒くろ髭ひげのオークナグは慌あわてて馬に跨またがった。

「お前らァ！　撤てつ退たいだァァ！」

　城内の喊かん声せいも武器のぶつかる音も全てねじ伏ふせるような大声で怒ど鳴なるレオーム。

　撤てつ退たいの合図に、城内の騎き士したちが持ち場を離はなれて集まってくる。城じよう壁へきの上にいた騎き士したちも、血だらけになりながら何とか抜ぬけ出だしてきた。

「逃にげるぞ！　馬に乗れ！」

　レオームは集まった騎き士したちに声を掛かけると、自らも白馬に跨またがり、西の門から殺さつ到とうしようとする敵てき兵へい目め掛がけて突つっ込こんだ。

「俺おれが切り開く！　遅おくれるな！」

　一声掛かけると同時に敵てき兵へいを馬で蹴けり倒たおし、そのまま踏ふみ付けながら駆かけ抜ぬける。

　そのすぐ後ろを黒くろ髭ひげオークナグの馬が追い、更さらにその後を後続の騎き士したちが続いた。

　城じよう壁へきの上から、敵兵たちが矢を放つ。降り注ぐ矢の雨の中、レオームと仲間の騎き士したちはひたすら前だけを見て走る。すぐに木立の中に入り、矢は木々に阻はばまれて届かなくなった。敵てきはそれを悟さとると槍やりを握にぎって追いかけてきたが、城攻ぜめをしていたので馬に乗っている者はなく、全員徒歩だ。追い付かれる心配はない。とりあえず、この小さな森を抜ぬけてしまえば逃にげ切きれそうだ。

　レオームは、チラリと後ろを窺うかがった。

　付いてきた騎き士しの数は、ざっと二十騎き前後。あの混乱した状態にもかかわらず、ほとんどが脱だつ出しゆつ出来ている。無理せず早めに逃にげ出だす準備をさせたのが正解だった。

　だが、森を抜ぬけたところで、レオームたちは思わず馬を止めた。

「……っ！」

　息を吞のむレオーム。

　目の前に、迂う回かいした敵てきの大軍が広がっていた。

　矢を放てば届く程ほどの距きよ離りに、大地を全て埋うめ尽つくしそうな、黒い甲かつ冑ちゆうの大軍。

　一方こちらは、傷付き疲つかれ果てた状態で命からがら逃にげ出だした騎き士しが二十名少々。

「マジか……」

　レオームは馬を止めたまま、顔を引きつらせてしばし固まった。

　やがてその口から、諦あきらめたような呟つぶやきが漏もれる。

「こいつぁ、どうやら全ぜん滅めつだな……」

　そしてレオームは自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようした。

「初うい陣じん飾かざってから今日まで、勝かち戦いくさは一度もねえが、逃にげ足あしだけは上達したつもりでいたんだがな……」

　レオームの隣となりで、栗くり毛げの馬に跨またがった黒くろ髭ひげのオークナグが、敵てきを見み据すえて開き直ったように言った。

「こうなっては仕方ありませぬ！　せめて、少しでも多くの敵てきを討うち取とって、華はな々ばなしく死にましょうぞ！」

　その言葉に、後続の騎き士したちも大きくうなずく。

「そうですとも！　戦場で死ぬ事こそ騎き士しとしての誉ほまれ！」

「王子と共に死ぬのであれば、この命など惜おしくありませぬ！」

　黒くろ髭ひげのオークナグを初めとして、騎き士したちに逃にげようという考えはない。大人しく捕ほ虜りよになるつもりもない。みんな、戦って死ぬ覚かく悟ごだ。

「お前ら、何とかして逃にげきろうって気はねえのかよ……」

　必死で逃にげ道みちを探していたレオームが、やれやれと溜ため息いきを漏もらす。

　とはいえ仕方がない。

　全員で逃にげる道などどこにもないのも事実。

　皆みなを率いる立場として、一人だけ逃にげるわけにはいかないのも事実。

　それに、ここでグズグズしていたら後ろから追っ手が来てしまう。

　大将の自分が決断するしかない。

「ったく、これだから騎き士しってのは嫌いやなんだ……！」

　レオームはチッと一つ舌打ちする。

　だが、ここでバラバラになって逃にげても一人ずつ捕つかまってしまうだけなのは目に見えている。それよりはまとまって突とつ破ぱを図はかった方が、まだ逃にげ切きれる可能性はある。限りなく無に近い可能性だが、それでも全くないよりはマシだ。

　レオームは手た綱づなを握にぎり直した。そして肚はらを決める。

「しょうがねえ！　それじゃお前ら！　全員で突とつ破ぱだ！　一気にぶち抜ぬいて、そのまま突つっ切きるぞ！」

　一声掛かけると、剣けんを抜ぬいて走り出すレオーム。

　おおっ、と喊かん声せいを上げて後に続く二十騎きの騎き士し。

　レオームたちに気付いた敵てき陣じん営が、一いつ斉せいに矢を浴びせかけてくる。

　その下をかいくぐるようにしてレオームは全速力で駆かけ、最前列の敵歩兵のもとに辿たどり着つくと、剣けんで薙なぎ払はらい馬で蹴け倒たおしながら、一気に敵てき陣じんへと斬きり込こんだ。

「止まんなよ！　止まったら最後だぞ！」

　そう言って、無む我が夢む中ちゆうで先頭を突つっ走ぱしるレオーム。騎き士したちは遅おくれないよう必死で付いてくる。

　大きな盾たてを構えて壁かべを作り、押おし寄よせてくる敵兵。

　それを馬上から剣けんで切きり払はらい、あるいは敵の槍やりを奪うばって突つき返かえしながら、必死で馬の前に道を拓ひらくレオームと騎き士したち。馬の体重と勢いに任せて敵兵を盾たてごと吹ふき飛とばしながら、何とか前に進もうとする。

　しかし、ようやく敵てき陣じん最後列が見えてきたというその時。

　横から突つき出だされた敵てきの槍やりが、レオームの馬の横腹を抉えぐった。

「しまった！」

　ドッと倒たおれるレオームの馬。

「くそっ！」

　レオームはヒラリと飛び降り、剣けんを振ふるって敵てきを薙なぎ払はらいながら自分の足で前に進む。

「レオーム様！」

　黒くろ髭ひげのオークナグがレオームを自分の馬の背に引っ張り上げた。

「オークナグ！　助かった！」

「王子をお助けするのが我わが務め故ゆえ！」

　黒くろ髭ひげオークナグは、レオームを後ろに乗せたまま、敵てき兵へいの壁かべを無む我が夢む中ちゆうでこじ開ける。

　だがしかし、数の違ちがいは如何いかんともしがたい。

　オークナグの馬は無数の敵てきに囲まれてとうとう身動きが取れなくなり、槍やりに刺さされて倒たおされた。

　後続の騎き士したちも、次々と馬を倒たおされ、敵てきの盾たてで押おし潰つぶされた。

　それでも剣けんを振ふるって死しに物もの狂ぐるいで奮ふん闘とうするレオームと騎き士したち。敵てきの槍やりを振ふり払はらい、敵てきの剣けんを叩たたき折り、兜かぶとの上から敵てきの頭を叩たたき割わる。刃はがボロボロになって使えなくなると、敵てきの剣けんを奪うばい取とって尚なおも戦う。だが、圧あつ倒とう的てきな敵てきの数に、味方は一人また一人と力ちから尽つき、動けなくなっていく。

　……これまでか！

　レオームは動けなくなった仲間を必死で守って戦いながら、胸の内で諦あきらめの言葉を漏もらした。

　だがその時。

　突とつ然ぜん、遠くで馬のいななきが聞こえ、大地を揺ゆるがす蹄ひづめの音が近づいてきた。

　そして敵てき兵へいたちが、慌あわてたように列を乱して逃にげ出だす。

「何だ……!?」

　レオームは近づいてくる音のほうに目を向けた。

　その目に映ったのは真っ黒い馬に跨またがってマントを翻ひるがえした騎き士しの姿。戦場のど真ん中だというのに兜かぶとも被かぶらず、波打つ髪かみを優ゆう雅がに風に靡なびかせて、二百騎きほどの仲間を引き連れながら、こちらへ向かってくる。

　それを見た途と端たん、返り血にまみれたレオームの顔に、パッと明るい輝かがやきが戻もどった。

「兄貴！」

「レオーム！　無事だったか！」

　敵てきを蹴け散ちらしながら駆かけたのは、レオームの兄ルスタット王子。イアンマッド王国第一王子にして、不死身と讃たたえられるこの国最強の勇士である。

「敵に遭そう遇ぐうしたから到とう着ちやくまで最低三日はかかると聞いたが……？」

　レオームがそう尋たずねると、ルスタットは馬上で笑えみを浮うかべた。

「隣りん国ごくハイアッドより、フィーリ王子が援えん軍ぐんを率いて駆かけ付つけてくれたのだ！　お陰かげで我々はこちらに向かう事が出来た！」

「そりゃ助かった！　ところでマッキムード先生と百ひやく姓しようたちは!?」

「全員無事だ！　ご苦労だった！　後は我らに任せるがいい！」

　ルスタットはそう言うと、颯さつ爽そうと馬を駆かって敵てきを追つい撃げきしていった。

　そのルスタットを追いかけていく騎き士しの群れ。

　それを見送りながら、レオームはホッと息を吐ついた。

　安心すると同時に急に力が抜ぬけて、思わず地面に座すわり込こむレオーム。

　黒くろ髭ひげのオークナグが、息を吹ふき返かえした顔でレオームに言った。

「レオーム王子！　我らもルスタット王子に続きましょうぞ！」

　レオームはそれを聞くと苦く笑しようして首を横に振ふった。

「やめとけ。馬をなくした俺おれらがついてったって、足手まといになるだけだ」

　そして、遠ざかった兄ルスタットの背中を目で追いながら呟つぶやく。

「それに、兄貴が来てくれたんだ。兄貴に任せておけば、何も心配いらねえよ」

　それを見た黒くろ髭ひげのオークナグは、釣つられたように微ほほ笑えんだ。

「確かに、ルスタット様なら何の心配もございませんな」

「ああ。俺おれとは違ちがってな」

　ニヤリと笑って、からかうように黒くろ髭ひげのオークナグを見るレオーム。

　オークナグは慌あわてたように否定する。

「わ、私はそうは申しておりませぬ！」

「言わなくたって思ってただろ？」

「いいえ！　思ってすらおりませぬ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれだって思ってるから」

　レオームはそう言うと、尊敬する兄ルスタット王子に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せた微び笑しようを浮うかべた。

　そして、返り血を拭ぬぐい、大きく一つ息を吐はくと、ゆっくりと立ち上がる。

「よぉし。それじゃ、ここは兄貴に任せて俺おれたちは撤てつ退たいするか！　みんな！　歩ける馬がいないか探せ！」

　仲間の騎き士したちにそう指示を出すと、レオーム自身も倒たおれた馬を一頭起こして跨またがった。

　そしてレオームたちは、味方の本隊と合流すべく、西を目指して進んでいった。
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「我に続け！」

　広々と拓ひらけた平原に、若々しい雄お叫たけびが響ひびいた。

　そして、僅わずか二百騎きばかりを率い、颯さつ爽そうとマントを翻ひるがえして先頭を駆かける若き騎き士し。

　イアンマッド王国第一王子、ルスタットである。

　その向かう先には、先さき程ほどレオーム王子の守る砦とりでを攻せめ落おとしたばかりの敵てきの本ほん陣じん。半年前よりイアンマッド王国に攻せめ入いってきたアルキラン共和国の遠えん征せい軍だ。動物の頭ず蓋がい骨こつを象かたどった気味の悪い兜かぶとを被かぶり、真っ黒い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ不気味な出いで立たち。地の果てまで埋うめ尽つくすような漆しつ黒こくの群れは、まるで死者の国からやってきた軍勢である。

　弟レオームたちを取り囲んでいた別働隊を軽々と追い散らしたルスタットたちは、休む間もなく敵てきの本ほん陣じん目め掛がけて馬を走らせた。

　ルスタットの背後から、鎧よろい兜かぶとを着き込こんだ初老の騎き士しが追いすがるように声を掛かけた。

「ルスタット王子！　せめて兜かぶとをお被かぶりくだされ！」

　そう言って、顔まで覆おおう特製の兜かぶとを馬上で差し出す。

　ルスタット王子はニヤリと笑うと、大声で言い返した。

「そんなものを被かぶっていては、声が響ひびかぬ！　戦場で大将の号令が聞こえぬようでどうする！」

「しかし王子！」

「心配致いたすなニノフューム！　神々より祝福を受けし我わが体！　何なん人ぴとたりとも傷つける事は出来ぬ！」

　そう言うと、ルスタット王子は踵かかとで馬の腹を一蹴けり。途と端たんに速度を上げる白馬。

「王子！　お待ちを！」

「聞こえぬぞ！　言いたい事があるならもっと近付け！」

　楽しげに老臣をからかうと、ぐんぐん距きよ離りを開いていくルスタット王子。

　そのまま一気に敵てき陣じんに突つっ込こみながら、高らかに名乗りを上げる。

「我こそはイアンマッド王国ニルナス王の第一王子、ルスタット！　この名を聞いて恐おそれぬ者はかかって参れ！」

　ずらりと構えた敵てきの槍やりを、脇わきに抱かかえた自分の槍やりで払はらい除のけ、駆かけ寄せる勢いでグイと突つくルスタット。馬の体重を乗せた穂ほ先さきは先頭の兵の胸を軽々と貫つらぬき、二列目の兵の顔まで抉えぐった。突つき殺された兵は、周囲の兵数名を巻まき添ぞえにしながら、激はげしい勢いで転てん倒とうする。

　ルスタットは敵てきに突つき刺ささった勢いで折れた槍やりを手放すと、腰こしの剣けんを抜ぬいた。

　一点の曇くもりもなく磨みがかれた鋭するどい刃はが、太陽を浴びて眩まぶしく光ひかり輝かがやく。

　後続の騎き士したちに声を掛かけながら、馬の足を緩ゆるめることなく右に左に薙なぎ払はらうルスタット。

　たちまちにして敵てきの陣じん形けいは切きり裂さかれ、ルスタットの通り過ぎた後には一本の道が出来る。

　砦とりでの城じよう壁へきに陣じん取どった敵てきの兵は、その様子を見下ろしながらも、味方に矢が当たるのを恐おそれて弓を引く事が出来ない。

「皆みなの者！　王子に遅おくれるな！」

　老臣ニノフュームが声を張り上げながら、ルスタットの後を追いかけた。

　騎き士しの群れがそれに続き、切り開かれた細い道があっという間に広がっていく。敵てき陣じんはたちまち大混乱に陥おちいった。

　ルスタット王子は先頭に立って真まっ直すぐ敵てき陣じんの中央を突つっ切きると、敵てき将しようの姿が見える所まで一気に突とつ破ぱした。

　そして、敵てき将しように向かって再び名乗りを上げる。

「ディアスフェルドの盟主イアンマッド国王ニルナスが第一王子、ルスタット！　貴き殿でんの首、頂ちよう戴だいしに参上した！」

　馬上で空を切るように剣けんを振ふるルスタット。刃はに付いた血ち糊のりが払はらわれ、真っ赤な飛沫しぶきが飛び散った。

　髭ひげを生やした壮そう年ねんの敵てき将しようは、攻せめ寄よる若きルスタットの姿を見て目を丸くすると、剣けんを取り立ち上がる。

「まさかこれほどの大軍を突とつ破ぱしてくるとは！　噂うわさ通りの不死身か！」

　その前に、護ご衛えいの兵士たちが次々に立ちはだかった。

「将軍、お逃にげを！」

「ここは我々が！」

「良よい部下たちだ！」

　身を挺ていして自分たちの将を守ろうとする護ご衛えい兵へいたちを賞賛すると共に、一いつ瞬しゆんで切きり伏ふせるルスタット。

　そこへ、敵てき将しようの剣けんが襲おそいかかった。

「むん！」

　馬の下から、ルスタットの脇わきの下したを切り上げるように薙なぐ鋼はがねの刃やいば。

　着き込こんだ鎖くさりが切れ飛び、切っ先は確かにルスタットの肉へと食くい込こむ。

　しかし。

　その剣はルスタットの体に当たって刃はこぼれし、脇わきの下したに挟はさまれてピタリと止まった。

　敵てき将しようは我わが目を疑うように自分の剣けんの切っ先を見つめた。ルスタットの脇わきに万力のように挟はさまれた剣けんの切っ先は微び動どうだにせず、確かに斬きり付つけたはずの脇わきの下したからは血の一滴てきも流れ出ない。

「……なるほど、……噂うわさ通りの不死身か」

　敵てき将しようは、啞あ然ぜんとして呟つぶやいた。その顔に、諦あきらめに似た笑いが浮うかぶ。

　次の瞬しゆん間かん、ルスタットの鋭するどい刃はが敵てき将しようの首に振ふり下ろされた。

　頭と胴どうが斬きり離はなされる。

「見事であった」

　馬上の自分に一ひと太た刀ち浴びせたその技量と、恐きよう怖ふも怯おびえもない穏おだやかな死に顔を見て、静かに讃たたえるルスタット。

　そこへ、老臣ニノフュームの声が響ひびいた。

「ルスタット様ぁーっ！　ご無事で御ご座ざいますかあぁーーっっ!!　今参りますぞおぉーーーっっっ[image: びっくり]」

　ルスタットは振ふり返かえると、敵てき将しようの首を高々と掲かかげた。

「遅おそいぞニノフューム！　敵てき将しようはもう討うってしまったわ！」

　それを見たニノフュームは馬を止めると、やれやれと呆あきれ顔を浮うかべた。

「まったく、ルスタット様はいつもそうじゃ。これでは我ら、戦いくさをする甲か斐いがござらぬ。少しは手て柄がらを立てる余地を残しておいていただかねば困りますぞ」

　その言葉に、ルスタット王子も後から駆かけ付つけた騎き士したちも一いつ斉せいに大笑い。

　ここは敵てき陣じんの真まっ只ただ中なか。敵てき将しようを討うち取とったとはいえ、周囲はまだ無数の敵てき兵へいが取り囲んでいる状じよう況きようだ。それにもかかわらず、皆みなはまるで宴えん会かいの最中でもあるかのように、豪ごう快かいに笑い合った。

「何、これだけの大軍だ！　まだまだ大将格の首は残っておろう！」

　ルスタットがそう言って、馬の向きを変えた。

「一番多く将の首を挙げた者には褒ほう美びとして酒を一ひと樽たるやろう！　競争だ！」

　大声でそう呼びかけるなり、走り出すルスタット。

　まだ無数に残っている敵てき兵へいの壁かべが一番分厚いところを狙ねらって駆かけ込こんでいく。

「あっ！　お待ちを！」

　慌あわててその後を追う老臣ニノフュームと配下の騎き士したち。

　最高指揮官を失った敵てきの軍勢は動どう揺ようし、散り散りになって逃にげ出だす。

　そしてルスタットとイアンマッド王国の騎き士したちは、無数のアルキラン軍を縦じゆう横おう無む尽じんに蹴け散ちらしてから、悠ゆう々ゆうと本ほん陣じんへと戻もどっていった。
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　広大なギリアード大陸の西せい端たん。ディアスフェルドと呼ばれている、大小六十余りの小国がせめぎ合う地方。

　西は海に面し、東は何者も越こえる事の出来ない急きゆう峻しゆんなアボロアム山脈によって隔へだてられたディアスフェルドは、長年の間外がい敵てきを寄せ付けず、ギリアード大陸の中央で繰くり返かえされてきた争乱とは無む縁えんであった。大陸中央との連れん絡らく路は、アボロアム山脈の途と切ぎれる北ほく端たんの海に面した狭せまい道だけ。ディアスフェルドは大陸の一部でありながら、その歴史は大陸のその他の部分とはほとんど切きり離はなされていた。

　そのディアスフェルドにアルキラン共和国が攻せめ入いったのは、ディアスフェルドの暦こよみで九二二年の春。攻せめ込こまれたのはディアスフェルドの最北に位置するイアンマッド王国だった。

　戦いは当初、一方的な様相を見せた。

　不意を突つかれて急きゆう襲しゆうされたイアンマッド王国は完全に後手に回った。

　ここ二百年足らずの間に急成長し、ギリアード大陸の三分の一を支配するまでになった強大なアルキラン共和国は、数と物資で圧あつ倒とう的てきに勝まさり、地平線の果てまで埋うめ尽つくすかのような軍勢を率いて攻せめ寄よった。

　漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ十万を超こえる大軍が津つ波なみの如ごとく押おし寄よせる様子は、あたかも夜の闇やみが地上を吞のみ込こもうとするが如ごとくであったと、年代記作者のネグィオスは記している。

　攻せめ込こまれたイアンマッド王国の騎き士したちは勇ゆう敢かんに戦ったが、砦とりでは次々に陥かん落らくし、僅わずか半年で国土の北半分が奪うばわれた。

　イアンマッド国王ニルナスはディアスフェルドの諸国に援えん軍ぐんを要よう請せいしたが、各国はアルキラン軍を恐おそれ、イアンマッド南部に駐ちゆう留りゆうしたまま戦おうとしなかった。

　このままではイアンマッド王国は元より、ディアスフェルド全土がアルキラン共和国に蹂じゆう躙りんされるのは、時間の問題だった。

　だがその時、英えい雄ゆうが現れた。

　その名はイアンマッド王国第一王子、ルスタット。

　当時まだ二は十た歳ちになったばかりの若い王子は、容姿端たん麗れいにして立ち居振ふる舞まいは優ゆう雅が、しかして戦場にあっては不死身と呼ばれた剛ごう勇ゆう無む双そうの猛も者さだった。十五歳さいで騎き士しに叙じよされて以来、戦場でも馬上試合でも、誰だれかに後おくれを取った事は一度もなかった。

　彼かれの用いた戦法は常に一つ。背後に騎き士しを率いて先頭を駆かけ、敵てき陣じんを正面から打ち破る。あまりにも単純かつ原始的な戦術だったが、不死身の体を持つと言われるルスタットはどんな状じよう況きようであっても傷一つ負うことなく、必ず敵てき陣じんを突とつ破ぱした。後続の騎き士したちは、ルスタットが空けた穴に雪な崩だれ込こむだけで、容易に敵てきを蹂じゆう躙りん出来た。

「エラウィネキューデュート！」

　ディアスフェルドの言葉で「我に続け」を意味するこの雄お叫たけびが、若きルスタットの口から発せられるや否いなや、それだけでアルキラン側は兵も将も恐きよう怖ふし、戦意を失い、我先に逃にげ出だしたと、アルキランの史書までもが伝えている。ルスタットの不死身伝説は、数度の戦せん闘とうの後には、アルキラン側にも広く知られるようになっていた。

　その不死身のルスタット王子は、参戦するやたちまちにしてアルキランの将軍三人の首を獲とり、アルキラン軍を大混乱に陥おとしいれた。

　更さらに、アルキラン軍は大だい打だ撃げきを受けた。イアンマッド王国の西にし隣どなりに位置するハイアッド王国から支し援えんに駆かけ付けたフィーリ王子の率いる援えん軍ぐん五百騎きが、アルキラン共和国の主力部隊一万二千と正面からぶつかり、これを退けたのである。フィーリ王子はルスタット王子よりも更さらに若く、弱じやつ冠かん十七歳さいながら、二十人力の大力で知られ、当時すでに無敗の将としてディアスフェルド全土にその名を轟とどろかせていた。

　開戦から半年。

　破竹の勢いだったアルキラン共和国の進軍はついに止まった。

　そしてアルキラン共和国は、イアンマッド王国に休戦を持ちかけた。
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　イアンマッド王国軍の最前線、ヴォイコック砦とりで。

　国王ニルナスは、飾かざり気けのない石造りの一室に主立った家臣たちを集め、協議を開いていた。

　アルキラン共和国が提案してきた休戦協定を吞のむかどうかについてである。

「何が休戦協定だ！　余りにもアルキラン側に都合の良よい条件過ぎる！　言語道断ですぞ！」

　老臣ニノフュームが、怒いかりに顔を赤く染めながらダンと卓たくを叩たたいた。

「奴やつらが示してきた停戦の条件は、現在アルキラン軍が制圧している土地はアルキラン共和国のものとし、その上、休戦協定を破られないための保証として、ハイアッド王国からの援えん軍ぐんフィーリ王子をアルキラン共和国の人ひと質じちに差し出す事。要するに、我らイアンマッドが負けを認めれば、進軍はここで中止してやるという話ですぞ！」

「停戦を求めてきたという事は、奴やつらも苦しいという事！　なのにこちらから負けを認める必要などございませぬ！」

　黒くろ髭ひげのオークナグも、怒いかりに声を震ふるわせる。

　老臣ニノフュームは声を一層荒あららげた。

「その通り！　事実、奴やつらは我らがルスタット王子にも、ハイアッドのフィーリ殿どのにも、一度も勝てておらぬではないか！　フィーリ殿どのの身み柄がらを要求している事こそが、奴やつらがフィーリ殿どのを恐おそれているという何よりの証しよう拠こ！　こんな要求、吞のむ必要はない！　奴やつらが休戦したがっているのなら、尚なおのこと戦うべきですぞ！　古来より戦いくさというものは、敵てきの嫌いやがる事を仕し掛かけてこそ勝ちを得るものと決まっておるのですからな！」

「……ですが、戦場で勝つのはそのお二人のみ。兵の数では今もアルキラン軍が我らを圧あつ倒とうしています。いくらルスタット王子やフィーリ様が強くても、たった二人でイアンマッド全域を守る事は出来ません。アルキラン軍の一部がお二人を足止めしている間に、残りの兵を進められては、我らに止める手立てはございませんよ」

　そう言ったのは、ユラティーヴという名の細身で黒くろ髪かみの男。アルキランによって祖国を追われ、イアンマッド王国に亡命してきた学者である。アルキランの文字にもディアスフェルドの文字にも通じており、様々な先進技術にも詳くわしく、新参の他所者ながらイアンマッド王国内でも厚い信しん頼らいを勝ち得ている。アルキラン共和国の進軍をいち早く予見していた事もあり、剛ごう直ちよくな老臣ニノフュームも、頑がん固こな黒くろ髭ひげのオークナグも、ユラティーヴには一目置いていた。

「確かにユラティーヴ殿どのの申される通りではあるが……」

「休戦という事になれば、我らとしても助かる話かもしれませぬが……」

　腕うでを組んで黙だまり込こむ老臣ニノフュームと黒くろ髭ひげのオークナグ。

　そこへ、レオーム王子が口を挟はさんだ。

「確かに休戦となれば俺おれたちにとっちゃ助かる話だ。だが、フィーリ王子を人ひと質じちに差し出すってのは、さすがに吞のめねえぜ？　フィーリ王子は隣となりのハイアッド王国の世よ継つぎだ。そんな大事な立場の人が、命を危険に晒さらして援えん軍ぐんに来てくれたってのに、俺おれたちイアンマッドの一存でアルキランに差し出すわけにゃいかねえ。そんな事しようとしたら、信義に悖もとるどころの話じゃねえ。裏切りだ。イアンマッドとハイアッドの間で新たな戦いくさになりかねねえ」

　レオームの言葉に、剣けん聖せいマッキムードが白い髭ひげをしごきながらうなずいた。

「あるいはそれが、フィーリ殿どのを指名してきたアルキランの本当の狙ねらいかもしれませぬな。イアンマッド王国がハイアッド王国と戦争状態になれば、休戦協定を破ってイアンマッド王国を背後から襲おそう。そういう腹づもりなのかもしれませぬ」

　二人の言葉に、学者ユラティーヴも口を噤つぐむ。

　話は行ゆき詰づまった。

　隣りん国ごくの王子を人ひと質じちに差し出すなどという条件を吞のめるわけがない以上、休戦協定は結べない。

　だが、いくら無敗のフィーリ王子率いる援えん軍ぐんと、不死身のルスタット王子がいるからと言って、戦って勝てるのがこの二人の率いる部隊だけでは、大局的には負けが見えている。

　皆みなは腕うでを組んで黙だまり込こんだ。

　戦いくさの経験豊富な老臣ニノフュームにも、学識豊かなユラティーヴにも、諸国を遍へん歴れきして見聞の広い剣けん聖せいマッキムードにも、良よい知ち恵えは浮うかばなかった。

　沈ちん黙もくの続く中、暖だん炉ろで薪たきぎの爆はぜる音だけが響ひびいた。

　その時、静せい寂じやくを破ってルスタット王子が立ち上がった。

「私が人ひと質じちとしてアルキランへ赴おもむこう」

「……っ!?」

　その場の全員が、驚おどろいた顔でルスタット王子を見た。

　ルスタット王子は穏おだやかな微び笑しようを湛たたえたまま、家臣一人一人の目を見つめ、弟レオームを見つめ、最後に父王ニルナスに顔を向けて静かに語った。

「ハイアッド王国の王子はフィーリ殿どのただお一人。決して失うわけには行かぬ大切な身です。その王子を援えん軍ぐんに遣つかわしてくれた事の恩義は計り知れません。我々はディアスフェルドの騎き士しとして、何があってもフィーリ殿どのを人ひと質じちに差し出すわけには参りません。一方、我らイアンマッド王国には、私の他にもう一人、我わが愛する自じ慢まんの弟、レオーム王子がおります。私一人が欠けたとて、イアンマッド王国は揺ゆるぎません」

　老臣ニノフュームが反対の声を上げた。

「お言葉ではございますが、ルスタット様と違ちがい、レオーム様は王の器うつわではございませぬ！　この方は王子という立場にもかかわらず、いつまで経たっても騎き士しにならず、修しゆ行ぎようの旅と嘯うそぶいて各地を気ままに遊び歩き、此こ度たびの戦いくさを受けて慌あわてて騎き士しに叙じよせられたものの、各地で連敗続き！　それも、敵てきが大勢と見るや、ロクに刃やいばも交えぬ内から退たい却きやくを始めるという腑ふ抜ぬけっぷり！　その噂うわさはディアスフェルド中に広まり、各国の笑い者となっております！　レオーム様が王国を継つげば、イアンマッドは滅ほろびまするぞ！」

「口をお慎つつしみなされ、ニノフューム殿どの！　レオーム様ご本人の前ですぞ！」

　黒くろ髭ひげのオークナグが、ニノフュームの言葉にカッとして立ち上がる。

　だが、侮ぶ辱じよくされた張本人であるレオームが、オークナグを宥なだめた。

「よせ、オークナグ。ニノフュームは俺おれの言いたい事を代弁してくれただけだ。俺おれがまだガキの頃ころから仕えてるからな。俺おれは王になんかなりたくねえって事を、ニノフュームはちゃんと知ってて言ってくれたのさ」

「レオーム様がそうおっしゃるのでしたら……」

　渋しぶ々しぶ引き下がる黒くろ髭ひげのオークナグ。

　そのやりとりを見ていたルスタットは満足そうにうなずき、再び父王ニルナスに顔を向けた。

「……今ご覧らんになった通り、レオームの器うつわは大きい。王として充じゆう分ぶんな度量を備えています。それに連敗続きとはいえ、それは民衆を守る事を最さい優ゆう先せんした結果。レオームの赴おもむいた地において、騎き士しも兵も損害は軽けい微びである上、村人の実に九割以上が無事に逃にげ延のびております。これはレオームが決して戦いくさ下手ではない事の何よりの証あかし。そこにいるオークナグも、その事については証人となってくれましょう。更さらにレオームは、剣けん聖せいマッキムード殿どのの従者として長い年月を過ごし、その剣けんの奥おう義ぎを極きわめております。その腕うで前まえは、今やマッキムード殿どのを除けばディアスフェルド随ずい一いちと言って良いでしょう。だからこそ私は言うのです。レオームがいれば、私は安心してこの国を留守に出来ると」

　ルスタットはそう述べると、静かに微ほほ笑えんだ。

「……いかがでしょう、父上」

　一同は押おし黙だまる。

　ただ一人、学者ユラティーヴが疑問を挟はさんだ。

「ですが、アルキラン側の要求はあくまでハイアッド王国のフィーリ王子。ルスタット様がその代わりになると申し出たところで、果たして受け入れるでしょうか……？」

「もし断るようであれば、この私の価値が決してフィーリ殿どのに劣おとらぬという事を、この剣けんで彼かれらに示すまで。そうであろう？」

　ルスタットはちらりとユラティーヴを見ると、剣けんの柄つかに手を掛かけて大だい胆たん不ふ敵てきに笑った。

　相手を剣けんで脅おどしてでも自分が身代わりに人ひと質じちになるという、断固たる決意。

　学者ユラティーヴは、それを見て引き下がる。

　父王ニルナスは、ルスタット王子の言葉をじっと黙だまって聞いていた。

　その眉み間けんには苦く渋じゆうの皺しわが深く刻まれ、年老いて白くなった長い眉まゆが、小さく震ふるえた。

　長い長い沈ちん黙もくの後、ニルナス王はギュッと目を瞑つぶり、乾ひ涸からびた唇くちびるを小さく開いた。

「……ルスタット。行ってくれるか」

　絞しぼり出だすような、掠かすれた声だった。

　その顔を見、その声を聞いただけで、老王がどのような気持ちで決断したかを、誰だれもが理解した。

　血を分けた最愛の息子むすこ。気高く勇ゆう敢かんな騎き士しであり理想的な王子として育った、何よりも自じ慢まんの息子むすこ。それを人ひと質じちとして差し出す辛つらさは、子を持つ親であれば誰だれにでもすぐ分かった。子を持たぬ若者たちにも、痛いほどに分かった。

　我わが身みを引ひき裂さかれるにも等しい程ほどの心の痛みに堪たえ、年老いたニルナスは父よりも国王として、イアンマッド王国とその民たみのために、この辛つらい決断を下したのだ。

　それを理解してなお反対する者は最も早はやいなかった。

　老臣ニノフュームは、ニルナス王の心情を慮おもんぱかって、人前にもかかわらず啜すすり泣ないた。

　レオーム王子や他の家臣たちも、言葉をなくしてうつむき、ギュッと拳こぶしを握にぎりしめて歯を食いしばった。

　一人、ルスタット王子だけが、皆みなを安心させようと穏おだやかな微び笑しようを浮うかべた。

「御ご下命、謹つつしんでお受け致いたします。ニルナス王」

　恭うやうやしく頭こうべを垂れるルスタット王子の姿は、あくまでも美しく、優ゆう雅がで、そして誰だれよりも、優やさしさと勇気に満ちあふれていた。

　かくして、ニルナス王の息子むすこにしてイアンマッド随ずい一いちの英えい雄ゆうルスタット王子は、アルキラン共和国の人ひと質じちとなる事が決まった。

　ディアスフェルドの暦こよみで九二二年。小こ雨さめの降りしきる、少し肌はだ寒さむい秋の事だった。
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　アルキラン共和国とイアンマッド王国の間で講和が正式に結ばれ、明日にはルスタット王子の身み柄がらがアルキラン共和国へ引ひき渡わたされるという前日の夜。

　レオームは兄ルスタット王子の部屋の前に立っていた。

　ルスタットが人ひと質じちとしてアルキラン共和国に留め置かれる期限は決められていない。明日ここを発たてば、いつ帰ってくるかは分からない。

　だから、その前にきちんと別れの挨あい拶さつをしておきたかった。

　だが、別れの挨あい拶さつをしてしまえば、別れという現実を受け入れなければならない。

　レオームには、その勇気が持てなかった。別れの挨あい拶さつをしないでおけば、その間は兄との別れという現実から目を背そむけていられる。そんな子供じみた情けない気持ちを抱かかえ、レオームはルスタットの部屋の前で逡しゆん巡じゆんしていた。

　その時。

「誰だれかいるのか？」

　部屋の中から声がして、ルスタットが出てきた。

「兄貴……」

　決まり悪そうに視線を逸そらすレオーム。

　ルスタットはレオームを見ると、パッと顔を輝かがやかせた。

「おお、レオーム。よく来てくれた」

　レオームの肩かたを抱だくと、中へと招き入れる。

「ちょうど今、イアンマッド最後の酒を吞のんでいたのだ。一人で吞のんでもつまらぬので、誰だれか誘さそいに行こうかと思っていたところ。さ、座すわってくれ」

　底冷えを防ぐために藁わらを敷しいた床ゆかの上には簡素な木の卓たくが置かれ、その上にはディアスフェルドで広く親しまれている林りん檎ご酒を入れた酒さか瓶びんと、飲みかけの杯さかずき。

　ルスタットは新たな杯さかずきを取ってくると、椅い子すに腰こしを下ろして酒を注いだ。

「さあ吞のめ」

　レオームは促うながされるままにルスタットの正面に腰こし掛かけると、差し出された杯さかずきを受け取って口を付けた。そして、何だこりゃといった顔で杯さかずきの中身を見た。

「甘あまいな。酒っていうより、林りん檎ごの絞しぼり汁じるだ」

「今年獲とれたばかりの林りん檎ごで作ったものだ。まだ発はつ酵こうしきっていない」

「そうか……。俺おれたちゃ戦ってばっかりだったが、今年も酒は造ってたんだな……」

　手元の杯さかずきに目を落として、思わず微ほほ笑えむレオーム。

　戦せん渦かに巻まき込こまれなかった土地では、今年も例年通りに収しゆう穫かくを終え、酒を仕し込こんでいた。奪うばわれた土地もたくさんあったが、いつもの暮らしを守れた土地もあった。そう思うと、少しだけ救われた気がした。

　そんなレオームの顔を見て、静かに微ほほ笑えむルスタット。

「ガキの頃ころはこういうほうが好きだったが、この歳としになると少々物足りねえな」

　レオームは杯さかずきを空けると、冗じよう談だんめかして苦く笑しようした。

「ああ。だが、昔を懐なつかしむにはかえってこのほうが良よい」

　ルスタットは微ほほ笑えむと、自分も杯さかずきを傾かたむけた。

　その時、レオームはふと、テーブルの上に置かれた古い布きれに気付いた。

「何だ？　この汚きたねえ布きれ？」

　随ずい分ぶんと古びていて、茶色いような黒いような染しみが付いている。

　ルスタットはレオームの杯さかずきに新たな酒を注ぎながら笑った。

「言っただろう。子供の頃ころを思い出していたのだ」

「ガキの頃ころ？」

「ああ。お前に諫いさめられた、あの日の事を」

　そう言って布きれを広げてみせるルスタット。

　それを見たレオームは、ハッとしたように目を見開いた。

　その染しみは血ち糊のりの跡あと。

　決して傷付けられない不死身の体を持つルスタットが、幼い頃ころにたった一度だけ流した血を拭ふいた手巾ハンカチだった。
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　ルスタット王子の不死身の体の由来に関しては、次のような伝説が伝えられている。

　ルスタットの母であるオインネット妃ひは、身ごもっている時に不ふ思し議ぎな夢を見た。暗い夜中に我わが子を抱だいて、ディアスフェルドの東に聳そびえるアボロアムの山中を彷徨さまよう夢である。夢の中で暗い山を彷徨さまよっていると、突とつ然ぜん恐おそろしい竜りゆうが天に向かって飛び立った。その竜りゆうは怪け我がをしていて、体中から焼けるような熱い血が流れ落ち、下にいたオインネット妃ひの子供に降り注いだ。全身余すところ無く竜りゆうの血を浴びた子供は、その皮ひ膚ふがまるで竜りゆうの鱗うろこのように強くなり、いかなる武器でも貫つらぬく事の出来ない不死身の体となった。

　オインネット妃ひがその不ふ思し議ぎな夢から醒さめると同時に陣じん痛つうが始まり、ルスタット王子が生まれた。オインネット妃ひは、その不ふ思し議ぎな夢の事が気にかかり、ある晩、ルスタット王子を抱だいて城を抜ぬけ出だし、アボロアムの山中へと足を踏ふみ入いれた。

　オインネット妃ひはまるで何かに導かれるように山の中を進み、やがて滝たきのほとりに出た。

　滝たき壺つぼのすぐ隣となりには、神聖な竜りゆうを祀まつる小さな祠ほこらがあった。

　オインネット妃ひはその祠ほこらに跪ひざまずいて祈いのりを捧ささげ、それが終わって振ふり向むくと、滝たきの水が真っ赤に染まっていた。

　流れ落ちる真っ赤な水を見たオインネット妃ひは、これこそ夢のお告げで見た竜りゆうの血に違ちがいないと思い、ルスタットの全身をその赤い水で洗った。

　オインネット妃ひは城に戻もどって間もなく、熱病を発して死んだ。

　その死因について年代記作家ネグィオスは、産後の弱った体で出歩いたからだと書き、神官で伝記作家のラウデュッフは、神の力に人間の身で触ふれた結果だと説いている。

　オインネット妃ひの熱病の原因はともかくとして、その時以来、ルスタット王子はどんな武器でも傷付けられない鋼はがねの如ごとき不死身の体となった。

　ルスタットという名は、その祠ほこらに祀まつられていた神聖な竜りゆうの名前から取られた。




　一方、ルスタットの弟レオームにも、誕たん生じようにまつわる伝説と不ふ思し議ぎな力があった。

　ルスタットが生まれてから一年後の事である。新たにニルナス王の妃きさきとなった、オインネット妃ひの妹イスネットが、やはり男の子を産んだ。神官ラウデュッフの伝えるところに拠よれば、イスネットが産み落とした赤あかん坊ぼうは、へその緒おを切られ、激はげしい泣き声を上げると同時に、もの凄すごい熱を発した。盥たらいに汲くんだ産うぶ湯ゆがあっという間に蒸発し、赤あかん坊ぼうの体に触ふれた産さん婆ばは両手を火傷やけどした。ニルナス王は川や井い戸どからありったけの水を汲くんでこさせたが、赤あかん坊ぼうの発する熱は一向に収まらず、水はたちどころに蒸発して消えた。産うぶ屋やはまるで鍛か冶じ屋やの火ひ床どこの中のような熱気に覆おおわれた。誰だれも赤あかん坊ぼうに触ふれる事さえ出来ずにいる中、母イスネット妃ひはその細く白い腕うでを差さし伸のべ、熱さにも構わず赤あかん坊ぼうを引き寄せると、優やさしく胸に抱だいて乳を与あたえた。すると赤あかん坊ぼうは泣くのをやめ、灼やけるような熱さも噓うそのように収まった。赤あかん坊ぼうはそれ以来、恐おそるべき熱を発する事はなくなったが、イスネット妃ひはその時に負った上半身の火傷やけどが原因で、十日と経たたずに亡なくなった。

　赤あかん坊ぼうは、ディアスフェルドの言葉で炎ほのおが激はげしく燃もえる様を表す「レオーム」という名を付けられた。




　ルスタットとレオームの兄弟は、乳う母ばに預けられた。乳う母ばが良かったのか、新生児の半数近くが十歳さいまでに死んでしまうほど乳幼児死亡率の高かった当時のディアスフェルドにしては珍めずらしく、二人とも病気一つせず、元気にすくすくと育った。

　ルスタットはその不死身の肉体のお陰かげで幼い頃ころから決して怪け我がをせず、そのため非常に大だい胆たんで腕わん白ぱくな少年に育った。生まれつき王としての資質に恵めぐまれたルスタットは、勇ゆう敢かんであると同時に高潔であったが、傷付く事を知らず恐おそれを知らぬ少年は、他人の弱さを思いやる優やさしさに欠けるところがあった。もちろん高潔なる王子としての慈いつくしみは具そなえていたが、人々の抱いだく恐きよう怖ふという感情を頭でしか理解出来ず、我わが事のように共感する事が出来なかった。強く賢かしこく勇ゆう敢かんなルスタットは大勢の人の憧あこがれとなり、尊敬の的となったが、同時に畏い怖ふすべき対象でもあった。恐きよう怖ふを実感出来ぬ王子は、自分の振ふる舞まいが時に他人を恐おそれさせる事があるという事実を、本当の意味で理解する事なく育った。

　一方のレオームは、何をするにも本気になるという事が無く、常に不真面目でいい加減で、ふざけるのが大好きなやんちゃ坊ぼう主ずだった。辛つらい事や苦しい事からは真っ先に逃にげ、いつも楽しい事や面おも白しろい事だけを追いかけ回していたが、憎にくめない性格で大勢の人に愛された。レオームが笑うと、真冬の凍いてつく寒さの中でも、暖だん炉ろの火のような暖かい熱が周囲を包んで汗あせばむほどになった。その一方で、困っている人や苦しんでいる人、傷付いている人に寄せる心は人一倍強く、共に涙なみだを流した。その涙なみだはいつも、沸わかしたてのお湯のように熱かった。

　人々は、兄王子ルスタットには尊敬と憧あこがれを、弟王子レオームに対しては愛情と友情をもって接した。




　そして、ある日の事。

　ルスタットは十歳さい、レオームは九歳さいだった。

　林りん檎ごの収しゆう穫かくを終えたばかりの、秋の昼下がり。

　卓たく越えつした剣けんの技量から「剣けん聖せい」と讃たたえられていた騎き士しマッキムードが、長旅を終え久々に城に戻もどってきていた。

　国王ニルナスはマッキムードを丁てい重ちようにもてなし、息子むすこたちに剣けんを教えてやって欲ほしいと頼たのんだ。

　教えるに当たって剣けんが必要だという事になり、ルスタットにはマッキムードが剣けんを与あたえ、レオームにはニルナス王が自分の腰こしの剣けんを与あたえた。

　ところが、それに対してルスタットが異を唱えた。

　自分は父王の剣けんがいいと言って、レオームの剣けんを奪うばおうとしたのである。

　しかしレオームは、これは自分がもらったのだからと言って譲ゆずらず、二人の子供は喧けん嘩かを始めた。

　互たがいに剣けんを持ったまま喧けん嘩かを始めた二人を見て、周囲は慌あわてた。

　子供は、些さ細さいな事でもすぐ本気になる。ルスタットは決して傷付かぬ不死身の体だから良いが、レオームは普ふ通つうの少年だ。万が一の事があっては大変である。

　剣けん聖せいマッキムードが誰だれよりも早く立ち上がり、二人の元へと走った。

　だがその時。

　怒いかりを顕あらわにしたレオームの全身から、燃もえるような熱が発せられた。生まれたばかりの時に発したのと同じ、火ひ床どこやるつぼの中のような、全てを溶とかしそうな恐おそろしい熱。

　そして次の瞬しゆん間かん、レオームの剣けん先さきがルスタットの胸を掠かすめた。

　不死身のはずのルスタットの皮ひ膚ふが切きり裂さかれ、真っ赤な血が迸ほとばしった。

　怪け我がをしたのはレオームではなく、不死身の体を持つルスタット。

　誰だれもが驚おどろいて目を見張った。

　ルスタットは啞あ然ぜんとしてその場に固まり、剣けん聖せいマッキムードは思わず足を止め、父王ニルナスは我わが目を疑うように瞼まぶたを見開いた。

　そして剣けんを握にぎったレオームは、一いつ瞬しゆん何が起きたのか分からぬ様子でじっと兄ルスタットの胸を見つめた。そして次の瞬しゆん間かん、自分の剣けんが兄を傷付けた事を理解すると、慌あわてて手ふき用の布を取り出して兄の傷口を押おさえた。

「ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶ？　ごめんなさい！」

　泣きながら謝あやまるレオームの体からはもう、先さき程ほどまで発せられていた恐おそろしい熱は収まっていた。

　一番近くにいた剣けん聖せいマッキムードがふと気が付くと、自分の革かわ帯おびの留め金が溶とけて変形していた。それを見たマッキムードは、何が起きたかを理解した。レオームの発する熱が鉄をも溶とかし、この留め金を変形させた。そして同じように、レオームの熱はルスタットの体までも溶とけた鉄のように柔やわらかくして、剣けんで傷を付ける事を可能にしたのだ。

　ルスタットは驚おどろきと傷の痛みにしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて我に返ると、泣いて謝あやまるレオームの頭をそっと撫なでた。

「謝あやまるのは私の方だ。その剣けんは父上がお前にやったもの。それを奪うばおうとした私が間ま違ちがっていた。誰だれも私には敵かなうまいという思い上がりから、乱暴な振ふる舞まいに及およんでしまったんだ。許してくれ」

　その微ほほ笑えみには、これまでのルスタットには欠けていた心からの優やさしさがあった。

　素す直なおに自分の非を認めた兄ルスタットを、レオームは驚おどろいた顔で見つめた。

　ルスタットは、胸の傷を押おさえているレオームの手巾ハンカチに目を落とす。

「……もし良ければ、この布をもらっていいだろうか」

「え？　構わないけど、洗ってこなくちゃ」

「いや、このままでいい。この布に付いた自分の血を見るたびに、今日の事を思い出し、思い上がった心を戒いましめるためのよすがとしたいんだ」

　ルスタットはそう言うと、改めてレオームを見つめた。

「我わが弟レオーム。お前は世界でただ一人、この私に傷を負わせた男だ。もしこれから先、私が再び過あやまちを犯おかす事があれば、今日のようにきっとまたお前の剣けんで止めてくれ。頼たのんだぞ」

　そう言って微ほほ笑えむルスタット。

　レオームはしばし言葉を失って兄ルスタットの顔を眺ながめていたが、その目はやがて尊敬の眼まな差ざしに変わり、レオームは恭きよう順じゆんの意を示すように深く頭こうべを垂れた。

「うん……」

　そして、レオームは笑え顔がおを浮うかべると兄ルスタットを見た。

「……その代わり、僕ぼくも、一つお願いをしてもいい？」

「手巾ハンカチの礼だ。何でも聞こう」

「この剣けんと、兄様の剣けんを交こう換かんしてほしいんだ。父様の剣けんは王の剣けん。いずれ国を継つぐ兄様こそが譲ゆずり受うけるべきだから」

　レオームはそう言うと、喧けん嘩かの発ほつ端たんとなった父の剣けんをルスタットに差し出した。

「……分かった」

　ルスタットは静かに微ほほ笑えみ、弟の折角の気き遣づかいを無にしないよう、素す直なおに交こう換かんに応じた。

　二人の様子を見守っていた父王ニルナスと剣けん聖せいマッキムード、そして同席していた家臣たちはその光景を見て、兄ルスタットは必ずや素す晴ばらしい王になるであろうと思い、また弟のレオームもきっと兄の良き支えとなるに違ちがいないと確信した。二人が共に助け合えば、イアンマッド王国の未来は安あん泰たいであると、その場の誰だれもが信じた。

　ちゃんと自分たちだけで仲直りをした二人には、父王ニルナスから御ご褒ほう美びとして、絞しぼりたての林りん檎ご汁じるが小こ樽だるに一杯ぱい振ふる舞まわれ、幼い二人はその新しん鮮せんな甘あまい味を心ゆくまで堪たん能のうした。

　やがて、父王ニルナスの剣けんを受け取ったルスタットは父について騎き士しの修しゆ行ぎようを始め、剣けん聖せいマッキムードの剣けんを受け取ったレオームは、マッキムードの従者として騎き士し見習いの修しゆ行ぎようの旅に出る事となった。

　アルキラン共和国の第一次侵しん攻こうが始まる十年前の事だった。
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「……あの日、私は初めて傷付けられる痛みを知った。その事でようやく人間になれたのだ。それまでの私は恐きよう怖ふを知らず、それ故ゆえに恐きよう怖ふに震ふるえる人々の気持ちも知らず、恐きよう怖ふに打ち勝つ勇気の尊さも知らず、いわば人の姿をした野や獣じゆうのようなものだった。だがお前の剣けんによって、痛みとは何かを理解した。人々が傷付いた時に感じる痛みというものがどのようなものかを、自らの経験によって知ったのだ。それによって初めて、私は人の痛みを本当の意味で思おもい遣やる事が出来るようになった。そして、私とていずれは滅ほろびゆく儚はかない命の一つに過ぎない事を自覚した。幼よう稚ちな思い上がりはお前の剣けんによって打うち砕くだかれ、代わりに、まともな人間に必要な謙けん虚きよさと思いやりを、傷と共にこの身に刻む事が出来た。今やあの頃ころの傷はすっかり癒いえて跡あと形かたもないが、この布に付いた血を見るたびに、私はあの日の事を思い出し、お前に教えられた事を思い出すのだ」

　遠い目をして、少年時代を懐なつかしむように語るルスタット。

　レオームは恥はずかしそうに視線を逸そらす。

「俺おれ如ごときが兄貴に教えられる事なんか何もねえよ……。あれだって結局、俺おれが癇かん癪しやく起こして暴れたのを兄貴が庇かばってくれたってだけじゃねえか……」

　そう呟つぶやくと、照てれ隠かくしのように杯さかずきをグイッと空ける。

　レオームにとってルスタットは、昔からずっと憧あこがれの兄だった。自じ慢まんの兄だった。歳としが近い兄弟は互たがいに張り合う事も多いものだが、レオームが分別の付く年とし頃ごろになってから、ルスタットに対してそんな感情を持った事は、一度だってなかった。それほどまでに、レオームにとってのルスタットは完かん璧ぺきだった。兄として、人として、騎き士しとして、王子として、全てに非の打ち所がなかった。そのルスタットからこんなふうに感かん謝しやされると、気き恥はずかしいようなそわそわした気分になって、何だか落ち着かなかった。

　ルスタットは、そんな弟の様子を見て愛いとしげに微び笑しようした。明日に迫せまった別れを惜おしむかのように、はたまた大切な弟の姿を目に焼き付けようとするように、ルスタットはしばし無言でレオームを見つめた。

　そして、やがて決断したかのように、口を開いた。

「レオーム。頼たのみがある」

「何だよ、改まって」

　急に真面目になったルスタットに、レオームは意表を突つかれて目をぱちくりさせる。

　ルスタットは、そんなレオームをじっと見つめた。

「明日、イアンマッドを発たつ私のために、何か言葉を贈おくって欲ほしい」

「は？」

　レオームは、再び目をぱちくりさせた。そして、戸と惑まどったように言い返す。

「……俺おれなんかが兄貴に助言なんか出来ねえっつっただろ」

「そんな事はない。お前は十年近くもの間、マッキムード殿どのに従って諸国を見て回ってきた。ディアスフェルドだけでなく、今はアルキランに征せい服ふくされている土地や、アルキラン本国までも。私が知らない事で、お前が知っている事は山ほどある」

「けどそのお陰かげで、ちゃんと騎き士しになったのすら、つい半年前。アルキランが攻せめてきたんで、慌あわてて叙じよされただけで、領地も領民もまだいねえ。それどころか正式な従者すらいねえ。騎き士しとしても王子としても半人前だ。兄貴みたいな、賢かしこくて強くて勇ゆう敢かんで、誰だれもが認めるイアンマッド最高の騎き士しに対して、半人前の俺おれが何を言えるってんだ」

　困ったように頭を搔かいて、何とか断ろうとするレオーム。

　だがルスタットはレオームを真まっ直すぐに見つめた。

「確かに今の私は光栄にも、ディアスフェルド全土でも一、二を争う騎き士しだと讃たたえられている。だが、幼く未熟だった私をそうさせたのはレオーム、お前だ。だから私は、父上でも剣けん聖せいマッキムードでも学者ユラティーヴでもなく、お前の言葉が欲ほしいのだ。アルキラン共和国にあっても私がお前の言葉と共にいられるように。私が私のままでいられるように」

　静かに、だが真しん剣けんに、ルスタットはそう言った。

　レオームは驚おどろいてルスタットを見つめ返した。兄とは比べものにならないちっぽけな存在だと思っていたこの自分が、思いがけぬほどに兄にとって大きな存在だったという事を、レオームはこの時初めて知った。

　だが、それに気付いたところで、ルスタットほどの偉い大だいな騎き士しに、自分が掛けられる言葉など見つけようがなかった。

　沈ちん黙もくする事数秒。

　やがてレオームは大きく一つ息を吐つくと、ルスタットの両りよう肩かたを摑つかんだ。

「俺おれから贈おくる言葉は一つだ」

　じっとルスタットの目を覗のぞき込こむレオーム。

　そして、自分の持てる思いの全てを込こめて、一言呟つぶやいた。

「死ぬな……！」

　一いつ瞬しゆん、キョトンとしたようにレオームを見るルスタット。

　レオームは続ける。

「兄貴は確かに、どんな武器でも傷付かねえ体を持ってる。みんな兄貴の事を不死身だと言う。だが、傷付かねえってだけじゃ不死身じゃねえ。どんなに頑がん丈じような鎧よろいを着てたって、水に沈しずめば溺おぼれ死ぬ。炎ほのおに巻かれりゃ焼けて死ぬ。寒くったって凍こごえ死しぬ。腹が減っても死んじまう。毒を飲んでもお陀だ仏ぶつだ。俺おれはマッキムード先生について世界中を旅して回った。世界中の色んな人間を見てきた。だが、ほとんどの人間は戦いの中でなんか死なねえ。もっと別の理由で、普ふ通つうの日常の中で、ついさっきまで元気だった奴やつが呆あつ気けなく死んじまうんだ。だからこそ頼たのむ。死なないでくれ。そして、いつか必ず、生きて帰ってきてくれ……！」

　ルスタットの肩かたを摑つかむ指に、思わず力が籠こもった。

　レオームの言葉は、助言というより、懇こん願がんだった。

　まるで駄だ々だを捏こねる子供のように、レオームはルスタットにしがみついた。
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　大切な兄との別れを前にして、掛かけられる言葉など他になかった。

　何としても無事に帰ってきて欲ほしい。もう一度その笑え顔がおを見せて欲ほしい。それ以外の事はどうでも良かった。その気持ちを率そつ直ちよくにぶつける以外に、レオームに言える事などなかった。

「……俺おれは、国王なんて柄がらじゃねえ。国中の誰だれもが、兄貴にこそ王を継ついで欲ほしいと願ってるんだ。イアンマッド王国を継つぐのは兄貴しかいねえ。だから、絶対に生きて帰ってきてくれ……！　俺おれの大事な兄貴として戻もどってきてくれ……！」

　ルスタットはその気持ちを受け止めて、しっかりと弟の体を抱だきしめた。

「お前の兄として誓ちかおう。必ず、戻もどる」

　不死身の英えい雄ゆうと恐おそれられたルスタットの目にも、この時ばかりはうっすらと涙なみだが浮うかんだ。

「……ディアスフェルドの神々と祖先に誓ちかって、必ず……！」

　ルスタットはもう一度繰くり返かえすと、弟を抱だきしめる腕うでにギュッと力を込こめた。

「……それまで、父上とこの国を頼たのむ。レオーム」

「………」

　レオームは無言でうなずいた。

　その晩、二人は朝まで飲み交かわした。

　幼い日々の思い出話に花を咲さかせたのか、これからの二人や王国の行く末について語り合ったのか、それとも朝までただ無言で杯さかずきを酌くみ交かわしたのか。年代記も叙じよ事じ詩しも、この夜の二人の会話についてはこれ以上何も伝えていない。




　翌日、ルスタットは大勢の人に見送られてイアンマッド王国を後にした。

　良く晴はれ渡わたった、雲一つ無い青空だった。

　アルキラン共和国の兵に囲まれて堂々と馬で去っていくルスタットの様子は、まるでアルキラン軍を従え、これから凱がい旋せんにでも出かけるかのようだった。

　並み居る家臣や召めし使つかい、乳う母ばらは、泣きながらその背中に手を振ふった。レオームは、兄の後ろ姿を目に焼き付けようとするように、身じろぎ一つせず直立して見送った。




　物語はこの後、二人の兄弟の人生をそれぞれ追いかけていくが、まずはイアンマッド王国に残された弟、レオーム王子の話で幕を開ける事としよう。
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　第一章　年としの瀬せの事件




　アルキラン共和国との戦争が休戦となり、ディアスフェルドは冬を迎むかえた。

　ディアスフェルドでは、冬とう至じの頃ころを一年の終わりとしていて、冬とう至じ前の時期は冬ごもりの支し度たくがてら、歳とし迎むかえの準備と称しようしてお祭りが続く。潰つぶした豚ぶたで作った出来たての腸ちよう詰づめ肉が惜おしげもなく振ふる舞まわれ、村々では若い娘むすめが踊おどりながら祖そ霊れいを祀まつる木に冬ごもりの布を巻いたり、男たちが賞品の酒を競きそって力比べをしたりと、どこも賑にぎわう。

　レオーム王子は、ニルナス王の家臣である黒くろ髭ひげのオークナグの領地に招かれて、祭りの様子を見物していた。オークナグは髭ひげのせいで年ねん齢れいよりも老ふけて見えるが、実はレオームとは乳ち兄弟きようだいで、昔から気心の知れた仲である。

　オークナグの領地はタガン村という小さな村で、すぐ西にし隣どなりには隣りん国ごくのハイアッド王国があるという、国境の村。小さくはあるが、領主と村人の関係も、村人同士の関係も、まるで一つの家族のように親密な、平和な村である。道を歩けば村人たちはすぐオークナグに挨あい拶さつし、オークナグも村人一人一人の名前を全て覚えていて気さくに呼びかける。ここはオークナグが十五歳さいで初うい陣じんを果たした時に、手て柄がらを立てて恩賞としてもらった土地で、それ以来オークナグは騎き士しながら率そつ先せんして田畑を耕し、森を切り開いて、村を豊かにするべく頑がん張ばってきた。

「どうですレオーム様、我わがタガンの村は」

　一いつ緒しよに村の中をぶらつきながら、自じ慢まんげな顔の黒くろ髭ひげのオークナグ。

「まだ小さいが、以前より活気が出てきたな。ここは近くに大きな川もあって、水にも恵めぐまれてる。まだまだ豊かになりそうだ。いい村になってきたじゃねえか」

　レオームはそう言いながら、左手に持った肉を頰ほお張ばり、右手の林りん檎ごを囓かじった。

「食い物も美う味めえ。飯が旨うまいとこってのは豊かになるぜ」

「レオーム様にそう言って頂けるとは、領民どもも喜びましょう」

　オークナグは得意満面で胸を張る。

　その時、目の前に人だかりが見えた。

「お？　何かやってんな」

　足を止めるレオーム。

　覗のぞいてみると、麦わらで拵こしらえた人形に鎧よろいを着せたものが立っていて、村人がそれに向かって剣けんを振ふり下ろしている。

「鎧よろい切りですな」

　覗のぞき込こんだオークナグが言った。

　祭りの余よ興きようの一つである。参加したい者は、小麦や干し肉などを支し払はらって剣けんを借り、その剣けんで人形に着せた鎧よろいを切きり裂さく事が出来れば、褒ほう賞しようとして酒や肉が振ふる舞まわれる。使われる剣けんや鎧よろいは大たい抵ていの場合、村人が戦いくさに駆かり出だされた時に分ぶん捕どってきた戦利品の類たぐいで、こうやって祭りの際に一ひと稼かせぎするのに使われる。今使われているのはアルキラン軍の黒い鎧よろいだ。この間の戦いくさに駆かり出だされた者が戦場で拾ってきたのだろう。剣けんはどうやら、もっと前に手に入れたディアスフェルドの騎き士しの剣けんらしい。かなりボロボロだ。

　豪ごう華かな褒ほう賞しように釣つられて何人もの男が次々に挑ちよう戦せんするが、悉ことごとく失敗する。

　黒くろ髭ひげのオークナグはそれを見て苦く笑しようした。

「鎧よろいを斬きるなどという真ま似ねは、我ら騎き士しでも難むずかしいものですからな。ただの村人どもでは、まず上う手まく行かぬでしょう」

「まあ、簡単に斬きれるようなら鎧よろいの意味がねえからな」

　レオームも笑い返す。

「さあ、他に挑ちよう戦せんする人はいないか？」

　鎧よろいの持ち主が大声で呼ばわるが、失敗続きなのを見てきた村人はもう誰だれも挑ちよう戦せんしようとしない。

　皆みなの顔を見回していた鎧よろいの持ち主は、人ひと垣がきに紛まぎれ込こんだオークナグの姿を見つけた。

「これは御ご領主様！　どうです！　折角ですので、一回遊んでいかれては！」

　黒くろ髭ひげのオークナグは困ったように笑って誤ご魔ま化かす。

「いやいや、村人の楽しみに、領主たるこの私が割わり込こんで邪じや魔まをしては悪かろう」

「何を仰おつしやいます！　オークナグ様に参加して頂ければ、皆みな喜びますよ！」

　そう言ってしつこく誘さそう鎧よろいの持ち主。

　周囲の人だかりからも、声が掛かかる。

「やってください御ご領主様！」

「そいつのせいで、俺おれたち散々ふんだくられたんだ！」

「取り返してくださいよ！」

　その声に、オークナグは困ったようにレオームの顔を見た。

　レオームは面おも白しろがってニヤリと笑うと、手持ちの銅貨を一枚取り出して鎧よろいの持ち主に投げて渡わたす。

「剣けんの借り賃はこれで足りるか？」

「へえ！　充じゆう分ぶんで！」

「ほら、オークナグ。みんなが期待してんぞ。一発いいとこ見せてやれ」

　レオームはそう言ってオークナグの背を叩たたいた。

　鎧よろいの前に押おし出だされるオークナグ。

　そこへ、剣けんが差し出される。

「むうう……」

　仕方なく剣けんを手に取って見てみると、刃ははボロボロで、蕪かぶですら両断出来るか怪あやしい。

「これで斬きれと申すか……」

　オークナグは困った顔に汗あせを浮うかべながら構えると、気合いと共に振ふり下ろした。

「どあああああああっっ!!」

　そして鎧よろいを見る。

「どうだっ!?」

　しかし、鎧よろいには傷一つ付いていない。

　それを見て、笑い声と落らく胆たんの声が一いつ斉せいに湧わき上あがる。

「くぅ……！　この剣けんがもう少しマシな手入れをしてあれば、この私とてアルキランの鎧よろいごとき……！」

　本気で悔くやしがるオークナグ。そんな姿に、周囲からは親しみの籠こもった笑いが起きる。

　鎧よろいの持ち主は、今度はレオームに声を掛かけた。

「そちらの騎き士し様も一振ふりどうです？　お代はさっき頂いた銅貨で充じゆう分ぶんですぜ」

　すると黒くろ髭ひげのオークナグもレオームを振ふり返かえった。

「そうです！　レオーム様も是ぜ非ひ、挑ちよう戦せんしてくだされ！　私一人が恥はじをかきっぱなしでは、いたたまれませぬ！」

「おいおい、そりゃ俺おれにも恥はじをかけって意味か？　こっちは仮にも王子だぜ？　とんでもねえ事言いやがるな」

　レオームは苦く笑しようしてオークナグから剣けんを受け取ると、刃はを眺ながめた。

　……一応、まともに刃はが残ってる部分も少しはあるな。

　そう確かく認にんすると鎧よろいの前で構え、ニヤリと笑う。

「まあ、祭りなんてのはみんなで一いつ緒しよに楽しくやるのが一番だ。一人だけ荒あら稼かせぎってのは、後で揉もめる元だしな。盛り上げるためには、ここらで誰だれかがぶった切っちまうってのも悪くはねえか」

　そう言ったかと思うと、さっと横薙なぎに一いつ閃せん。

　一いつ瞬しゆん、人々は言葉をなくした。

　剣けんを振ふったというより、剣けんが構えたところから消えて、振ふりきった後の場所に突とつ然ぜん現れたかのような、そんな一ひと振ふり。余りの速さに残像すら見えない。

　だが、肝かん心じんの鎧よろいには傷一つ付いていない。

「いやぁ、レオーム様でもこれは難しかったようですな」

　黒くろ髭ひげのオークナグが嬉うれしそうに笑いながらレオームに近付く。

　だがその時、藁わら人形がグラリと動いた。そして、着ていた鎧よろいごと真っ二つになって、地面に落ちる。

「おおおおおおおおおおおおおお!!」

　もの凄すごい歓かん声せいが沸わいた。

　鎧よろいの持ち主も、腰こしを抜ぬかして目を疑う。

　レオームはニッと笑った。

「んじゃ、その景品は俺おれが全部頂くぜ」

　そして人だかりの方を振ふり返かえる。

「みんな、俺おれの奢おごりだ！　俺おれが手に入れたこの景品は、みんなで仲良く山分けといこうぜ！」

「おおお!!」

「話の分かる騎き士し様だ！」

「さすがオークナグ様のお知り合い！」

　再び歓かん声せいが沸わき起おこった。

　オークナグはそれを聞くと大声で自じ慢まんする。

「当然だ！　何せこのお方こそイアンマッド国王ニルナス様の第二王子、レオーム様だからな！」

　それを聞いた途と端たん、群衆の間から一ひと際きわ大きな驚おどろきの声と歓かん声せいが上がった。

「王子様だって！」

「王子様がこんなところに！」

「ありがてえありがてえ！」

　レオームはそれを見て困ったように頭を搔かく。

「折角気楽なお忍しのびの休きゆう暇かだってのに、余計な事言いやがって……」

　そして、懐ふところからこっそり銀貨を取り出すと、鎧よろいの持ち主に投げて渡わたした。

「自じ慢まんの戦利品をぶった切っちまって悪かったな。これは鎧よろいの代金だ。受け取っとけ」

「へっ!?　よ、よろしいので……？」

「お前もあのアルキラン軍と一いつ生しよう懸けん命めい戦ってくれたんだろ？　お陰かげでこの村は守られた。次また何かあった時にゃ、よろしく頼たのむぜ」

　レオームはそう言って片目をつぶると、景品の山から干し肉を一切れ取って、逃にげるようにその場を去る。慌あわてて追いかける黒くろ髭ひげのオークナグ。

「いやぁ、斬きれるもんですなぁ。さすがは剣けん聖せいマッキムード殿どの直伝の腕うで前まえ。このオークナグ、感服致いたしましたぞ」

　景品になっていた酒を吞のみながら、心底驚おどろいた口くち振ぶりで話しかける。

　レオームは笑って答えた。

「剣けんを真まっ直すぐ直角に当てれば、剣けんの幅はばがそのまま厚みになるだろ？　それと比べりゃ、どんなに厚い鎧よろいでも薄うすっぺらいもんだ。ぶつかり合えば剣けんのほうが絶対に勝つ。コツさえ分かりゃ、誰だれでも出来るさ」

「私めにも出来ますか？」

　目を輝かがやかせるオークナグ。

　レオームはその目を見ながら、ちょっと困った様子で頭を搔かく。

「……まぁ、そうだな。練習すりゃ出来るだろうけど、見せ物以上の価値はねぇぞ。切れたところで刃はこぼれは絶対するし、動いてる相手に直角に当てるなんてそうそう出来ねえんだから、実戦じゃまず使えねえ。こんな大道芸覚えるより、鎧よろいの隙すき間まを狙ねらう技わざを練習したほうがずっといいと思うぜ」

　真面目で頑がん固こなオークナグの事だから、練習し出すとそればかりに熱中して、剣けんも鎧よろいも何百と駄だ目めにしかねない。だがディアスフェルドでは、剣けんも鎧よろいもそれ一つでタガンの村の一年分の収しゆう穫かくに匹ひつ敵てきする程ほどの貴重品なのだ。下へ手たをすると、少しずつ豊かになりつつあるタガンの領民にまでしわ寄せが行きかねない。

　オークナグもレオームの話を聞くとうなずいた。

「確かに、レオーム様も実戦においては隙すき間まを狙ねらった攻こう撃げきが多かったように思いますな」

「ま、そういうこった。大道芸は大道芸人に任せりゃいい。実戦で使える技わざを身に付けてこそ騎き士しだぜ」

　レオームはそう言うと、さっさと話題を変えた。

「ところで、そろそろ城に戻もどった方がいいんじゃねえか？　今日は晩ばん餐さんの神事があるんだろ」

「そうでした！　そろそろ戻もどらねば！」

　ハッと月を見上げて慌あわてるオークナグ。

　そして、二人は馬に跨またがり、オークナグの居城へと、急いで走った。




　城へ帰る道すがら。

　レオームは、普ふ段だんと変わらない祭りの光景を思い出してホッとすると同時に、今の自国の現状に思いを馳はせた。

　ここタガン村は直接アルキランの侵しん略りやくに晒さらされる事がなかったから、いつも通りの風景が残っているが、しかしイアンマッド王国自体は各地に戦いの爪つめ痕あとが残り、国土も半分近くを失った。優ゆう秀しゆうな騎き士しが大勢死に、或あるいは捕ほ虜りよとしてアルキランに連れて行かれた。その上、兄王子ルスタットまでもが、人ひと質じちに取られてしまった。何とか停戦に持もち込こめたとはいえ、被ひ害がいは大きい。

　……しかも、厄やつ介かいなのはそれだけじゃねえ。

　レオームは胸の内で呟つぶやいた。

　イアンマッドには、アルキランとの戦いに協力するといって乗のり込こんできた他国の軍勢が大勢駐ちゆう留りゆうしていた。彼かれらは実際にはアルキランとは一戦も交えず、停戦合意が成った後も、イアンマッドに軍を駐ちゆう留りゆうさせ続けている。援えん軍ぐんという口実で軍をねじ込こみ、弱体化したイアンマッドを乗っ取ろうと画策しているのだ。アルキランと休戦したと思ったら、ディアスフェルド内での小こ競ぜり合あいというわけである。一ひと息いき吐つく余よ裕ゆうもない。そして、何かあったら一番被ひ害がいを被こうむるのは、さっき見てきたような村人たちだ。

　……面めん倒どうな事が起きねえといいがな。

　レオームは、夜空を見上げて溜ため息いきを吐ついた。白い息は月に照らされて輝かがやき、闇やみに溶とけるように消えていった。




　晩ばん餐さんの神事は、ディアスフェルドの言葉で「オートコネア」という。土地の神を領主が城に招いて一年の労をねぎらい感謝すると共に、来年の豊作を祈き願がんする儀ぎ式しきである。土地を持たない貧しい村人を集めて籤くじを引かせ、当たった者が神の代わりとして城に来る。領主はその者を、神として最大限もてなすのだ。一年の内で最も重要と言ってもいい神事である。

　オークナグは小さな居城に戻もどると急いで湯浴みをして身を清め、妻と二人で最も上等な服に着き替がえた。そして城内の掃そう除じが済ませてあるかを急いで確かく認にんする。そこへ、みすぼらしい身なりをした老ろう夫ふう婦ふがやってきた。手には青々とした杉すぎの枝を挟はさんだ杖つえを持っている。

「タガン村の神よ、ようこそおいでくださいました」

　オークナグは妻と共に出で迎むかえると、丁てい重ちように頭を下げた。

　老ろう夫ふう婦ふは恐きよう縮しゆくして慌あわてて自分も身を屈かがめようとするが、オークナグはそれを阻そ止しするように老ろう夫ふう婦ふの手を取る。

「まずは神様に一年の垢あかを落としていただきます。こちらへお越こし下さい」

　そう言って奥おくの客間へ連れて行く。そこには浴よく槽そうとお湯が用意してあって、オークナグとその妻が自らの手で老ろう夫ふう婦ふの服を脱ぬがし、体を洗い清めて、新しい服を着せた。

　それが済むと、城の中の部屋を一つ一つ案内して回り、祝福の言葉を掛かけてもらう。

「決して言い間ま違ちがいをなさらぬよう、何なに卒とぞよろしくお願いしますぞ！」

　緊きん張ちようしている老ろう夫ふう婦ふを更さらに緊きん張ちようさせるオークナグ。

　祝福の言葉は回数が多ければ多いほど良よいとされるのだが、何度も祝福してくれるようにねだる事は禁じられている。そこで、わざと「言い間ま違ちがいをしないように」と緊きん張ちようさせる事で、間ま違ちがえさせ、言い直しを誘さそうのだ。途と中ちゆうで間ま違ちがえても祝福は祝福。何度も間ま違ちがえてくれれば、それだけ祝福される回数が増えるのである。老ろう夫ふう婦ふが言い間ま違ちがいをする度たびに、城内では歓かん声せいが上がる。

　そうして、家か畜ちく小屋、便所、祠ほこら、厨ちゆう房ぼう、食料庫こ、糸紡つむぎ部屋、機はた織おり部屋、寝しん室しつ、等々、全ての部屋を祝福し終えると、ようやく最後に晩ばん餐さんとなった。

　老ろう夫ふう婦ふは持参した大きな布を広げて、食しよく卓たくに掛かける。領主であるオークナグは料理を運ばせ、布に載のせられるだけ皿を載せる。隙すき間まが少なければ少ないほど、来年は豊作になると信じられているのである。老ろう夫ふう婦ふが皿を空けると、すぐさま代わりの皿が出される。そうやって、二人がこれ以上食べられなくなるまで料理を出し続け、食べられなくなった時点で饗きよう宴えんは終しゆう了りようした。

「それでは神様、来年もよろしくお願い致いたします」

　オークナグは妻と共に頭を下げると、荷車を用意させた。食しよく卓たく上の布に載のっていた料理は全て、お土産みやげとして持って帰らせるのだ。

　余った料理を全て積つみ込こませると、領主であるオークナグが騎き乗じようして直じき々じきに二人の護ご衛えいとなり、村までの道を先導する。後ろにはもう一人騎き士しが付いて護ご衛えいする事になっているが、今回はレオームがその役目を引き受けた。

　道すがら、オークナグは老ろう夫ふう婦ふのほうを振ふり返かえって尋たずねた。

「たっぷり食えたか？」

「へえ。そりゃあもう、肉やら酒やら甘あまいお菓か子しやら珍めずらしい舶はく来らいの果物やら、一生分食べさせていただきやした」

　老ろう翁おうが赤い顔に満面の笑えみを浮うかべて答える。

「もう二度とこんなご馳ち走そうは食べられませんからね。必死で詰つめ込こみましたよ。お陰かげでお腹なかが破れそうです」

　老ろう婆ばも同じくニコニコしながら幸せそうに腹をさすった。

　それを見たオークナグも満足げに笑う。

「はっはっは。そうかそうか。だが、長生きすれば再び選ばれる事もあろう。精々養生致いたせ」

「領主様、お戯たわむれを。あっしら、今年で六十五です」

「この歳としまで生きてこられただけでも儲もうけ物だというのに」

　そう言って笑う老ろう夫ふう婦ふ。

「孫たちはどうしておる？」

　オークナグが尋たずねると、老ろう夫ふう婦ふは嬉うれしそうに答えた。

「へえ。一番若い孫が、三ヶ月前に隣となり村むらから嫁よめをもらいやした。今は夫ふう婦ふで新しい畑を開かい墾こんするのに精を出しておりやす。自分で開かい墾こんした畑は自分の土地にして良よいと、御ご領主様が仰おつしやってくださったもんですから」

「この時期くらい休めばいいのに、忙いそがしい中、祭りも開かい墾こんも手を抜ぬかずに」

「そうかそうか。そのように真面目に畑仕事にいそしむ者たちあってこそ、日々の糧かては得られる。感心な事であるな」

「領主様にお褒ほめ頂くとは、あの子らも名めい誉よな事でごぜえやす。あっしらも鼻が高い」

　そんな話をしているうちに、村に着いた。

　オークナグは村の入り口に立つと、大声で呼ばわる。

「城より村へ、神が参ったぞ！　その恵めぐみに預からんと欲ほつする者は、急ぎ出で迎むかえよ！」

　その途と端たん、村人たちが競きそって迎むかえに出てきた。老ろう夫ふう婦ふが持ち帰ったご馳ち走そうは、神様の贈おくり物ものという体てい裁さいで村人たちに配られるのだ。

　篝かがり火びの下でそれぞれに食べ物を取る村人たち。喧けん嘩かもせず、互たがいに譲ゆずり合あいながら、和わ気き藹あい々あいと分け合う。

「うむ。神の恵めぐみは分かち合ってこそ増えるのだ」

　満足げにうなずくオークナグ。

　そして、レオームを振ふり返かえった。

「それでは帰ると致いたしましょうか」

「ああ」

　レオームはうなずき、二人馬を並べて城への道を引き返す。

　それを見送る村長や老ろう夫ふう婦ふや村人たち。

　村人たちの姿が見えなくなると、オークナグは恐きよう縮しゆくしたように謝あやまった。

「それにしても、今宵こよいはお付き合い頂きありがとうございました。レオーム様に護ご衛えい役までやらせてしまい、申し訳ありませぬ」

「いやぁ、勉強になったぜ。俺おれもいずれ領地を与あたえられたら、領主としてやらなきゃならねえ事だしな。それに結構面おも白しろかった」

　そう言って笑うレオーム。

「そう言って頂けると助かりまする」

　オークナグは頭を搔かく。

　その時突とつ然ぜん、村の方から何やら騒さわがしい声がした。それに続いて、つんざくような悲鳴。

「何事だ？」

　ハッとして顔を見合わせるレオームとオークナグ。

「戻もどりましょう！」

「ああ！」

　二人は大急ぎで村まで引き返した。

　村に戻もどってみると、辺りは騒そう然ぜんとしている。

「何事だ！　喧けん嘩かか！」

　オークナグが問とい質ただすと、村長が出てきて片かた膝ひざを突ついた。

「領主様！　王子様」

「何があった？　搔かい摘つまんで話せ」

「実は領主様がお帰りになってからすぐ、怪け我がをした見慣れぬ男が村へ駆かけ込こんで参りました。それに続いて、馬に乗った騎き士しが数名、その男を追うように現れたのです。騎き士したちは、お隣となりのハイアッド王国の者だと名乗り、駆かけ込こんできた男の身み柄がらを引ひき渡わたすよう要求致いたしました。しかしここはハイアッド王国ではありませんから、たとえ男が罪人であってもハイアッド王国の騎き士しが捕つかまえる権利は御ご座ざいません。ですので、その男はワシらが捕とらえ、ここの領主であるオークナグ様にお預けしておきます故ゆえ、ハイアッドの騎き士し様たちはイアンマッド王ニルナス様を通じて我らの領主様に男の身み柄がらを請せい求きゆうしてくだされと、そう申し上げたので御ご座ざいます」

　それを聞いてうなずくオークナグ。

「うむ。お主らの判断は正しい。この村の中で罪人を捕つかまえる権利は村人たるお前まえたちにあり、この地で捕つかまえた罪人の処しよ遇ぐうは領主たるこの私に決定権がある。ハイアッドの騎き士したちがこの地に勝手に押おし入いって捕つかまえる事は、この村の権利および領主たる私の権利の侵しん害がいであり、更さらには私にこの領地を与あたえて下さっているイアンマッド国王ニルナス様の権利に対する侵しん害がいでもある。よくぞ我わが領地と我わが王国の権利を守った。後ほど、褒ほう美びをつかわそう」

　だが村長は話を続けた。

「ですが領主様、続きが御ご座ざいます。ハイアッドの騎き士したちは、何が何でも怪け我がをしたその男を引ひき渡わたせと言って聞かず、村人との間で諍いさかいとなったのです。そして、そこにいるアムークという若者が槍やりで突つかれ、駆かけ込こんできた男は騎き士したちに捕とらえられて連れ去られたのです」

「なんと！　その若者はどこに！」

　オークナグが驚おどろいて問うと、村長は黙だまったまま人だかりのほうを指さした。

　オークナグとレオームがそちらを見ると、若者が一人、腹から血を流して斃たおれているのが月明かりに照らされて見えた。その周囲には妻とおぼしき若い女や両親らしい夫ふう婦ふ、更さらにここまで送ってきた老ろう夫ふう婦ふが、取りすがって泣いている。

「あの二人の孫か……！」

　オークナグとレオームは絶句した。

　ついさっき、神の代わりとして城に来ていたあの老ろう夫ふう婦ふ。その二人が自じ慢まんの孫だと語っていたのが、槍やりに突つかれた若者だった。傷の様子を確かめようと覗のぞき込こんでみたが、どう見ても絶命していた。

「何てこった……」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくレオーム。

　領主としての責任感からか、黒くろ髭ひげのオークナグのほうが先に我に返った。

「私はこの事をすぐ国王ニルナス様にご報告に行く。念のため、城から騎き士しを二人ほど村に寄よ越こすよう手配する故ゆえ、何かあった時はそやつらに頼たよれ。後の事は任せた！」

　村長に向かってそう告げると、急いで馬に跨またがる。

「レオーム様！　参りましょう！」

「あ、ああ！」

　レオームも我に返ると馬に跨またがる。

　そして二人は、夜の道を急ぎ駆かけ戻もどっていった。










　第二章　ハイアッドへの使者




　イアンマッド王の居城。オークナグの報告を受けて、イアンマッド国王ニルナスは騎き士したちを招集し、会議を開いた。

「これはとんでもない暴挙ですぞ！」

　開口一番、老臣ニノフュームは顔を真っ赤にして怒おこった。

「オークナグ殿どの及およびタガンの村長が申した通り、タガン村はオークナグ殿どのの領地であり、それはニルナス王より与あたえられたもの！　ハイアッド王国の者が勝手に入ってきて人を捕とらえたり殺したりする権利などないのだ！」

　ダンと激はげしく机を叩たたくニノフューム。

「これではハイアッドはタガン村をイアンマッドの領土と認めておらぬと言ったも同然。断固として抗こう議ぎせねばなるまい」

　ニノフュームと並んでイアンマッドの三忠臣と呼ばれているエタトラットという老騎き士しが、難むずかしい顔で腕うで組ぐみをする。

「イアンマッドには、先のアルキランとの戦いで加勢するという口実の下もとに軍を駐ちゆう留りゆうさせ、その後も居い座すわり続けている者どもが大勢おります。ここで我らが弱気なところを見せれば、必ずやその者たちを勢いづかせる事となりましょう。そうなれば一大事。それを防ぐためにも、毅き然ぜんたる態度を示す必要があると考えます」

　そう言ったのは、長なが腕うでのイライオルと呼ばれる若い騎き士し。オークナグと同じ頃ころに騎き士しに叙じよされ、先の戦いではルスタットと共にアルキラン軍を蹴け散ちらした勇士である。

　老臣ニノフュームがニルナス王に迫せまる。

「王よ！　ここは報復としてハイアッドに攻せめ込こみ、タガン村に踏ふみ入いった者どもを引っ捕とらえるより他ありませぬ！」

　だが、ニルナス王はじっと考かんがえ込こむと、静かに口を開いた。

「……今、ハイアッドと事を構えるわけには行かぬ」

「王！　何な故ぜです！　オークナグめは領民まで殺されておるのですぞ！」

　ニノフュームは顔を真っ赤にして問とい質ただす。

　ニルナス王はじっとその目を見つめ返した。

「聞け、ニノフューム。オークナグや、他の騎き士したちもだ。我わがイアンマッド王国は、先のアルキランとの戦いで消しよう耗もうしており、大勢の優ゆう秀しゆうな騎き士したちを失った。かつてイアンマッドの三忠臣と謳うたわれ、戦場で無敵を誇ほこったそなたらも、今はニノフュームとエタトラットの二人となってしまった。今のイアンマッドはもう、かつてのイアンマッドとは違ちがうのだ」

「ですが、弱気な対応をしてそれを悟さとられては、イライオル殿どのの申した通り、我わが国くにに駐ちゆう留りゆうしておる者どもの牙きばが剝むき出だしになりますぞ！　そうなってはますます窮きゆう地ちに立たされるではありませぬか！」

　そう言って譲ゆずらないニノフューム。

　ニルナス王はじっとニノフュームを見つめる。

「ハイアッドと戦えば、どのみち我わが国くにの疲ひ弊へいぶりは露ろ呈ていするであろう。そうすれば結局、駐ちゆう留りゆうしている諸国は牙きばを剝むくであろう。あのハイアッドと戦いながら、それらの駐ちゆう留りゆう軍とも戦う事など、今のイアンマッドに出来ると思うか」

　ニルナス王の言葉に、ニノフュームはグッと詰つまった。

　ハイアッド王国は、古来より武勇を持って知られ、ディアスフェルドでも一、二を争う勇ゆう猛もうな国である。アルキランとの戦いで援えん軍ぐんに駆かけつけた無敗の将フィーリ王子だけでなく、その父フォーンデリック王もまた名高き勇ゆう猛もうな騎き士しだった。フォーンデリック王は三十人力という人にん間げん離ばなれした大力を持っていると言われ、大人が手を伸のばしたよりも背が高いヘラジカの角を摑つかんで軽々と捻ひねり倒たおしたり、体重が大の大人二十人分もある原牛オーロツクスを素す手でで殴なぐり殺ころした事もあった。年老いた今もなお多くの人からディアスフェルド最強と目されているのが、ハイアッドのフォーンデリック王であった。

「……確かに、ハイアッドと事を構えるなら、全ての力を結集してぶつからねばなりませぬ。懐ふところに他国の駐ちゆう留りゆう部隊を抱かかえたままでは、ハイアッドとは戦えませぬ……！」

　グッと気持ちを吞のみ込こんでニルナス王の言葉に同意するニノフューム。

　だが、黒くろ髭ひげのオークナグがそこで声を上げた。

「じゃあどうするというのです！　民たみが殺されてそのまま泣なき寝ね入いりをする訳にはいきますまい！　この私の領民が殺されたのですぞ！　国王が動けぬのなら、私一人でも攻せめ込こみまする！」

　オークナグの目に、涙なみだが光った。

　この時代、死は常に身近にあったが、多感で直情的なディアスフェルドの人々は、ありふれた死に感覚を麻ま痺ひさせる事はなく、身内の死に直面した時は男であろうと臆おく面めんもなく泣いた。戦場で泣くのは勇ゆう敢かんさの欠けつ如じよとして時に非ひ難なんされる事もあったが、一ひと度たび戦場を離はなれれば、勇ゆう猛もうで鳴らした歴戦の騎き士したちも乙女おとめのように涙なみだを流すのが当たり前だった。領主と領民が一つの家族のような繫つながりを持っていたこの時代のディアスフェルドにおいては、領民の若者が殺されて領主が涙なみだを流し、激はげしく怒おこる事は決して珍めずらしい事ではなく、むしろ領主としてふさわしい振ふる舞まいだった。人一倍民たみに慕したわれ、善良な領主として知られていたオークナグの怒いかりや悲しみは、まさしく息子むすこや孫を殺されたも同然だった。

　この場の誰だれよりも当事者であり、この場の誰だれよりも怒いかり悲しんでいるオークナグの言葉に、集まった騎き士したちは心臓を鷲わし摑づかみにされたような気持ちになってうつむいた。

　ニルナス王はオークナグを見ると、静かに答えた。

「無む論ろん、黙だまっているわけにはいかん。ハイアッド国王フォーンデリックに非を認めさせ、賠ばい償しようを取ろう。それで手打ちとする」

　そして、レオームに呼びかける。

「レオームよ」

「はい？」

「この交こう渉しよう、そなたに任せたいと思う」

「俺おれが？」

　レオームは驚おどろいて素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ちょっと待ってくれ親おや父じ。俺おれはまだ従者もいなけりゃ領地もねえ。騎き士しとしても王子としても半人前だ。俺おれが出向いたって相手にされねえよ」

「いいやレオーム。ただの使者ではなく、王子たるそなたを送る事が、こちらの強い意志を相手に示す事となるのだ。他の騎き士しでは務まらぬ。そなたでなくては」

　そう言い聞かせるニルナス王。
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　レオームは粘ねばる。

「だけど親おや父じ。王子として長年親おや父じの補ほ佐さをしてきた兄貴ならともかく、修しゆ行ぎようにかこつけてあちこちほっつき歩いてたこの俺おれが出向いたところで、まともに相手されるわけがねえ」

「だからこそだ。兄ルスタットがアルキランに人ひと質じちに取られ、いつ帰るかも分からぬ以上、そなたが国を継つぐ事も考えねばならぬ。今からでも、王子としての務めを果たしていかねば、そなたが王となった時に困る事になる」

「ちょっと待ってくれ父上。冗じよう談だんじゃねえ。国を継つぐとか、今いま更さらそんな気さらさらねえよ。俺おれはそこらの可愛かわいい女の子の尻しりを追っかけながら、なるべく気ままにのんびり生きていきたいんだ。それに兄貴だって死んだ訳じゃない。ただ人ひと質じちに取られただけだ。必ず帰ってくる」

「それまでこの儂わしが生きておられるかどうか分からぬ」

「大だい丈じよう夫ぶ、親おや父じは長生きするよ。この歳としまで病気一つした事ないじゃねえか。俺おれだって、これから一層労いたわるから」

　それを聞いたニルナス王は、ニヤリと笑った。

「ほほう。言うたな。ならば父の体を労いたわって、儂わしの代わりにそなたが王子としてイアンマッド王国を代表し、ハイアッド王と話を付けてくるのだ！　分かったな！」

　有う無むを言いわせぬ断固とした声。

　意志を変えるつもりは微み塵じんもない事が、その声からはっきりと伝わってくる。

　レオームはなおも粘ねばろうとしたが、結局は使者の務めを引き受けるより他になかった。




　その日の内に支し度たくを調ととのえると、レオームはイアンマッド城を出てハイアッド王国に向かった。従者の代わりにレオームの供につくのは師し匠しようである剣けん聖せいマッキムードと、領民を殺されたオークナグの二人である。

　レオームは悄しよ気げた顔で言った。

「すまねえな、オークナグ。お前の領民が殺されたっていう大事な問題なのに、俺おれなんかが使者に立てられちまった」

　しかしオークナグは真面目な顔で答える。

「いいえ、レオーム様。私はレオーム様がこの度たびの使者となった事を、心から喜んでおります。私はレオーム様とは乳ち兄弟きようだい。赤あかん坊ぼうの頃ころからの付き合いです。故ゆえに、誰だれよりもレオーム様の事を良く存じ上げておりますれば」

　だが、その言葉にレオームは表情を曇くもらせる。そして、真しん剣けんな声になると諭さとすように言った。

「……オークナグ。お前の気持ちは分かる。領民は領主にとっちゃ子供みてえなもんだ。殺した奴やつを引きずり出して八やつ裂ざきにでもしなきゃ、気は収まらねえだろう。この俺おれでさえ、正直許せねえ思いなんだ。当のお前の怒いかりは、俺おれどころじゃねえだろう。けどな。親おや父じの命令は、ハイアッドに非を認めさせる事と、絶対に戦争にしない事。この二つだ。俺おれもそれが正しいと思う。戦いくさになれば、ハイアッドと接してるお前の領民が真っ先に被ひ害がいに遭あう。関係のないハイアッドの民たみも大勢死ぬ。そしてその混乱に乗じてイアンマッドの領地をむしり取りたい奴やつらが雪崩なだれを打って攻せめ込こんでくる。俺おれは、それを避さける事に全力を尽つくす。その為ためなら賠ばい償しようを受け取って示談にする事も受け入れる。そりゃ、どれだけ賠ばい償しようをもらったところで殺された領民は生き返らねえ。だから、そんなもんじゃ和解出来ねえって気持ちにも当然一理ある。だから、もしどうしても相手を殺さなきゃ気が済まないと思うんなら、ハイアッドの城に着くまでに俺おれを斬きれ」

　そう言って自分の剣けんを渡わたすと、無防備な背中をオークナグに見せたまま進むレオーム。

「レオーム様……！」

　オークナグはレオームに渡わたされた剣けんを抱だき、自分の気持ちを必死で抑おさえ込こむように歯を食いしばった。レオームがこういう声を出す時は、いつも本気である事を、オークナグは誰だれよりもよく知っていた。レオームは、オークナグの気持ちには添そってやれないと言っている。だが、その気持ちに添そえないのなら殺されても仕方ないと覚かく悟ごを決めるほどに、オークナグの内心の怒いかりも悲しみも分かってくれている。王子であるレオームが、一家臣に過ぎぬ自分の気持ちをそこまで察し、汲くみ取とって、それでもニルナス王の決定に従うと決めた。そして、それが受け入れられないなら殺されても仕方ないとまで言ってくれたのだ。オークナグとしては、これ以上我を張るわけにはいかなかった。レオームがこちらの気持ちを分かってくれたのなら、自分も忠臣としてレオームの気持ちを分からねばならない。そこまで覚かく悟ごをしてでもハイアッドとの戦いくさは避さけると決めた、その気持ちを理解せねばならない。

　白く雪が積つもった小道。オークナグはレオームに渡わたされた剣けんをギュッと抱だいたまま、黙だまって後に従った。










　第三章　羆ひぐま殺しの王フォーンデリック




　ハイアッド王国は、領土の広さはディアスフェルド諸国の中でも精々で中ちゆう程てい度ど、領土の北半分を失った現在のイアンマッドの更さらに半分程度しかないが、血筋の古さと格式でイアンマッド王国に次ぎ、古来より武勇を以もつて知られ、更さらには代々の王家に伝わる怪かい力りきの血筋がその強さを一層高めていた。

　ハイアッド王国の王が代々怪かい力りきを持つ理由については、次のような伝説が伝わっている。

　遥はるか昔、ある精せい悍かんな若者が天てん女によと恋こいをした。しかし若者はやがてハイアッドの王に見み出いだされ、王女と結けつ婚こんしてハイアッドの次期国王となる事になった。捨てられた天てん女によは若者を恨うらんだが、天てん女によたる彼かの女じよには、人を祝福する力はあっても呪のろう力は持っていなかった。そこで天てん女によは若者とハイアッド王国に次のような祝福を授さずけた。「ハイアッドの玉座に座すわりし者の子は、その兄弟姉妹しまいが死す時その力を分わけ与あたえられるであろう。かくして、たとえ十人の子を失おうとも、十人力の子が後に残り、その勢力を保つであろう」

　天てん女によの祝福によりハイアッド王の子は兄弟が死ねばその力を分わけ与あたえられるようになったが、その結果は恐おそろしいものだった。より強い力を欲ほつする王子たちは互たがいに他の兄弟の命を狙ねらい、国内には常に不和と内乱が絶えなかった。

　フォーンデリック王は、何十人といた兄弟との殺し合いに勝かち抜ぬき、妹を国外に嫁とつがせて、ようやくこの代でハイアッド王国を統一する事に成功した。このように常に戦い続けてきた国くに柄がら故ゆえに、その騎き士しや兵士は戦いくさ慣れしていて精強であった。特に、遠とお縁えんであっても王家の血を引く者たちは、その怪かい力りきを少なからず受うけ継ついでいて、人並み外れた剛ごう力りき揃ぞろいだった。

　そのようなハイアッド王国を制し、大勢の兄弟を倒たおしたフォーンデリック王は、三十人力という恐おそるべき怪かい力りきを誇ほこり、「羆ひぐまの騎き士し」という二つ名で呼ばれた。羆ひぐまはディアスフェルドにおいては神聖にして最強の獣けものであり、「羆ひぐまの騎き士し」の二つ名には、彼かれこそがディアスフェルド最強の騎き士しであるという称しよう賛さんが込こめられていた。年老いた今もなお、フォーンデリック王はディアスフェルド最強の騎き士しと謳うたわれているのである。

　レオームたちは城に到とう着ちやくすると取り次いでもらい、広間に通された。

　王座に座ったハイアッド国王フォーンデリックは、自らの二つ名の象しよう徴ちようである羆ひぐまの毛皮のマントを羽は織おり、白い髭ひげと豊かな白しら髪がを湛たたえて、レオームを値ね踏ぶみするように眺ながめた。

「イアンマッドのレオーム……。ニルナス王の次男か……」

「ニルナス王の第二王子、レオームです。フォーンデリック王におかれては尊顔麗うるわしゅう……」

　レオームは恭うやうやしく片かた膝ひざを突ついて挨あい拶さつをする。

　フォーンデリック王は挨あい拶さつなど煩わずらわしいとでも言うように、レオームの言葉を遮さえぎって尋たずねた。

「して、用向きは？」

　レオームは顔を上げると、フォーンデリック王を正面から見み据すえた。

「先日、ハイアッドの騎き士しが何者かを追つい跡せきしてイアンマッド王国内のタガン村に入はいり込こみ、そこで逃とう亡ぼう者を捕とらえ、その際村人を一人殺害しました。ご存じですか？」

「追いはぎを捕とらえた事は聞いておるが、イアンマッドにて捕つかまえたとは初耳だ」

　そう言って頰ほお杖づえを突つくフォーンデリック王。

　レオームは、後ろに控ひかえたオークナグを示した。

「この者はオークナグと言って、タガンの領主です。私とこの者は事件があった夜も村のすぐ近くにおり、村人が殺された直後に現場に駆かけ付けております」

「私自身の名めい誉よと祖先の名めい誉よに誓ちかって、今レオーム様が仰おつしやった事は真実です」

　きっぱりと断言するオークナグ。

　フォーンデリック王は気け怠だるげにうなずくと、つまらなそうな顔で尋たずねる。

「なるほど。で、そちらの要求は？」

「村人を殺した騎き士しの身み柄がらを引ひき渡わたして頂きたい」

　その言葉に、剣けん聖せいマッキムードと黒くろ髭ひげのオークナグが驚おどろいて顔を上げた。

　ニルナス王の命令は、フォーンデリック王に非を認めさせ、賠ばい償しようを支し払はらわせる事。殺した騎き士しの身み柄がらまでは要求していない。そこまで踏ふみ込こめば、一つ間ま違ちがえばただちに戦いくさに発展するからだ。

　だがレオームは、平然としてフォーンデリック王の顔を見上げる。

　フォーンデリック王の気け怠だるげな瞼まぶたが、少し開いた。

「引ひき渡わたしたら、その騎き士しをどうするつもりか」

「その者はイアンマッド王国内で人を逮たい捕ほする権利を持たぬのに追いはぎを逮たい捕ほし、しかもその際に村人まで殺しています。無実の人間を殺した者は同じ方法で殺される。それが古いにしえよりの掟おきて。我々はディアスフェルドの掟おきてに従い、その者を槍やりで突ついて殺します」

　顔色一つ変えずに答えるレオーム。

　フォーンデリック王はレオームを睨にらみ付つけた。

「ならば渡わたせぬ。百ひやく姓しよう一人の命は騎き士しの命とは釣つり合あわぬ」

　レオームはフォーンデリック王の視線にも怯ひるまず、微び笑しようさえ浮うかべて続ける。

「では、こうしましょう。その騎き士しが、我ら三人の内の一人を選び、この場で決けつ闘とうをするのです。もしその騎き士しが勝てば、今回の事は不問とします。こちらが勝てば、その騎き士しは殺されたので、罪は償つぐなわれたものとします。勇ゆう敢かんな事で名高いハイアッド王国の騎き士しなら、まさか怖おじ気けづいて逃にげたりは致いたしますまい」

「むぅ……！」

　フォーンデリック王は言葉に詰つまった。

　今、王の目の前にいる三人の内一人は、名高い剣けん聖せいマッキムード。そしてレオーム王子は、大勢いるマッキムードの弟で子しの中で、師の技わざを全て受うけ継ついだというただ一人の男。黒くろ髭ひげのオークナグはこの二人には劣おとるが、どんな戦場にあっても決して揺ゆるがず動じず下がらないイアンマッド屈くつ指しの騎き士しとして、フォーンデリック王の耳にもその名が一応届いている。決けつ闘とうをさせればハイアッドの騎き士しが殺されるのは間ま違ちがいない。だが、決けつ闘とうに応じなければ臆おく病びよう者ものの謗そしりを免まぬがれない。

　フォーンデリック王はしばし考えてから、レオームを値ね踏ぶみするように見て尋たずねた。

「我わが騎き士しを殺したところで死んだ者が生き返るわけではない。賠ばい償しようで手を打つわけには行かぬか？」

「賠ばい償しよう？　何をいかほど差し出すおつもりですか？」

　値ね踏ぶみし返すようにフォーンデリック王を見上げるレオーム。

　フォーンデリック王は少し考えてから言った。

「牛十頭でどうか」

「牛十頭？　いくら何でも安過ぎはしませんか」

「妥だ当とうであろう。古来より、農民一人が殺されたら賠ばい償しようは牛十頭と決まっておる」

「私が聞いているのは殺された農民の命の値段ではない。農民を殺したあなたの騎き士しの命の値段です。この賠ばい償しようは、彼かれの命の代わりなのですから、あなたが払はらわねばならないのは騎き士しの命に見合う物でなければならない。それともまさか、勇ゆう敢かんなるハイアッドの騎き士しがたった牛十頭の価値だとおっしゃるおつもりですか？　そんな話がかの騎き士しの耳に入ったら、屈くつ辱じよくのあまり死んでしまうでしょう。そうなればこちらとしては願ったり叶かなったりですが」

　そう言って更さらに挑ちよう発はつするレオーム。

　だが、フォーンデリック王はそこでニヤリと笑った。

「そうか。願ったり叶かなったりか。ならば良かった。賠ばい償しようは牛十頭というのが、そちらの要望に最も叶かなうのであるならば、そのように取り計らおう」

「……っ！」

　フォーンデリック王の言葉にレオームはハッとしたが、もう遅おそい。賠ばい償しようでは気持ちが収まらないはずのオークナグのために、何とか決けつ闘とうに持もち込こんでやろうと思って挑ちよう発はつしたが、踏ふみ込こみすぎた。

　だが、騎き士したる者が一度言った事は、引ひっ込こめられない。

　レオームはグッと奥おく歯ばを嚙かみしめ、悔くやしさを堪こらえながら、頭を下げた。

「……では後日改めて、聖地アボロアムにて双そう方ほうの王が出席の上、和解の儀ぎを結ばせていただきます。賠ばい償しようはその時に受け取るという事で」

　結局レオームは、牛十頭の賠ばい償しようで手を打ち、ハイアッド城を後にした。




　帰り道。レオームは悔くやしそうに舌打ちをした。

「くそっ！　挑ちよう発はつしたつもりが完全に墓ぼ穴けつを掘ほっちまった……」

　髪かみを搔かきむしりながら項うな垂だれる。

　そして、オークナグのほうを振ふり返かえると力無く謝あやまった。

「すまねえな、オークナグ。せめて、お前の手で仇かたきを討うたせてやりたかったんだが……」

　オークナグは静かに首を振ふる。

「いえ。そのお気持ちだけで充じゆう分ぶんでございます」

　レオームが、オークナグの悔くやしさを本当に理解してくれていた事は、フォーンデリック王とのやりとりではっきりと分かった。オークナグには、それだけで充じゆう分ぶんだった。




　やがてハイアッド王国から橋を越こえてイアンマッド王国に入り、タガン村に足を踏ふみ入いれると、森を切り開いて開かい墾こん途と中ちゆうの場所に差さし掛かかった。

　そこでは老ろう夫ふう婦ふと若い女の三人が、牛も馬も使わず手に持った鍬くわで地面を掘ほり返かえしている。イアンマッドの冬は寒い。日中でも土は固く凍こおり付つき、鍬くわの刃はも容易には刺ささらないというのに、ただただ一いつ生しよう懸けん命めいに繰くり返かえし地面を掘ほり返かえす。それを見て馬の足を止めるレオーム。

「あの爺じいさんと婆ばあさん、確か……」

　確かめるようにオークナグを見ると、オークナグはうなずいた。

「はい。城の晩ばん餐さんに招いた老ろう夫ふう婦ふです……」

「じゃあ、あの若いのが、殺された孫の嫁よめさんか……」

　その時老ろう夫ふう婦ふが気付いて手を止めた。頭を下げて挨あい拶さつをする。

「これはこれは、王子様に領主様。ごきげんよろしゅう」

　そう言って笑え顔がおを見せる老ろう夫ふう婦ふ。

　レオームは一いつ瞬しゆん掛かける言葉に詰つまった。

「爺じいさん、婆ばあさん。この度たびは、災難だったな……」

　何とかそれだけ言うと、老ろう夫ふう婦ふは恐きよう縮しゆくするように頭を下げた。

「ええ、本当に突とつ然ぜんで。歳とし迎むかえの準備の時期にこんな事になって、領主様にはご迷めい惑わくをおかけします。申し訳ない事で」

　オークナグが慌あわてて首を横に振ふる。

「お前たちが謝あやまる事ではない。領民を守れなかったのは、領主であり騎き士したる私の落ち度だ。すまなかった。すぐ側にいながら何もしてやれず」

　そう言いながら、あの晩の事を思い出して涙なみだぐむオークナグ。

　老ろう夫ふう婦ふは慌あわててオークナグを宥なだめるように手を伸のばし、恐きよう縮しゆくして言った。

「そんな。領主様に泣いて頂けるとは、あの子も果報者でごぜえます」

　オークナグは涙なみだを拭ぬぐうと、老ろう夫ふう婦ふに尋たずねる。

「お前たちはもう平気なのか？　私より、辛つらいのはお前たちのほうだろうに」

　すると、老ろう夫ふう婦ふは恥はずかしそうに笑った。

「いやぁ、いくつになっても、自分より若い者が死ぬのには慣れませんで。お恥はずかしい話」

「でもあっしらは葬そう式しきの時にうんと泣きましたから。今日からはまた笑うて前を向いて働かにゃいかんです」

「いつまでも泣いておっても仕方ねえですから」

　悲しみを押おし隠かくし、笑え顔がおを見せる二人に、レオームもオークナグも胸を打たれて言葉を失った。

　老ろう夫ふう婦ふはふと思い出したように、オークナグを見上げた。

「ところで領主様。村長に伺うかがいましたが、あの晩孫があの騎き士しを止めようとした事を、お褒ほめ下さったとか」

「ん？　うむ」

　良く分からずにオークナグがうなずくと、老ろう夫ふう婦ふは拝むようにして頭を下げた。

「よろしかったら孫の墓にいって、もう一度褒ほめてやって頂けませんでしょうか。あの子は、領主様にお褒ほめいただいたことも知らずに逝いってしまいましたものでごぜえますから」

　それを聞いたオークナグは、またしても胸が詰つまる。

「……そうか。分かった。この後、立ち寄らせてもらおう」

　うわずった声を必死に隠かくして何とかそう言うと、老ろう夫ふう婦ふはもう一度頭を下げて畑仕事に戻もどり、レオームたちも先へと進んだ。




　途と中ちゆうで分かれ道に差さし掛かかると、黒くろ髭ひげのオークナグは馬を止めた。

「レオーム様、私は少し寄り道をしていきます。レオーム様はマッキムード殿どのと共に、お先にお帰り下さい。後で追いつきます故ゆえ」

「いや、俺おれも一いつ緒しよに行こう。師し匠しようも構わねえよな？」

　そう言って剣けん聖せいマッキムードを見るレオーム。

「無む論ろん、構いませぬとも」

　マッキムードもうなずき、三人は揃そろって墓地へ向かった。

　川から水を引いた濠ほりで囲まれた森が、タガン村の墓地。墓地を濠ほりで囲むのはディアスフェルドに共通の様式である。生者と死者の境界を画すためとも、死の穢けがれを川の水で流し去るためとも言われている。

　レオームたちは橋の前で馬から降りると、徒歩で橋を渡わたり、墓地へと入った。ディアスフェルドでは墓地に「祖そ霊れいの木」と呼ばれる先祖代々の木を持っていて、死者はその根元に埋うめる。木の根元には、獣けものに掘ほり返かえされぬよう大きな石を置いて墓標とする。王や裕ゆう福ふくな家はその石に家名や埋まい葬そう者名を刻きざみ込こんでいるが、貧しい家は石の隣となりに木の名札を立てて済ませている事も多い。

　やがて老ろう夫ふう婦ふたちの祖そ霊れいの木を見つけると、レオームたちはその前で頭こうべを垂れた。そして口から小さく息を吐はくと右手の指でそれを摘つまみ、その指先を眉み間けんに当てて黙もく禱とうした後、頭上に向けて解き放つ。墓前や神前で祈いのる時の所作で、「息を捧ささげる」と呼ばれるディアスフェルド流の最敬礼である。息が止まれば人は死に、種火に息を吹ふきかければ命を吹ふき込こまれたように激しく燃もえ上あがる。息はその人の生命力その物と見なされ、それを捧ささげる事は究極の捧ささげ物と考えられていた。

　墓地に祈いのりを捧ささげた後、イアンマッドの王城へ戻もどりながら、レオームは肩かたを落として暗い声で言った。

「戦場で味方の兵士が殺されるのも嫌いやなもんだが、平時に平民が殺されるってのは、それ以上に堪こたえるもんだな……。こんな事言ったらまた『騎き士しらしからぬ』って小言を言われそうだが……」

　オークナグはその言葉に、またしても涙なみだを浮うかべた。

「いいえレオーム様。我わが領民にそのようなお心こころ遣づかい、もったいのう御ご座ざいます」

　ギュッと奥おく歯ばを嚙かみしめ、泣きそうになるのを堪こらえるオークナグ。

　剣けん聖せいマッキムードは、そんな二人を見守るように、黙もくして語らない。

　空から、音もなく雪が落ちてきた。

　一ひと片ひら、また一ひと片ひら。

　三人は冷たい雪を肩かたに積つもらせながら、黙だまったまま城への道を進んだ。




　一方、レオーム王子が帰った後のハイアッド城。

　フォーンデリック王は、玉座に座すわったまま、眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやいた。

「我わが配下の騎き士しがイアンマッドの領国に踏ふみ入いった事は予想外の事件だったが、そのお陰かげでイアンマッドの現状を知る良よい機会となった」

　フォーンデリック王の面前に、異国風の姿をした男が姿を現す。

「……して、王の目にはどのようにお映りになりましたかな？」

　小こ柄がらな体に不相応に大きな頭、そしてぎょろりとした目。名をアリサカスと言い、アルキランに故郷を追われてディアスフェルドへやってきた亡命者という触ふれ込こみである。イアンマッドの学者ユラティーヴと同様、その学識を買われてフォーンデリック王の食しよつ客かくとして遇ぐうされている。

　フォーンデリック王はアリサカスを見下ろすと、頰ほお杖づえを突ついたまま厳きびしい表情で言った。

「レオーム王子には、軽けい薄はくだという噂うわさや、連戦連敗の腰こし抜ぬけという噂うわさもあったが、思ったよりは骨もあり不ふ敵てきなところもあるようだ。だがしかし、それはあくまで噂うわさほどの腰こし抜ぬけではないというだけ。兄王子ルスタットのような覇は気きは感じられぬ」

「左様で……」

　アリサカスは慇いん懃ぎんな態度で傾けい聴ちようする。

　フォーンデリック王は不ふ機き嫌げんな顔で続けた。

「そもそも、自国領内に我わがハイアッドの騎士が立ち入って賊ぞくを捕とらえるという事自体、許されざる事なのだ。まずは報復としてハイアッドの領地を襲おそい、こちらから和解を持ちかけるのを待って犯人の引ひき渡わたしを要求するくらいで丁度よい。それを最初から大人しく話し合いで犯人の身み柄がらを求め、更さらには牛十頭の賠ばい償しようで言いくるめられてすごすごと引き下がるようでは、到とう底てい王たる器とは言えぬ」

　その口から深々と溜ため息いきが漏もれた。

「自らこちらに乗のり込こんで来ず、あの程度の王子に任せるとは、イアンマッド王ニルナスも衰おとろえたか。彼奴あやつには最も早はや王たる力はなく、その息子むすこレオームも王を継つぐ器うつわではない。ましてや、聖地アボロアムを守りしディアスフェルドの盟主たる気き概がいも、その資格も、イアンマッドには最も早はやない」

　アリサカスが顔を上げる。

「では、やはり予定通りに……？」

「うむ。そなたに一任しよう」

　フォーンデリック王がそう言うと、アリサカスはニタリと下品な笑えみを浮うかべた。

「お任せあれ」

「フィーリを呼べ。あいつにも話しておかねばならぬ。我らハイアッドがイアンマッドに代わり、ディアスフェルドの新たな盟主となった時の事を」

　アリサカスは恭うやうやしく一礼すると、フォーンデリック王の前から下がった。

　フォーンデリック王は苦々しい顔のまま、もう一度深い溜ため息いきを漏もらした。




　アリサカスは王の前から退出すると、暗い廊ろう下かの一角に城内の若い兵士数名を呼び集めた。全てアリサカスと同じく亡命してきた移民で、今は金で雇やとわれる傭よう兵へいとしてハイアッド城に住すみ込こんでいる。

　アリサカスは彼かれらを目の前に整列させると、ニタニタと下品な笑えみを湛たたえながらその顔を見上げた。

「お前たちに重要な任務を授さずける。当日まで決して他言致いたすな。フォーンデリック王にもだ。成功の暁あかつきには、お前たちは広く豊かな土地が領地として与あたえられるであろう」

　そう言うと、小声で何事かを言いい含ふくめるアリサカス。

　兵士たちは黙だまってうなずき、そのまま無言で去っていった。

　空には今にも吹雪ふぶきになりそうな、黒い雲がどんよりと立ちこめていた。










　第四章　暗殺




　冬とう至じを過ぎ、年が明けて一月。

　ディアスフェルド中で新しい火が灯ともされ、人々は新たな年を喜び祝った。

　新年を祝う祭りは七日ほど続き、それが終わると通常の日々に戻もどる。

　そして、イアンマッド王国とハイアッド王国の、和解の儀ぎ式しきを執とり行おこなう日が来た。

　儀ぎ式しきが執とり行おこなわれるのはアボロアム山脈の中にある、聖地と呼ばれる神聖な場所。かつてディアスフェルドの人々の祖先となった神ディムが降り立った地である。ディアスフェルドで最も古い神しん殿でんがあり、最も古い祖そ霊れいが神々と共に祭られ、ディムの系けい譜ふに連なる「至聖皇ウオーンネツト」と呼ばれる人物が、大勢の神官にかしずかれて鎮ちん座ざしている清せい浄じようの地。もっとも至し聖せい皇こうは人前には姿を現さず、王ですら会う事は許されない神聖なる存在で、本当に実在しているのかどうかは誰だれも知らない。

　その入り口はイアンマッドの東にあり、そのためイアンマッドは古来より聖地アボロアムの守しゆ護ご者を任じてきた。そして、聖地の守しゆ護ご者たるイアンマッドこそがディアスフェルドの盟主とされてきたのである。

　レオームたちは夜が明ける前から起きて身を清めると、暗い内に城を出た。

　数百年前に作られたという石の階段を登り、聖地を目指す。雪を被かぶった石段は延々と雲の中まで続き、登るにつれて寒さはいよいよ耐たえ難がたくなってくる。やがて高い木々がほとんど見えなくなってくると、従者たちの中から頭の痛みを訴うつたえて倒たおれる者が現れた。聖地に入る資格を持たない者が、神々の怒いかりに触ふれたのである。

　やがて、濃こい霧きりの中に神聖な場所を示す大きな門が現れた。その門の脇わきには身を清めるための清水が湧わいており、門の奥おくには、聖地へと続く洞どう窟くつがある。洞どう窟くつ内では火を灯ともしてはならぬ決まりだが、中には仄ほのかに光る苔こけがあちらこちらに生えており、そのお陰かげでうっすらと足元の様子は分かる。真っ暗な洞どう窟くつの中に青白く苔こけが光る幻げん想そう的な闇やみの中をひたすら進むと、やがて明るく拓ひらけた盆ぼん地ちに出た。聖地である。

　冬の最さ中なか、しかも高い山の上だというのに、聖地には雪も積つもらず、春のように暖かい。地面には緑の草が生え、小さな花がそこここに咲さき乱みだれている。美しい奇き跡せきの土地。まさに聖地である。

　盆ぼん地ちの北の奥おくには至し聖せい皇こうが住むと言われている社があり、その手前の庭には、高地にもかかわらず太く大きな木が生えていて、これが始祖ディムを埋まい葬そうした後に植えられた最古の祖そ霊れいの木であると伝えられている。

　その木の下で、イアンマッド国王ニルナスおよびレオーム、オークナグ、ニノフュームが横一列に並んだ。それ以外の有力騎き士したちは、国内に駐ちゆう留りゆうしている他国の勢力を牽けん制せいするため残してきている。

　木を挟はさんだ向かい側にはハイアッド国王フォーンデリック、そしてオステート、グルーティックなどという名のハイアッドで有力な騎き士しらが立ち並ぶ。ハイアッド王国と聖地はイアンマッドに隔へだてられていて遠いので、留守を守るためフィーリ王子は城に残っている。

　双そう方ほうともに、武器も鎧よろいも身に着けてはいない。聖地に武器を持もち込こむ事は禁じられており、全ては洞どう窟くつの前で置いてくる決まりである。

　やがて、聖地アボロアムに勤める高位の神官「ウォジュネット」たちが出てきた。爪つま先さきまで隠かくれる白いローブを身に纏まとい、顔には木の板に細い覗のぞき穴を空けただけの単純な仮面を被かぶる。この仮面を被かぶっている時、神官たちはその身に祖そ霊れいを宿しているとされる。これから始まる和解の儀ぎは、ディアスフェルド最古の祖そ霊れいたちを証人に立てて行われるのだ。

　全ての人間が揃そろったところで、神官たちの中でも最上位の大神官、位階第一位のラウデュッフが祖そ霊れいの木に捧ささげ物をし、和解の合意文を厳おごそかに読み上げた。

「ハイアッドの王フォーンデリックは、自国の騎き士しがイアンマッド領内に入はいり込こんで追おい剝はぎを捕つかまえ、その際タガン村の民たみを殺した事の非を認め、その非を悔くい、牛十頭を以もつてこれを償つぐなう事を、始祖ディム及およびそれに連なる己おのれの系けい譜ふに懸かけて、ここに誓ちかうものとす。またイアンマッドの王ニルナスは、牛十頭を以もつて償つぐないは果たされたとし、以後この非を問わぬ事を、始祖ディム及およびそれに連なる己おのれの系けい譜ふに懸かけて、ここに誓ちかうものとす。ここに祖そ霊れいに捧ささげし酒あり。この酒を汝なんじ等双そう方ほうの王が酌くみ交かわせば、すなわち祖そ霊れい、双そう方ほうの臓ぞう腑ふに収まり、汝なんじ等らの息すなわち祖そ霊れいの息となす。しかして祖そ霊れいに誓ちかいし言葉に違たがえば、たちどころにその息止まるべし」

「祖そ霊れいに誓ちかいし言葉に違たがえば、たちどころにこの息止まるべし」

　双そう方ほうの王が唱和して、互たがいに酒を酌くみ交かわす。

　この瞬しゆん間かんに和解は成立したものとされ、以後、この決定に異議を申し立てる事は許されない。この場の神官、騎き士し、そして神々と祖そ霊れいが証人である。

　臨席していたレオームは、双そう方ほうの王が酒を飲み干したのを見てホッと息を吐ついた。とりあえず和解が成立した時点で、自分のお役目は終しゆう了りようだ。何とか滞とどこおりなく済んだと安あん堵どする。

　だがその時、覆ふく面めんをした男が三人飛とび込こんできた。

　そして、あっと思う間もなくニルナス王に襲おそいかかる。

「ぐっ!?」

　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに、なすすべもなく背中を刺さされるニルナス王。

　レオームも、気が抜ぬけた瞬しゆん間かんの襲しゆう撃げきで、咄とつ嗟さに動けない。

　男たちはとどめを刺さそうと短たん剣けんを振ふり上あげる。

「ニルナス様！」

　老臣ニノフュームが誰だれよりも速く動き、その身を盾たてにしてニルナス王を庇かばった。ニノフュームの右みぎ肩かたに襲しゆう撃げき者の短たん剣けんが深々と刺ささり、血が噴ふき出だす。

「ぐうっ！」

　ニノフュームの口から苦痛の呻うめきが漏もれ、その場にうずくまった。

　ようやく我に返ったレオームが動いた。ニノフュームを刺さした男の短たん剣けんを一いつ瞬しゆんにしてもぎ取ると、地面に組くみ伏ふせる。そのまま流れるように襲しゆう撃げき者の喉のど元もとへ短たん剣けんの刃はを当てた。だが、しかしここは聖地。武器を持ってはならず、ましてや血で穢けがしてはならない場所だ。その思いがレオームの手を止める。そこへ、別の襲しゆう撃げき者がレオームに襲おそいかかった。レオームは攻こう撃げきを避さけるため、組くみ伏ふせた男からやむなく離はなれる。その隙すきに、組くみ伏ふせられた男は起き上がり、他の二人と共に逃にげ去った。

「あっ！　クソッ！　待ちやがれ！」

　追いかけようとするレオーム。

　だがその時、ニルナス王が咳せき込こんだ。

　大量の血が、ニルナス王の口から噴ふき出だした。

　レオームはハッと足を止め、慌あわててニルナス王に駆かけ寄よる。

「親おや父じ！　しっかりしろ！　親おや父じ！」

　その目の前で、みるみる青ざめていくニルナス王。

「くそ……！　俺おれが一番近くにいたのに……！」

　レオームは、咄とつ嗟さに動けなかった自分を責めて歯は軋ぎしりをする。

　騒そう然ぜんとする聖地。和解の儀ぎどころではなくなってしまった。

　大神官ラウデュッフが仮面を脱ぬぐと、大声で怒ど鳴なる。

「早くニルナス王の血を止めよ！」

　下級神官たちが大勢集まってきた。ニルナス王とニノフュームの出血を抑おさえようと、必死になって布を当てる。

　ラウデュッフは下級神官たちに手当を任せると、ハイアッドのフォーンデリック王を睨にらんだ。

「ニルナス王が襲おそわれたという事は、襲おそったのはそなたたちか！」

「むぅ……！」

　フォーンデリック王は、返答に詰つまった。

　フォーンデリック王自身も、まさか聖地でこのような事態が起きるとは予想外の事。だがフォーンデリック王には、思い当たる節があった。アリサカスの事である。フォーンデリック王はアリサカスに、ニルナス王の始末を任せていた。この襲しゆう撃げきがアリサカスによるものであるのは、明白だった。

　フォーンデリック王が言葉に詰つまったのを見て大神官ラウデュッフは返答と見なし、厳きびしい口調で命じる。

「そなたらは神聖なるアボロアムを血で穢けがした！　これ以上ここに留まる事は許されぬ！　今すぐ立ち去れい！」

　フォーンデリック王は黙だまって目を瞑つぶり、やむなく立ち上がると、配下の騎き士したちに一言告げた。

「帰るぞ」

　そのままハイアッドの一行は大人しく聖地を後にした。

　その間にもアボロアムの神官たちはニルナス王の治ち療りように専念していたが、傷は内臓にまで達していて、この頃ころの医術では手の施ほどこしようがなかった。

　ニルナス王自身も助からぬ事を悟さとり、掠かすれた声でレオームを呼んだ。

「レオーム……」

「親おや父じ！　俺おれならここにいるぜ！　しっかりしろ！」

　必死で声を掛かけるレオーム。

　ニルナス王は自分の人差し指に嵌はめていた指ゆび輪わを外すと、震ふるえる手でレオームに渡わたした。

「これを……」

「親おや父じ！　これは……！」

　レオームは思わず息を吞のんだ。

　不ふ思し議ぎな輝かがやきを放つ大きな玉を嵌はめ込こんだ、古い指ゆび輪わ。

　イアンマッド王家に代々伝わるもので、その名を「ナックセイ・アウィーヴィー」といった。イアンマッド国王の証あかしであると同時にディアスフェルドの盟主の証あかしとされているが、その由来を遡さかのぼれば、遥はるか昔、ディアスフェルドの最初の王となったディムが持っていたという三つの神宝の一つである。その由来の故ゆえに、この指ゆび輪わを預かるイアンマッド王家はディアスフェルドの盟主として君臨し、聖地の守しゆ護ごを任されてきた。これを持つ者こそは、ありとあらゆる王の中で最も正統な王とされた。

　ニルナス王は、震ふるえる手でレオームの手を握にぎる。

「お前が……儂わしの後を……」

　それだけ言い残して、ニルナス王は息絶えた。

「親おや父じ！」

　レオームはニルナス王の手を必死で握にぎり返したが、最も早はや王の手に力はない。

「親おや父じ……」

　レオームはもう一度呼びかけた。

　だが、ニルナス王は静かに目を閉じたまま。冷たくなっていく父王の手を握にぎりながら、その目が開かれる事は二度とないと、レオームは嫌いやでも理解した。

「ニルナス様！」

「ニルナス王！」

　ニノフュームやオークナグも一いつ斉せいに涙なみだを流した。

　レオームは無念さを嚙かみしめるようにじっとニルナス王の手を握にぎっていたが、やがてゆっくり立ち上がると、大神官ラウデュッフに向き直った。

「……わざわざ俺おれたちのために時間を割さいて和解の儀ぎを取り持ってもらったってのに、こんな事になって申し訳ねえ。聖地を血と王の死で穢けがしたのは、俺おれらの警けい備びの不ふ手て際ぎわだ。後ほど改めて詫わびを入れに来る」

　そう言って頭を下げる。

「刺さしたのはそなたではない。此こ度たびの事でイアンマッドが責めを負う事はありませぬ」

　ラウデュッフはそう言って理解を示し、逆にレオームを褒ほめた。

「それよりもレオーム王子。よくぞ襲しゆう撃げき者を殺さず、思い留まった。感心な事ですぞ」

　レオームはうつむき加減に視線を逸そらし、独り言のように呟つぶやく。

「神聖なアボロアムで人を殺すわけにはいかねぇからな」

　そして、固く握にぎった拳こぶしを怒いかりで震ふるわせながら、押おし殺ころした声で続けた。

「……そのアボロアムを血で穢けがした犯人には、必ず報むくいを受けさせる！　アボロアムの守しゆ護ご者たるイアンマッド王家の名に賭かけて！」

　その時、大神官ラウデュッフは、レオームの体から赤く焼けた鉄の如ごとき激はげしい熱を感じたと、後に記している。

　やがてレオームたちは、ニルナス王の遺体を抱かかえて聖地を後にした。




　その夜、イアンマッド城には家臣たちが一堂に集められ、話し合いの場が持たれた。

　右みぎ肩かたに怪け我がを負った老臣ニノフュームが、顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「とにかくニルナス王の仇かたき討うちが何よりも優ゆう先せんだ！　和解すると見せかけて王を暗殺したハイアッドの連中を生かしておくわけには行かん！　今すぐ我ら全員でハイアッドに戦いくさを仕し掛かけ、不義の王フォーンデリックの首を討うち取とらねば、我らイアンマッドの騎き士しはディアスフェルド中の笑い者だ！」

「その通り！」

「よりにもよって聖地にて暗殺を行ったハイアッドは、神々に背そむいた逆ぎやく賊ぞくだ！　アボロアムの守しゆ護ご者たる我らイアンマッドが誅ちゆうする義務がある！」

　一いつ斉せいに声が上がり、皆みなは意い気き込ごんで拳こぶしを振ふり上あげる。

　ニノフュームがレオームを見た。

「レオーム様！　どうかご命令を！」

　だが、それを聞いたレオームは腕うでを組み、首を横に振ふった。

「駄だ目めだ。ハイアッドとの戦いくさは認められねえ……」

　ニノフュームは立ち上がり、左手で思い切り卓たくを叩たたいた。

「何を躊躇ためらっておられます！　王たるもの、受け取った物は何倍にもして返すのが習いですぞ！　貢みつぎ物ものを持ってきた者にはその数倍の褒ほう美びを下か賜しし、こちらの民たみを一人殺されれば相手の民たみを十人殺す！　それが王としてなすべき事！　領民が殺されたというのに和解を求めたりしたから、奴やつらに舐なめられ、このような事態になったのです！　今や我らは王を殺された！　すでに向こうは事を構えてきたのです！　ならば我らのなすべきはハイアッドの王家を一いち族ぞく郎ろう党とう皆みな殺ごろしにする事！　それ以外にはありませぬ！　ニルナス王が討うたれた今、あなたが王として立たねばならぬのです！」

　しかしレオームはじっと固まったまま動かない。全てが余りにも急で、レオームにはまだ王を継つぐ決心はつかなかったし、ハイアッドとの戦争は父王ニルナスが厳きびしく止めていた事でもあった。

　黒くろ髭ひげのオークナグが割って入った。

「お待ち下されニノフューム殿どの。仰おつしやる事は尤もつともだが、ハイアッドにはディアスフェルド最強と名高いフォーンデリック王も健在の上、あの無敗の将フィーリ王子もおりますぞ。先のアルキランとの戦いで疲ひ弊へいし、ルスタット様まで不在の我らが、ハイアッド王国とまともにぶつかるわけには行かぬと、ニルナス王も……」

「臆おくしたかオークナグ！　そもそものきっかけは、そなたの領民がハイアッドに殺された事であろうが！　その上我らは王を！　ニルナス様を殺されたのだぞ！　主君を殺されて仇かたきを討うたぬ騎き士しが、一体この世のどこにおるか！」

　再びダンと卓たくを叩たたくニノフューム。

　だが、レオームがその言葉をきっぱりと否定した。

「いいや。戦争は駄だ目めだ」

「何なに故ゆえ！」

　ニノフュームはキッとレオームを睨にらむ。

　レオームはじっと腕うで組ぐみをしたまま、感情を押おし殺ころした声で言った。

「オークナグが言った通り、ハイアッドとの戦争を避さけろってのが、親おや父じの言いつけだからだ。忘れたか？　アルキランとの戦争に助すけ太だ刀ちするって口実で集まったまま、国内に居い座すわり続けてる他国の軍が今も大勢いる。ハイアッドと戦争って事になりゃ、そいつらに睨にらみを利きかせる騎き士しが足りなくなる。俺おれたちの国は今、領土を掠かすめ取とろうとする野犬どもに狙ねらわれてるって事を忘れるんじゃねえ。ハイアッドと戦争してる余よ裕ゆうはねえんだ」

「あなたのお父上が殺されたのですぞ！　それで何もしないとなれば、駐ちゆう留りゆうしている諸国の軍にも侮あなどられまする！　それこそ領土を掠かすめ取とる野心に火を点つける事になりましょう！　卑ひ劣れつな手段で父王を殺されて、仇かたきを取らぬ王子がどこの世界におりましょうか！　王を殺された時には、仇かたきを討うった者にこそ後を継つぐ資格が認められるのですぞ！　それともレオーム様は、この期に及およんでもまだ王位を継つぐのは嫌いやだと仰おおせか！」

　ニノフュームは、泣いているのか怒おこっているのかすら分からないような顔で、必死にレオームに訴うつたえた。

　だが、レオームは立ち上がると真っ向からニノフュームを睨にらみ付つけ、激はげしく自分の胸を叩たたいた。

「殺されたのは俺おれの親おや父じだ！　こん中で一番怒おこってんのは息子むすこであるこの俺おれだ！　その俺おれが、親おや父じの命令だから我が慢まんして戦争はやらねえっつってんだ！　なのにテメエらは我が慢まん出来ねえってのか！」

　凄すさまじい一いつ喝かつに、部屋中の空気がビリビリと震ふるえ、篝かがり火びが揺ゆらめいた。

　一いつ瞬しゆんにして静まりかえる一同。

　レオームは改めて皆みなの顔を見回す。

「そもそもハイアッドとの揉もめ事ごとの処理は俺おれに一任されてんだ。今回の事もその延長。親おや父じが殺された始末は全部俺おれに任せてもらう。ニノフュームも一いつ旦たん領地へ戻もどって、まずはその傷を治してこい」

　冬にもかかわらず室内には息いき詰づまるような熱気が立ちこめ、騎き士したちの顔にはじっとりと汗あせが浮うかんだ。

　その時、同席していた剣けん聖せいマッキムードは不意に気付いた。この熱気は、篝かがり火びだけのせいではない。レオームの体から、恐おそろしいほどの熱が噴ふき出だしているのだ。まるで、幼い頃ころ、不死身のルスタットの体に傷を付けた、あの時のように。

　そう気付いたマッキムードは、すかさず議ぎ論ろんに割って入った。

「まあ、ここは一つ、レオーム様にお任せ致いたしましょう。その上で駄だ目めなら、その時改めてハイアッドを攻せめればよい。それまでにニノフューム殿どのも肩かたの怪け我がを治しておくがよろしかろう」

　ニノフュームと並ぶ老臣のエタトラットも同意した。

「ハイアッドと戦争するとなれば、ニノフューム殿どのは欠かせぬ。ニルナス王が殺され、ルスタット王子も不在の今、イアンマッド王国一いちの戦力はニノフューム殿どのだ。イアンマッドの三忠臣と呼ばれた我らも、アルキランとの戦いでニスオル殿どのを失い、今またニノフューム殿どのを欠けば、この私一人しか残らぬ。それでハイアッドと戦う事など出来ようか。まずはその傷をしっかり治す事が、この国のために出来る一番の事かと」

　レオームがうなずく。

「そういう事だニノフューム。テメエ無しじゃハイアッドとの戦いくさはやれねえが、今のその体で戦場にいられても足手まといにしかならねえ。もしお前の傷が治った時に、俺おれが納なつ得とくのいく決着を付けられてなかったら、その時は戦争でも何でもお前の好きにしろ」

　老臣ニノフュームは、その時になって初めて自分の怪け我がに気付いたように、右みぎ肩かたに手をやった。そして、今いま更さらのように痛みに顔をしかめる。

「確かに……これではお役には立てませぬな……」

　そう呟つぶやいて、やむなく引き下がるニノフューム。

　結局、ニルナス王の仇かたき討ちについてはレオームに一任する事で落ち着き、話し合いは解散した。ニルナス王の後こう継けい者問題については、レオームは継つぐとも継つがないとも言わず、宙に浮ういたままだった。




　話し合いが終わって解散した後。

　剣けん聖せいマッキムードは少し席を外して食事を摂とってから、ニルナス王の遺体を安置している部屋へ戻もどった。だが、先に来ていると思っていたレオームの姿がない。

「レオーム様？」

　首を傾かしげるマッキムード。

「どちらへ行かれたのか……」

　そう呟つぶやきながら、レオームの部屋を訪おとずれてみるが、そこにもレオームの姿は見当たらない。マッキムードはしばらく思案していたが、さっきの話し合いの時のレオームの様子を思い出して呟つぶやいた。

「さては、お一人で向かわれたか……」

　レオームは、たった一人でハイアッドへ向かったのだ。自分一人でフォーンデリック王を討うつために。

「儂わしも護ご衛えいに行くべきか……」

　マッキムードは顎あご髭ひげをしごきながら呟つぶやく。マッキムードにとってレオームは、この世でたった一人、従者に付く事を許した愛まな弟で子しであり、親友ニルナス王の忘れ形見。危険に晒さらすわけにはいかない。

　だが、マッキムードはすぐに考え直して首を振ふった。

「いや、これはレオーム様の戦い。レオーム様ご自身の手で決着を付けねばならぬ。レオーム様が王位を継つぐ事を家臣たちに納なつ得とくさせるためにも、レオーム様のお力をレオーム様ご自身で受け入れるためにも」

　そう言って、ニルナス王の遺体を安置した部屋へ戻もどるマッキムード。

　ニルナス王の遺い骸がいの側に腰こしを下ろすと、穏おだやかな死に顔を見て微ほほ笑えむ。

「……あなたの息子むすこだ。心配は無用でござろう」

　レオームの力は、師し匠しようである自分が誰だれよりもよく知っている。相手がハイアッドのフォーンデリック王だろうと、後おくれを取るような鍛きたえ方はしていない。今、師し匠しようとしてすべきことは、レオームが仇かたきを討うち果はたし、一人前になって帰ってくるとを信じて待つ事だけだ。

　底冷えのする部屋の中、マッキムードは酒さか瓶びんを取り出すと杯さかずきを二つ並べ、一つをニルナス王に供え、もう一つの杯さかずきを手に取った。




　その頃ころ、マッキムードの思った通り、一人こっそり城を抜ぬけ出だしたレオームは、月明かりが白く雪を照らす中、ハイアッド城へ向かって馬を走らせていた。










　第五章　覚かく悟ご




　その頃ころ、ハイアッド城に戻もどったフォーンデリック王は、参さん謀ぼうのアリサカスとその命令で暗殺に及およんだ三人の傭よう兵へいを呼び付けていた。

「この痴しれ者ものどもめが！　何だ！　あの聖地での振ふる舞まいは！」

　フォーンデリック王の雷かみなりのような怒ど号ごうが、アリサカスたちの全身をビリビリと震ふるわせた。

　アリサカスは異国の風習に従い頭を擦こすり付けるほどに平身低頭しながら、冷ひや汗あせを浮うかべて謝罪する。

「申し訳ございませぬ……。まさかニルナス王にとどめも刺させず、それどころか丸まる腰ごしの側近たちに追おい払はらわれてしまうとは、予想外で御ご座ざいました……」

　それを聞いた途と端たん、フォーンデリック王はカッと目を剝むいた。

「儂わしが怒おこっているのはその事ではないわ！」

　そう言うなり、アリサカスの背後に立つ実行犯の三名を殴なぐり付つける。

　三十人力の力で殴なぐられた傭よう兵へいたちは、馬に蹴けられてもこうはならないだろうというほどの勢いで吹ふっ飛とび、顎あごを滅め茶ちや苦く茶ちやに砕くだかれて壁かべに叩たたき付つけられた。その衝しよう撃げきで、建物全体が揺ゆれる。

　それを見て、顔から血の気が引くアリサカス。

　フォーンデリック王の憤ふん慨がいはまだ収まらない。

「何な故ぜアボロアムの聖地を血で穢けがすような真ま似ねをした！　アボロアムの不ふ興きようを買って、どうしてディアスフェルドの頂点に立つ事が出来ようか！」

　アリサカスは冷ひや汗あせを浮うかべて平へい伏ふくしながら、へつらうような下げ卑びた笑えみを浮うかべて自らの正統性を主張した。

「いずれディアスフェルド全てを支配するのであれば、アボロアムも支配下に収めるという事。怯おびえていてどうするのです」

　その瞬しゆん間かん、フォーンデリック王の顔から、怒いかりの色が消えた。

　そして代わりに、諦あきらめと見限りの入り交じった冷たい目でアリサカスを見下ろす。

「……所しよ詮せん他よ所そ者ものだったか。アボロアムを血で穢よごす事の恐おそろしさが分からんとは」

　そう言ったかと思うと、腰こしの剣けんを抜ぬき放はなつ。

　次の瞬しゆん間かん、アリサカスの首は、体から切きり離はなされて転がった。

　フォーンデリック王はまるで腐くさった蕪かぶでも見るかのような無関心な表情でその頭を見下ろし、側近の騎き士しを呼ぶ。

　駆かけ付つけた者たちを前に、フォーンデリック王は厳きびしい表情で命じた。

「アボロアムを血で穢よごしたとなれば、ディアスフェルド中全ての国がハイアッドを征せい伐ばつする口実を得る！　もし至し聖せい皇こうが勅ちよくを出せば、イアンマッドだけでなく全ての国が動く！　いつどこが攻せめてくるか分からん！　全ての騎き士しに通達を出せ！　今すぐ国境の防ぼう御ぎよを固めるのだ！」

「ははっ！」

　うなずいて、すぐさま駆かけ出だす騎き士したち。

　フォーンデリック王は櫃ひつの中から鎧よろいを取り出し、自らも戦せん闘とう準備に入った。通常の丸い鎖くさりで編あんだ鎖くさり鎧よろいの上に、指幅はば一本分もある分厚い鋼はがねの板で出来た胴どう当てと背当てを重ねる。肩かたや腕うで、脛すねなどにも、同様の鋼はがねで出来た頑がん丈じような肩かた当てや籠こ手てや脛すね当あてを着け、青銅と鋼はがねを交えて作った美び麗れいな兜かぶとを被かぶった。総重量は、大の大人十人分もの重さを越こえる。三十人力を誇ほこるフォーンデリック王だからこそ着こなせる、特注の鎧よろい具足一式。剣けん聖せいマッキムードをして「さすがにこれは剣けんでは斬きれぬ」と苦く笑しようせしめたという、無む敵てきの鎧よろいである。

　そして、長大な剣けんを腰こしに吊つるした。幅はば広ひろで分厚いその剣けんもまた、一本で人一人分もの重さがあると言われ、この剣けんの前ではどんな鎧よろいも兜かぶとも一刀両断を免まぬがれない。これもやはりフォーンデリック王の怪かい力りきあってこそ使いこなせる人にん間げん離ばなれした剣けんである。

　フォーンデリック王は最後に羆ひぐまのマントを纏まとうと、部へ屋やを出て騎き士したちの前に姿を現し、大声で呼ばわった。

「兵を集めよ！　我らはただちにイアンマッドに討うって出る！」

　歴戦のフォーンデリック王は、決断も迅じん速そくだった。

　自分たちは聖地アルキランを冒おかした。今やディアスフェルド中の敵てきである。時間が経たてば経たつほど、状じよう況きようは不利になる。攻せめられる前に先手を打って行動に出る以外に、活路はない。まずは、確実に攻せめて来るであろうイアンマッドへ、こちらから先制攻こう撃げきに出る。国中の戦力を集めている暇ひまはない。城内に詰つめている者たちだけで叩たたくのだ。ニルナス王にとどめを刺さす事は出来なかったとはいえ、かなりの深手を負ったのは間ま違ちがいない。もしかしたらもうすでに死んでいるかも知れない。イアンマッドは混乱しているはずだ。それを見み逃のがしてはならない。

　フォーンデリック王の言葉を聞いて、騎き士したちは一いつ斉せいに自らの武具を取りに散っていった。

　だがその時、急に騒さわがしい悲鳴が聞こえ、衛兵の一人が転がるように逃にげ込こんでくる。

「王！　フォーンデリック王！　大変です……！」

「何事か!?」

　振ふり返かえるフォーンデリック王。

　その時、衛兵の後ろに、若い騎き士しの姿が見えた。

　フォーンデリック王は驚おどろいて目を見開く。

「レオーム王子……！」

　乗のり込こんできたのはイアンマッド王国第二王子、レオームだった。

「よぉ、フォーンデリック王。その格好、もしかしてこれからウチへ遊びに来るとこだったか？　待ちきれなくてこっちから来ちまったぜ」

　剣けんの血ち糊のりを拭ぬぐいながら近づくレオーム。

　その全身が怒いかりで熱く燃もえ、フォーンデリック王はその熱気で息が詰つまる。

「この熱は……!?」

　全てが予想外。

　イアンマッドがこんなに早く行動を起こす事も、よりによってレオームが単身乗のり込こんできた事も。そしてレオームから発している正体不明の謎なぞの熱。

　予想外の事に狼ろう狽ばいしながらも、しかしそこは歴戦のフォーンデリック王である。すぐさま身構えて剣けんを抜ぬいた。

　レオームはそれを見て笑う。

「抜ぬいてくれてありがとよ。これで、丸まる腰ごしの相手を斬きったなんて恥はずかしい汚お名めいを着なくて済むぜ」

　無防備な父王を襲おそったハイアッドに対する挑ちよう発はつだ。

　フォーンデリック王はグッと言葉に詰つまりながら、無言でレオームを睨にらみ付つける。

　レオームが構えた。

「イアンマッド王国第二王子レオーム！　父の仇かたきを討うたせてもらう！」

　大声で宣言すると、斬きりかかる。

　その剣けんを何とか受け止めるフォーンデリック王。

　……速い！

　まるで稲いな妻ずまのよう。

　踏ふみ込こんでくると思った時にはもう、レオームの剣けんはフォーンデリック王の首元にあった。

　……だが、受け止めてしまえば力ではこちらが勝つ！

　フォーンデリック王はレオームの体を捕つかまえようと腕を伸ばした。

　しかしレオームは、フォーンデリック王が動く前に片手を伸のばし、フォーンデリック王の兜かぶとをグイと前に引き下ろす。

「……！」

　一いつ瞬しゆん視界が遮さえぎられるフォーンデリック王。

　その膝ひざの裏を、レオームの踵かかとが踏ふみ付つけた。

「むおっ！」

　フォーンデリック王の体勢が崩くずれ、仰あお向むけに倒たおれる。重い甲かつ冑ちゆうが石の床ゆかに当たって凄すごい音を立てた。

　レオームはすかさず上に乗り、両りよう膝ひざでフォーンデリック王の肩かたを押おさえ込こみながら腰こしの短たん剣けんを抜ぬいた。

「舐なめるな小こ僧ぞう！」

　フォーンデリック王は一いつ喝かつすると、腕うでの力だけでレオームを突つき飛とばす。

　壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛とんでいくレオーム。

　フォーンデリック王は何とか立ち上がると、同じ手を食わぬよう兜かぶとを脱ぬぎ捨すてた。

　レオームも立ち上がり、呆あきれたように呟つぶやく。

「あそこから動けるとはな。噂うわさ通りの怪かい力りきだぜ」

　フォーンデリック王はレオームを睨にらんで言い返す。

「腰こし抜ぬけという貴様の噂うわさは、間ま違ちがいだったようだな」

　額に、汗あせが浮うかんだ。

　レオームの発する熱による汗あせなのか、冷ひや汗あせなのか、自分でもよく分からない。

　そもそも、レオームのあの熱は何なのだ。まるで刀かたな鍛か冶じの作業場にある炉ろが発するような熱さ。焼け付くというよりも、全てを溶とかしてしまいそうな恐おそろしい熱さ。

　その時、フォーンデリック王はふと、肩かたの動きに違い和わ感かんを覚えた。

「……？」

　レオームから目を離はなさないようにしながらそっと手をやると、肩かた当てが熱で溶とけたかのように変形している。

　……馬ば鹿かな？

　フォーンデリック王は、レオームの得体の知れない力にゾッとした。

　そして、ギュッと剣けんを握にぎる手に力を込こめると、果か敢かんに打って出る。

　……先さき程ほど見せたこやつの技わざ！　そして鎧よろいも溶とかす謎なぞの熱！　後手に回れば、この儂わしとて危あやうい！　ここはこちらから前に出て、相手に何もさせぬまま、力ちから尽ずくで叩たたきのめす以外にない！

　三十人力の剛ごう腕わんで振ふり回まわされる分厚く重い長ちよう剣けんが、レオームに縦じゆう横おう無む尽じんに襲おそいかかった。まともに受ければ剣けんごと相手を両断する必殺の一いち撃げきが、右に左に上に下に、休むことなく繰くり出だされる。

　だがレオームは、その全てを柔やわらかく受け流す。

　……我わが一いち撃げきを受け流すか！

　激はげしい動きとレオームの発する熱気で汗あせだくになりながら、レオームの技術に改めて目を見張るフォーンデリック王。徐じよ々じよに呼吸が乱れ始める。

　だが、フォーンデリック王の圧力に押おされて、レオームは少しずつ後ろに下がり始めた。自分の剣けんが折られないよう受け流すのに必死で、反はん撃げきする余よ裕ゆうはない。時折距きよ離りを詰つめようと試みるが、フォーンデリック王の重い一いち撃げきはその都度レオームの体を押おし返かえす。

　やがて、レオームは壁かべ際ぎわに追おい詰つめられた。

　踵かかとが壁かべに触ふれて、ハッとするレオーム。

　フォーンデリック王はカッと目を見開いた。

「終わりだ小こ僧ぞう！」

　ここぞとばかりに、横一文字に胴どうを狙ねらって斬きり付つける。

　上に流せば首が切れるし、下に流せば足が切れる。受け止める以外にないが、フォーンデリック王の一いち撃げきは受け止めた剣けんごと相手の体を両断する。後ろは壁かべで、下がって躱かわす余よ裕ゆうはない。絶体絶命の一いち撃げき。

　しかし、レオームはさっと片手を伸のばした。斬きりかかるフォーンデリック王の手首を摑つかんで跳とび上あがる。そしてレオームの体は空中でくるりと回転し、剣けんを避よけて着地した。

「なっ!?」

　フォーンデリック王の剣けんは、虚むなしく石いし壁かべに斬きり付つけた。ギャリギャリと凄すさまじい音を立てながら火花を散らす剣けん。

　そこへ、レオームの剣けんが襲おそいかかった。

「ふんっ！」

　レオームの熱で柔やわらかくなっていたためだろうか。

　フォーンデリック王の無む敵てきの鎧よろいは、深々と切きり裂さかれた。

　その剣が、脇わき腹ばら深くに達した。

「ぬうう……！」

　ガクリと膝ひざを突つくフォーンデリック王。

「……剣けん聖せいマッキムードですら斬きれぬと言った我わが鎧よろいを切きり裂さくか」

　剣けんを杖つえにして何とか体を支えようとするが、力が入らず立つ事が出来ない。

「……見事だレオーム王子。儂わしの負けだ」

　フォーンデリック王は、口元に込こみ上あげてくる血を押おさえた。

　そして、レオームの顔を改めて見上げる。

「だが、まさか一人で乗のり込こんでくるとは……」

　レオームは、まだ全身から激はげしい熱を迸ほとばしらせながら、フォーンデリック王を見下ろした。

「王たる者は鏡かがみであれというのが、親おや父じの口くち癖ぐせだった。テメエらは軍を動かさずに親おや父じを討うった。だから俺おれも軍を動かしてハイアッドの地を荒あらし、ここの民たみを困らせる事はしねえ。だが俺おれたちは王を殺されたんだから、ハイアッド国王であるテメエの命だけは必ず獲とる」

　フォーンデリック王は、ハッとしたようにレオームを見つめた。

　そして、深々と息を吐つく。

「なるほど……。儂わしはそなたの器うつわを見み誤あやまった。イアンマッドは、腑ふ抜ぬけてはおらなんだ……」

　ディアスフェルド最強と名高いハイアッドのフォーンデリック王を、たった一人で討うち取とる武勇。父を殺されても報復の限度を守る自制心。更さらには敵てき国こくの民たみの事まで案じる仁愛。フォーンデリック王はこの時、レオームに王の中の王たる器を見た。

　その口元に、まるでホッと安あん堵どするかのような、微び笑しようが浮うかんだ。

　そこへ、騒さわぎを聞き付けたフィーリ王子が駆かけ付つけてきた。

「父上！　何事です！」

　全身を父と同じく分厚い鎧よろいで固め、顔まで隠かくれる兜かぶとを被かぶったフィーリ王子は、まだ声変わりをしていないような高く澄すんだ声で叫さけびながらやってくると、レオームと傷付いた父王フォーンデリックの姿を見つけて立ち止まる。

「貴様……！」

　剣けんを抜ぬこうとするフィーリ。

「やめよ！」

　フォーンデリック王がすかさず諫かん止しした。大声を上げたせいで傷が痛み、顔をしかめる。

「父上……」

　剣けんを抜ぬきかけた手を止め、フォーンデリック王を見るフィーリ。

　フォーンデリック王は掠かすれた声でフィーリを諭さとした。

「アボロアムの聖地を汚よごした以上、たとえ今ここでレオーム王子を殺したとしても、ディアスフェルド全体が我らの敵てきになる事に変わりはない。それに、この傷は腸はらわたまで届いておる。儂わしは最も早はや助からぬ。ならばハイアッドを戦場にせずに済む方法は一つだけ……」

　ゼエゼエと喘あえぎながら、フォーンデリック王は必死で言葉を吐はき出だすと、有う無むを言いわせぬ眼めでフィーリを見み据すえた。

「フィーリ！　そなたが全ての民たみを率いて、このレオーム王子に降くだるのだ！」

「……！」

　絶句したのは、フィーリではなくレオームだった。

「何だと……？」

　フォーンデリック王はレオームを見て小さく笑い、再びフィーリに向かって語りかける。

「ハイアッド王国が丸ごとイアンマッドの属国となれば、他の国も手を出す口実を失う。このレオーム王子は、武勇を以もつて知られるこのハイアッド王国にたった一人で乗のり込こみ、この儂わしを倒たおした男。それほどの男に降くだるのであれば、そなたにも民たみにも不満はあるまい……」

　フィーリはじっと父王フォーンデリックの言葉を聞いていたが、全て聞き終えると抜ぬきかけた剣けんを鞘さやに戻もどした。

「父上のご命令とあらば」

　フォーンデリック王は満足げにうなずき、レオームを見上げる。

「レオーム王子……今の提案、吞のんでくれるか……？　イアンマッド国王暗殺の罪を償つぐなうにはこれでも足りぬかも知れんが、儂わしにはこれ以上差し出せる物はない。今回のイアンマッド国王暗殺は、愚おろかな儂わしと参さん謀ぼうのアリサカスの二人で企くわだてた物。民たみも兵も騎き士したちも、もちろんフィーリも、何も与あずかり知らぬ事。だからどうかこれで事を収めて欲ほしい」

　懇こん願がんするフォーンデリック王。その目に、偽いつわりの色はない。

　レオームはフォーンデリック王を見下ろして、静かに尋たずねた。

「……一つだけ、聞かせてくれ。何な故ぜ親おや父じを、イアンマッド国王ニルナスを暗殺した？　何が目的だったんだ？」

「下らぬ焦あせりと勘かん違ちがいよ……」

　フォーンデリック王は自じ嘲ちようするように笑った。

「……アルキランと休戦協定を結んだとはいえ、イアンマッド王国が乱れればアルキランは協定など無視してすぐにも攻せめ入って来よう。アルキランと戦うには、ディアスフェルド全土が一いつ致ち協力して立ち向かう事が必要だ。だが、イアンマッドには最も早はやディアスフェルドをまとめ上げる程ほどの力はないのではないかと、儂わしは恐おそれた。そして、イアンマッドが衰おとろえたのなら我らハイアッドがイアンマッドに代わり、全ディアスフェルドの盟主として立つしかないと思ったのだ。だが、儂わしは二重に間ま違ちがいを犯おかした。一つは、そなたの器うつわを見み誤あやまった事。もう一つは、イアンマッドを討うつための策を、他よ所そ者ものであるアリサカスに一任した事。そなたの大きさを最初から知っておれば、聖地でニルナス王を殺すような愚おろかな真ま似ねもせずに済んだものを……」

　全てを正直に打ち明けるフォーンデリック王。

　レオームは、その言葉に噓うそ偽いつわりのない事を感じ取った。

　その途と端たん、全身から発していた激はげしい熱が、見る見るうちに収まっていく。

　レオームはうなずいた。

「……分かった。ハイアッド王国がイアンマッドに降くだるというその提案、受けよう」

「ありがたい……」

　フォーンデリック王は安あん堵どし、フィーリの方を見た。

「フィーリよ……。兜かぶとを脱ぬいでレオーム王子に跪ひざまずけ。主従の誓ちかいを交かわすのだ……」

　その言葉に従い、フィーリが兜かぶとを脱ぬいだ。

　瞬しゆん間かん、レオームは絶句した。

「女……！」

　父王フォーンデリックと同じく、通常よりずっと分厚い鎧よろいを着き込こんでいたせいで、体格が分からなかったが、鎧よろいの下はほっそりと華きや奢しやな雰ふん囲い気きすら漂ただよう、美しくうら若き乙女おとめ。無敗の将という名声とは裏腹に、その顔にはあどけなさすら残っている。
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　フォーンデリック王は、驚おどろくレオームに言った。

「二十人いた儂わしの子で、ただ一人残った末の娘むすめよ。やむを得ず男として育てたが、騎き士しとしての力量は確か。女と思う必要はない」

　フィーリは黙だまってレオームのすぐ前に進み出ると、片かた膝ひざを突ついた。そして、服従と恭きよう順じゆんの印として、腰こしの剣けんをレオームに差し出す。

　レオームは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、やがて仕方なくそれを受け取った。

　フィーリは、レオームに向かって礼拝するように両手を握にぎり合わせて頭こうべを垂れる。

　レオームはまるで親が子をあやすように、フィーリの頭に自分の右手を置いた。

　この所作が、ディアスフェルドにおける臣従の礼であった。

　主君は親、家臣は子。

　それが、家臣の頭を主君が撫なでるという行こう為いの内に示された。

　レオームの手を頭に乗せたまま、フィーリは誓ちかいの言葉を述べる。

「今より我わが剣けんはレオーム王子の剣けん、我わが命はレオーム王子の命。もし我、レオーム王子に背そむく事あらば、神々の天てん雷らいを以もつてこの身を焼き滅ほろぼされますよう」

　それを受けてレオームも応じる。

「今より汝なんじの剣けんは我わが剣けん、汝なんじの命は我わが命なり。祖先の名めい誉よとアボロアムの神々にかけて、汝なんじに危難ある時は親の如ごとく護まもり助けよう。以後忠勤に励はげむべし」

　そこでレオームは自分の剣けんをフィーリに与あたえた。

　これで主従の誓ちかいは終り、この瞬しゆん間かんよりフィーリはレオームに仕える騎き士しとなった。

　フォーンデリック王は、フィーリを見て絶え絶えに言葉をかける。

「フィーリ王子よ。否、レオーム王子の騎き士しフィーリよ。そなたは父の失敗に学び、決して他よ所そ者ものの風習を真ま似ねしたり、他よ所そ者ものの言葉に踊おどらされてはならぬ。我らはディアスフェルドの民たみ。ディアスフェルドに生まれ、ディアスフェルドに死ぬのだ」

「はい」

　神しん妙みような面おも持もちでうなずくフィーリ。

　フォーンデリック王は満足げに微ほほ笑えんだ。そして、ホッとしたような声で言った。

「フィーリよ。レオーム殿どのの騎き士しとして最初の仕事じゃ。この儂わしの首を獲とれ」

「……！」

　思わずフォーンデリック王の顔を見るフィーリ。

　レオームが驚おどろいて口を挟はさむ。

「ちょっと待て！　フィーリはアンタの娘むすめだろうが！　何を言い出すんだ！」

　フォーンデリック王は、落おち着つき払はらった穏おだやかな表情で答えた。

「主君の敵てきを討うつ事に、何の問題があろうか。人の道にも騎き士しの道にも背そむくところはない」

「親子の道には反してんだろうが！」

「傷が痛み出してきた。腸はらわたまで届いた傷は、やがて全身に熱を生じて体を内側から腐くさらせる。その地じ獄ごくのような苦しみから解放するのは、騎き士しとしての情けでもあり、子としての孝行でもあろう」

　笑ってそう言うと、フォーンデリック王は不意に真しん剣けんな眼まな差ざしに戻もどってレオームを見つめた。

「どうか、フィーリの事を、そしてこのディアスフェルドをよろしく頼たのむ」

「いや、だから……！」

　尚なおも思い留まらせようとするレオーム。

　だが、それを遮さえぎるようにフィーリが動いた。

　レオームが止める間もなく剣を抜き、フォーンデリック王の首を落とす。

「っ！」

　息を吞み、その場に固まるレオーム。

「フィーリ、お前……」

　フィーリはその眼前にフォーンデリック王の首を捧ささげて跪ひざまずいた。

「レオーム様。あなたの騎き士しフィーリが、敵てき将しようの首を討うち取とりまして御ご座ざいます」

　頭こうべを垂れ、毅き然ぜんとした声で告げるフィーリ。

　顔を上げた時にはもう、冷たく凍こおり付ついたような厳きびしい表情になっていたが、頰ほおに残る一筋の濡ぬれた跡あとと床ゆかに零こぼれた一雫しずくの涙なみだを、レオームは見み逃のがさなかった。どこまでも毅き然ぜんとした態度を保とうとするフィーリの姿と、息絶えたフォーンデリック王の満足げな微び笑しようを見て、レオームはこの親子の覚かく悟ごの程ほどをやっと思い知った。彼かれらは常に本気だった。本気でアルキランの脅きよう威いに対たい抗こうしようと考え、その為ために本気でイアンマッドを討うとうとし、そして今、本気でレオームに降くだったのだ。全ては、ディアスフェルドを守るために。その覚かく悟ごの凄すさまじさに、レオームは全身粟あわ立だつ思いがした。

「大たい儀ぎであった……」

　レオームは声を詰つまらせながら、ねぎらいの言葉を絞しぼり出だすだけで精せい一いつ杯ぱいだった。




　レオームはその後しばらくハイアッドに残った。フォーンデリック王の遺ゆい言ごんに従いフィーリがレオームに降くだった事を周知させ、また、降ったとはいえ、今後もフィーリがハイアッドを統治する事を告げて安心させた。

　それを終えるとレオームは、フォーンデリック王の羆ひぐまのマントを纏まとい、フィーリを従えてイアンマッド王国へ凱がい旋せんした。

　レオームがイアンマッド城を抜ぬけ出だしてから、七日後の事だった。










　第六章　ニルナス王の埋まい葬そう




「レオーム王子がお戻もどりになられたぞ！」

　昼過ぎ頃ころ、フィーリを従えて戻もどってきたレオームを見て、イアンマッド城内は一様に歓かん喜きに包まれた。

　レオームの姿が見えない事をずっと心配していたと思ったら、たった一人でハイアッド城へ乗のり込こみ、あの剛ごう勇ゆう無む双そうのフォーンデリック王を降くだして帰ってきたのである。しかも、ハイアッド王国そのものまで勝ち取って。

　これで当面最大の懸けん案あんだったハイアッドとの戦いくさは心配する必要がなくなった。ニルナス王の仇かたき討うちも済んだ。そして何より、腰こし抜ぬけで頼たよりないと思われていたレオームに、王となるのに充じゆう分ぶんな力がある事が示された。誰だれもが喜びに沸わき、安あん堵どした。

　フォーンデリック王の羆ひぐまのマントを羽は織おって戻もどってきたレオームを城の全員が取り囲み、すぐさま祝しゆく宴えんが始まった。

　レオームの乳う母ばで、昔から厨ちゆう房ぼうを任されているホヨットは、レオームの顔を見るなり腰こしに手を当てて小言を言った。

「皆みなに黙だまってお城を抜ぬけ出だしたりして、本当にレオーム様は子供の頃ころから成長なさらない！」

「いや、悪かったって！　こうして無事に帰ってきたんだから許してくれよ」

　弱り切るレオーム。子供の頃ころから世話になっているホヨットには、今も頭が上がらないのだ。

　だがホヨットは、すぐさまその表情を緩ゆるめると、林りん檎ごの焼き菓が子しを出して微ほほ笑えんだ。

「……でも、よくお一人で大変なお役目をお果たしになりました。そういうところも子供の頃ころからお変わりありません」

「おお！　さすがホヨット！　分かってやがる！」

　目を輝かがやかせて林りん檎ごの焼き菓が子しを頰ほお張ばるレオーム。たっぷりの小麦粉とバターと蜂はち蜜みつとリンゴで作ったこの焼き菓が子しは、レオームの子供の頃ころからの大好物で、頑がん張ばった御ご褒ほう美びにはいつでもこれが出されるのだ。

　黒くろ髭ひげのオークナグがホヨットに向かって杯さかずきを突つき出だす。

「母様！　レオーム様と私に酒を下され！　乳では物足りぬ！　祝いの席には酒がなくては！」

　レオームの乳う母ばホヨットと黒くろ髭ひげのオークナグは、実の親子である。

「どうせお前が吞のみたいだけだろう。この菓か子しの時は、レオーム様は牛の乳をお飲みになると決まってるんだよ」

　ホヨットはそう言って取り合わない。

　レオームは笑ってオークナグを慰なぐさめる。

「これ食い終わったら、肉と酒を頼たのんでやるよ。もうちょっとだけ辛しん抱ぼうしてろ」

「はあ」

　仕方なさそうにうなずくオークナグ。

　そして、牛乳の入った杯さかずきを吞のみ干すと、改めて嬉うれしそうにレオームを見た。

「しかし、まさかお一人で仇かたきを討うち、それどころかハイアッド一国丸々従えてお戻もどりになられるとは。これでレオーム様が王位を継つぐ事に異論を唱える者はいなくなりましょう」

「んーそれはまぁ、また別の話だがな」

　そう言って言葉を濁にごすレオーム。

　レオーム自身は相変わらず、王の座は兄ルスタットのものだと思っていた。父王ニルナスの跡あとを継つぐ決心はまだ付いておらず、後こう継けい者問題についてはぼかしておきたかった。

　話題を変えるようにレオームは辺りを見回した。

「とりあえず、これでニノフュームのジジイもちっとは怒いかりを収めるだろ。そういや姿が見えねえな」

「レオーム様が国くに許もとへ帰って傷を治せと仰おおせになったのではありませんか」

　オークナグが笑う。

「そういやそうだった」

　頭を搔かくレオーム。

　そこへ剣けん聖せいマッキムードが来た。

「それより王子。仇かたき討うちも済んだとあれば、ニルナス王の葬そう儀ぎを執とり行おこなわねば。冬とはいえ、あまり長い事置いておくわけには参りませぬ」

「それもそうだな……。取りあえず、親おや父じの直じき臣しんだけは全員呼び集めてくれ。ニノフュームは地元に帰らせたばかりでまた呼よび戻もどして迷めい惑わくかけちまうが、アイツは呼ばれなかったらそのほうが怒おこるしな」

「かしこまりました。そのように手配しておきましょう」

　一礼して去るマッキムード。

　その日一日、日が暮れるまで祝しゆく宴えんは続き、翌朝一番に、葬そう儀ぎの開かい催さいを伝える使者が各地へ遣つかわされた。




　それから三日後。

　ニルナス王の直じき臣しんだった者たちが、イアンマッド城へ集まった。

　しかし、一番忠義心に溢あふれるニノフュームの姿がない。

　レオームは集まった面々の顔を見回しながら、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「ニノフューム、来てねえのか。アイツに段取り全部任しときゃいいと思ってたんだがな」

「余よ程ほど傷が悪いのでしょうか」

　黒くろ髭ひげのオークナグが心配する。

「それならそれで、使者なり代理の者なり寄よ越こすだろうが……。それも出来ねえとなると……」

　不安そうに黙り込むレオーム。

　この時代、傷が化か膿のうして毒が全身に回り、命を落とす事は珍めずらしくない。即そく死しするような怪け我がではなくても、深い傷を負えば命に関わる可能性は高いのだ。

　結局本人も代理の者も来ず、老臣ニノフューム不在のまま葬そう儀ぎは始まった。

　一晩火を焚たいて、神官が葬そう送そうの祭文を読み上げ祈いのる中、王の亡なき骸がらの前で酒盛りをし、各自別れを告げる。そして夜明け前になると、亡なき骸がらの前に灯ともした蠟ろう燭そくだけ残して城中の火を全て消す。ここから先、葬そう儀ぎが終わるまで声を出す事は禁じられる。

　暗くら闇やみの中、染めていない簡素な亜あ麻ま布ぬのの服を着た下級神官たちが集まってきて、棺ひつぎを担かついだ。喪も主しゆであるレオームが蠟ろう燭そくを持ち、その後ろに王の棺ひつぎを担かついだ行列が続いて、親類や家臣はその後ろに続く。そして一行は、城じよう壁へきの片かた隅すみにある小さな門から外に出た。

　真冬の明け方、身を切るような寒さの中を、振ふり返かえらないようにしながら無言で進む行列。墓地の周囲に巡めぐらせた濠ほりに来ると、レオームは立ち止まって蠟ろう燭そくを下級神官の一人に渡わたす。ついてきた親族や家臣も立ち止まる。下級神官たちは橋を渡わたって越こえ、家ごとに祖そ霊れいを祀まつる木が植えられている中を、王家の墓所まで進んでいく。墓地の中央、樹じゆ齢れい千年を超こえる楢ならの木が、イアンマッド王家の祖そ霊れいの木。樹じゆ齢れいが長く、木が大きいほど、その一族の歴史が古い事を示し、有力である事を証明する。王族の木はその土地を守る神木であり、木が大きく勢いのある事が王の権けん威いを保証する。イアンマッド王家の祖そ霊れいの木は、まさにそれにふさわしい巨きよ木ぼくであった。

　下級神官の行列はその木の根本に穴を掘ほり、棺ひつぎを下ろすと、埋うめ戻もどす。そして、墓地の周囲を巡めぐる濠ほりの際まで戻もどると、自じ分ぶん達たちの着ていた服を脱ぬぎ捨すてた。そこへ、持っていた蠟ろう燭そくを投げて服を燃もやし、帰りは橋を渡わたらず裸はだかのまま濠ほりを泳いで渡わたる。これは、死の穢けがれを洗い流す清めの意味があるとされる。渡わたったところでレオームたちが待ち受け、新しい服を渡わたした。そして一行は墓地に向かって「息を捧ささげる」最敬礼を行い、またしても振ふり返かえらないよう無言で城に戻もどった。今度は正門から入り、全員戻もどったところで鐘しよう楼ろうの鐘かねが鳴らされた。鐘かねが鳴ると同時に、城内では新たな火が起こされ、日常の生活に戻もどった。










　第七章　レオーム王子の婚こん約やく




　葬そう儀ぎを終えた翌朝。

　レオームの乳う母ばで城の料理長であるホヨットが、朝食の支し度たくをしながら突とつ然ぜん言い出した。

「王様のお葬そう式しきが終わったばかりでこんな話も何ですけど、レオーム様もそろそろご結けつ婚こんの事をお考えになられなくてはいけませんよ」

　パンを囓かじっていたレオームは手を止める。

「結けつ婚こん？　まだ早くねえか？」

「何を仰おつしやいますか！　お父上はお亡なくなりになり、兄王子ルスタット様もお国には不在。レオーム様がしっかりして、跡あと継つぎも作らなくては、この先イアンマッド王国はどうなってしまうのです！」

　そう言って叱しかり付つけるホヨット。

「そりゃまあそうだが……みんなはどう思う？」

　乳う母ばには逆らえないレオームは困った顔で周囲に助けを求めた。

　だが、ホヨットの息子むすこである黒くろ髭ひげのオークナグは、母ホヨットの言葉にうなずいた。

「確かに、この私ですら結けつ婚こんしておるのですから、レオーム様にもそろそろ良よい相手がいても、とは思いますが……」

「息子むすこが生まれれば、王位はその子に継つがせてしまう事で、レオーム様は王にならずに済むやもしれませぬぞ」

　剣けん聖せいマッキムードも半ば冗じよう談だんめかしながら結けつ婚こんを勧すすめる。

　誰だれも助けてくれないので、レオームは困って頭を搔かいた。

「そうは言ったって、結けつ婚こんは一人じゃ出来ねえ。相手がいなきゃ、どうしようもねえよ」

　するとホヨットは、得たりとばかりに微ほほ笑えんだ。

「私の知り合いに、年とし頃ごろの娘むすめを持った者が何人かおります。皆みな、いかにも丈じよう夫ぶな子を産み育ててくれそうな、元気の良よい娘むすめばかりですよ。早さつ速そくお城にお呼びしましょう」

　気の早い事を言い出すホヨット。

「分かった分かった。取りあえず、どんな娘むすめかこの目で確かめたいから、住んでるところと名前だけ教えてくれ。変な期待をさせちゃ悪いから、先方には黙だまっといてくれよ」

　レオームはそう言って何とか時間を稼かせぐ。

　ホヨットはご機き嫌げんな様子でうなずいた。

「分かりました。その代わり、今日の晩までには誰だれか一人を選んで私にその名前をお教えくださいませ。教えて頂かなかったら、今日の晩御ご飯はんは抜ぬきでございます」

「マジかよ……」

　そんなわけで、レオームは食事を終えると、ホヨットお勧すすめの娘むすめたちを見に行かねばならない事になってしまった。




　黒くろ髭ひげのオークナグ、剣けん聖せいマッキムードを伴ともない、お忍しのびで村へと向かうレオーム。

「まいったなぁ。今日中に一人選ばねえと飯抜ぬきかよ……」

　空を見上げてぼやく。

　黒くろ髭ひげのオークナグが申し訳なさそうに謝あやまる。

「すみません。母は言い出すと聞かないものですから」

「お前も結けつ婚こんしろって勧すすめてたじゃねえか」

　レオームはオークナグに呆あきれた視線を送ってから、一つ息を吐ついた。

「まあ、分かるけどな。兄貴がアルキランの人ひと質じちになったり、親おや父じが死んだりと、このところ暗い話ばっかり続いてる。この寒い時期にそんな話題ばっかりで、城の中も国のみんなも、気持ちが沈しずんじまってる。ホヨットは、そんな空気を変える明るい話題が何か必要だと思って、ああ言ったんだろう。ホヨットには学はねえが、いつだって誰だれよりも回りの事がよく見えてる」

　そう言ってホヨットを庇かばうと、黒くろ髭ひげのオークナグは納なつ得とくいかない顔。

「明るい話題なら、つい先日レオーム様がハイアッドを降くだしてきたという素す晴ばらしい出来事があったではありませぬか」

「それも結局、殺したり復ふく讐しゆうしたりっていう血ち生なま臭ぐさい話だ。アルキランの侵しん攻こう以来、この国じゃ人が大勢死にすぎた。誰だれも死なねえ幸せな話題が必要なのさ」

　レオームはそう言ってから、

「とはいえ、結けつ婚こんなぁ……」

　と長々と溜ため息いきを漏もらした。




　やがて三人は、一人目の娘むすめの住む村へやってきた。

　ホヨットの話では、名前をイーシュといい、年ねん齢れいは十六だという。

　村の中に入ると、干し草を牛に与あたえているでっぷりと太った女がいた。

　レオームが馬を止めて尋たずねる。

「ちょいと聞きてえんだが、この辺りにイーシュという名の娘むすめはいるかい？」

　すると、でっぷり太った女は振ふり返かえって、胡う散さん臭くさそうにレオームを見た。

「アタシがそうだよ」

「え……？」

　レオームは一いつ瞬しゆん戸と惑まどって、黒くろ髭ひげのオークナグや剣けん聖せいマッキムードと顔を見合わせた。

　それから女の方に目を戻もどす。太っているだけならいいが、問題はその顔付き。ギラギラした目つきといい巨きよ大だいな鼻の穴といい乱らん杭ぐい歯のような歯といい、まるで人を取って食う魔ま物もののようだ。その上、青々とした髭ひげの剃そり跡まである。およそ、若い娘むすめと聞いて想像する姿からはかけ離はなれた形相である。

　レオームは恐おそる恐おそる尋たずね直した。

「いや、年の頃ころ十六くらいの、若い娘むすめのイーシュを探してるんだが……」

「ああ、そうだよ。アタシは今年で十六だ。それで、そのアタシに何の用だい？」

　ますます胡う散さん臭くさそうにレオームを睨にらむイーシュ。

　レオームは顔を引きつらせ、視線を逸そらした。

「いや、城で厨ちゆう房ぼうを預かっているホヨットから、もし近くを通りかかったらよろしく伝えてくれと言われたんで……」

　それを聞いた途と端たん、イーシュはケダモノのような笑えみを浮うかべた。

「ホヨットおばさんかい！　知ってるかい？　あの人は昔は王子様の乳う母ばをやってて、今でも王子様はホヨットおばさんに頭が上がらないんだよ！　だからアタシは頼たのんでおいたのさ！　もし王子様が結けつ婚こんするお年とし頃ごろになったら、是ぜ非ひともアタシをお妃きさき様に推すい薦せんしておくれとね！　アンタたち、ホヨットおばさんから言付けを頼たのまれたんなら、何か聞いてないかい？」

　唾つばを飛ばしてまくし立てるイーシュ。

　レオームはその勢いに縮ちぢこまりながら誤ご魔ま化かす。

「い、いや、ホヨットが元気に過ごしている事を伝えて、お前さんも元気にしているか確かく認にんする事だけしか言いつかってない」

「そうかい！　まあいいさ。それよりそこの干し草を取ってきておくれ！」

　そう言って、馬上のレオームに干し草用の大きなフォークを投げて寄よ越こす。

「アタシが王子様のお妃きさきになったら、いずれはアタシが王おう妃ひだからね！　今の内にたっぷりアタシに媚こびを売っておくのが、賢かしこい男の世よ渡わたりの仕方だよ！　ほら、気取って馬なんかに乗ってないで、とっとと下りて働きな！」

　強ごう引いんに馬の上から引きずり下ろされるレオームたち。騎き士しだの王子だのと言っても、魔ま物ものの如ごときイーシュの強ごう引いんさの前には形無しである。

　そしてレオームたちは散々干し草運びを手伝わされた後、更さらに用事を言い付けられそうになるところを這ほう々ほうの体ていで逃にげ出だした。




「いや～、ひでえ目にあった……」

　レオームたちは汗あせを拭ぬぐいながら、次の嫁よめ候補の下もとへ向かった。

　二人目はアチューブという娘むすめで、これもまた動く山のような図ずう体たいに、人食い魔ま女じよのような恐おそろしい顔。その有り余る体重を込こめて、家でパンを捏こねているところ。

「アタシに何の用だね」

　男としか思えない野太い声で尋たずねるアチューブ。

「城のホヨットから、見み掛かけたら挨あい拶さつしておいてくれと言われただけで……」

　一目見るなりコイツも駄だ目めだと思ったレオームは、さっさと誤ご魔ま化かす。

　アチューブは一人目のイーシュ同様、欲に目をぎらつかせながら唾つばを飛ばしてまくし立てた。

「ホヨットおばさんだって？　知ってるかい？　あの人は王子様の乳う母ばをやっててね、だからアタシはホヨットおばさんを通じて王子様とお近づきになろうと思ってるのさ！　兄王子のルスタット様はそりゃもう見るからにご立派な方で、武勇にも優すぐれてて、でもこの人はアルキランに行っちまったらしいんだけど、もう一人弟のレオーム様って王子様が残ってらっしゃるんだ。この人は諸国を回って修しゆ行ぎようしてたってんで、アタシはまだお顔を見た事はないんだけどね。何でもアルキランとの戦争じゃ連戦連敗で、腰こし抜ぬけレオームなんて呼ばれてるんだけど、なに、腰こし抜ぬけなくらいのほうが尻しりに敷しきやすくてちょうどいいやね。お前さんたち、お城の騎き士し様なんだろう？　レオーム様ってのを見た事はないかね？」

「いや、我々は王子にお目通り出来るほどの者ではないので……」

　レオームはそう誤ご魔ま化かすと、早々に退散した。

　一人目で学習したお陰かげか、今回は仕事を手伝わされる前に逃にげる事に成功した。




　三人目はアバックという娘むすめ。

　先の二人にも増して巨きよ大だいな体をゆさゆさと揺ゆさぶりながら、巨きよ大だいな口を開けてガハハと笑う。

「ホヨットだって？　王子様が年とし頃ごろになったら紹しよう介かいしてくれるよう言ってあるんだが、何か聞いてないかい？　このままじゃ、折角の娘むすめ盛ざかりを無む駄だに過ごしちまうよ」

　ここでもレオームたちは早々に逃にげ出だした。




　ホヨットから紹しよう介かいされた娘むすめたちを一通り見て回っての、帰り道。

　レオームは深々と溜ため息いきを吐はくと、困った顔で頭を搔かいた。

「どうやら俺おれは、師し匠しようと諸国を遍へん歴れきする中で、少々遊びすぎたらしい。世界のあちこちで美女ばっかり見てきたせいで、今会ってきた娘むすめたちがどれもまるで化け物のように見えた……。オークナグを女装させたほうがまだマシだったぜ……」

　そして、後ろのオークナグを振ふり返かえる。

「オークナグ、実直なお前の意見を聞かせてくれ。お前の目から見て、あの娘むすめたちはどう見えた？」

「いや、その……、豚ぶたのように肥えていて元気な子供をたくさん生みそうであり、牛のような乳ち房ぶさで良く乳を出しそうな娘むすめばかりだと……」

　口ごもりながら視線を逸そらす黒くろ髭ひげのオークナグ。それを白い目で眺ながめるレオーム。

　オークナグは誤ご魔ま化かすように話を逸そらした。

「ま、まぁ、女というものは見た目よりも中身ですよ。夫ふう婦ふとしてずっと一いつ緒しよに過ごすのならば、性格こそが一番重要です。確かにあの娘むすめたちは、見た目は決して麗うるわしいとは申せませんが……」

「じゃあ、あの中で中身が良さそうだと思った奴やつを挙げてみろ」

「うっ、それは……」

「ほらみろ」

　レオームはそう言って、再び溜ため息いきを吐つく。

「しかしレオーム様、誰だれかを選ばねばホヨット殿どのが怒おこりますぞ」

　剣けん聖せいマッキムードが口を挟はさむと、レオームは弱り切った顔で天を仰あおいだ。

「だよなぁ。どうしたもんか……」

　結局、良よい案も思いつかないまま三人は城へと戻もどっていった。




　城へ着くと、黒くろ髭ひげのオークナグと剣けん聖せいマッキムードの二人はそれぞれの部屋へ引ひっ込こみ、レオームは中庭の腰こし掛かけに一人腰こしを下ろした。

「どうしたもんかな～……。ホヨットを怒おこらせるわけにゃいかねえが、いくら何でもあの中から選ぶってのは……。かといって修しゆ行ぎよう時代に旅先で仲良くしてた女を連れてくるんじゃ、今夜には間に合わねえ。第一、いい加減な遊あそび女おんなばっかりで、王子の妃きさきが務まりそうな奴やつはいねえしな……。参ったぜ……」

　そう言って頭を抱かかえていると、そこへ鎧よろい姿のフィーリが通りかかって足を止めた。

「レオーム様。こちらにいらっしゃいましたか」

　そして、レオームの様子に気付く。

「レオーム様、いかがなされましたか……？」

　心配そうな顔で近付いてくるフィーリ。

　レオームは顔を上げると、誤ご魔ま化かすように口を濁にごした。

「ん？　ああ、フィーリか。いや、ちょっとな……」

「ニルナス王の事をお考えに……？」

「えっ？　いや、別にそういうわけじゃねえんだが……」

　慌あわてて取とり繕つくろうレオーム。考えてみれば、昨夜父王の葬そう儀ぎがあったばかりで、こんなところで考かんがえ込こんでいれば、誰だれだってそう思うのが普ふ通つうだ。しかもフィーリは、ニルナス王を殺したハイアッド王国の人間。レオームがニルナス王の事を考えていると勘かん違ちがいすれば、自分を責めてしまうだろう。無敗の将と名高い騎き士しであっても、鎧よろいの下は年若き乙女おとめなのだ。あまり気を遣つかわせてはいけない。

　そこまで考えたところで、ふと気付くレオーム。

　……そうだ。フィーリは乙女おとめ。二十人力という大力とは裏腹に、甲かつ冑ちゆうの中はほっそりと上品な体つきをした、俺おれ好みの可か憐れんな娘むすめだ。身分だって、ハイアッドの王女だから釣つり合あいも取れる。何もホヨットが名前を挙げた中から選ばなきゃいけないわけじゃねえ。相手が誰だれでも、とにかく結けつ婚こんするって話をまとめりゃいいんだ。だったらむしろ、こっちのほうがいいんじゃねえか？

　レオームは改めてフィーリをまじまじと眺ながめた。

　大神官ラウデュッフの著あらわした「レオーム大王の生しよう涯がい」に拠よれば、これは全て乳う母ばホヨットの策であったという。レオームがフィーリと結婚すれば、レオームに身を固めさせ、一人前の自覚を与え、世継ぎの不安をなくし、更さらには従えたばかりのハイアッドとレオームの間により強固な絆きずなを作る事が出来る。だが単純にフィーリとの結婚を勧すすめても、レオームは何だかんだと理屈を付けて嫌いやがるだろう。そのため、知り合いの中年男たちに頼たのんで女装させた上で、結婚相手の候補だと偽いつわってレオームに会いに行かせ、そこから逃げるためにはフィーリと結婚するしかないと思うように仕向けたのだ。ただし年代記作者のネグィオスは、レオームがフィーリと結婚しようと思ったのは純じゆん粋すいな愛情からであったとし、嫁よめ候補巡りの逸話自体を否定している。

　それはさておき、レオームはフィーリを見つめて真しん剣けんな表情を作った。

「ところでフィーリ。いきなりだが、騎き士しをやめる気はねぇか？」

　フィーリは突とつ然ぜんの問いに目をぱちくりさせると、少々癇かんに障さわったような声で聞き返した。

「何な故ぜでしょう？　女だからとて侮あなどられるような、か弱き者ではないつもりでおりますが」

「そりゃそうだ。ハイアッド王国のフィーリといやぁ、ディアスフェルドで知らねえ奴やつはいねえ。こないだの戦争で、アルキランにだって勇名は轟とどろいてるだろう」

「では何なに故ゆえに？」

「簡単だ。どんなに力があろうと、名声が轟とどろいていようと、お前は女。男はその気になれば百人でも千人でも子供を作れるが、女は一いつ生しよう涯がいに精々で二十人生むのがやっとだ。身ごもったまま戦場に出るわけにもいかねえ。お前みたいに優ゆう秀しゆうな女ならなおさら、その血を継つぐ者を多く残さなきゃいけねえ。一人の子供も生まねえウチに戦場で死なれちゃ困るんだ」

　乳幼児死亡率の高いディアスフェルドでは、三割の子供が五歳さいまでに死に、更さらにその後も病気や怪け我がで死んで、無事に成人出来るのは精々で生まれた数の半分程度。優ゆう秀しゆうな人物の子供を多く残す事が常に求められているのは、紛まぎれもない事実であった。

　また、自分の父までも斬きらねばならないような厳きびしい騎き士しの世界に、フィーリのような乙女おとめを置いておきたくないという気き遣づかいも、ないわけではなかった。

　しかしフィーリはそれを侮ぶ辱じよくと受け止めたようで、不ふ機き嫌げんそうに反はん論ろんする。

「お言葉ですが、私の鎧よろいは父フォーンデリックと同じく、厚みが一指ほどもある特別なもの。如い何かなる武器にも傷付けられる事はありません。御ご心配は無用です。それにそもそも、私は自分より強い男の許もとにしか嫁とつぐ気は御ご座ざいません。女の私にも劣おとる男の種を宿したとて、大した子は生まれますまい。しかし残念ながら、私はこれまで一度も負けた事は御ご座ざいませぬゆえ……」

　それを聞いたレオームは、ニヤリと笑ってフィーリの顔を覗のぞき込こむ。

「なるほど。じゃあ、お前を負かせばいいってことだな」

　フィーリは目をぱちくりさせると、キョトンと首を傾かしげた。

「……？　レオーム様が私を負かしたとて、私が嫁とつぐ気になるのはレオーム様に対してのみ。それで私に騎き士しをやめさせたければ、レオーム様が私を娶めとるしか御ご座ざいませんが……？」

「そう言ってんだ。負けたら俺おれの嫁よめになれ」

　甘あまい笑えみを浮うかべながら、ズッと迫せまるレオーム。

　フィーリは珍めずらしく動どう揺ようし、生き真ま面じ目めな顔をうっすらと赤く染めながら後ずさった。

「そ、それは、求きゆう婚こん……と捉とらえてよろしいのですか？」

「他にどんな意味がある？　ハイアッドの王女なら、妃きさきに迎むかえるのに何の不足もねえだろう」

　そう言うとレオームは立ち上がって中庭の花を一本引ひき抜ぬいた。

「コイツが剣けんの代わりだ。この花で相手に先に触ふれたほうが勝ち。ただし鎧よろいの上からは無効だ」

「鎧よろいの上からは無効……。しかし、レオーム様は鎧よろいを着けていらっしゃらないのでは……」

「いいんだよ。男と女が戦うってんだ。これくらいの差はあったっていいだろう。それでどうする？　この勝負、受けるか？　自信がないならやめたっていいんだぜ？」

　レオームが挑ちよう発はつすると、フィーリはカチンと来たように目つきを変え、兜かぶとを被かぶると自分も花を一本引ひき抜ぬいた。

「いいでしょう！　この勝負、受けて立ちましょう！」

　レオームは満足げに笑うと、距きよ離りを取って構える。

　フィーリも真しん剣けんな目で構えた。

「よし。それじゃ、勝負開始だ！」

　レオームがそう言うと同時に突つっ込こんでくるフィーリ。通常より何倍も分厚い鎧よろいを着き込こんでいても、身のこなしは並の騎き士しより遥はるかに素す早ばやい。

　しかしレオームはひらりと攻こう撃げきをかわすとフィーリの後ろに回り込こんだ。

「ほら、こっちだ！」

「くっ！」

　フィーリはすぐに振ふり向むいて攻こう撃げきするが、またしても回り込こむレオーム。

「今度はこっちだ」

　フォーンデリック王と戦った時とは違ちがい、お互たがい武器はただの花。剣けんのように打ち合わせる事など出来ないし、力で圧おされる心配はない。技術だけの勝負なら、いくら二十人力のフィーリが相手といえども、レオームのほうに分がある。

　レオームが何度かフィーリの攻こう撃げきを躱かわす内、何な故ぜかフィーリの肩かた当てが緩ゆるんできた。と思ったら今度は突とつ然ぜんフィーリの胸当てと兜かぶとが脱ぬげ落ちる。レオームはフィーリの攻こう撃げきを躱かわして回り込こみながら、肩かた当てや胸当てなどを固定している革かわ紐ひもを少しずつ外していたのだ。

「な……っ？」

　呆あつ気けに取とられるフィーリ。思わず動きが止まる。

　その隙すきを突ついて、レオームは動いた。フィーリを抱かかえ込こんで上半身を折り曲げ、下に着き込こんでいた鎖くさり鎧よろいと胴どう着ぎの裾すそを一いつ緒しよに摑つかむ。そして一気にグイッと引っ張ると、鎖くさり鎧よろいと胴どう衣いは一いつ緒しよにまくり上げられ、フィーリの頭がすぽんと抜ぬけ出でた。

　一いつ瞬しゆんの早はや業わざに、フィーリはわけも分からず戸と惑まどうばかり。

「悪いな。俺おれの指は、女の子が着てる物なら何だって脱ぬがしてしまえるんだ」

　レオームは笑うと、スッとフィーリの顎あごに指をかけて顔を上げさせる。

「それじゃ、受け取ってもらおうか。この俺おれの愛を」

　そして、気取った調子で自分の花に軽くくちづけすると、フィーリの唇くちびるに触ふれさせようとする。

　しかしその瞬しゆん間かん。

　フィーリは生まれて初めて、女としての恥はじらいを覚えた。求きゆう婚こんしてくる男の、間近に迫せまる甘あまい顔。鎖くさり鎧よろいに胴どう衣いまで脱ぬがされて、肌はだ着ぎだけの格好を晒さらした自分。

「きゃあっ！」

　フィーリはボッと顔を赤らめると、無む我が夢む中ちゆうでレオームを突つき飛とばした。

「んがっ！」

　レオームは不意打ちを喰くらってまともに吹ふっ飛とぶ。

　そのままゴロゴロと後ろに転がって、壁かべにぶつかりようやくレオームは止まった。

「いてて……」

　頭を押おさえながら立ち上がるレオーム。その時、突つきを喰くらったほっぺたから、花びらが一枚落ちた。

「ん……？」

　見てみると、フィーリが剣けんの代わりに握にぎっていた花。突つき飛とばされた拍ひよう子しに、花がレオームの顔に押おし付つけられていたのだ。

　そこへ、我に返ったフィーリが血相を変えて駆かけ寄よってきた。

「申もうし訳わけ御ご座ざいません！　お怪け我がは？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。気にするな。勝負の上での事だ」

　レオームはそう笑ってから、まだ顔に貼はり付ついたままの花びらをはがして抓つまんだ。

「あー、しかし勝負は俺おれの負けだな。勝負を決める前にカッコつけんじゃなかったぜ」

　苦く笑しようしながら花びらをフィーリに見せる。

　だが、フィーリは生き真ま面じ目めな顔で首を横に振ふった。

「いえ。勝負は完全に私の負けでした。約束通り、レオーム様のもとに嫁とつぎましょう」

「えっ？　いいのか？」

　予期せぬ言葉に、思わず浮うかれた声を出すレオーム。

　フィーリはどこまでも真面目な顔でうなずく。

「はい」

　そして、続けた。

「……ただし、今はまだ保留させて頂きたいのです」

「そりゃ構わねえが、一体また何で？」

　レオームが首を傾かしげると、フィーリは硬かたい表情で答えた。

「今は、落ち着いてレオーム様の子を産み育てられるような状じよう況きようではないからです。アルキランとの戦いを終わらせるまでは、私は戦場から退くわけにはいきません」

「戦場からったって、一応アルキランとは停戦の合意を交かわした。今は戦いくさは起きてねえだろ」

　レオームは不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「それはお考えが甘あますぎます。アルキランとの戦いは、今もまだ続いている最中です」

　キッとレオームを見み据すえ、きっぱりと断言するフィーリ。

「どういう事だ……」

　レオームも不安げな顔になった。

　フィーリはハイアッド城のある西の方角へ目をやった。

「我わが父にイアンマッド国王暗殺を唆そそのかしたアリサカスは、アルキラン共和国に追われた亡命者だと名乗っていました。ですが奴やつの身の回りの品を調べたところ、アルキラン共和国の回し者であった事が分かったのです。実は私がここへ来たのは、その事をご報告しようとレオーム様を捜さがしていたからだったのですが……」

「何だと？」

「アリサカスの狙ねらいは、先の戦いで疲ひ弊へいしたイアンマッドを更さらに弱らせつつ、ディアスフェルド内に分ぶん裂れつと抗こう争そうをもたらす事でした。父の目的はハイアッド王国がイアンマッド王国を併へい合ごうし、ディアスフェルドの盟主となる事。そうしてディアスフェルド全体で力を合わせてアルキラン共和国に抵てい抗こうする事でした。それを妨ぼう害がいするため、アリサカスは敢あえて聖地アボロアム内での暗殺を決行したのです。聖地を血で汚よごした者がディアスフェルドの盟主になれるはずはないと知っていたからこそ、敢あえて断行したのです」

「フォーンデリック王は嵌はめられたってわけか……」

「アリサカスのように、アルキランに祖国を追われたと言ってディアスフェルドに流ながれ込こんできた亡命者は、先の戦い以前から大勢います。その中には多くの知識人が含ふくまれていて、我わがハイアッドのように各国で参さん謀ぼう役に取り立てられている者も少なくありません。その者たちも、アルキランの内通者である疑いがある。アルキランとの戦いは、今もまだ続いていると考えねばなりません」

「なんてこった……」

　レオームは言葉を失った。

　フィーリは続ける。

「それに、アルキランの事は一いつ旦たん措おくとしても、元々ディアスフェルドの国々は互たがいに領土を争っていた関係であり、一つにまとまっていたわけではありません。援えん軍ぐんを名乗ってイアンマッドに駐ちゆう留りゆうしながらアルキランとは一度も刃やいばを交えず、そのくせ何だかんだと理り屈くつをこねて今もイアンマッド領内に留り続けている王の数を見ただけでも、油断ならぬ状じよう況きようである事は明白です」

「それは俺おれも分かってるつもりだが……」

「先の大戦で弱り、王を失ったイアンマッドは今、周りを取り巻く全ての国から狙ねらわれています。その脅きよう威いを取り除く事が、レオーム様の騎き士しとしての私の務め。それが落ち着くまでは、子を産み母となる余よ裕ゆうは御ご座ざいません」

　フィーリはレオームを見つめた。

　そして胸に手を当て、断固とした決意を込こめて誓ちかう。

「このディアスフェルドがレオーム様の下もとに統一され、アルキラン共和国の脅きよう威いを打うち払はらう事が出来た時、私はレオーム様に、騎き士しとしてではなく、女としてこの身を捧ささげましょう」

「俺おれの下もとにディアスフェルドを統一だと……？」

　レオームは思わず聞き返した。

　フィーリはレオームを正面から見み据すえ、きっぱりと言い切る。

「それ以外に、イアンマッドにもディアスフェルドにも平和は御ご座ざいません」

　レオームは、震ふるえる手でフィーリを指さしながら、恐おそる恐おそる尋たずねた。

「じゃあつまり、ディアスフェルドを統一しない限り結けつ婚こんは出来ないと……」

「はい」

「おいおい、そいつは焦じらしすぎだぜ……。うぶなおぼこかと思ったら、とんだ性しよう悪わる娘むすめだ……」

　レオームは首の辺りに手をやると、呆あきれ顔で天を仰あおいだ。

　少しの沈ちん黙もくの後、フィーリが不意に尋たずねた。

「ところでレオーム様。一つ伺うかがってもよろしいでしょうか」

「ん？　何だ？」

「何な故ぜレオーム様は、ニルナス王亡なき後、王位をお継つぎになっていないのでしょう？　反対する不ふ埒らちな家臣でもいるのでしょうか」

　いるなら自分が討とう伐ばつしてこようとでも言いたげな目で、じっとレオームを見つめるフィーリ。

　レオームは肩かたを竦すくめて苦く笑しようした。

「いや、そういう事じゃねえんだ。ただ、知ってのとおり、俺おれにはルスタットっていう兄貴がいる。俺おれなんかよりずっと王にふさわしい人間だ。今はアルキランに行っちまってるが、本来なら王を継つぐのは兄貴であるべき。なのに俺おれが親おや父じの跡あとを継ついじまったら、兄貴が戻もどってきた時に居場所がねえじゃねえか。兄貴はイアンマッドのためにアルキランへ渡わたったのに、その兄貴が不在の間に俺おれがイアンマッドの王になるなんて、なんか申し訳なくてさ……」

　それを聞いたフィーリは、驚おどろいた顔でレオームを見た。

「そのようなお考えで……。レオーム様は、お優やさしい方なのですね……」

「いや、別に普ふ通つうだろ？」

　少し照れながら頭を搔かくレオーム。

　フィーリは顔を曇くもらせて、首を横に振ふる。

「いえ、我わがハイアッドでは、王の座を巡めぐって兄弟が殺し合うのが当たり前でした。父フォーンデリックも、血ち塗ぬられた戦いを勝かち抜ぬいて玉座を摑つかんだのです。私の兄王子たちも、大半はそのようにして死にました……」

「………！」

　レオームは啞あ然ぜんとしてフィーリを見つめる。

　父の首さえ刎はねる程ほどの覚かく悟ごがどこから来ているのか、その理由の一いつ端たんが垣かい間ま見みえた気がした。

　フィーリは顔を上げると、小さく微ほほ笑えんだ。

「私は、レオーム様とルスタット殿どの、お二人の事を羨うらやましく思います」

　不意に浮うかんだ、年相応の乙女おとめらしい優やさしい微ほほ笑えみ。

　レオームはハッとした。その表情の中に、ハイアッドの無敗の騎き士しという鎧よろいの中に隠かくされた、フィーリの本当の姿を見た気がした。

　その時、慌あわただしい足音と共に、使者が駆かけ込こんできた。

「レオーム様！　ここにおられましたか！」

「どうした？　何事だ？」

　ただならぬ様子に、真しん剣けんな表情になるレオーム。

　使者はレオームの前に片かた膝ひざを突ついた。

「ヤーカスより急ぎの知らせにございます！」

「ヤーカスってぇと、ニノフュームの領地じゃねえか。何があった？」

　ヤーカスは、海岸線のほとんどが切り立った崖がけのイアンマッドで唯ゆい一いつの、港がある町。老臣ニノフュームはそこの領主に任ぜられ、隊商を迎むかえたり貿易をしたりという事を長年任されてきた。今は怪け我がの療りよう養ようで、そのヤーカスの町に戻もどっている。

　……まさか、ニノフュームの容態に異変があったんじゃ？

　レオームの胸を、不ふ吉きつな予感が走った。

　だが、使者の告げた言葉は、それより遥はるかに悪いものだった。

「ニノフューム殿どのが謀む反ほんを起こしました！　これは、私めが預かってきた、宣戦布告の書状です！」

「何だと？」

　レオームは思わずその場に固まった。

　俄にわかに風が吹ふき、晴れていた空は黒い雲に覆おおわれ始めた。










　第八章　ニノフュームの叛はん乱らん




　話は三日前に遡さかのぼる。

　城じよう壁へきに取り囲まれたヤーカスの町の中にある、忠臣ニノフュームの館やかた。

「レオーム様に、ニルナス王の仇かたきを討うつおつもりはあるのだろうか」

　暗い部屋に横たわりながら、傍かたわらの人物に尋たずねるニノフューム。

「分かりませぬ。未いまだ、行方ゆくえをくらましたままでございますれば……」

　答えたのは亡命の学者ユラティーヴ。

　傷の治ち療りようのため自分の領地に戻もどってから、ニノフュームにはレオームの動向は伝わってこない。唯ゆい一いつの情報源は、昨日ヤーカスに来た学者のユラティーヴだけだが、ユラティーヴがもたらした情報は、レオームが一人で姿を消した事と、それ以来何の手て掛がかりもない事だけ。無む論ろん、この時点ではまだレオームはハイアッドから戻もどっておらず、イアンマッド城内の誰だれもが、それ以上の情報は持っていなかった。

　ニノフュームはレオームの事を昔からよく知っていた。レオームが王位を継つぎたくないと思っている事も、よく知っていた。しかし今はレオームが王位を継つがねばならぬ状じよう況きようであり、また、ハイアッドに対してニルナス王の弔とむらい合がつ戦せんを挑いどまねばならぬ状じよう況きよう。その重圧に耐たえかねて逃にげ出だしたのではないかとニノフュームは疑った。

「やはりレオーム様には王たる器量はなかったのか……」

　落らく胆たんして呟つぶやくニノフューム。

　ユラティーヴは冷静に答える。

「力量があり器うつわがあっても、本人にその意志がなければ王にはなれませぬ。王としての最も重要な資質とは、意志の力でございますれば」

「その通りだ。レオーム様は決して無能な方ではない。臆おく病びようでもない。剣けん聖せいイアンマッド殿どのから教えを受け、その剣けんの技量はルスタット様もお認めになるほど。だが、あの方は優やさしすぎる。断固たる意志に欠けるのだ。敵てきと戦う事すら躊躇ためらうあの方の気き性しようは、王には決定的に向いておられぬ」

　ユラティーヴはそれに対しては肯こう定ていも否定もせず、蠟ろう燭そくの火を眺ながめる。

「……王たる器量無しと侮あなどられれば、駐ちゆう留りゆうしている他国の軍も行動を起こすやもしれません。力無きものは食われるのが乱世の定めです故ゆえ」

　それを聞いたニノフュームは、ガバッと寝台の上に体を起こした。

「イアンマッド王国が滅ほろぶと申されるか！」

　ユラティーヴは淡たん々たんと続ける。

「それを避さけるためには力ある者が玉座に着くしかありません。力ある者がその力を示す事でのみ、周囲は野望を抑おさえ自重するのです」

「力ある者が……。しかし、ルスタット王子が不在の今、レオーム様に代わって王位に就つくような力のある者など……」

「たとえ遠とお縁えんであっても王の縁えん戚せきであれば大義名分は立つでしょう。そういう家臣の中から、最も力のある者が王位に就つけばよろしいのでは……？」

　そう言ってユラティーヴはニノフュームを見た。

　ニノフュームはゴクリと唾つばを吞のむ。

「つまり、この儂わしに王位を簒さん奪だつせよと……？」

　ニノフュームはニルナス王の又また従い兄と弟こ。王家との血の繫つながりもあり、勢力においてはイアンマッド随ずい一いちである。ユラティーヴの述べた条件に最も当あて嵌はまるのは、ニノフュームだった。

　だがユラティーヴは敢あえてニノフュームの問いには答えず、話を続けた。

「力のある者が、王国のためにその力を発揮する事は、いわば責務です。民を守り、王国を維い持じするためには、誰だれかが立たなければならない。今はそういう時なのです」

「この儂わしはイアンマッド一、いや、ディアスフェルド一の忠臣と言われた男！　その儂わしがどうして王位を簒さん奪だつなど出来ようか！」

　ニノフュームは思わず大声を上げてユラティーヴを睨にらんだ。

　だが、ユラティーヴはその目を真っ向から見つめ返す。

「忠臣なればこそです。あなた以外の人間が王位に就ついたら、レオーム王子はどうなりますか？　前王の息子むすこで正統な後こう継けい者を、王位簒さん奪だつ者がどう扱あつかうかなど、言うまでもない事でしょう」

「当然、生かしてはおくまい……。必ず見つけ出し、殺すだろう……」

　ニノフュームは脂あぶら汗あせを浮うかべながら、怯おびえた目で呟つぶやいた。

　ユラティーヴは重ねて問いかける。

「だが、あなたなら？」

「儂わしなら……」

「イアンマッドの三忠臣筆頭と呼ばれたあなたであれば、誰だれもレオーム様に危害を加えぬよう取り計らうでしょう。そしてイアンマッド王国で一番の有力者たるあなたが王位に就つけば、逆らえる者は誰だれもいない。国は安定し、レオーム様の命も守られる。失われるのは唯ゆい一いつ、忠臣としてのあなたの名声のみです」

　ユラティーヴはそう言って、ニノフュームの目を覗のぞき込こんだ。

「忠臣としての名めい誉よを守るために王国とレオーム様の命を見殺しにするか、それとも真の忠臣として王国とレオーム様をお守りするために敢あえて汚お名めいを被かぶるか。それを決めるのはあなた自身です」

　それだけ告げると、ユラティーヴは立ち上がった。

「では、私はこれにて」

　部屋を出て行くユラティーヴ。

　この日を最後に、ユラティーヴはイアンマッドから姿を消した。




　後に残されたニノフュームは、寝しん台だいの上に座すわったまま目を見開き、全身に汗あせをかきながら、ユラティーヴの話を頭の中で繰くり返かえしていた。

　恐おそろしい話。考えた事もなかった話。だが、考えれば考えるほど、他にレオームを救いイアンマッドを救う手立てはないように思われた。この時点でニノフュームが知り得た情報しか持っていなければ、他の誰だれでもそう考えただろう。

　ニノフュームは同じ姿勢のまま寝しん台だいの上に固まって、何度も繰くり返かえし考えた。否、答えは決まっていた。ただ、決断するのに時間が必要だったのだ。

　やがて夜が明ける頃ころ。

「……レオーム様が城内におられぬ今であれば、レオーム様に直接反旗を翻ひるがえす事だけは避さけられる。立つなら今しかあるまい」

　ニノフュームは目の下に真っ黒いクマを作り、頰ほおをげっそりとこけさせた顔で、寝しん台だいから下りた。

　そして家臣たちに戦いくさの準備を命じ、それが整った三日後、イアンマッド城へ宣戦布告した。




　　　　　　　　　　＊




　時間を戻もどして、レオームがニノフュームの謀む反ほんを知った日の午後である。

　城にいる騎き士したちを集めた話し合いの場で、ニノフュームからの書状が読み上げられた。




　──ニルナス王が死に、レオーム王子はまだ若く未熟。また、そもそも王位継けい承しようはレオーム王子よりもルスタット王子に優ゆう先せん権がある。そのルスタット王子が戻もどるまでは即そく位い問題は棚たな上あげにすべきだが、王が不在で国がまとまらぬのでは困る。故ゆえに、ルスタット王子が戻もどるまでの間は家臣団で王国を支配すべきであり、イアンマッド国内で一番力のある私ニノフュームがその首座に就つく事と決めた。イアンマッドの騎き士したちは、我わが意に従うべし。反対するならば、騎き士しらしく戦って白黒を付けよう。七日待って、イアンマッド城へ向かう。無む論ろん、その前であっても不満があるならヤーカスへ攻せめてきて構わぬ。戦いくさは望むところである──




「……という事だそうだ」

　レオームがそう言うと、一いつ斉せいに家臣たちはざわつきだした。

「ニノフューム殿どのは一体何を血迷ったのだ！」

「要するに、レオーム様を廃はい位いして自分が王座に就つくという話ではないか！　怪け我がの毒が頭に回ったとしか思えぬ！」

「イアンマッドの三忠臣筆頭とも言われたお方が！　何な故ぜだ！」

「王が死んだ途と端たんに本ほん性しようを現したという事なのか！」

　憤いきどおりを隠かくせぬ騎き士したち。

　だがその一方で、少なからぬ者がニノフュームの書状に好意を示した。

「ニノフューム殿どのの言い分にも一理ある。ルスタット様はご不在とはいえ、ご存命なのだ。それなのに、レオーム様が継けい承しようしてしまって良いものか……」

「そもそもレオーム様ご自身も、王位を継つぐおつもりはないのだ。それをご意志に逆らって無理に継つがせるというのは、忠誠とは呼べぬ」

「ニノフューム殿どのが首座に就つくというのであれば、上う手まくまとまるであろう事は疑いがないのだし」

　それを聞いて、再び先の騎き士したちが憤ふん慨がいする。

「そなたらは、自分が何を言っているか分かっているのか！」

「ニノフュームの言っている事は王位の簒さん奪だつ！　それに与くみするというのであれば、まずはそなたたちからこの場で討うち果はたす！」

　立ち上がって腰こしの剣けんに手を掛かける騎き士したち。

「やる気か！」

「言っておくが、こちらも黙だまって殺されはせぬぞ！」

　双そう方ほうともに一いつ触しよく即そく発はつの状態になる。

　レオームは慌あわてて割って入った。

「待てお前ら！　今は話し合いをしてんだろうが！　剣けんは置け！」

「しかしレオーム様！」

「こやつらは謀む反ほんに同調しようというのですぞ！」

「何が謀む反ほんか！　我らはレオーム様のご意志を尊重しつつ、国を守るためには、ニノフューム殿どのの提案も一理あると申しておるだけであろうが！」

「話し合いの場において先に剣けんを抜ぬいたそなたらこそ、レオーム様の言い付けに従わぬ謀む反ほん人であろう！」

　すぐまた言い争いが沸わき起おこる。

「だからお前ら！　喧けん嘩かすんなっつってんだ！」

　レオームは大声で怒ど鳴なり付つけると、一同を睨にらみ付つけた。

「一いつ旦たん休きゆう憩けいだ！　お前ら全員、頭を冷やせ！」

　そう言って、部屋を出て行くレオーム。

　外へ出ると、風に当たりながらやれやれと汗あせを拭ぬぐった。

「……ったくアイツらと来たら、落ち着いて話し合いも出来やしねえ」

　そうぼやいて、空を眺ながめる。

　フィーリがレオームを追ってきた。

「かなり、深刻な事態ですね」

　そう言いながら、レオームの横に立つ。

　レオームは長々と溜ため息いきを漏もらした。

「ああ。ニノフュームは力もあり、人望もある。それに、言ってる事も一応筋が通ってる。ニノフュームの呼びかけに呼応しようと考える者は、アイツらだけじゃなく、イアンマッド全体を見れば結構な数になるだろう。ニノフュームも当然王国内の全ての騎き士しに呼びかけてるだろうしな。このままだと、国を二分する争いになるかも知れねえ」

「レオーム様は、ニノフューム殿どのを討うつおつもりはないのですか？」

　そう問われたレオームは、地面を見つめた。

「……分からねえ」

「分からない……とは……？」

「国を二分しねえためには、早めにニノフュームを捕とらえてしまうしかねえだろう。だが俺おれは、こないだのアルキランとの戦争の最中に慌あわてて騎き士しに叙じよされただけで、領地もなけりゃ家臣もいねえ。従者だっていねえんだ。そんな俺おれには、自分の軍勢ってものがねえ。他人の軍勢を借りて攻せめたって、そいつらが本気で従うかどうかは分からねえ。離り反はんされてニノフュームに寝ね返がえられたらお終しまいだ。それに、ニノフュームの本ほん拠きよ地ちヤーカスは、城じよう壁へきに囲まれた港町だ。守りは堅かてえし、船で補給が出来るから籠ろう城じよう戦はどこまでも長引く。そうしたら領内に駐ちゆう留りゆうし続けてる他よ所その国の軍がどう動くかも分からねえ。ニノフュームを何とかしなきゃ国は二分されちまうが、ニノフュームを討うとうと動く事で国が滅ほろんでちゃ、意味がねえ」

　フィーリはじっと耳を傾かたむけていたが、やがてレオームの正面に立つと、自分の胸に手を当てた。

「私が、ニノフュームを討うって参りましょう」

「へ？」

　目をぱちくりさせるレオーム。

　フィーリは真しん剣けんな目でレオームを見つめる。

「レオーム様は、ご自分の領地と家臣がないと仰おつしやいました。しかし、それは違ちがいます。このフィーリとハイアッド領こそが、レオーム様の騎き士しであり領地であり、私の率いるハイアッドの騎き士し団こそがレオーム様の騎き士し団であることをお忘れですか」

　レオームはポカンとしてフィーリを見つめる。

「いやしかし、ニノフュームは手て強ごわいぞ。万一の事があったらどうすんだ……」

「お心こころ遣づかい、忝かたじけなく存じます。しかし私は一万のアルキラン軍を五百騎きで打ち破った、ハイアッドのフィーリです。ご心配には及およびません」

　己おのれの武勇に対する曇くもりなき誇ほこりを胸に、堂々と言い切るフィーリ。

「いや、それはそうだが、しかし……」

　レオームはそれでもまだ躊ちゆう躇ちよした。鎧よろいの中の素す顔がおを知った今、レオームにとってフィーリは騎き士しである前に一人の乙女おとめだった。可か憐れんな乙女おとめを戦場に向かわせる事など、レオームには出来なかった。

　その時、剣けん聖せいマッキムードがふらりと現れた。

「儂わしが一いつ緒しよに行きましょう。レオーム様の未来の妃きさきには、傷一つ付けさせませぬ」

「なっ？　何でそれを……」

「中庭で堂々と求きゆう婚こんなさっておいでではないですか。知らぬものの方が少ないですぞ。ホヨット殿どのも、フィーリ殿どのという相手がいるなら安心だと申しておりました」

「そうか。とりあえず飯抜ぬきの心配は必要なくなったな……」

　レオームは苦く笑しようし、改めてマッキムードを見た。

「分かった。それじゃ師し匠しよう、フィーリの事は頼たのんだぜ」

　マッキムードの実力はレオームが誰だれよりも知っている。マッキムードが護ご衛えいに付くというのであれば、安心して任せられる。

「お任せあれ」

　頼たのもしい笑え顔がおで応えるマッキムード。

　フィーリは早さつ速そく出発しようとしてから、ふと思い出したように振ふり向むいた。

「先さき程ほどの話し合いでも見られたように、叛はん逆ぎやく者ニノフュームに呼応しようという者も大勢おります。彼かれらに動きを感づかれぬよう、レオーム様は決断出来ぬまま悩なやんでいるふりを続けて下さい。そして、出来るだけ議ぎ論ろんを長引かせてくださいますようお願いします。その間に私は城を出てハイアッドに戻もどり、騎き士しを集めて行動を起こします。私が城を出る理由も、それとなく誤ご魔ま化かして頂ければありがたく存じます」

「分かった。任せとけ」

　レオームは胸を叩たたいて請うけ負おった。

　そして、フィーリと剣けん聖せいマッキムードは、馬に乗って密ひそかにイアンマッド城から抜ぬけ出だした。




　レオームは再び話し合いの場に戻もどると、すぐ喧けん嘩かになりそうな騎き士したちを仲ちゆう裁さいしながら、のらりくらりと議ぎ論ろんを先延ばした。

　一方ハイアッド城に戻もどったフィーリは、すぐさま各地に招集をかけ、また、近くに滞たい在ざいしている旅の騎き士したちを手て当あたり次し第だい呼び寄せて高い報ほう酬しゆうと引ひき替かえに参戦する事を約束させた。またその夜の内に、商人を装よそおった騎き士しをヤーカスの町に送おくり込こんだ。










　第九章　ヤーカス炎えん上じよう




　フィーリとマッキムードが城を離はなれた翌日。

　レオームが朝食を摂とっていると、給きゆう仕じしていたホヨットが尋たずねた。

「フィーリ様はご一いつ緒しよではないので？」

　フィーリの動向を伏ふせるよう頼たのまれているレオームは、咄とつ嗟さに作り話をする。

「いや、昨日の晩ちょっと部屋に寄ったんだが、その時にどうも機き嫌げんを損そこねてしまったらしくてな」

「レオーム様、この非常時に……」

　黒くろ髭ひげのオークナグが呆あきれ顔でレオームを見た。

「いやいや、勘かん違ちがいすんなよ？　俺おれはただ、ニノフュームの叛はん乱らんをどう鎮ちん圧あつするのがいいか相そう談だんしようと思っただけでだな。知ってのとおり、フィーリはハイアッド王国一の猛もう将しよう、アルキランとの戦いでも一度も負けなかった無敗の将だ。相そう談だん相手に選ぶのに、何もおかしなとこはないだろ？」

　如い何かにも言い訳がましい口調で言うレオーム。

　長なが腕うでのイライオルが首を傾かしげる。

「あの方はご立派な騎き士し。叛はん乱らん鎮ちん圧あつの相そう談だんで機き嫌げんを損そこねる事はまず有り得ないと思いますが……」

「他にも何かあったんじゃないんですか」

　黒くろ髭ひげのオークナグがじっと疑いの視線を向ける。

　レオームはわざと視線を泳がせた。

「まぁ、なんだ、座すわる場所がなかったんで、彼かの女じよと同じ寝しん台だいに腰こし掛かけさせてもらいはしたが……」

「他には？」

「……手くらいは握にぎろうとしたかもしれん……」

「他には？」

「酔よっていてよく憶おぼえてないが、その、なんだ、ちょっと寒かったもんで、お互たがい温め合おうと提案したりしなかったりという事がなかったとは言えないかも知れない……」

　モゴモゴと言葉を濁にごすレオーム。

　それを聞いたホヨットが大激げき怒ど。

「レオーム様！　フィーリ様が戦場でどれほど男おとこ勝まさりのご活かつ躍やくをなさっているかは存じませんが、あの方とて立派にうら若き乙女おとめなのですよ！　正々堂々と口説くならともかく、酔よっぱらって押おし倒たおそうとしたら機き嫌げんを損そこねるのは当然です！　きっとハイアッドへお逃にげになったのでしょう！　レオーム様はどうしてそう女にだらしがないのですか！　兄上のルスタット様であればそのような事は絶対に……！」

「分かった！　分かったから！　反省してる！」

「それで、フィーリ様の事はどうなさるおつもりで……？」

「その事なら心配するな。女の機き嫌げんを損そこねた時は、なるべく早く謝あやまるのが鉄則だ。マッキムードを使者として遣つかわした。彼かの女じよとて騎き士しの端はしくれならば、剣けん聖せいと崇あがめられる師し匠しように戻もどるよう請こわれて断る事は出来ねえだろ。対処は万ばん全ぜんだ」

　レオームは得意気にそう言って胸を張る。

「痴ち話わ喧げん嘩かの後処理に剣けん聖せいマッキムード様を……」

　呆あきれ顔の一同。

　日ひ頃ごろの行いからか、それとも卓たく越えつした演技力のお陰かげか、レオームの言葉を疑う者は誰だれ一人ひとりとしていなかった。

　その後数日、フィーリと剣けん聖せいマッキムードの姿が見当たらない事を不ふ審しんに思う者は、やはり一人としていなかった。

　そして、ニノフュームの件についての話し合いは、相変わらずまとまらないままだった。




　そうこうする内に三日が過ぎた。

　ヤーカスの町にいるニノフュームの許もとに、一通の書状が届いた。

　差出人は剣けん聖せいマッキムード。印章も確かに捺おしてある。

　開いてみると、先のニノフュームの書状に対する返答である。

　内容は、ニノフュームを叛はん逆ぎやく者として厳きびしく糾きゆう弾だんするもので、イアンマッドの騎き士したちは全員でニノフュームを討うつと宣言してあった。

　マッキムードはフィーリと共に数日前にイアンマッド城から出ており、イアンマッドの総意など知るはずはない。当然この書状は偽にせ物ものだ。だが、イアンマッド城から離はなれたヤーカスの町にいるニノフュームがそれを知っているはずもない。

　剣けん聖せいマッキムードはニルナス王の親友であり、イアンマッドの全ての騎き士しにとっての師でもある。レオームの不在中にマッキムードが皆みなのまとめ役をしていたとしても何の不ふ思し議ぎもない立場だ。

　ニノフュームは、この書状を信じた。

　そして、まだ怪け我がの癒いえぬ体に鎧よろいを着き込こむと、立ち上がった。

　配下の騎き士し、兵および町民を集めると、居城の窓から皆みなを見下ろす。そして、士気を鼓こ舞ぶするように大声を張り上げた。

「イアンマッドの永遠の安定のため、儂わしは敢あえて叛はん臣しんとなりイアンマッド王となる！　誰だれぞ異議のある者はおるか！」

「否！　否！　否！」

　大合唱を返す騎き士し、兵、および民衆。

「儂わしはこれより出兵する！　儂わしに従う者はおるか！」

　再び問いかけるニノフューム。

「応！　応！　応！」

　再び起きる大合唱。

　この時代のディアスフェルドでは、領主と領民は大たい抵ていどこも家族的一体感で結ばれていたが、信義に厚く、真まっ直すぐなニノフュームは、家臣からも領民からも特別に愛されていて、どこよりも連帯感が強かった。割れんばかりの大合唱は町全体を揺ゆらし、老いも若きも男も女も、全てがニノフュームの決断を支持した。誰だれもが例外なく、ニノフュームのために命を捨てる覚かく悟ごを持っていた。

　やがてニノフュームは地上に下り、馬に跨またがると、先頭に立って出しゆつ陣じんした。騎き士し七百と兵士三百がそれに続く。

　だが、一行が縦じゆう隊たいを組んで港町ヤーカスの門を出たその時である。

　突とつ然ぜん、フィーリ率いるハイアッドの騎き士し五百が襲おそいかかった。

「敵てき襲しゆう！」

　悲鳴が上がる。

　不意を突つかれ、横っ腹を攻せめられたニノフュームの隊列は、一気に崩くずれた。

　そこを、フィーリ率いるハイアッドの騎き士したちが蹂じゆう躙りんしていく。

　ハイアッドの馬は大きい。代々大力を持ち分厚い鎧よろいを着ていたハイアッドの王たちは、その重さに耐たえうる馬を必要とし、昔から品種改良を繰くり返かえしていた。その血統はハイアッド王国中に広がり、ハイアッドの騎き士しは皆みな、その巨きよ大だい馬の中から特別に俊しゆん敏びんなものを選んで軍用馬としていた。ただでさえ精強を誇ほこるハイアッドの騎き士しは、これらの大型馬に乗る事によって、一層その強さを増した。ハイアッドの馬は敵てきの騎き士しを馬ごと倒たおし、馬ごと踏ふみにじった。

　イアンマッド中最強のニノフュームの軍勢も、不意を突つかれ、側面を突つかれ、しかもそれがハイアッドの騎き士しとなれば、戦いの中で立て直す事は不可能だ。

「退たい却きやく！　町の中へ戻もどれ！」

　ニノフュームは必死で叫さけび、町の城じよう壁へき内へ逃のがれる。

　その後に続いて、ヤーカスの騎き士しや兵士も急いで町の中に駆かけ込こんだ。
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　ハイアッドの騎き士したちがその後を追ったが、その目の前で巨きよ大だいな扉とびらが閉じられる。やむなく立ち止まり、引き返すハイアッドの騎き士したち。

「さすがはニノフューム。手て強ごわい……」

　フィーリは思わず呟つぶやいた。

　完全に奇き襲しゆうは成功し、弱点である横っ腹を突ついたのだ。相手がアルキラン軍であっても、間ま違ちがいなく全ぜん滅めつさせられたはずだった。それにもかかわらず、軍勢の八割方が、無事に城内へ逃にげ切きった。恐おそるべき強さである。

　だが、イアンマッド随ずい一いちと言われるニノフュームが手て強ごわい事は先刻承知。

「城じよう壁へきを囲め！」

　フィーリはすぐさま命令を下すと、静かに城じよう壁へきを見上げた。

　一方、城内に逃にげ戻もどったニノフュームは息を乱しながら側近の騎き士しに尋たずねた。

「あの馬の体格……。今のはまさか、ハイアッド軍か……？」

　尋たずねられた騎き士しはうなずく。

「はっ。ハイアッド王国、フィーリ王子の旗を見ました」

　それを聞いたニノフュームは顔を歪ゆがめた。傷が開いて右みぎ肩かたに血が滲にじむ。

「くっ！　遅おそかったか！　ハイアッドの連中どもが、先に動きおった！」

　ニノフュームは、レオームがハイアッドを獲とった事を知らない。ニルナス王暗殺の件でいずれイアンマッドと戦いくさになると踏ふんだハイアッドが、先制攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのだと思おもい込こんだ。

「だが、奴やつらにここは落とせぬ。ハイアッドの馬は大きい分だけ大おお飯めし喰ぐらいだ。鎧よろいに身を包んだ騎き士しを乗せて駆かけ回まわるには、草ではなく穀物を食わせねばならぬ。あれだけの馬に食わせる糧りよう食しよくともなれば、量も膨ぼう大だいだ。七日もすれば底を突つく。その時、打って出ればよい。馬が動けねば、ハイアッド軍といえども恐おそるるに足りん」

　ニノフュームはどっかりと腰こしを据すえると、ハイアッドとの長期戦へと気持ちを切きり替かえた。

　ヤーカスは港町であり、海上を封ふう鎖さされない限り、物資の補給は自由。町の出入りすらも自由である。加えて、ディアスフェルドにはアルキラン軍のような攻こう城じよう兵器はない。籠ろう城じよう戦になれば、圧あつ倒とう的てきにニノフュームに有利だった。

　その時、フィーリの声が聞こえてきた。

「中の者どもに告ぐ！　私はイアンマッド王国第二王子、レオーム様の第一の家臣、ハイアッドのフィーリ！　我々はイアンマッドの王座を狙ねらう反逆者ニノフュームを追つい討とうするべく、レオーム様の命を受けてやってきた！　この叛はん乱らんがニノフューム一人の考えであるなら即そつ刻こく門を開き、ニノフュームを城門の外へ連れ出せ！　さすれば町には手を出さず、我われとニノフュームとの一いつ騎き討うちにて決着を付けよう！　だが、もし住民全員の意志であるなら矢を放ち戦せん端たんを開くが良よい！　我わが主レオーム王子の精強なる軍は裏切り者のそなたたちを堂々と打ち破り、この町を廃はい墟きよと化すであろう！」

　それを聞いたニノフュームは耳を疑った。

「フィーリがレオーム様の第一の家臣だと？　我わが主レオーム様、だと……？」

　一体どういう事なのかさっぱり分からず、戸と惑まどうニノフューム。

　一方、城じよう壁へきの上では、ヤーカスの騎き士しや兵士らが大声で言い返す。

「怪け我がをしているニノフューム様に一いつ騎き討うちなんかさせられるか！」

「そもそも、フィーリといえばニルナス王を暗殺したハイアッド王国の王子じゃないか！」

「ニノフューム様に怪け我がを負わせたハイアッドの者が何をほざくか！」

「レオーム様の家臣を騙かたれば我らが素す直なおに門を開けるとでも思ったか！」

「そもそも俺おれたちは、そのレオーム様と戦いに行くところだったんだ！」

　フィーリに向かって矢が放たれた。

　フィーリは馬上で剣けんを抜ぬき、矢を打うち払はらう。

　そして、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするように手を震ふるわせた。

　……やはり、やらねばならぬか。

　一つ息をして覚かく悟ごを決めると、フィーリはキッとヤーカスの城じよう壁へきを睨にらんだ。

「そなたたちの回答は分かった！　望み通り、この町と共に滅ほろぶがよい！」

　フィーリの良く通る高い声が、辺り一帯に響ひびき渡わたった。

　その直後、城門が突然、軋きしむ音を立ててゆっくりと開き始めた。

「……？」

　目を疑うヤーカスの面々。

　数日前に商人を装よそおって忍しのび込こませておいた、ハイアッドの騎き士したちの仕業である。

「誰だれが門を開けている！」

「やめさせろ！」

「敵てきの内通者だ！」

　城門の周囲で、大混乱が起こった。

　そこへ、フィーリが騎き士したちを率いて一気に駆かけ込こんだ。

　城門が開けられる事を想定していなかったニノフュームの軍勢は、またしても完全に後手に回った。しかも今回は、どこにも逃にげ場ばがない。態勢を立て直す事は不可能である。

　日が暮れる頃ころにはニノフュームは捕とらえられ、ヤーカスの町は完全に制圧された。

　だが、ヤーカスの悲ひ劇げきはここからだった。

　フィーリは縛しばられたニノフュームを確かく認にんすると、冷たい声で命じた。

「町を焼き、住民を全て殺せ。女も子供も赤あかん坊ぼうも年寄りも、全てだ」

　大だい虐ぎやく殺さつが始まった。

　家という家には火が放たれ、住民は一人残らず引っ張り出された。引き出された住民は、誰だれであろうと容よう赦しやなく殺された。家の屋根よりも高く積つまれた死体の山が出来、地面には血が溢あふれてくるぶしまで濡ぬらしたと、年代記作者のネグィオスは記している。

　敵てきと戦い打うち倒たおす誇ほこり高たかい高こう揚よう感とは対極にある、おぞましく不快で残ざん酷こくなだけの大だい虐ぎやく殺さつに、フィーリの求めに応じて集まっていた異国からの騎き士したちは次々と離り脱だつしていった。

　ハイアッドの重臣の一人、鉄の男と呼ばれたオステートも、残ざん酷こくさに耐たえきれず嘔おう吐とした。歴戦の勇士オステートはこれまでにも多くの戦いくさで残ざん虐ぎやくな場面には何度も立ち会ってきたが、一度も動どう揺ようを見せた事はなかった。鉄の男というあだ名は、その鋼はがねのような精神力に対して与あたえられたものだった。その鉄のオステートですら、惨さん状じように耐たえかねて吐はいた。

　だがフィーリは、オステートを冷たく睨にらむ。

「部下の前でそのような姿を見せるな。十数える間に立ち直れ」

　そう叱しつ責せきすると、フィーリは縛しばられたニノフュームを見下ろした。

　その目の前には、やはり縛しばられた子供たちが数十人。

　フィーリはオステートが立ち直るのを待って命じる。

「まず十人ほど殺せ」

　オステートは驚おどろいてフィーリの顔を見た。

「フィーリ様……」

　躊ちゆう躇ちよすると、フィーリは自分の剣けんを抜ぬいた。

「剣けんの使い方を忘れたか！　こうするのだ！」

　オステートとニノフュームの目の前で、自ら子供たちの首を刎はねる。返り血が、フィーリの白い顔に赤い染しみを作った。

　フィーリはその血を拭ぬぐおうともせず、ニノフュームに向き直った。

「これからお前に聞きたい事がある。目の前で子供らが殺されるのを見たければ、黙だまっているが良よい。答えるか答えないかはお前の自由だ」

　凍いて付つくような冷たい目が、縛しばられたニノフュームを見み据すえた。










　第十章　レオームの決意




　フィーリがヤーカスで暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしていた頃ころ。

　レオームはフィーリたちがどうしているか心配で、まんじりともせずに過ごしていた。

「あれから全く連れん絡らくがねえが、上う手まくやってんのか……？」

　暖だん炉ろに起こした火を眺ながめながら、不安そうに呟つぶやくレオーム。

　ニノフュームが言ってきた期限まで、もう何日もない。城の守りを固めるなら、もう招集をかけなければ間に合わない。城内の話し合いを引き延ばすのはもう限界だ。明日には、何らかの結論を出さなくてはならない。

　その時、城詰づめの兵士がレオームを呼びに来た。

「レオーム様！　レオーム様にお会いしたいという方がいらっしゃっております！」

「何だ？　こんな夜に」

　レオームは上着を羽は織おると、広間に向かった。

　見ると、ついさっきまで戦っていた最中といった様子の、血に汚よごれた鎧よろいを着た騎き士しである。

「夜分に失礼致いたします。私はこの度たび、フィーリ殿どののヤーカス攻こう略りやくに援えん軍ぐんとして出向いた、ガーシキアの騎き士しロブノーシュと申します。しかしヤーカスでのフィーリ殿どのの凶きよう状じように耐たえかね、戦場を離はなれました。そして、一刻も早くこの事をお知らせせねばと思い、不ぶ躾しつけながら返り血を拭ぬぐいもせず、こうして参上仕つかまつった次し第だいで御ご座ざいます」

　片かた膝ひざを突ついてそう述べる騎き士し。

　レオームの胸に、緊きん張ちようが走った。

「わざわざこうして駆かけ付つけてきてくれてありがたい。一体何があった？　フィーリの凶きよう状じようってのはどういう事だ？」

「はっ。畏おそれながら申し上げます。フィーリ殿どのは、ヤーカスの民たみを、男は言うに及およばず、年老いた者や女や子供、赤子に至るまで、悉ことごとく殺し尽つくすよう命じられました。そして、その命令は実行されたのです。騎き士しや兵士だけでなく、武器を持たぬか弱い乙女おとめや、まだ自分の足で立つ事も出来ぬ赤あかん坊ぼうに至るまで、目に付いた者は手て当あたり次し第だい殺されました。ヤーカスの町は殺された者の血で溢あふれ、足首まで浸つかる血溜だまりが出来ている程ほどで御ご座ざいます。今こうしている間も虐ぎやく殺さつは続き、夜明けを待たずして住民は一人残らず殺し尽つくされる事でしょう。フィーリ殿どのは今、レオーム王子に仕えていると聞いております。それ故ゆえ、私はレオーム王子に、どうかフィーリ殿どののこの凶きよう行こうを一刻も早くお止めくださるようお願いするため、ここへ参りました」

「何だと……？」

　レオームはしばし言葉を失った。

　聞いた事の意味がすぐには理解出来ず、呆ぼう然ぜんとして騎き士しを見つめる。

　……フィーリが、ヤーカスの住民を皆みな殺ごろしにしてる？　どういう事だ？　一体何があった？

　わけが分からず混乱するレオーム。

　だが、なんとか我に返ると、ロブノーシュと名乗った騎き士しに言葉を掛かける。

「よく知らせてくれた。しばしの間、この城に留まってゆっくりと休んでいってくれ」

　レオームは召めし使つかいたちに世話を申し付けると、広間を出て羆ひぐまのマントを羽は織おった。

　気付いたホヨットが声を掛かける。

「レオーム様、こんな時間にどちらへ？」

「出かけてくる！　ちょいと確かめなきゃならねえ事が出来た！」

　レオームは一言そう答えると、馬に跨またがり、ヤーカスの町を目指して駆かけ出だした。

　暗い道中、レオームの頭をフィーリの顔がよぎる。フォーンデリック王の首を落とした時の、涙なみだに顔を濡ぬらしながらも毅き然ぜんとした表情を崩くずさなかった時の顔。嫁よめになれと言った時の、意表を突つかれたように赤面した時の顔。レオームを突つき飛とばした時の、乙女おとめらしい恥はじらいを見せた顔。レオームとルスタットの関係を羨うらやましいと言った時の、慎つつましげな微ほほ笑えみ。自分がニノフュームを討うちに行くと立ち上がった時の、使命感と覚かく悟ごに満ちた顔。まだ知り合ってから短いが、思い出せる顔はどれも、血に飢うえた狂きよう人じんからは程ほど遠とおいものばかりだ。

　……頼たのむから噓うそであってくれよ。

　レオームは胸の内でそう願いながら、必死で馬を走らせた。




　夜明け前にヤーカスの町に着くと、町はまだ燃もえていた。あちこちで燃もえさかる炎ほのおが、まるで明け方のように辺りを照らしている。

　城門は開け放たれたまま。

　中に一歩足を踏ふみ入いれたレオームは、思わずそこで立ち止まった。

　通りには死体が山のように積つみ上げられて、流れ出た血で川が出来ている。家々は焼け落ち、無事な建物は一つもない。

「何てこった……。これじゃまるで、アルキラン軍に襲おそわれた後じゃねえか……」

　そう呟つぶやいて絶句する。

　足元に、布で作った粗そ末まつな人形が転がっていた。血でべっとりと汚よごれた人形。レオームは、震ふるえる手でそれを拾い上げた。小さな女の子の物だろう。だが、恐おそらくもう持ち主は生きてはいまい。本当に、女子供も容よう赦しやせずに殺し尽つくしたというのか。

　レオームは、辺りを見回した。

　城じよう壁へきの上に、フィーリの姿があった。

　その姿を見た途と端たん、レオームの全身から熱い怒いかりの熱が迸ほとばしった。

「フィーリ！」

　大声で名前を呼びながら、城じよう壁へきの上へと駆かけ上あがるレオーム。

　フィーリはハッと振ふり向むくと、驚おどろいた顔でレオームを見た。

「レオーム様？　何な故ぜここへ？」

　レオームはそれには答えず、フィーリに詰つめ寄よった。

「俺おれはニノフュームを討うてと命じたんだ！　住民たちを殺せとは言ってねえ！　ヤーカスの民たみはイアンマッドの民たみだ！　何な故ぜこんな事をした！　俺おれがハイアッド国王を殺した時も、民たみには一切手を出さなかった！　俺おれのやり方は知っているはずだ！」

　レオームの右みぎ拳こぶしが、フィーリを殴なぐり飛とばした。

　無む抵てい抗こうにその拳こぶしを受け、倒たおれ込こむフィーリ。

　レオームは仁に王おう立だちになってフィーリを見下ろす。

「もし俺おれがお前の親おや父じを殺した事を恨うらみ、その復ふく讐しゆうのためにイアンマッドの民たみを殺したってんなら、その剣けんを取れ。俺おれは自分の親おや父じを殺された復ふく讐しゆうでお前の父を殺した。お前にも、フォーンデリック王の復ふく讐しゆうに俺おれの命を狙ねらう権利はある。だが、俺おれがハイアッドの民たみを殺さなかった以上、お前にイアンマッドの民たみを殺す権利はねえ。殺したいなら俺おれだけを殺せ。俺おれはいつでも受けて立つ！」

　しかしフィーリは剣けんを抜ぬかず、兜かぶとを脱ぬいで跪ひざまずいた。

「どうした？　何な故ぜ抜ぬかねえ？」

　怒ど鳴なり付つけるレオーム。

　だがフィーリは頭こうべを垂れたまま、静かな、毅き然ぜんとした声で言った。

「フォーンデリック王の首を落としたのは、他ならぬこの私自身。レオーム様を父の仇かたきと考えた事は一度も御ご座ざいません」

　そして、顔を上げると真まっ直すぐにレオームを見る。

「私のした事がお気に召めさぬのならば、どうぞこの首をお刎はね下さい。主君に刃やいばを向ける事だけは、騎き士しとして出来ません」

「主君だと？　俺おれの意を汲くもうともせず、イアンマッドの民たみにこれだけの事をしておいて、なおこの俺おれを主君と呼ぶのか！」

　レオームは大声を上げてフィーリを睨にらんだ。

　だがフィーリは静かに頭こうべを垂れるのみ。

「全てはレオーム様のため、イアンマッドのため、そして全ディアスフェルドを思っての事に御ご座ざいますれば」

「どこが俺おれのためだと言うんだ！　イアンマッド唯ゆい一いつの港町を焼やき払はらって、それのどこがイアンマッドのためになるってんだ！　答えられるもんなら答えてみろ！」

　ガンと拳こぶしで城じよう壁へきを叩たたくレオーム。

　フィーリは頭こうべを垂れたまま、落ち着いた口調で述べ始めた。

「私がこの町の全てを殺し尽つくし焼やき払はらったのは、この町の住民全員がレオーム様に刃はを向ける意志を示したからです。レオーム様に刃はを向けたものは一いち族ぞく郎ろう党とう、更さらにはその町の住民までもが殺される。そう思われるようにする事が、私の狙ねらい。誰だれもがそう思い、恐おそれるようになれば、手出しをしようと考えるだけで周囲から止められ、反対され、民心は離はなれてゆくでしょう。王位を簒さん奪だつしようと企たくらむ家臣も、イアンマッドの領土を掠かすめ取とる機会を窺うかがっている周辺諸国も、慎しん重ちようにならざるを得ないはず。慎しん重ちようになれば手出しが遅おくれます。手出しが遅おくれれば、それだけイアンマッドは国力を立て直す猶ゆう予よが得られます。これ以外に、イアンマッド王国を立て直す時間を稼かせぐ手立ては御ご座ざいません」

「時間を稼かせぐためなら無む辜この民たみを皆みな殺ごろしにしても平気なのか！　そんなもん、最も早はやただの狂きよう人じんじゃねえか！」

　レオームの怒いかりは頂点に達した。フィーリがやった事も許せなかったが、ここまでの事をしておいてなお平然としているその態度が許せなかった。損得を考えて、冷静に民たみを殺さつ戮りく出来るその精神が許せなかった。

　しかしフィーリは、レオームの言葉に大きくうなずいた。

「その通りです。私はむしろ、狂きよう人じんだと思われたいのです。そしてその狂きよう人じんを御ぎよせるのは唯ゆい一いつレオーム様のみであると、そう思わせたいのです。それでこそ、叛はん乱らんを企たくらむ諸しよ侯こうや領土を窺うかがう周辺諸国は行動を躊躇ためらうでしょうから。私は今回のニノフューム討とう伐ばつにおいて、各国から傭よう兵へいを雇やとい入いれ、噂うわさがたちどころに世界中へ広まるように致いたしました。この噂うわさを聞いた人々は、この所業を恐おそれ、この私を道理の通じぬ狂きよう人じんと見なすでしょう。イアンマッドの諸しよ侯こうも、ディアスフェルドの諸国も、アルキランの民たみも。それでこそ、イアンマッド王国を立て直す時間が稼かせげるのです。それ以外に、時間を稼かせぐ方法はないのです。これが、一番血を流さずに済む道なのです」

　そして再び、深々と頭こうべを垂れる。

「もう一度申し上げます。私のやった事がお気に召めさぬというのなら、今すぐこの首をお刎はねください。覚かく悟ごは出来ています」

　レオームは、剣けんの柄つかに右手を掛かけた。

「そこまで言うなら斬きってやろうじゃねえか！　テメエの言葉にはそれなりの理はあるかもしれねえ！　だが、そこに情はねえ！　これだけの事をしておきながら反省も罪の意識も良心の呵か責しやくもなく、そこまで平然としていられるような奴やつを、生かしておく事は俺おれには出来ねえ！」

　レオームの全身から、鉄をも溶とかしそうな激はげしい熱が噴ふき出だす。

　だがその時、神官の格好をした男が走はしり込こんできた。

「お待ちください王子！」

　レオームは、剣けんを抜ぬきかけた手をピタリと止める。

「誰だれだ!?」

「ニノフューム様の下もとで書記官をしておりました、ネグィオスと申します！　どうかフィーリ様を斬きるのはおやめください！　我わが主君ニノフュームと、殺されたこの町の者たちのために！」

　そう言って無む我が夢む中ちゆうで頭を下げるネグィオス。

　レオームは、予想外の言葉に面食らった。

「ニノフュームのために、だと……!?」

　ネグィオスは、必死になってまくし立てた。

「レオーム王子、よくお聞き下さい。遥はるか昔、北の果ての大国アニスを統すべた王ウォズオースは、まだ一いつ介かいの地方官だった頃ころ、ある村で自分の家族を野や盗とうに殺されました。ウォズオースはその報復として、敢あえてその村の住民を事件に関かん与よしていない者まで含ふくめて全て殺し、焼やき払はらったといいます。殺された死体で川が堰せき止とめられ、辺り一帯が血に染まった真っ赤な水で洪こう水ずいになるほどの惨さん状じようであったそうです。そう。まさに今のヤーカスの町のように。その非情なる所業を当時の人々は口を揃そろえて非ひ難なんしましたが、しかしそれ以降彼かれの家族を狙ねらおうとする者はいなくなり、ウォズオースは安心して覇は業ぎように専念出来ました。フィーリ様の行いはまさにそれです。ニノフューム様は、フィーリ様がこのヤーカスの町を焼やき払はらい、全ての人々を殺した後で、己おのれの所業の罪深さに耐たえきれず、人知れず泣いていたのを見み抜ぬかれました。ニノフューム様の前で子供たちの首を刎はねた時、その細ほそ腕うでが鎧よろいの下で恐おそろしさに震ふるえていた事を見み抜ぬかれました。フィーリ様は人の情を持たぬ化け物ではございません。普ふ通つうの乙女おとめです。心優やさしい乙女おとめでございます。彼かの女じよは、レオーム王子のため、そしてイアンマッド王国の平和のためであればこそ、恐おそれに堪たえてこのような所業を行ったのです。我わが主君ニノフュームが反旗を翻ひるがえしたのも全く同じ思いから！　そしてニノフューム様はフィーリ様のお心を知り、フィーリ様にイアンマッド王国とレオーム様の事を託たくされて死んだのです。どうかその心を汲くみ、フィーリ様には寛かん大だいな措そ置ちを下されたくお願い申し上げます」

　レオームは、戸と惑まどいながらネグィオスを見た。

「……ちょっと待て。ニノフュームが、俺おれと国を守るために反旗を翻ひるがえしただと？　どういう意味だ？」

「恐おそれながら申し上げます。ニノフューム様は、レオーム王子が幼少の頃ころより王位に興きよう味みをお持ちでなく、むしろそれを窮きゆう屈くつなものとして避さけておいでである事をご存じでした」

「ああ、その通りだ」

「この度たびニルナス王が暗殺され、王が不在となった今でも、レオーム王子は王位に就つくとは仰おつしやられませんでした。先のアルキランとの戦いで疲ひ弊へいし、その上、王まで不在となったイアンマッドを、他国が放っておくはずが御ご座ざいません。いずれ攻せめ込こまれ、国が滅ほろびれば、王の血筋であるレオーム様は真っ先に殺されるだろうと、ニノフューム様は危き惧ぐされました。そして、国を救い、レオーム様のお命を救うには、自分がイアンマッド王国の玉座に座すわるしかないと思おもい詰つめたのです。自分が玉座に座すわればイアンマッド王国を守る事も出来る。自分がレオーム様を捕とらえれば、安全にどこかへ逃にがす事も出来ると考えての事に御ご座ざいます」

「……！」

　レオームは、愕がく然ぜんとした。

　イアンマッドを取り巻く状じよう況きようが厳きびしい事はレオームも分かってはいた。アルキランの侵しん攻こう以来、存亡の危機と言っても過言ではない状態が続いている事は、理解していた。だが、ニノフュームがそこまで思おもい詰つめていたとは、考えもしなかった。父王ニルナスの後こう継けい問題を曖あい昧まいにして逃にげていた事が、そこまでニノフュームを追おい詰つめていたとは、思いもしなかった。

　レオームは半ば呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「あの馬ば鹿か……！　何で俺おれに一言相そう談だんしなかった……！　言えば王の座くらい譲ゆずってやったものを……！」

「それではならぬのです。譲ゆずられたのでは駄だ目めなのです。国を獲とるだけの力を示さねば、イアンマッド王国の諸しよ侯こうも、周辺の諸国も、納なつ得とく致いたしません。納なつ得とくさせられなければ火種が残ります。実力で王の座に就かねば、国も王子も守れない。それが、剣けんを握にぎる者の道理。騎き士したる者の道理で御ご座ざいます。ニノフューム様はそうお考えでした。私もその通りであると思います」

「………！」

　ネグィオスの言う通りだった。戦いに生きる者たちを納なつ得とくさせる方法は、戦って勝利してみせる以外にはない。事情を聞けば聞くほど、ニノフュームの叛はん乱らんはやむを得ないものだったのだ。ニノフュームは忠臣にもかかわらず叛はん乱らんを起こしたのではない。無二の忠臣だったからこそ、叛はん乱らんを起こすしかなかったのだ。誰だれよりもイアンマッドの事を思い、レオームの事を思っていたからこそ、叛はん臣しんとなる道を選ぶしかなかったのだ。

「ニノフューム様は最さい期ごにフィーリ様のお心を見み抜ぬき、私を生かしておくようフィーリ様に頼たのみました。今宵こよいの出来事を書き記し、広く世に広めるためには、町の生き残りがいたほうが良よいと。そしてフィーリ様は、ニノフューム様がご自分と同じ心であった事をお認めになり、私を生かしておいたのです。フィーリ様の、王子への忠節は、我わが主君ニノフュームの名にかけて保証致いたします。この私が殺されずに生きている事こそが、何よりの証あかしで御ご座ざいます」

　ネグィオスはそう言って深々と頭を下げた。

　レオームは言葉を失って立たち尽つくした。

　冷たい冬の風が、レオームのマントを揺ゆらした。

　今もなお燃もえさかる町の炎ほのおが、火の粉を撒まき散ちらして轟ごう々ごうと音を立てた。

　レオームはしばらくそのまま無言で立たち尽つくしてから、やがて小さな声で尋たずねた。

「……ニノフュームとフィーリは、最後にどんなやりとりを交かわした？　もう一度、整理して話せ。なるべく具体的にだ」

「ははっ」

　ネグィオスは頭を下げ、ニノフュームとフィーリの最後の語らいについて話し始めた。




　　　　　　　　　　＊




　老いも若きも男も女も徹てつ底てい的てきに殺さつ戮りくし、町を焼やき払はらったフィーリは、ニノフュームの目の前で幼い子供を殺してみせると問とい質ただした。

「ディアスフェルド一の忠臣と言われたそなたが一人で謀む反ほんを企たくらむなどという事はあり得ぬ。言え。誰だれに唆そそのかされた？」

　ニノフュームはその言葉を聞き、少し沈ちん黙もくしてから、静かに呟つぶやいた。

「どうやらレオーム様の家臣になったというのは本当のようじゃな。騙かたっているだけであれば、わざわざそのような事を聞きはすまい」

　その口から、深々と溜ため息いきが漏もれる。

「……という事は、儂わしがここに引ひき籠こもっている間に、レオーム様はハイアッドのフォーンデリック王を降くだしたのか……。知っておれば、むざむざと領民を死なせる事はなかったものを……」

　ニノフュームの目を、後こう悔かいの涙なみだが濡ぬらした。

　やがてニノフュームは毅き然ぜんとして顔を上げると、フィーリを見み据すえる。

「誰だれにも唆そそのかされてなどおらぬ。儂わしは儂わし自じ身しんの考えで、イアンマッド王国とレオーム王子を共に救う方法はこれしかないと判断し、世間の誉ほまれを捨てると決めたのだ」

　そして、付け加える。

「そう。そなたと同様にな」

「……！」

　フィーリはハッとしたようにニノフュームを見た。

　ニノフュームは笑った。

「儂わしの目は誤ご魔ま化かせぬ。その子らを殺せと命じた時、そして首を刎はねた時。手が震ふるえておったぞ。貴様は血に飢うえた狂きよう人じんなどではない。そのように見せかけようとしているだけの、ただの小こ娘むすめだ。それでも一いち撃げきの下もとに首を落としてみせたのは、さすがハイアッドの英えい雄ゆうフィーリといったところだが」

　見み透すかされたフィーリは、思わず自分の右手を押おさえた。

　ニノフュームは、落おち着つき払はらった声で続ける。

「後こう顧この憂うれいを断たつため、その子らは全て殺せ。生き残りがいれは、いずれ復ふく讐しゆうを企たくらむだろう。それはイアンマッドを揺ゆるがす火種となる。だが、そのネグィオスという男だけは生かしておけ。今宵こよいの虐ぎやく殺さつとそなたの悪名を、恐きよう怖ふと共に伝える者が必要だろう。ネグィオスはただの記録官に留まらぬ詩才がある。奴やつが今宵こよいの有あり様さまを広めれば、他国から呼び寄せた騎き士しの口から噂うわさが伝わる以上の効果を上げよう」

　ニノフュームは、フィーリが狂きよう気きを演じた理由も、他国の騎き士しを大勢連れてきた理由も、全て理解していた。今やニノフュームとフィーリは、イアンマッドを救いレオームを救うという一つの目的で結ばれた同志だった。

「儂わしが言いたい事はそれだけだ。レオーム様が父ニルナス王の仇かたきを討うち果はたし、しかもそなたほどの騎き士しが、自らの名めい誉よを捨ててまでレオーム様のために尽つくしてくれると知った今、儂わしは何も心配する事なく死ねる」

　ニノフュームはそう言うと、首を差し出した。

「ニノフューム殿どの……」

　フィーリは躊ちゆう躇ちよした。相手が身勝手な叛はん逆ぎやく者だと思っていたからこそ、フィーリは心を殺して冷れい酷こくでいる事が出来た。だが、その相手も自分と同じ気持ちでいたことを知った今、非情に徹てつする事は出来なかった。

　そんなフィーリを、ニノフュームは激はげしく叱しかり付つけた。

「ここに来て躊ちゆう躇ちよ致いたすな！　儂わしの首を獲とらねば、この町を焼やき尽つくし、民たみを皆みな殺ごろしにした意味がなくなろう！　それでは死んだ民たみが浮うかばれぬ！　我わが首を以もつてディアスフェルド全土に知らしめるのだ！　レオーム王子に弓引く者は、ハイアッドのフィーリが一人の例外もなく殺すのだという事を！」

「忝かたじけない！」

　フィーリは迷いを断たち切きるように一声叫さけぶと、一刀の下もとにニノフュームの首を落とした。

「まこと、噂うわさに違たがわぬ忠臣で御ご座ざいました……」

　ニノフュームの首に向かい、静かに頭こうべを垂れる。

　その首は、全ての心配から解放されたかのように、安らかに微ほほ笑えんでいた。

　やがてフィーリはネグィオスに向かい、静かに命じた。

「今宵こよいの事、あるがままに書かき綴つづれ。ハイアッドの騎き士しフィーリはヤーカスの町を焼き滅ほろぼし、女子供から赤あかん坊ぼうに至るまで情け容よう赦しやなく殺し尽つくしたと。人々の死体から溢あふれた血に、ヤーカスの町は沈しずんだと。そして、騎き士しフィーリは血に飢うえた狂きよう人じんであると。我わが悪評を、ディアスフェルドの隅すみ々ずみまで広めよ。誰だれもが我わが名を恐おそれ、避さけるように」

　ネグィオスはただ、無言で頭こうべを垂れた。




　　　　　　　　　　＊




「かくして私一人だけが生かされました。もう一度申し上げます。私が生きている事が、この話が噓うそではない何よりの証しよう拠こで御ご座ざいます」

　そう言って、ネグィオスは語り終えた。

　そこへ剣けん聖せいマッキムードが姿を現した。

「師し匠しよう！」

　振ふり返かえるレオーム。

　マッキムードは静かにうなずく。

「レオーム王子。この者の言葉に噓うそはない。この儂わしが証人となろう」

「……師し匠しようが付いていながら止めなかったのも、そういうわけか」

「左様。もし王子の気に召めさぬとあれば、フィーリ殿どのの前にこの儂わしめの首を刎はねるが良よい。儂わしも同罪じゃ」

　そう言って、フィーリの隣となりに並んで跪ひざまずくマッキムード。

　レオームの右手が剣けんの柄つかを摑つかんだ。だが、抜ぬく事は出来なかった。

　ニノフュームの行動も、フィーリの行動も、レオームを思っての事だった。ただ純じゆん粋すいに、レオームに対する忠誠心から出た行動だった。それを責める事は出来ない。レオームに、フィーリを斬きる事は出来なかった。

　だが、その結果がこの虐ぎやく殺さつだ。町一つ全て焼やき尽つくし、殺し尽つくしたこの有あり様さまを、許せるはずもない。なのに、ニノフュームもフィーリも責める事が出来ないとなれば、一体誰だれにその罪を問えばいいのだ。

「くそっ！」

　レオームは思わず、左手に握にぎったままだった人形を足元に叩たたき付つけた。人形は跳はねて、フィーリの目の前に転がっていく。

　その時。それまでずっと冷静な表情を装よそおっていたフィーリが、ビクッとして反射的に人形から顔を背そむけた。鎧よろいがカチカチと小刻みな音を立てた。

　レオームはハッとした。

　……震ふるえてんじゃねえか。

　フィーリは、震ふるえていた。フィーリの冷静な態度はただの瘦やせ我が慢まんである事に、レオームはようやく気付いた。

　その脳のう裏りに、中庭で見たフィーリの表情が甦よみがえった。

　結けつ婚こんを申もうし込こまれて驚おどろき赤く頰ほおを染めた顔。レオームとルスタットの関係を羨うらやましいと言った時の優やさしげな微ほほ笑えみ。年相応の乙女おとめの表情。

　やっぱり、あれが本当のフィーリの顔なのだ。

　感情を押おし殺ころして膝ひざを突つく目の前のフィーリに、フォーンデリック王の首を刎はねた時の表情が重なった。あの時も、こんな顔をしていた。この乙女おとめは、本当に辛つらい時こそこんな顔をするのだ。この冷たく凍こおり付ついた顔こそ、彼かの女じよが泣いている証あかしなのだ。その事に、レオームはようやく気付いた。

　レオームはやりきれない想おもいで、壁かべを叩たたいた。

「これを、認めろというのか……！」

　ギリギリと歯は軋ぎしりするレオーム。

　国を守るために、国の民たみを殺さつ戮りくする。それは、レオームにはとても受け入れられない事だった。だが同時に、それしかなかった事を、レオームの頭は理解していた。

　長い煩はん悶もんの末、レオームは吐はき出だすように尋たずねた。

「フィーリ。お前が俺おれのためを思ってやった事だというのは分かった。だが、聞かせてくれ。この俺おれのためなら、こんな所業も許されると思ったのか……」

　フィーリは震ふるえを押おし隠かくして、きっぱりと答える。

「いえ、思いません。どのような理由があろうと、許されてはならぬ事だと思っております。無む辜この民たみを殺さつ戮りくした罪は、一生この私の背に担かついでゆかねばならぬもの。私の名は生しよう涯がい、いえ、死後も永遠に呪のろわれたものとなるでしょう」

　父王フォーンデリックの首を落とした時と同じ、並々ならぬ覚かく悟ご。

　レオームは再びそれに圧あつ倒とうされた。何な故ぜそこまで覚かく悟ご出来るのか、それが分からなかった。

「何でそこまでする？　お前の父の仇かたきであるこの俺おれに」

　レオームがそう問うと、フィーリは強い調子で否定した。

「仇かたきでは御ご座ざいません！　先さき程ほども申しましたように、フォーンデリックを討うったのはこの私！　父は、レオーム様が私にとって仇かたきとならぬよう、私自身の手で討うたせたのです！　万が一にもレオーム様への忠誠が揺ゆらぐ事のないようにと！　レオーム様は、断じて父の仇かたきではありません！」

　顔を上げ、キッとレオームを見上げる。

「その上で、何な故ぜ私がレオーム様に忠誠を誓ちかうかと申せば、その理由はただ一つ！　レオーム様こそが、このディアスフェルドを救う希望だからです！」

「俺おれが、ディアスフェルドを救う希望……？」

　予想だにしない言葉を聞いて、レオームは戸と惑まどった。

　フィーリはうなずく。

「そうです。アルキランとの戦いの後、父が恐おそれていた事は、イアンマッド王国の弱体化がディアスフェルド全体の混乱を招く事、そしてその混乱をアルキランに突つかれてディアスフェルド全体がアルキランに侵しん略りやくされる事でした。父の考えでは、我々が先の戦いくさに負けた理由はただ一つ。ディアスフェルドの国々が一つにまとまっておらず、イアンマッドとハイアッドしか戦いに参加しなかったため、アルキランの数に圧あつ倒とうされたからです。全ディアスフェルドの騎き士しが一つにまとまっていれば、負ける事はなかった。ディアスフェルド全土を統一する事が出来れば、アルキランの脅きよう威いを恐おそれる事はないのです。ですがそれが出来なければ、早晩我々はアルキランに吞のみ込こまれる。ディアスフェルドを統一する盟主は、聖地アボロアムの守しゆ護ご者として聖なる指ゆび輪わを受うけ継つぐ最も由ゆい緒しよ正しいイアンマッドが望ましいが、イアンマッド国王はアルキランに領土を奪うばわれ、国力を削そがれ、信望を失い、諸国を統一する力はない。ならば自分がイアンマッドを併へい合ごうするしかないと父は考えました。そこをアルキランの回し者アリサカスに付つけ込こまれ、聖地にてイアンマッド国王暗殺の挙に出た事は、以前申し上げた通りです」

　以前、イアンマッド城の中庭で語った話を繰くり返かえすフィーリ。

「しかし、レオーム様は、イアンマッド国王が討うたれたその日の内に、剣けんを取って我わがハイアッド王国に単身乗のり込こみ、父王を討うち果はたしました。その時父は、レオーム様には勇気も気き概がいも武ぶも備わっている事を知りました。レオーム様率いるイアンマッド王国ならばディアスフェルドの盟主たりうると確信し、それ故ゆえレオーム様に降くだるよう私に命じたのです。父はあの夜、あなたの中に王の中の王たる姿を見たのです。そして私もあの夜、父と同じものをあなたの中に見た！」

　固く拳こぶしを握にぎり、燃もえるような瞳ひとみでレオームを見つめる。

「……私にとってレオーム様は父の仇かたきではなく、父の夢の後こう継けい者であり、ディアスフェルドの救世主！　私の夢は、レオーム様を支え、イアンマッド王国の力を取とり戻もどし、そしてレオーム様の下もとにこのディアスフェルドを統一する事！　父が、イアンマッド国王暗殺などという汚きたない手を使ってまでディアスフェルド統一を果たそうとしたように、私もレオーム様をディアスフェルドの王にするためならば、いくらでもこの手を汚けがす覚かく悟ごです！」

　レオームは思わず唾つばを飲んだ。

　何としてもディアスフェルドを守ろうとする想おもい。何としても父の夢を果たそうとする想おもい。そして、それを実現しうる人物としてレオームに懸かけた想おもい。その全てに圧あつ倒とうされて、レオームはしばし言葉を失った。

　静せい寂じやくの中、風の音と、それに煽あおられる炎ほのおの音だけが響ひびいた。

　かなり長い沈ちん黙もくの後、レオームはようやく尋たずねた。

「……お前の考えは良く分かった。だが、何な故ぜ事前にその事を俺おれに言わなかった？　もしかしたら俺おれが問答無用でその首を刎はねるかもしれないとは考えなかったのか。もしそうなれば、お前は誤解されたまま騎き士しとしての誉ほまれを失い、狂くるえる罪人としてその一生を終えていたんだぞ」

「知っていて同意すれば、レオーム様の名が汚けがれます。汚お名めいを被こうむるのは私一人で充じゆう分ぶん。ディアスフェルドの大王となられるべきレオーム様の名を、こんなところで汚けがすわけにはまいりません。それに、この私ですら、決行に当たっては良心の咎とがめがあったのです。レオーム様がこの計画を知れば、必ずお止めになったはず。黙だまってやる他はないと心を決めておりました」

　そしてフィーリは再び頭こうべを垂れて首を差し出す。

「もう一度申し上げます。私の所業が意に添そわぬならば、今すぐこの首をお刎はねください。その覚かく悟ごは出来ておりますれば」

　レオームは、黙だまってその姿を見下ろした。その体からはいつの間にかすっかり熱は消え、その表情からも怒いかりは消えていた。

　レオームは城じよう壁へきの上から、まだ燃もえ続けている町と、積つみ上げられた死体の山を見下ろした。ニノフュームが愛した町。ニノフュームが愛した民たみ。その残ざん骸がいを、無言で見つめた。

　……ニノフュームは、俺おれが王になんかなりたくないって事を誰だれよりもよく知ってた。そして、城の中で唯ゆい一いつアイツだけが、俺おれの気持ちを認めてくれてた。アイツは俺おれが生まれるよりずっと前から忠臣として名高い騎き士しで、俺おれの事も兄貴の事も、実の子供以上に可愛かわいがってくれてた。だからアイツは、俺おれが王にならずに済んで、しかもイアンマッドの混乱も最小限に抑おさえるには、自分が代わりに王になるしかないって思おもい詰つめちまった……。

　レオームは、子供の頃ころから可愛かわいがってくれたニノフュームの顔を思い出して、ギュッと目を瞑つぶった。

　……親おや父じが死んだ時、いや、兄貴がアルキランに人ひと質じちに行くと決まった時に、俺おれがもっとしっかりした態度を取ってれば、ニノフュームが謀む反ほんを起こす必要はなかった。俺おれが王位を継つぐって、ちゃんとはっきり言ってれば、叛はん乱らんはなかったんだ。そうすれば、このヤーカスの町で戦いが起きたりすることもなかったし、フィーリが自分の名を汚けがしてまでこんな真ま似ねする必要もなかった。

　胸の内に、激はげしい後こう悔かいが押おし寄よせた。

　レオームは、込こみ上あげる涙なみだが零こぼれないように、夜空を見上げた。

　……今回の事は結局、全部俺おれが引き起こしたんだな。

　そう、思った。

　それが、レオームの辿たどり着ついた結論だった。

　ニノフュームも、フィーリも、どちらもただ忠誠を尽つくそうとしただけ。どちらも悪くない。だったら悪いのは、自分に決まっていた。自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度が、大勢の人の命を奪うばい、忠臣たちの名めい誉よを失わせた。自分がしっかりしていれば、こんな事態は避さけられた。悪いのは自分。責められるべきは、自分なのだ。ニノフュームを殺したのも、ヤーカスの民たみを殺したのも、フィーリの名を汚けがしたのも、全ては自分なのだ。

　だが、今いま更さら後こう悔かいしても、もう遅おそい。死んだ人は生き返らないし、フィーリの悪名も拭ぬぐえない。今いま更さら何も取とり戻もどす事は出来ない。全てはもう起こってしまった後なのだ。

　……それでも、今から何か出来るとしたら。

　レオームは、ギュッと拳こぶしを握にぎった。

　何か出来る事があるとしたらそれは、せめてこの戦いを無む駄だにしない事。フィーリやニノフュームが願っていた通りに、この戦いを礎いしずえにして、イアンマッドの安定を築く事。そのためには、自分が王になるしかない。それも、イアンマッドの王になるだけでは足りない。本当の平和を取とり戻もどすには、アルキランを追おい払はらわねばならない。そのためには、ディアスフェルドを統一するしかない。

　……この町のみんなには一生侘わびても侘わびきれねえが、俺おれに出来る事はそれしかねえ。だったら、それをやるしかねえ。俺おれはもう、王になりたくねえなんて子供じみた事は二度と言わねえ。王の立場から、二度と逃にげねえ。王の責任を、二度と放り出さねえ。もう二度とこんな事態は起こさねえ。今から俺おれが、イアンマッドの王だ。そして、ディアスフェルドの王になるんだ……！

　レオームはもう一度町を見下ろすと、固く目を瞑つぶり、歯を食いしばって、死んだ人々に胸の内で何度も詫わびた。長い時間ずっと、黙だまったまま身じろぎもせず、頭こうべを垂れていた。

　やがてレオームは体を起こすと町の人々に息を捧ささげ、ゆっくりと振ふり返かえった。

　そして、フィーリの目の前に立つ。

「……分かった。今回の事はもう何も言わねえ。お前の罪は、俺おれが共に背負おう。殴なぐって済まなかった」

　落ち着いた、心穏おだやかな声。

　フィーリは、ハッとして顔を上げた。

　レオームは静かに微ほほ笑えむ。

「俺おれは必ずディアスフェルドを統一し、奪うばわれた領地を取とり戻もどし、アルキランを追おい払はらってみせる。だから力を貸してくれ。それだけが俺おれたち二人に出来る、せめてもの償つぐないだ」

　そっと手を差さし伸のべるレオーム。

　フィーリは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよし、やがておずおずとその手を取った。

　レオームはフィーリを起こすと、その頰ほおに付いた返り血を優やさしく拭ぬぐった。

　フィーリの強こわばった表情が初めて緩ゆるみ、小さな微び笑しようが浮うかんだ。

　二人の心が通じ合った瞬しゆん間かんだった。

　剣けん聖せいマッキムードは微び笑しようを浮うかべてうなずき、書記官ネグィオスは目を潤うるませて喜んだ。

　そこにちょうど朝日が昇のぼり、フィーリの顔を照らす。

　雪のように白い肌はだ、薔ば薇らのように紅あかい唇くちびる、そして整った、だが僅わずかに幼さを残した顔立ち。それらが光を受けて輝かがやいた。

　それを見たレオームは、優やさしく笑った。

「甲かつ冑ちゆうに身を包んでいても、やっぱり女だな。そうして笑うと美しい」

　その言葉に、フィーリはうっすらと赤面した。

　そんな二人を、朝の光は優やさしく包つつみ込こんだ。










　終章　レオーム王の即そく位い




　港町ヤーカスでの大だい虐ぎやく殺さつの噂うわさは、諸外国から呼び寄せた騎き士したちや徴ちよう発はつされた農民兵らの口からあっという間にディアスフェルド全体に広まった。ネグィオスの作った詩も吟ぎん遊ゆう詩し人じんらを通じて各地で謳うたわれ、知らぬ人はない事件となった。

　当然イアンマッド王国でも、やりすぎではないかという声が高まり、フィーリへの反発が強まった。

　家臣たちの苦情はレオームにもぶつけられた。フィーリを処分するよう求める声で、イアンマッド城内は満ちた。

　更さらに、イアンマッドに駐ちゆう留りゆうし続けている王たちからも非ひ難なんの声が上がった。悪を討うつという名目でフィーリを追つい討とうしようとする動きが出始めた。聖地アボロアムに、フィーリ追つい討とうの勅ちよくを求めようという声まで出てきた。

　しかしレオームは、居並ぶ家臣たちを前にして、きっぱりと言い切った。

「父王ニルナスが常々言っていた事は、人から与あたえられたのと同じものを倍にして返せって事だ。好意を向けられれば倍の好意で報むくい、敵てき意いを向けられれば倍の敵てき意いで蹂じゆう躙りんする。ニノフュームは俺おれの命とイアンマッドの国を奪うばおうとした。だからアイツは全てを失った。ただそれだけの事で、今回の一件の責任を問うのであればニノフュームが問われねばならねえ。だがすでにニノフュームは死んだ。たとえ謀む反ほん人とはいえこれ以上彼かれの名めい誉よを貶おとしめる事はしたくねえ。晩節を汚よごしたとはいえ、アイツは長年イアンマッド王国に尽つくしてくれた忠臣だったからな」

　家臣たちの反応は二つに割れた。

　ニノフュームを討うつべしと主張していた者たちは、この言葉に納なつ得とくした。

　だが、ニノフュームに迎げい合ごうしようとしていた一派は、次は自分たちの番ではないかと恐おそれた。血に飢うえた狂きよう気きの騎き士しフィーリの刃やいばが、いつ自分たちに向けられても不ふ思し議ぎはないのだ。彼かれらは執しつ拗ようにフィーリの処しよ罰ばつを要求した。

　だがレオームは、その要求をにべもなく突つっぱねた。

「フィーリは俺おれの命令に従っただけだ。ヤーカスが滅ほろんだのはニノフュームの責任だ。処しよ罰ばつする理由はねえ」

　だがそこへフィーリが進み出て、レオームの前に膝ひざを突ついた。

「恐おそれながら申し上げます。このような非ひ難なんが起きる事自体が私の不ふ手て際ぎわの証あかし。私はその罰ばつとして騎き士しの資格を返上し、ハイアッドの領地と配下の騎き士し、兵士を全てレオーム様に献けん上じようして、これよりは従者としてレオーム様に仕えましょう」

　そう言って、自らの剣けんをレオームに渡わたす。

　ハイアッドの無敗の将と名高い騎き士し、そして今回の惨さん状じようを引き起こした狂きよう乱らんの騎き士しが、レオームに対してはここまで従順な態度を示すという事に、家臣たちは驚おどろいた。

　フィーリの騎き士し身分返上は、フィーリが完全にレオームの支配下にあるという事をこれ以上ないほど明確に示した。

　レオームは、フィーリを恐おそれる家臣たちに向かって言った。

「見ての通り、フィーリは完全に俺おれに忠誠を誓ちかってる。そして、騎き士しの身分を剝はく奪だつされるという罰ばつも受けた。これ以上フィーリを罰ばつする必要はねえし、俺おれに逆らわねえ限りフィーリを恐おそれる必要もねえ。つまり、何も心配することはねえんだよ」

　意味ありげに笑うレオームに、フィーリの処分を訴うつたえていた家臣は震ふるえ上あがった。

　レオームは完全にフィーリを統制出来るのだから、レオームに逆らわない限り誰だれもフィーリの狂きよう刃じんを恐おそれる必要はない。それなのにフィーリを恐おそれるならば、それはレオームに対して二心を抱いだいているという事だ。最も早はや、フィーリに対する疑念を表に出す事はそれ自体が謀む反ほんを企たくらむ証あかしであった。何とかしてフィーリを消そうとした家臣たちも、こうなってはもう黙だまるしかなかった。

　家臣中最も力のあったニノフュームが討とう伐ばつされた事、それをレオーム王子が断行した事。そしてやりすぎを非ひ難なんされたフィーリは自らレオームに騎き士しの身分を返上するほどの忠誠心を見せた事。これらによって、イアンマッド国内でレオームの実力を疑う者はいなくなった。今や、ハイアッドの土地と騎き士したちはレオーム直属の物になり、フィーリは従者として常にレオームの側に仕えるようになり、そしてレオームはフィーリとハイアッドの完全な忠誠を手に入れた。最も早はやレオームは、土地も直属の家臣も持たない半人前の王子ではなかった。ディアスフェルド最強と名高いハイアッド王国の力を丸ごと従えた、イアンマッド最大の勢力だった。ニノフュームの叛はん乱らんに触しよく発はつされて、自分がイアンマッドを獲とろうなどという野心を芽生えさせていた不ふ埒らち者も、今ではすっかりそんな気が失うせてしまった。

　残る問題は、レオームに王位を継つぐ意志があるのかどうかだけだった。

　そしてその問題も、すぐに解決された。

　レオームが、ニルナス王の跡あとを継ついで王になると、はっきりと明言したのだ。

「ハイアッド王フォーンデリックの遺ゆい言ごんに従ってハイアッド王国を受うけ継ついでおきながら、実の親おや父じの遺ゆい言ごんに従わねえってのもおかしな話だ。親おや父じは俺おれに指ゆび輪わを託たくした。その時俺おれは、イアンマッドの玉座も受け取ったんだ。後は、外向けの正式な即そく位い式をいつやるかってだけの問題さ」

　そしてレオームは笑った。

「他所の王たちが軍を連れてイアンマッド内に駐ちゆう留りゆうしているってのは、逆に好都合だ。遠くまで招待状を送る必要がねえからな」

　その発言があってから数日後にはもう、大勢の王おう侯こうを招いて即そく位い式が行われた。

　フォーンデリック王から受うけ継ついだ羆ひぐまのマントを羽は織おったレオームは、居並ぶ王おう侯こうを前に姿を現すと、堂々とした態度で言った。

「本来なら兄王子ルスタットが後こう継けい者となるべきところだが、親おや父じが死にルスタット王子はアルキランに囚とらわれて不在という非常事態でもある。ルスタットが戻もどるまでやむなく自分が王位と王の指ゆび輪わを預からせてもらう。未いまだ国内外は不ふ穏おんな情勢であり、民たみの平和を守るため諸君の一層の協力が必要だ。どうか未熟な俺おれを助けて欲ほしい。アルキランを警けい戒かいして未いまだにこの地に駐ちゆう留りゆうしてくれている諸王にもお願いするぜ。そのお返しとして俺おれは、諸君らが自分の領民を守るように、諸君らが窮きゆう地ちに陥おちいれば必ず助けに赴おもむこう」

　そして、イアンマッド王の証あかしでありディアスフェルドの盟主の証あかしでもある指ゆび輪わ、伝説の三つの神宝の一つであるナックセイ・アウィービーを、右手の人差し指に嵌はめた。

　そして、皆みなに良く見えるよう、指を立てて天を指す。

　指ゆび輪わに嵌はめられた大きな玉が、陽光を反射して照てり輝かがやいた。

　その姿は父王ニルナスやルスタットにも負けぬ威い厳げんに溢あふれ、家臣たちは一いつ斉せいに歓かん喜きの声でレオーム王の即そく位いを讃たたえた。

　即そく位いの祝しゆく宴えんは七日ほど続いた。イアンマッドに駐ちゆう留りゆうを続けていた諸国の王たちは、レオームの予想外の統とう率そつ力と家臣からの支持の高さ、そしてフィーリとハイアッド軍の存在に、最も早はやイアンマッドに付け入る望みは絶たれたと考え、祝しゆく宴えんが終わると早々に自国へ引き上げていった。

　こうしてイアンマッドの最初の危機は乗のり越こえられた。

　ディアスフェルドの暦こよみで九二三年、第二の月の初め頃ごろ。

　白い雪が日に映はえて眩まぶしい、冬の終わりの事だった。




　レオームの物語はここで一いつ旦たん中断し、話はアルキランへ渡わたったルスタットへ移る。







[image: 第二部　ルスタット王子の冒険]










　第一章　蛮ばん夷い皇こうディロークとの出で逢あい




　アルキラン共和国側の人ひと質じちとなったイアンマッド王国第一王子ルスタットは、一ヶ月に亘わたる長い旅を経て、アルキランの首都リュトポックへと辿たどり着ついた。

　最初に連れて行かれたのは、都の中央にある宮きゆう殿でんの大広間。「三皇ラント・ロウルペイムル」と呼ばれるアルキラン最高権力者たちの前である。

　謁えつ見けんの間に通されたルスタットは、思わず足を止め、息を吞のんだ。見上げるほど高い天てん井じよう。足元には、顔が映るほどぴかぴかに磨みがき上あげられた石の床ゆかに、目も覚めるような鮮あざやかな織おり物ものの絨じゆう毯たんが敷しかれている。壁かべや柱や天てん井じようには黄金で出来たランプがずらりと吊つるされ、惜おしげもなく煌こう々こうと明かりが灯ともされている。何もかもが豪ごう華かであり壮そう麗れいを極きわめ、ディアスフェルドとはまるで別世界である。

　そして目を引くのが、柱やランプなど、随ずい所しよに施ほどこされた不気味な髑どく髏ろの意い匠しよう。これもディアスフェルドの美意識とはかなりかけ離はなれていて、別世界である事をより強く感じさせる。

　広い謁えつ見けんの間の奥おくに設けられた壇だんの上に、黄金で作られた豪ごう華かな椅い子すが三つ並び、そこに三人の男が腰こしを掛かけていた。これがアルキラン最高の権力を持つ三さん皇こうである。

「ディアスフェルドのルスタット王子をお連れしました」

　兵士が言上した。

「うむ」

　三人の中央に座すわる、老境に差さし掛かかりつつもなおガッチリとして貫かん禄ろくのある男が、地の底から響ひびくような声を出してうなずいた。そして、血走った目をルスタットに向ける。この男は三さん皇こうの内、軍事を司つかさどる「戦軍皇ユルテイルム・ロウルペイム」を務める男、ロセックである。

「……なるほど、これがディアスフェルドの人ひと質じちか」

　死の国の軍勢にも似たアルキラン軍の頂点に君臨する戦せん軍ぐん皇こうロセックは、それにふさわしい不気味さと威い厳げんを漂ただよわせながら、不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

　ロセックの向かって左に座すわった、小太りで柔にゆう和わな印象を与あたえる中年の男が口を開いた。

「これより人ひと質じちとしてのそなたの処しよ遇ぐうについて説明する。心して聞かれよ」

　流りゆう暢ちようなディアスフェルド語でそう述べたのは、黎民皇ラツピー・ロウルペイムタリアタシップ。アルキラン人の統治を責務としているが、今回のディアスフェルド侵しん攻こうを任された責任者でもあり、その流れで異国人ルスタットの処しよ遇ぐうについても担当している。

　黎れい民みん皇こうタリアタシップの言葉を聞いたルスタットは、異い議ぎを挟はさんだ。

「待たれよ。お言葉を返すが、私は人ひと質じちでもなければ捕ほ虜りよでもない。貴国とイアンマッド王国との間に交かわされた休戦協定がしかと守られるよう、監かん視ししに来たのだ。私がこの国に来た理由は一つ。もしも協定が破られれば、我わが剣けんがたちどころにそなたたちの首を刎はねられるように、だ」

　良く通る声で、堂々と主張するルスタット。

　でまかせではない。イアンマッドとアルキランが交かわした協定書にも、「この協定が守られるための保証として、イアンマッド王国のルスタット王子は、アルキラン共和国に移る」とだけ書かれていて、人ひと質じちという文言は入れないように調整してあった。帯たい剣けんしたままこの場に出てきたという事も、人ひと質じちではなく対等な立場である事を示していた。

　ルスタットの主張を聞いた三さん皇こうの三人目、細身で長身のいかにも智ち者しやといった風ふう貌ぼうをした五十代の男が、面おも白しろがるように小さな笑えみを浮うかべた。蛮夷皇ナルブリツブ・ロウルペイムディロークである。蛮ばん夷い皇こうはアルキラン人以外にまつわる諸事を担になう役目で、本来なら異国人の処置はディロークの担当である。

「聞いていた話と違ちがうようだが？」

　そう言って黎れい民みん皇こうタリアタシップに視線をやるディローク。

「いや、これは私もどういう事か……」

　休戦の保証として身み柄がらを移すという事は、人ひと質じちであるに決まっていると思おもい込こんでいた黎れい民みん皇こうタリアタシップは、困こん惑わく顔で汗あせを拭ぬぐった。

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが、恐おそろしげな低い声で不ふ機き嫌げんそうに言う。

「何を吠ほえたところで所しよ詮せんは一人。捕とらえて適当な塔とうの上にでも幽ゆう閉へいしておけば良かろう」

　だが黎れい民みん皇こうタリアタシップは怯おびえた顔で首を振ふった。

「とんでもない！　あの男には一いつ切さいの武器は効かず、その上ディアスフェルドの剣けんは我らの鎧よろいや兜かぶとを軽々と切きり裂さくのだぞ！　あやつ一人にどれだけ我わが軍が苦しめられた事か！　我らが失った将のほとんどは、あやつめの仕業なのだぞ！　簡単に閉じこめられるようなら苦労はせん！」

　そう言って、思い出したように震ふるえ上あがる。

　そこへルスタットが口を挟はさんだ。

「いかがなされたか？」

　蛮ばん夷い皇こうディロークが、相変わらず面おも白しろがるような顔をして、ディアスフェルドの言葉で答えた。

「我らが休戦協定を破った時、本当にそなたが我らの首を即そく座ざに刎はねる程ほどの力量があるのかどうかを疑っているのだ。何しろそなたはたった一人。我らには、見ての通り大勢の衛えい兵へいがいる」

　そう言って、謁えつ見けんの間に侍じする二十人の衛えい兵へいたちを見回す。

　それを聞いたルスタットも、笑えみを浮うかべた。

「なるほど。その心配はごもっとも。それでは、私の力の程ほどをご覧らん戴いただこう」

　そう言うなり、ルスタットは玉座の三人に向かって走り出した。

「っ!?」

　慌あわてて止めようとする衛えい兵へいたち。

　だがルスタットは剣を抜いて行く手を塞ふさぐ衛えい兵へいたちの槍やりや剣けんを叩たたき折り、摑つかみかかる者たちを投げ飛ばして、二十人いた衛えい兵へいたちを軽々振ふり払はらった。そのまま一息に三さん皇こうの前に飛び上がると、目にも止まらぬ剣けん捌さばきで三人の髭ひげと髪かみを切り落とす。

　そして、壇だん上じようから降りると剣けんを納めた。

「これで、私に監かん視し者としての力量が備わっている事はお分かり頂けただろうか」

　そう言って爽さわやかに笑うルスタット。

　椅い子すの上で竦すくみ上あがる黎れい民みん皇こうタリアタシップ。

「な……なんという……」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックは瞬まばたき一つせず、鋭するどい目でじっとルスタットの剣けんを睨にらんだまま。

「それがディアスフェルドの剣けんか……」

　蛮ばん夷い皇こうディロークはやはり身じろぎ一つせずに微ほほ笑えんだ。

「疑って申し訳ない。そなたの力量、確かに見せて頂いた」

　そう言って拍はく手しゆをすると、改めて座すわり直す。

「立派に監かん視し役を務められるものとお見受けする。今後はこのアルキラン共和国にて、客きやく将しようという身分で滞たい在ざいしていただきたい。今より、蛮ばん夷い皇こうたる私がそなたの身の回りの事一いつ切さいを引き受けよう」

　そしてディロークは、戦せん軍ぐん皇こうロセックと黎れい民みん皇こうタリアタシップを見た。

「海外の賓ひん客きやくの応対は蛮ばん夷い皇こうたる私が責任者。お二人とも異存は御ご座ざらんな？」

「よ、良かろう」

　押おし付けられてホッとした、とでも言いたげな顔でうなずく黎れい民みん皇こうタリアタシップ。

「好きにせよ」

　相変わらず鋭するどい目でルスタットの剣けんを睨にらんだまま、不ふ機き嫌げんそうにうなずく戦せん軍ぐん皇こうロセック。

「では、謁えつ見けんは済んだ。後ほど、私の屋や敷しきで会おう」

　蛮ばん夷い皇こうディロークはそう言って立ち上がり、他の二人もそれに続いて立つと、大広間を出て行く。

　ルスタットも退出し、ディロークの屋や敷しきへと案内された。




　蛮ばん夷い皇こうディロークは自分の部屋でルスタットを迎むかえると、笑え顔がおで椅い子すを勧すすめた。

「先さき程ほどは、そなたの力を試ためすような真ま似ねをして失礼した」

　ディアスフェルドの言葉でそう言って、にこやかに謝あやまるディローク。

「こちらこそ、少々手て荒あらい真ま似ねをした」

　ルスタットがそう言うと、ディロークは声を立てて笑った。

「首を斬きる事も出来たのに髭ひげで済ませたのは、手て荒あらどころか実に穏おん健けんかつ寛かん大だいだろう」

　ルスタットは、そんなディロークの様子をじっと見つめた。

　……地位だけでなく、中身もなかなかの大人物のようだ。

　そして、尋たずねる。

「何な故ぜあの時逃にげようとしなかった？」

　ルスタットが剣けんで髭ひげを切り落とした時、ディロークは微び笑しようを湛たたえたまま身じろぎ一つしなかった。

　ディロークは、当然だといった顔をする。

「そなたに殺意がない事は分かっていた。下へ手たに動けば、かえってそのせいで傷を負いかねんからな。誰だれだって、怪け我がはしたくないものだ」

「もう一人、中央に座すわっていた男も身動き一つしなかった」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックの事を思い出して尋たずねるルスタット。

「ロセック殿どのの事か。ディアスフェルドの剣けんとそなたの強さを、しっかりその目で見たかったのだろう。彼かれも私も、今回のディアスフェルドとの戦いくさには参加していなかったので、こう見えても内心では興きよう味み津しん々しんなのだ。特にディアスフェルドの剣けんは、アルキランの剣けんを容易たやすく叩たたき折り、アルキランの鎧よろいを易やす々やす切きり裂さくといって、兵士たちの間でもっぱらの噂うわさになっているのでな」

　そう言って、楽しげにルスタットを眺ながめるディローク。

　つい先さき程ほどルスタットの力を見せ付けられたばかりで、部屋の中で一対一で武器も持たずに差し向かいながら、まるで恐おそれる様子がない。

　……もしこのような男が軍を率いてディアスフェルドに攻せめてきていたら、一体どうなっていただろうか。

　ルスタットはそう考えて、思わずゴクリと唾つばを吞のんだ。

「ところで、もう一つ伺うかがっても良いだろうか？」

　ルスタットは尋たずねた。

　うなずくディローク。

「何なりと」

「先さき程ほど、貴公を含ふくめた三人と会ったが、一体いずれがこの国の王なのか？　重大な話をする時、誰だれと話せばよいのか分からぬのでは困るのだが」

　それを聞いたディロークは、一いつ瞬しゆんキョトンとしたようにルスタットを見た。

　それから声を上げて笑う。

「何がおかしい？」

　怪け訝げんそうにディロークを見るルスタット。

　ディロークは愉ゆ快かいげな顔をして謝あやまる。

「いや失礼。この国に、ディアスフェルドのような王はおらぬ。私を含ふくめた三名は三さん皇こうと呼ばれ、三人ともがこの国の王のようなものなのだ」

「一国に王が三人……？」

　ルスタットは首を傾かしげる。

　ディロークはうなずくと、説明を始めた。

「私は蛮ばん夷い皇こうと呼ばれ、諸外国との関係や属州の管理など、すなわちアルキラン国民以外の全ての人間を相手にする仕事を担になっている。奴ど隷れいや属州民は私に属し、この分野に関しては他の二人よりも上の権力を持つ。中央の椅い子すに座すわっていたのは戦せん軍ぐん皇こうと呼ばれるロセック殿どの。全ての将兵は彼かれに属し、軍事においては最高の権限を持つ。権限だけではなく武勇においても我わがアルキランで第一の人物であり、彼かれが出向いた戦場で勝ちを収めなかったためしはない。私も、戦場に行けば彼かれの下もとで直属の将軍となる。そしてその戦せん軍ぐん皇こうから此こ度たびのディアスフェルドとの戦いくさを任されたのが、そなたから見て左に座すわっていたタリアタシップ。彼かれは黎れい民みん皇こうと言って、アルキランの市民全てが彼かれに属す。国内の司法や行政の一いつ切さいを任されていて、その事では私やロセック殿どのよりも権限が強い。また、数字を読む事で彼かれに敵かなうものはなく、彼かれに段取りを任せておけば、三十万の軍勢を都から三ヶ月かかる僻へき地ちで三年間戦わせる事も可能だ。アルキランでは、これら三さん皇こうの合ごう議ぎによって国が動かされているのだ」

「なるほど。三人はそれぞれに他には侵おかされぬ権力と従属する民たみを持ち、地位においては対等な関係なのか。三つの国が同盟を結んでいるようでもあるが、それとも違ちがう変わった仕組みだ」

　話を聞いて不ふ思し議ぎがるルスタット。

　ディロークはそんなルスタットを見ながら、机に置いた陶とう器き製のカップを手に取って中身を啜すすった。

「三つの国の同盟というのはなかなか近い線をいっているかもしれぬ。我らアルキランは、かつては王は一人であったが、その王が居なくなった後、正統な後こう継けい者を選ぶ事が出来ず、しばしば内乱を引き起こした。そこである時、権限の異なる複数の王を並へい立りつして、その合ごう議ぎによって国を治めるという事になったのだ。お互たがいを監かん視しし、専横に走るのを抑よく止し出来るようにとな。更さらに、我ら三さん皇こうが互たがいに監かん視しし合うだけではなく、民たみも我らを監かん視ししている。我らは三年ごとに民たみの代表たる議ぎ会かいと元老院による投票で評価され、支持票が少なければ、より多くの支持を集めた別の者に取って代わられるのだ。そしてその議ぎ会かいを構成する議ぎ員いんらも、民たみの投票によって選ばれ、意に添そわぬ事をすれば落選させられる」

　それを聞いたルスタットは、信じられないといった顔でディロークを見た。

「つまり、王同士も、王とその民たみも、お互たがい不信を抱いだき合あい、監かん視しし合いながら一つの国を形作っているのか。何という奇き妙みような国……。ディアスフェルドでは考えられぬ事だ……」

「信しん頼らい出来ぬ者同士でも協力出来る国になったが故ゆえに、我らは繁はん栄えいを手にしたのだよ」

　ディロークはそう言って静かに笑う。

　その時、扉とびらをコツコツと叩たたく音が聞こえた。

　ディロークはそれに気付くと、声を掛かける。

「入ってきなさい」

「失礼します」

　扉とびらを開けて入ってきたのは少年。年の頃ころは十二歳さいくらいであろうか。まだまだ可愛かわいらしい子供ではあるが、いかにも才気煥かん発ぱつといった賢かしこそうな顔付きをしている。

　ディロークはその少年をルスタットに紹しよう介かいした。

「彼かれの名はランムスと言う。なかなか頭の良よい少年だ。この者をそなたに付けよう。身の回りの世話は彼かれに任せるがよい。ディアスフェルドの言葉にも通じておる故ゆえ、通訳としても役に立とう」

　そして、黒こく檀たんに黄金をあしらった立派なペンで、手元の書しよ類るいに何やら走り書きをする。

「そなたの事は、客きやく将しようとして扱あつかう。住むための家と召めし使つかい、そして日々の食事はこちらで手配する。他に必要な物があれば、言ってくれれば用意しよう。基本的に、勝手に国外へ出なければ、自由に振ふる舞まってくれて構わぬ。ただし、与あたえられた家を出てどこかへ旅をする際は、必ず届け出てくれ。それと、国外への手紙は我わが国くにでは原則として禁じられている。故郷へ手紙を送る場合は、私を通して欲ほしい。また、客きやく将しようであるが故ゆえに、将としての仕事を依い頼らいする事があるかもしれぬが、その際には報ほう酬しゆうを出す。この国の風習や法律、客きやく将しようの義務や権利については、必要に応じてランムスに尋たずねるがよい」

　そう言うと、書しよ類るいに印章を捺おしてルスタットに渡わたした。

　ルスタットはそれを受け取りながら、戸と惑まどったようにランムスを見る。

「彼かれに聞けといっても、その者はまだ少年ではないか」

「ランムスは、これでも我わが国くにの官かん吏り登用試験に首席で合格している秀しゆう才さいだ。役人になれる年ねん齢れいに達しておらなんだため、その年ねん齢れいになるまで私が預かっているのだが。そこらの大人よりよほど役に立つ」

　ディロークはそう言って、今度は人の頭ほどの大きさの革かわ袋ぶくろを差し出した。

「客きやく将しようとしての年給は後ほど支給する。これは当面の生活費だ。街へ出て、好きな物を買かい揃そろえたまえ」

　そしてランムスを見る。

「ディアスフェルドから来た、大切な客人だ。しっかりな」

「はい」

　ランムスは元気よく返事をし、ルスタットのほうへ向き直った。

　そして、胸の前で手を交差させて両手の甲こうを見せ、続いて腕うでを開いて手の平を見せつつ、腰こしから体を屈かがめて頭を下げる。武器を隠かくし持もっていない事を示すために手の裏表を見せる、アルキラン流のお辞じ儀ぎである。

「本日より身の回りのお世話をさせていただく、ランムスと申します。よろしくお願い致いたします」

　流りゆう暢ちようなディアスフェルド語で挨あい拶さつをすると、ランムスは人ひと懐なつっこい笑え顔がおを浮うかべた。










　第二章　豊かなる都リュトポック




　ルスタットはディロークの館やかたを出ると、ランムスに案内されて自分にあてがわれた屋や敷しきへと徒歩で向かった。

「それにしてもこの都は、すごい建物の数だな……。宮きゆう殿でんはまるで千年を経た巨きよ大だいな杉すぎのように高く聳そびえ、空に届きそうなほどだ。ディアスフェルドでは、ここまで巨きよ大だいな建物は見た事がない」

　そう言いながら、最初に連れて行かれた宮きゆう殿でんの屋根を振ふり返かえって見上げるルスタット。

「三さん皇こうがいらっしゃる宮きゆう殿でんは、このアルキラン共和国の中心ですからね。国中で一番大きい建物なんですよ。高さは大人の男を五十人真まっ直すぐ縦たてに積つみ重ねたよりも高く、濠ほり回りの長さは三千歩もある言われています」

　一歩ドツプは距きよ離りの単位で、左右の足で一回ずつ進んだ長さ。アルキランではおよそ百五十センチ前後を表した。千歩レムドツプは大体一・五キロメートルである。濠ほり回り三千歩という事は、およそ四・五キロメートルもの長さという事になる。

「よくぞ作り上げたものだ。人の手によって作られたとは信じがたい」

　ルスタットは感心したように言ってから、今度は地上に目を下ろした。

　地上の景色もまた、ディアスフェルドとは比べ物にならない。行ゆき交かう人の数、そしてその人々が身に纏まとう衣服の華はなやかさ。まるで祭りの最中のようである。

「そしてこの都の広さ、人の多さもまた、我わが地元ではお目にかかれない規模だ。ディアスフェルドの最も大きい定期市でも、集まる人数はこの十分の一といったところだろう。多すぎて最も早はや何人いるのかさえ分からぬ」

　歩きながら、すれ違ちがう人の多さに呆あきれたように呟つぶやくルスタット。

　ランムスが答える。

「昨年、黎れい民みん皇こうタリアタシップ様が徴ちよう税ぜいのために調べさせたところによれば、このリュトポックの都には五十万人が暮らしています」

[image: ]

　ルスタットは驚おどろいてランムスを見た。

「そんなにもか！　一体どうやってそれだけの人々の食べるものを賄まかなっているのだ？　見たところどこまでも続く石いし畳だたみで、畑など見当たらぬようだが……」

「この都のすぐ脇わきを大きな運河が流れていて、そこに毎日のように商人たちの船団が来るんです。国中から買い集めた小麦や酒や干し肉や果物をたっぷりと積つんで。それに、宮きゆう殿でんの食料庫には住民全員が半年暮らせるだけの小麦と塩が貯蔵されてますから、食べ物が無くなる心配はまずありません」

「これだけの人々の食を支えられるだけの船団が毎日のように……？　それでは毎日巨きよ大だいな市が開かれているようなものではないか！　もしや、この通りにある多くの店も、毎日開いているというのか？」

　ルスタットは愕がく然ぜんとしながら、道の脇わきに並ぶ商店の軒のき先さきを指さして尋たずねた。

　ランムスはキョトンとした顔でルスタットを見上げる。

「え？　はい、そりゃ毎日やってますよ。もちろん、休みの日もありますけど……。ディアスフェルドでは、店は毎日開くものはないのですか？」

「月に一度か二度、市が立つ時だけだ。また年に二度、十五日間続く大おお市いちが開かれるが、毎日店を開くような者はおらぬ」

　ルスタットがそう答えると、今度はランムスが驚おどろいた。

「え？　それじゃあ食しよく料りよう品や服なんかはどこで買うんです？」

「皆みな、自分たちで作ったものを食べるのが普ふ通つうだ。服も大体は自分たちで糸を紡つむぎ、機はたを織って仕立てる。各地の城にはその為ための部屋があり、上は王おう妃ひから下は牛飼いの娘むすめまで、領地の女が全て集まるのだ」

「全部自分たちで作るんですか？　すごいですね。でも、必要なもの全部自給自足出来るんですか？」

「出来ない物もある。たとえば海沿いでもなく岩塩も取れぬ村では塩は自給出来ん。逆に海辺の土地では作物が育ちにくい事がある。他にも、山沿いの国では畑は作りづらいが放牧には向くなど、土地ごとに得手不得手がある。だから定期的に市を開き、それぞれの土地で取れる物を持ち寄るのだ。土地によっては、小麦のほとんどを他よ所そから取り寄せているところもある」

　それを聞くと、ランムスはホッとしたようにうなずいた。

「ははぁ、なるほど。それじゃ、ディアスフェルドでも商売が出来ない訳じゃないんですね」

　ルスタットはそれを見て尋たずねる。

「ん？　そなたは商人を目指しているのか？」

「ええ、実は僕ぼくは、ちょっと離はなれたところの村の農家の生まれなんですが、商人の家に奉ほう公こうに入ってこの街に来たんです。商才がないってんで、親方には役人になれって言われて試験を受けて、今はディローク様にお仕えしてますけど、将来は自分の船を持って商人になりたいんです。大だい商しよう人にんになって、世界中をこの目で見てみたいんですよ」

　目を輝かがやかせるランムス。そして、ちょうど前方に見えてきた店の看板を指さした。

「ほら、あそこが僕ぼくの親方の店ですよ！　ちょっと寄っていきましょう！」

　そう言って、鉄製の立派な門構えの建物の中にルスタットを連れていく。

「親方！　僕ぼくです！　ランムスです！」

　ランムスが元気に声をかけると、奥おくで帳ちよう簿ぼを付けていた、日焼けした精せい悍かんな男が顔を上げた。

「お、ランムス。どうした、こんな時間にこんなとこで？　ディローク様んとこの仕事もしないで、遊んでちゃいかんだろうが」

「遊んでませんよ。今日からこの方の付き人を任されたんです。ディアスフェルドから来た王子、ルスタット様です。休戦協定が結ばれたので、それがきちんと履り行こうされるよう、監かん視し役としていらっしゃったんです」

　得意気な顔でルスタットを紹しよう介かいするランムス。

　店の親方はそれを聞くと、感心した様子でランムスを見た。

「ほぅ。そりゃまた大役を仰おおせつかったな。ディローク様からの信任も得られてるようで何よりだ」

　そう言って立ち上がると店先まで出てきて、ルスタットに挨あい拶さつをする。

「どうも初めまして。ユーパスと言う者です」

　少し訛なまりはあるが、なかなか流りゆう暢ちようなディアスフェルドの言葉。

　ルスタットは感心したように親方ユーパスを見た。

「イアンマッド王国第一王子、ルスタットだ。そなたもディアスフェルドの言葉が分かるのか」

「ええ。ディアスフェルドには三年前に絹きぬ織おり物ものを売りに寄らせて頂きました。アミスフォッグやサムス、ガーシキアと、順に北上していきましてね。港町ヤーカスは大変良よいところでした。御ご領主様のニノフューム様にも大層手厚いもてなしを受けまして」

「そうか。ニノフュームとも面識があるか」

　忠臣の名前を聞いて、パッと嬉うれしそうな顔になるルスタット。

　ユーパスはランムスの頭に手を置いた。

「このランムスは、私どもの店で預かっている奉ほう公こう人にんだったのですが、頭は良くて計算も良くできるが、どうにも人を信用しすぎて簡単に騙だまされるところがありまして。商人には向かないが、田舎いなかに返して折角の良よい頭を無む駄だにしても勿もつ体たいないので、役人にさせようかと思って、世話をしておったのです。将来出世して大臣にでもなってくれれば、いい伝つ手てが出来て商売にも有利になると思いましてね」

　ランムスが親方の顔を見上げる。

「親方、僕ぼくはまだ商人になるのは諦あきらめてませんからね。このルスタット様にお仕えしている間にも、ディアスフェルドの情報をたくさん仕入れて、将来はディアスフェルドとアルキランの間で最大の貿易商になる予定なんですから」

「そうか。まあ確かに、商人にとってディアスフェルドは魅み力りよく的な土地だ。質の良いい大きな木材と優すぐれた鉄は、世界に比べる物がない。この二つは、アルキランではいくらでも欲ほしがる者がいる。特にこないだの戦争以来、ディアスフェルドの剣けんはアルキランの剣けんを一いち撃げきで叩たたき折り、鎧よろいを軽々と切きり裂さくってんで、すっかり有名になったからな。あれを大量に仕入れれば、あっという間に大金持ち間ま違ちがいない」

　ユーパスはそう言って笑うと、ランムスの頭をポンと叩たたいた。

「文化、風習、食べ物、祭り、どんな些さ細さいな事でもきちんと書き留めておくんだぞ。何が商売に繫つながるか分からんからな」

「はい」

　真面目な顔でうなずくランムス。

　ユーパスは改めてルスタットに向き直った。

「ところで、この街にずっとお住まいになるのでしたら、着き替がえもたくさん必要でしょう。ちょうど、遥はるか北の国アニスから仕入れた上質の絹きぬ織おり物ものがあります。お一つどうですか？　アニスはさすが魔ま法ほうの国と言われるだけあって、滑なめらかさといい光こう沢たくといい、織おり込こまれた地模様の細やかさと言い、この辺りで作られる絹とはまるで物が違ちがいますよ。なんなら仕立て屋もこちらで手配致いたします。この街で一番腕うでの立つ職人を」

　商売人である。さっそく売うり込こみにかかるユーパス。

　ルスタットは何の疑問も警けい戒かい心もなく答える。

「そうか。ではいただこう」

　脇わきからランムスが慌あわてて割わり込こんだ。

「いや、着る物に関してはディローク様のほうからいただく事になってますから！　そもそもここへはちょっと挨あい拶さつに寄っただけで、買い物しに来たんじゃないんですよ！」

　そう言って、強ごう引いんにルスタットの背中を押おして店を出るランムス。

「それじゃ親方、また」

　店の外に出ると、ふうっと額の汗あせを拭ぬぐう。

　ルスタットが不ふ思し議ぎそうにランムスを見た。

「どうした？　何な故ぜ断る？」

「どうしたもこうしたも、あんな高いもの買ったらその日の内に破産です！　ディローク様から当座のお金として預かったこの袋ふくろの中身だけで一年は遊んで暮らせる金額ですけど、あの布はたった一巻きでその十倍の値段なんですよ！」

　ランムスはそう言いながら、金の入った皮かわ袋ぶくろを見せる。

　ルスタットは良く分からないといった顔でランムスを見た。

「だが、返礼が出来ぬ事を恐おそれて、贈おくり物ものを受け取らぬというのは、一国の王子として何とも恥はずかしい振ふる舞まいではないか」

「ディアスフェルドではそうかもしれませんけど、この国じゃそれは恥はずかしくも何ともありません！　商人に勧すすめられるままに何でもかんでも買わされてしまうほうが馬ば鹿かにされてしまいます！」

「そうなのか？　人の好意を拒きよ否ひする方が褒ほめられるというのは良く分からぬが、確かに私はこの国の風習については良よく知らぬ。そなたがそう言うのであれば、今はその通りにしよう」

　首を傾かしげながらも、素す直なおに引き下がるルスタット。

　ランムスはそれを聞いてホッとした。




　その後、ランムスはルスタットに口を出させず、当面必要そうな物を買かい揃そろえると、夕暮れ時になってディロークにあてがわれた邸てい宅たくへ向かった。そして、召めし使つかいたちと挨あい拶さつを済ませると、夕食を摂とってそれぞれの寝しん室しつへと入った。




　寝しん室しつで一人になったルスタットは、室内を見回しながら、今日一日見聞した物事について思い返していた。

　何もかもが驚おどろきの連続だった。

　まず驚おどろいたのは、この都の人の多さと豊かさ。それから、定期市ではなく毎日開く常設の店があり、しかもそれが通りを埋うめ尽つくすほど数多くあるという事。そんなに毎日開いていて、何な故ぜ売る物が尽つきないのだろう。一体この街には、どれだけの物が溢あふれているというのだろうか。

　ルスタットはふと窓を見た。窓には大きな板状のガラスが嵌はめられていて、隙すき間ま風かぜを防いでいる。ディアスフェルドではこんな大きな一枚物の板ガラスなど見た事がない。寒さを防ぐ事を考えれば大きな窓を開けるわけにも行かず、家の中と言えば昼でも薄うす暗ぐらいものと決まっている。

　足元の床ゆかもそうだ。毛け織おりの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられていて、部屋中どこの床ゆかも暖かく柔やわらかい。ディアスフェルドでは王の城と言えども藁わらや藺い草ぐさを敷しき詰つめる程度。このように豪ごう華かな模様を織おり出した絨じゆう毯たんを足元に敷しくなどという贅ぜい沢たくな事は出来ない。

　更さらには室内で灯ともされている明かりの数。壁かべ一面にランプが吊つられ、それらが煌こう々こうと照って、まるで昼間のように室内を照らしている。しかも、使われているのは植物を絞しぼった油だ。ディアスフェルドでは植物油は貴重品。王族であっても、照明は暖だん炉ろの明かりで済ませるほうが多い。ランプなど、卓たく上じように一つあるかないかで、その燃ねん料りようも、普ふ段だん使うのは大たい抵てい臭くさい獣じゆう脂しだ。植物から取った油をこんなに贅ぜい沢たくに燃もやす事など、考えられない。

　そしてそのランプの油あぶら壺つぼは全て銀で出来ていて、非常に細かい細工が施ほどこされている。ランムスから聞いた話では、この町には金銀細工師や鋳い物もの師し、鍛か冶じなどが大勢いて、それだけで一つの街区をなしているという。一つの街区をなすほどの職しよく人にんが、毎日働いて金属加工品を造り、毎日売りに出しているのだ。どれだけ大量の品が作られているのか、想像しただけで気が遠くなる。そしてそれだけたくさんの金属加工品が作り続けられるという事は、それだけ大量の金属材料が、日々運はこび込こまれているという事だ。つまり、それだけの鉱石を毎日掘ほり、毎日精せい錬れんし、毎日運はこび込こむ、膨ぼう大だいな人間がいるという事。そして、その彼かれらを食わせるだけの膨ぼう大だいな食料があるという事だ。

　圧あつ倒とう的てきな人口と圧あつ倒とう的てきな物量。アルキラン軍と戦った時も、何より驚おどろかされたのが兵の数だった。あれだけの兵を動員出来るだけの人口を擁ようし、あれだけの兵に武装させる事が出来る資源量を持ち、それを加工する者を大量に養えるアルキランの国力こそが、何よりの強さの秘密なのだ。

　ルスタットは、目眩めまいを覚えた。

　……これでは勝てぬ訳だ。

　改めて、そう痛感する。

　……どうすれば、我わが故郷ディアスフェルドもアルキランのように豊かな国になれるだろうか。

　ディアスフェルドがアルキランに吞のみ込こまれぬようにするためにも、ここにいる間にアルキランの繁はん栄えいの秘密を知らねばならぬ。そのためには、とにかくこのアルキランという国について学ぶ事だ。見慣れぬものを、異国の奇き習しゆうとして退けてはならぬ。まずはありとあらゆる物事について、この目で見、この耳で聞いて、見聞を広めるのだ。

　ルスタットはそう決意を固めながらランプの火を一つ一つ消すと、寝しん台だいに入った。










　第三章　森と火と鉄




　ルスタットが眠ねむりに就ついた頃ころ、アルキランの三さん皇こうは夜半に集まって話し合いをしていた。脚あしに細かい彫ちよう刻こくを施ほどこした黒こく檀たんの円卓の上に、絹で出来た複雑な織おりの布が掛かけられ、真っ白な陶とう器きのカップが人数分。カップの中身は、砂糖と乳をふんだんに使った甘あまい飲み物である。

「やはり木が足りぬ……」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップが、ぽっちゃりした顔を弱気な様子で曇くもらせた。

「……すでに国内では船を造ったり建物を建てたりするのに使えそうな大木はほとんど手に入らぬ。薪たきぎまでもが属州から輸送される物に頼たよっている現状。このままでは早晩行ゆき詰づまる」

　蛮ばん夷い皇こうディロークが尋たずねた。

「炭の使用を規制するわけにはいかぬのか？　炭ではなく薪たきぎを使うようにさせれば、燃ねん料りようとしての木材消費は半分に減ろう」

　木炭は、材料の木材を炭焼き窯がまに入れてから薪たきぎを三日三晩燃もやして蒸むし焼やきにして作られる。そうして作られた炭を燃ねん料りようとして使うという事は、木材を倍使う事になる。逆に言えば、炭をやめて薪たきぎを使えば、半分で済む。

　だがタリアタシップは憂ゆう鬱うつそうな顔で首を横に振ふった。

「炭の使用をやめて、全て薪たきぎに置おき換かえれば、確かに燃ねん料りようとしての木材消費は半分に抑おさえられるが、しかし一度炭の使い勝手を知った者が、全てを薪たきぎに戻もどす事など出来はせぬ。それに、薪たきぎは火力にムラがあり大量の煤すすを出す。それでは鍛か冶じ屋ややガラス職人は仕事にならぬ」

　木炭は、煤すすも煙けむりも薪たきぎよりずっと少なく、安定した火力で燃もえ続ける良質の燃ねん料りよう。その使い勝手の良さに慣れてしまった民衆に、木炭の使用を禁じたりすれば、必ず強い反発を招く。

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが、鋭するどい目でギロリとタリアタシップを睨にらむと、地の底から響ひびくような低い声で尋たずねた。

「鉱山業者が見つけたという、黒くて燃もえる石というのはどうなったのだ？」

「もし燃ねん料りようを全てそれでまかなえるのであれば、薪たきぎや炭の消費を減らせるが」

　蛮ばん夷い皇こうディロークも乗ってくる。

　しかし黎れい民みん皇こうタリアタシップの表情は晴れない。

「残念ながらこれも難むずかしそうだ。燃もやすと嫌いやな臭においが出る上、真っ黒い煙けむりを上げて、べっとりとしたヤニと煤すすが溜たまるので、使いたがらぬ者が多い。パン焼き職しよく人にんなどは、絶対に反対だと強きよう硬こうに申しておるし、陶とう器き職しよく人にんやガラス職しよく人にんも色が悪くなるのを恐おそれて嫌いやがっておる。また、各家庭での燃ねん料りように燃える石を使う事を義務づければ、こちらも当然かなりの反発があろう」

「使えるとして、精々が焼き煉れん瓦がくらいか」

　つまらなそうに吐はき捨すてる戦せん軍ぐん皇こうロセック。

　蛮ばん夷い皇こうディロークが提案した。

「北の果てにある国アニスでは同じような燃もえる石を盛さかんに使いつつ、真っ白い陶とう器きを作っている。その技術を手に入れればよいのでは」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは肩かたを竦すくめた。

「アニスは魔ま法ほうの国だ。技術を教わったところで、我らに使いこなせるかどうかは分からぬ」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックがタリアタシップを睨にらむ。

「何な故ぜ教わらねばならぬ。アニスに攻せめ入いって職しよく人にん共をかっさらってくれば良かろう」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップはその視線に縮ちぢこまりながらも言い返した。

「アニスは攻せめ込こむには遠すぎる上、勢力も強大だ。それに、道中は荒あれ果はてた土地ばかりで、糧りよう食しよくも満足に手に入らぬ。補給体制の確保だけでも大変な事業だ。迂う闊かつに手出しは出来ぬ」

　そう言って、必要な兵の数、その兵が必要とする糧りよう食しよくの量、それを運うん搬ぱんする馬の数などを、紙の上に計算してみせる。

　タリアタシップの数字を読む能力には、皆みな一目置いている。ロセックもここは大人しく引き下がった。

　蛮ばん夷い皇こうディロークが別の提案をする。

「辺境の属州では馬ば糞ふんや牛ぎゆう糞ふんなどを乾かわかして炭の代わりに燃もやし、煮に炊たきをする者たちがいる。乾かん燥そうすれば置いておいても臭においはなく、火を点つければよく燃もえる」

　だが、黎れい民みん皇こうタリアタシップはそれもすでに試ためした後。

「あれは煙けむりがひどい。松葉でも燃もやしたかのように目に染しみる。辺境の民たみはそれで平気だろうが、薪たきぎですら嫌いやがるほどに炭火に慣れきった都の連中が受け入れるとは思えぬ」

「確かに、都市の家はどこも狭せまく、風通しが悪い。煙えん突とつがあるからと言って、煙けむりが籠こもる物を使わせるのは難むずかしい。だが農村の百ひやく姓しようたちの家なら、広くて竈かまど回りの通気性も町よりずっと良よい」

　食い下がるディローク。

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは気乗りしない様子で頰ほお杖づえを突ついた。

「……まあ、農村では奨しよう励れいしてもよいかもしれぬが、人の少ない農村では木材消費を抑おさえる効果は大して期待出来まい」
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　戦せん軍ぐん皇こうロセックが話を変えた。

「燃もえる石の話に戻もどるが、あれを鉄作りに使うという話はどうなったのだ。鉄であれば、多少黒ずんだところで問題なかろう」

　蛮ばん夷い皇こうディロークもうなずいた。

「鉄を作るにはたくさんの木炭がいる。今のアルキランで最も木材を消費しているのは製鉄だ。それを燃もえる石に置おき換かえればかなりの節約になる」

　だが黎れい民みん皇こうタリアタシップは、いよいよ冴さえない表情になった。

「私も今日はその話をしようと思っていたのだ。実はすでに燃もえる石での鉄作りは命じてみた。だが、燃もえる石で作った鉄は、木炭で作った鉄より脆もろくなると、職しよく人にんが皆みな、口を揃そろえる。何な故ぜそうなるのかは分からぬが、製鉄や鍛か冶じを生なり業わいとする者たちは、火を焚たくのに使う物も、鉄鉱石と共に燃もやすのも、どちらも木炭でなければならぬと言う」

「そんなに違ちがいが出るものなのか？　アニスでは鉄作りにも燃もえる石を使うそうだが、アニスの鉄がアルキランより劣おとるとは聞かぬぞ」

　驚おどろく蛮ばん夷い皇こうディローク。

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが疑わしげに尋たずねる。

「職しよく人にんの腕うでが落ちているのを誤ご魔ま化かしているだけではないのか？」

「私もそれは疑った。だが……」

　と　黎れい民みん皇こうタリアタシップは振ふり返かえって召めし使つかいに命じ、何やら持ってこさせた。

　運はこび込こまれたのは二つの鉄の板と一本の金かな槌づち。二つの鉄板は見た目ではほとんど違ちがいは分からない。

「こちらが木炭を使った鉄、これが燃もえる石を使った鉄だ。どちらも精せい錬れん済みだ」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップはそう言って、二つの鉄板を金かな槌づちで叩たたいた。木炭で作った方は、少し変形しただけでびくともしない。だが燃もえる石を使った方は、バリッと音を立てて割れ、ボロボロと崩くずれた。

「見ての通りだ」

　そう言って溜ため息いきを吐はくタリアタシップ。

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが、目を剝むいた。

「何という脆もろさ……！」

　蛮ばん夷い皇こうディロークも驚おどろく。

「これではまるで精せい錬れん前の銑せん鉄てつではないか」

　石炭には硫い黄おうや燐りんが多く含ふくまれていて、それが鉄に吸収されると脆もろくなってしまう。そしてそれを除去する方法は、アルキランでは知られていなかった。

「鉄に求められるのは強さだ。こんなに脆もろくては、武器にも農工具にもならぬ」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは、がっかりした顔で鉄の破は片へんを抓つまんだ。

　蛮ばん夷い皇こうディロークが尋たずねる。

「今まで通り鉄は木炭で作る事にした場合、今の供給量を維い持じ出来るのはどのくらいだ？」

「先日奪うばい取とったディアスフェルドの土地の木々がある。大した広さではないし、あの辺りはディアスフェルド中で最も木々が少ない土地だが、それでもまあ三年は確実に保つだろう」

　頭の中で素す早ばやく計算しながら答える黎れい民みん皇こうタリアタシップ。

「三年か。話にならぬ」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックは吐はき捨すてるように言って、鋭するどい目をギロリと光らせた。

「それまでに新たな土地を征せい服ふくし、森を手に入れねばならぬ」

「その通りだが、ディアスフェルドとは休戦の協定を交かわしてしまった」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは困った顔で言った。

　そして、戦せん軍ぐん皇こうロセックに尋たずねる。

「……東の国境での、オッドニーとの戦いくさはどうなっている？」

「第一軍団グノルティス将軍に任せてあるが、膠こう着ちやくしておる」

　ぶっきらぼうに答える戦せん軍ぐん皇こうロセック。

　蛮ばん夷い皇こうディロークが付け加える。

「オッドニーは広大だが森はまばらだ。向こうも年々木材が減ってきていて、アルキランの森を狙ねらっている。あそこの価値は香こう辛しん料りようと黄金、そしてアニスへ至る新たな経路が得られる事くらいだ。木材はあてに出来ん」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは首を横に振ふった。

「オッドニー経由でアニスに攻せめ込こめるなら、道中の補給はかなり楽になるのだが。残された猶ゆう予よは三年。グノルティス将軍でも膠こう着ちやくしているとなると、論ろん外がいだな」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが腕うでを組み、ライオンのように唸うなった。

「結局、有望なのはディアスフェルドか」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップもうなずく。

「うむ。あそこほど樹木が豊かな土地はない。森はどこまでも深く、千年を超こえる巨きよ木ぼくが無数に生おい茂しげっている。彼かれらは樹木を祖先として敬い、大切に守り育てるので、大樹が多いのだ。休戦に持もち込こまれたのが返す返すも残念だ」

「蛮ばん族ぞくとの協定など無視すれば良い」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックは血走った目をぎらつかせた。

　だがタリアタシップは難むずかしい顔で腕うでを組む。

「ディアスフェルドとの協定は無視出来ても、国内の議ぎ会かいは無視出来ぬ。休戦を決めたのは議ぎ会かいだ。議ぎ会かいの承しよう認にん無しに遠えん征せい軍は出せぬ」

　蛮ばん夷い皇こうディロークが、ふと思いついたように言った。

「ディアスフェルドの捕ほ虜りよが大勢いるだろう。彼かれらに森を育てさせてみるというのはどうなのだ？　それだけ木を育てる事に習熟した民たみだ。荒こう野やに木を植えて森を作る事も、彼かれらなら可能なのではないか？」

　しかし、それを聞いた戦せん軍ぐん皇こうロセックはカッと目を見開いてディロークを睨にらんだ。

「何を言うのだディローク！　『血で贖あがなえるものを汗あせで贖あがなってはならぬ』！　それが神の教えであり、アルキラン第一の国こく是ぜだぞ！　血を流して得るべき物を、汗あせを流して得ようとする者は、恥はずべき卑ひ怯きよう者！　神に背そむく行こう為いだ！」

　普ふ段だん口数の少ないロセックが、怒いかりを顕あらわにして卓たくを叩たたいた。ドンと重い音がして、卓たく上じように置かれた陶とう器きのカップが跳はねる。黎れい民みん皇こうタリアタシップが体を竦すくませて冷ひや汗あせを浮うかべた。

　だが蛮ばん夷い皇こうディロークは涼すずしい顔で笑うと切り返す。

「ディアスフェルドの捕ほ虜りよたちは、我らが血を流して得た獲かく得とく物だ。それを利用するのは、神の教えにも背そむくまい」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックは立ち上がり、一層声を荒あららげた。

「ディアスフェルドに充じゆう分ぶんな森がある事を知りながら、それを攻せめ取らず自国で植林に励はげめというのか！　それを国民が納なつ得とくすると思うか！　議ぎ会かいが承しよう認にんすると思うか！　神が祝福すると思うのか！」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップも、オドオドした声で言った。

「それに、植樹した苗なえ木ぎがまともな木に育つまで、一体何年かかる？　我らに残された時間はわずか三年だ。ディアスフェルドの捕ほ虜りよに植林させるのは、蛮ばん夷い皇こうたるそなたの自由だが、どのみちそれが育つまでどこかの森を奪うばわねばならぬ事に変わりはない」

　それを聞くと、蛮ばん夷い皇こうディロークもうなずいた。

「確かに、お二人の言う通りだな」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップが話を戻もどす。

「とにかく、ディアスフェルド全土が手に入れば、百年は余よ裕ゆうで保つ」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが、血に飢うえた目をぎらつかせた。

「それだけ時間があればオッドニーおよびアニスを征せい服ふくする事も出来よう」

「アニスが征せい服ふく出来れば、燃もえる石を使って鉄や陶とう器きを作る方法も手に入る」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは力強く拳こぶしを握にぎる。

　蛮ばん夷い皇こうディロークはただ一人、慎しん重ちように尋たずねた。

「ディアスフェルド全土を手に入れねばアルキランに未来はないとして、そこまで軍を進められるのか？」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは自信たっぷりに答える。

「講こう和わさせられたのは、予想外に多くの将軍が討うたれたせいで、議ぎ会かいが及および腰ごしになったため。だが、私が率いても、あの程度の領地は奪うばえたのだ。戦って勝つだけなら容易たやすい。三年以内に世よ論ろんを作り、議ぎ会かいを説得するのだ」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックがギラリと目を光らせた。

「次はこの儂わし自ら全軍を率いよう」

　蛮ばん夷い皇こうディロークもうなずく。

「なるほど。そうすれば議ぎ会かいも尻しり込ごみはすまい」

　だがそこで黎れい民みん皇こうタリアタシップはふと何かに気付いたように、「あっ！」と声を上げた。

「どうした？」

　蛮ばん夷い皇こうディロークが尋たずねると、黎れい民みん皇こうタリアタシップは青ざめた顔で二人を見た。

「一つ、大事な事を忘れておった……」

「何だ？」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックがジロリと黎れい民みん皇こうタリアタシップを見る。

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは、怯おびえた声で答えた。

「あの、ルスタットという野や獣じゆうの如ごとき騎き士しの事だ……。迂う闊かつに協定を破れば、あのルスタットがたちまちにして我らの首を落としてしまうではないか……」

「何を臆おく病びような事を……」

　蔑さげすむような目で黎れい民みん皇こうタリアタシップを睨にらむ戦せん軍ぐん皇こうロセック。

　蛮ばん夷い皇こうディロークが、安心させるように微ほほ笑えんだ。

「その事に関しては、心配要いらぬ。開戦前より潜せん入にゆうさせておいた我わが手の者たちが利用出来よう」

「何と？」

　振ふり返かえる黎れい民みん皇こうタリアタシップ。

　蛮ばん夷い皇こうディロークは続けた。

「二人ともご承知の通り、何年も前からディアスフェルドには私の部下が難なん民みんを装よそおって入はいり込こんでいる。その内の何人かは、ディアスフェルドの諸王の下もとで、助言役としての地位を得ている。今私は、彼かれらを使って、ディアスフェルドの内部抗こう争そうを引き起こす事を計画中だ」

「内部抗こう争そう？」

「そうだ。そうして、イアンマッドがアルキランに援えん助じよを求めるように仕向ける。そうすれば、休戦協定に違い反はんせず正々堂々と軍を送る事が出来るというわけだ。イアンマッドを助けるための出兵であれば、ルスタットも反対はすまい。後は議ぎ会かいの承しよう認にんを待ってより多くの援えん軍ぐんを送り、イアンマッドを足がかりとして順次ディアスフェルド全体を制圧すればよい」

「なるほど……！」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは、その話を聞いて目を輝かがやかせる。

　蛮ばん夷い皇こうディロークは飲み物を一口啜すすると、付け加えた。

「事後承しよう諾だくとなってしまって申し訳ないが、実はすでに計画は動いている。つい先日、ディアスフェルド同士の抗こう争そうを起こさせる絶好の機会があり、それに乗じてイアンマッドの王を暗殺する事に成功したとの報告があった」

「おお！　さすがディローク殿どの！」

　両の拳こぶしを握にぎりしめる黎れい民みん皇こうタリアタシップ。

「ディアスフェルド攻ぜめに消極的な口くち振ぶりを見せつつ、やる事はやっておる。相変わらず周しゆう到とうな男だ」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックも、地の底から響ひびくような声で笑った。

　蛮ばん夷い皇こうディロークは、その言葉を聞いて苦く笑しようした。

「ディアスフェルド攻こう略りやくに反対だから植林を言い出したのではない。祖国の安定のためには常に万ばん全ぜんを期し、ありとあらゆる可能性を検討しておきたいのだ。攻こう略りやくするか植林か、ではなく、攻こう略りやくしつつ植林もする、というのが私のやり方だ」

　そう言ってから、改めて二人の顔を見回すディローク。

「それともう一つ。ルスタット自身も、ディアスフェルド攻こう略りやくに利用出来ると考えている。彼かれの扱あつかいに関しては、全て私に任せていただきたい」

「どう使うつもりなのか、聞かせてもらおう」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップが尋たずねる。

　蛮ばん夷い皇こうディロークは小さく笑った。

「彼かれを、アルキランの英えい雄ゆうに祭り上げるのだ」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックがギロリと睨にらむ。

「何だと？」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップも首を傾かしげた。

「どういう事だ？」

　蛮ばん夷い皇こうディロークは、涼すずしい顔で説明する。

「理由は二つ。まず一つ目としては、彼かれ一人を神格化する事によって、ディアスフェルド侵しん攻こうが途と中ちゆうで止まったのは彼かれ一人の力によるものという印象を、人々の間に植え付ける事が目的だ。ディアスフェルドの騎き士しが強いのではなく、ルスタットだけが強いのだと。そうすれば、彼かれ抜ぬきのディアスフェルドなど恐おそるるに足らぬという風潮を作るのは容易だろう。これは、議ぎ会かいを説得するための下地作りとして役立つはず。もう一つは、それでも議ぎ会かいの説得に失敗した場合への備えだ。その場合には、何か適当な口実を作ってルスタットをイアンマッドに返す。それまでに、ルスタットとアルキランの結びつきを強固にしておけば、ルスタットを通じてイアンマッドが我らの支配下に入る。今進行中の計画が成功すれば、イアンマッドはアルキラン軍によって、同盟という名の乗っ取りが完かん了りようするはずだが、その上にお飾かざりとしてルスタットを置くのだ。後は彼かれにディアスフェルドを攻こう略りやくさせればよい。アルキラン軍が動かせずとも、ルスタットを使ってディアスフェルドを獲とるのだ」

「なるほど。それはよい」

　大きくうなずく黎れい民みん皇こうタリアタシップ。

「まあ、よかろう」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックも同意した。

「そのためにも、ルスタットがアルキランに対して信しん頼らいを抱いだくよう、丁てい重ちように扱あつかう事を、再度よろしくお願いしたい」

　蛮ばん夷い皇こうディロークは改めてそう申し入れると、ゆったりとカップの中身を飲み干した。

「いいだろう」

「了りよう解かいした」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックと黎れい民みん皇こうタリアタシップはうなずくと、同じくカップを手に取った。

　ランプの炎ほのおが一いつ瞬しゆん揺ゆらぎ、柱の上に彫ほり付つけられた髑どく髏ろの影かげが妖あやしく蠢うごめく。

「それでは次の議ぎ題だいだが……」

　人はほとんど寝ね静しずまり、起きているのは夜や警けいの兵士と野の良ら猫ねこばかりの深夜の都。

　三さん皇こうの話し合いは、密ひそかに静かに、夜が更ふけるまで続けられた。










　第四章　聖マンロン神しん殿でんでの騒そう動どう




　ルスタットがアルキランの都リュトポックに到とう着ちやくしてから数日が過ぎた。

　ルスタットは、ランムスに案内させて、ひたすら都を見学して回るのがすっかり日々の日課となっていた。見るもの聞くもの全てが新しく、毎日が驚おどろきの連続である。

　この日は、都で最大の神しん殿でん、聖マンロン神しん殿でんを訪おとずれていた。

「宮きゆう殿でんにも劣おとらぬ巨きよ大だいな建物だ。この石の柱をどうやって積つみ上げたのか、想像も付かぬ」

　遥はるか頭上を覆おおう丸い天てん井じようを支えている太い石の柱を見上げながら、感心して溜ため息いきを漏もらすルスタット。石を投げても届かないほどに天てん井じようは高く、それを支える柱はまるで樹じゆ齢れい数百年を超こえた杉すぎの大木のようだ。見上げると、いくつもの高い柱が覆おおい被かぶさってくるようで、目眩めまいすら覚えるほどである。

　ランムスが、神しん殿でんの中央で焚たかれている火を指さした。

「あの黄金の炉ろの中で燃もえている炎ほのおは神聖な炎ほのおで、神そのものの現れなんですよ」

　そう言って炎ほのおに向かって手を合わせると、人差し指と薬指を離はなして真まっ直すぐ伸のばしながら手を額の上に掲かかげる。

　ルスタットが尋たずねた。

「その所作は？」

「これは神を称たたえる祈いのりの所作です。中指の先を付けてから手の平全体を合わせ、続いて親指、中指、小指の先を付けたまま人差し指と薬指を離はなし、手を額の上に上げます。『火の印形リフオン・デンリス』と言って、炎ほのおを象かたどっているんです」

「こうか？」

　真ま似ねをするルスタット。

　ランムスはうなずく。

「そうです。そうやって、『ダギオン・ヨーウィー』って唱えるんです」

「どういう意味だ？」

「この世とあの世の全てが神様のお考えの通りになりますように、って意味です」

「なるほど。ダギオン・ヨーウィーか」

　ルスタットも真ま似ねして祈いのりを捧ささげてから、重ねて尋たずねた。

「炎ほのおに向かい、炎ほのおを象かたどった印形を結ぶという事はつまり、この神しん殿でんは火の神を祀まつっているのだな」

　するとランムスは首を横に振ふった。

「いえ、火の神というものはありません。神は神です。神が炎ほのおとなって現れているんです」

　その返答に、目をぱちくりさせるルスタット。

「良く分からぬが、アルキランには火の神はいないのか？」

「いえ、ですから神は神ただお一人です。火の神や水の神などといったものはいないのです」

「そうか。アルキランには神は一人しかおらぬのか。それは何とも寂さびしい事だな。ディアスフェルドには、山にも森にも畑にも、波打つ海にも川のせせらぎにも吹ふき抜ぬけるそよ風にも、ありとあらゆる所に神がおわすというのに」

　ルスタットは同情するように呟つぶやいた。

　それを聞いたランムスが不ふ思し議ぎそうに聞き返す。

「ディアスフェルドには、そんなにも多くの神がいるんですか？　それで争いにならないんですか？」

「争い？　誰だれと誰だれがだ？」

「神々同士とか、あるいは異なる神を信しん奉ぽうする者同士で……」

　今度はルスタットが不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「神同士で争う？　アルキランの神は、争いの果てに一人だけになったのか？」

「いえ、神は最初からお一人です。ただ、神を名乗る偽にせ物ものとは激はげしく戦い、滅ほろぼしてきました。人々が偽にせの神に惑まどわされぬようにとの、慈じ悲ひの心から」

「そうか。ディアスフェルドでは、神々は争わぬ。荒あれ狂くるう暴風雨や恐おそろしい洪こう水ずいなど、人の目には一見争っているように見えても、それは戯たわむれているだけなのだ」

　それを聞いたランムスはびっくりした顔でルスタットを見る。

「天てん罰ばつでも何でもなく、戯たわむれで暴風雨や洪こう水ずいを起こすのが神なんですか？　人に災さい厄やくをもたらす者は悪あく魔まと呼ぶべきでは？」

　ルスタットはそれを聞くと笑った。

「我ら人間は、神々の作った世界に住まわせてもらっているのだ。人間の都合で神々の戯たわむれを止めようなどとは、とんだ思い上がりではないか。人にとっては災わざわいや悪であるかもしれぬが、だからといってそれをなくす事は出来ぬ。この世界に住まわせてもらう以上、何とか被ひ害がいを減らし、上手にやり過ごす術すべを工く夫ふうするしかない」

　ディアスフェルドは、暴風雨や洪こう水ずい、豪ごう雪せつといった、人の力の及およばぬ自然の災害に常に悩なやまされる土地だった。ルスタットの言葉は、その過か酷こくな環かん境きように常に翻ほん弄ろうされ続けるディアスフェルドの人間ならではの考え方であった。

　当然アルキラン人のランムスは納なつ得とくしない。

「そうですか？　でもアルキランでは、神は人のために世界を作ったんですよ。人に害をもたらすものは根絶すべきだし、根絶出来るはずだと思いますけど。神はそのために、人々を惑まどわす邪じや神しんを滅ほろぼしてきたんですし」

　それを聞いて再び驚おどろくルスタット。

「アルキランでは神が人のために奉ほう仕しするのか？　ディアスフェルドでは人が神々に奉ほう仕しすべきと考えられている。悉ことごとく逆なのだな」

　そして、改めてディアスフェルドの考え方を説明する。

「……確かに、神々の戯たわむれに巻まき込こまれて恐おそろしい被ひ害がいを受ける事もある。だが、大地を吞のみ込こむような洪こう水ずいの後には豊かな水と土がもたらされ、草花が芽め吹ぶく。神々の戯たわむれが命を生み、この世の理ことわりを生み、そして我らはその中で生きる。我々ディアスフェルドの人間は、それを知るが故ゆえに、全ての神々を崇すう拝はいするのだ。災さい厄やくをもたらすからといって神を滅ほろぼそうとした話や、特定の神だけを信しん奉ぽうするが故ゆえに、他の神を敬う者と争うような話は、聞いた事がない。戦争で他国の領土を手に入れた時も、その地の神を自分たちの神と共に祀まつるのだ。共にいてくれる神が増える事は、それだけ神の祝福が増える事だからな」

「なるほど。随ずい分ぶんと考え方が違ちがうもんですね。さっぱり分からないや……」

　ランムスは首を傾かしげつつ、ルスタットの言葉を手帳に書き記した。何が商売のきっかけになるか分からないから、何でも聞いておけという、親方ユーパスの言葉に真面目に従っているのである。

　二人の行いき違ちがいは単に文化の違ちがいと言うだけでなく、言葉の問題でもあった。ディアスフェルドの言葉で「神」を表す「マック」あるいは「マキタット」は元々「隠かくれたる者」という意味で、森しん羅ら万ばん象しように宿り、この世界を陰かげで動かしている者の総そう称しよう。精せい霊れいも祖先の霊れいも、霊れい的てきな世界の住人全てを含ふくんだ語だが、アルキランで「神」に当たる言葉「ダギー」には「この世の主人」「支配者」という意味がある。それ故ゆえ、ディアスフェルドでは複数の神が併へい存ぞんし、人々がそれら全てを崇すう拝はいしても何の矛む盾じゆんもないが、アルキランでは多くの神がいたらその中のどれが本当の「主人」なのかを決めなければ落ち着かないし、本当の支配者だけが本物の神であると考える。

　しかしランムスは、いくらディアスフェルドの言葉に通じているとはいっても、まだ子供でそこまでは分からない。ルスタットもアルキランの言葉を知らないので分からない。そんなわけで、二人の話はどこまでも平行線を辿たどった。

　嚙かみ合あわない話をしながら神しん殿でん内を回り、やがて二人は神しん殿でんの一番奥おくまでやってきた。

　そこには、恭うやうやしく飾かざられた骸がい骨こつが、立派な椅い子すに座すわっている。

　それを見てギョッとするルスタット。

「ここは神しん殿でんだと聞いたが、そのような聖なる場所に死体を置いておくとは何者の仕し業わざだろうか。しかも死体をこのように着き飾かざらせたりして、悪あく趣しゆ味みにも程ほどがある。悪戯いたずらにしては度を過ぎているぞ」

　怒いかりを顕あらわにするルスタットに、ランムスが慌あわてて説明した。

「いえ、あれはアルキランの祖モルフェスの事じ跡せきを書物にまとめた聖マンロンの遺い骸がいです。聖マンロンはモルフェスの生しよう涯がいと彼かれが残した言葉を本にまとめた後、あの世のモルフェスのために自らを神の供く犠ぎとして捧ささげ、焼け死んだんです。その殉じゆん教きようを讃たたえて、あのように遺い骸がいが飾かざられているのです。そして先さき程ほどご覧らんになった祭さい壇だんの火こそは聖マンロンを焼いた火で、落らく雷らいによって生じた火が用いられ、今に至るまで絶えることなく燃もえ続けているんです」

　そう言って、マンロンの遺い骸がいに向けて火の印形を結んで祈いのりを捧ささげるランムス。

　ルスタットは釈しやく然ぜんとしない顔。

「良く分からぬが、この遺い骸がいは偉い大だいなる聖人のものなのか？　だがそれならば、なおのこと、土に葬ほうむって安らかな眠ねむりに就つかせるべきではないのか？　死してなお、見世物のように飾かざり立たてるとは……」

「偉い大だいな人物の亡なき骸がらには偉い大だいな力が残っているので、その力にあやかりたい者が大勢いるんです。その人々を無視して埋まい葬そうする事は、聖マンロンも望みません」

「そんなものか……」

　ルスタットは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげながらマンロンの遺い骸がいを眺ながめる。そして、その周囲にミイラ化した人間の頭が飾かざられているのに気付いた。

「あの遺い骸がいの周囲にある首も、聖者なのか？」

　尋たずねるルスタット。ランムスは首を振ふる。

「あ、いえ。あれはヒペルトと言って、戦争で討うち取とった敵てきの大将たちの首です。彼かれらも強い力を持った者でしたから、その力にあやかるために、ああして首を飾かざるんです。ただし彼かれらは敵てきでしたので、我々を見ると害をなす恐おそれがあります。ですからああやって瞼まぶたを縫ぬい合あわせ、耳に詰つめ物ものをして、何も見えず何も聞こえないようにしてあるんです」

　そう言われてよく見ると、確かに瞼まぶたが縫ぬい付つけられている。

「そういえば、アルキラン軍の掲かかげた旗はた竿ざおに人の首がいくつもぶら下げてあったのを見たが、あれはそういう事だったのか。何ともおぞましい風習だ……」

　ルスタットが眉まゆを顰しかめると、ランムスは同意してうなずいた。

「そうですよね。こんなふうに髪かみも皮ひ膚ふも残したままヒペルトにするなんて、不ふ潔けつで野や蛮ばんだと思います。最近は煮にて肉を落とし、綺き麗れいな頭ず蓋がい骨こつだけにしたり、それを金きん箔ぱくや宝石で飾かざった美しいヒペルトが流は行やってますけど、これはとても古い物なので……」

　ルスタットとは論ろん点てんのずれた話を始めるランムス。

「そういう事ではない。敵てきとはいえ、死んでまでこのような辱はずかしめを与あたえる事はなかろうと言っているのだ」

　ルスタットがそう言うと、ランムスはキョトンとしてルスタットを見た。

「え？　ですが、ヒペルトにされるのは恐おそろしい強きよう敵てきだと認められた将だけなんですよ。言ってみれば、それだけ力を認められた証しよう拠こであり、武人としては誉ほまれであると……」

「ではそなたは、自らが戦場で討うたれ、首を獲とられた後、このような扱あつかいを受けたいと思うのか？　或あるいは自分の家族や友人が首を斬きられ、敵てきの手で瞼まぶたを縫ぬわれ、このような飾かざり物ものにされる事を願うのか？」

「え？　いえ、それは……」

　ランムスはそんな事考えてもみなかったという顔をして、口ごもった。

　ルスタットは呆あきれ顔で言う。

「自分がされて嫌いやな事をしておいて、誉ほまれも何もなかろう」

「まあ、それは……」

　ランムスは困った顔で視線を逸そらしてから、話を変えるように尋たずねた。

「ディアスフェルドでも敵てきの首を獲とると聞きましたが、ヒペルトは作らないんですか？」

「手て柄がらを立てた証しよう拠ことして持っていくだけだ。確かく認にんした後は塚つかを作って埋まい葬そうし、その上に木を植える」

「木を？」

「そうだ。ディアスフェルドでは埋まい葬そうする際は石で墓標を作り、木を植えるのだ。先祖代々の墓と木を持つ家では、その木の根本に埋まい葬そうする」

「アルキランでも石の墓ぼ標ひようは同じですけど、木を植えるというのはないですね。どんな意味があるんです？」

　そう尋たずねながら手帳を構えるランムス。

　ルスタットは神しん殿でんの柱に手を当て、木に見立てるように下から上へと見上げた。

「木は天に向かって伸のびる。それを通って死者の魂たましいが天に帰れるようにするのだ」

「なるほど。アルキランでは普ふ通つう、死者の体は巨きよ大だいな炎ほのおで焼いて、舞まい上あがる火の粉と共に天へ送りますが、天に送るっていうところでは同じですね」

　そう言いながら、書き留めるランムス。そして、残念そうに呟つぶやく。

「そっか。ディアスフェルドにヒペルトはないのか。高く売れて、いい商あきないになるんだけどな」

　それを聞いたルスタットは再び驚おどろいた。

「死者の頭を売り買いするのか？」

　ランムスは平然とうなずく。

「はい。運が良くなるからって、欲ほしがる人は多いんですよ。ヒペルトっていうのは戦場で討うち取とった兵士の物になるのが決まりで、勲くん章しようそのものですから、敵てきの大将首で作ったヒペルトなんて、同じ大きさの黄金を積つまれても売らないなんて人が昔は多かったそうですが、最近はもう誰だれも彼かれもすぐ売りに出してしまいます」

「では、先の戦いで散った我わがイアンマッドの騎き士したちも、このような姿となって売り買いされているというのか……」

　愕がく然ぜんとするルスタット。

　ハッと口ごもるランムス。

「あっ、そ、それは……まぁ……もしかしたら……」

　ランムスはそこで初めて、ルスタットの同郷人がヒペルトにされている可能性に気付いた。そりゃ怒おこるのも当然だと、恐おそる恐おそるルスタットの顔を見上げる。

　ルスタットはしばし沈ちん黙もくしていたが、やがて気持ちを切きり替かえるように顔を上げた。

「……だが、金で買えるというのならまだ救われる。きっと仲間の首は私が買かい戻もどし、彼かれらの祖そ霊れいの木の根元に埋うめてやろう」

　そう心に誓ちかうルスタット。

　ランムスは、ルスタットが怒おこっていないようなのを見て、ホッと胸をなで下ろした。




　神しん殿でんの見学も終わり、二人が外に出ようとした時、人相の悪い大おお柄がらの男たちが数人どやどやと入ってきた。その内の一人がランムスにぶつかり、跳はね飛とばす。

「わっ！」

　思わず尻しり餅もちを突つくランムス。

　ぶつかった男がランムスを睨にらんで怒ど鳴なり付つけた。

「どこを見ている！」

　男たちの一団は、両りよう肩かたと股こ間かんに「ヒペルト」らしき頭ず蓋がい骨こつを飾かざり付つけ、キラキラと輝かがやく金属製の鋲びようを無数に打ち付けた上着を着ていて、帯には鉄の鎖くさりを巻いているという出いで立たち。アルキランではヒペルトも鉄も力の象しよう徴ちようであり、権けん勢せいを誇こ示じしたい者にとっては真っ先に見せびらかしたい物である。それをこれだけ豪ごう勢せいに身に着けているという事は、この男たちが相当の財力を持っている事を示しているが、しかし同時に、このように派手派手しく力を誇こ示じしたがるという事は、成り上がり者であるという事も示している。

　ルスタットがランムスを庇かばって立ちはだかった。

「何をする？　この者はちゃんとそなたを避さけようとしたのに、それが見えずぶつかってきたのはそなたであろう」

　しかし、ディアスフェルドの言葉は男には通じない。

「何だ貴様？　どこの田舎いなかから出てきた？」

　ルスタットを睨にらみ付つけると、胸むな倉ぐらを摑つかんでくる。

　ルスタットはその腕うでを摑つかみ返すと、グイッと捻ひねり上げた。

「ここは神しん殿でんなのであろう？　騒さわぎを起こすのは神聖な場所にはふさわしくない」

　そう言って、神しん殿でんの外へ放り出す。

「うおっ!?」

　軽々と投げられて石いし畳だたみの上を転がる男。

　それを見て、仲間の男たちがルスタットを取り囲んだ。

「てめえ！」

「何しやがる！」

　ルスタットはジロリと男たちを睨にらんだ。

「お前たちも出ろ。神しん殿でんとは静せい謐ひつな場所であるべきだ」

　そう言って、悠ゆう々ゆうと外に出る。

「待ちやがれ！」

「このまま逃にげられると思ってんのか！」

　頭に血を上らせてルスタットを追う男たち。

　最初に投げられた男が起き上がると腰こしの剣けんを抜ぬいた。

「テメエ、俺おれたちがトングラール様のお付きの者だって分かってんのか！」

　ルスタットを睨にらんで怒ど鳴なる。

　その名前を聞いたランムスが、ギョッとした。

「トングラール様のお付き……!?」

　神しん殿でんの外では、騒さわぎを聞いて野次馬が集まってくる。

「おい見ろよ。ありゃトングラール様の手下だぜ」

「アイツら、またやってらぁ」

「あの異い邦ほう人の兄ちゃんも、厄やつ介かいな奴やつらに絡からまれたなぁ」

　ヒソヒソ囁ささやき交かわす野次馬たち。

　だがルスタットは動じない。

「何を言っているかは分からぬが、剣けんを抜ぬいたという事は決けつ闘とうを望んでいるのだな。いいだろう。ならばディアスフェルドの騎き士しとして、受けて立たねばなるまい」

　強気の笑えみを浮うかべ、腰こしの剣けんを抜ぬき放はなつ。

　それを見て、男は冷ひや汗あせを浮うかべた。剣けんを抜ぬき、トングラールの名前を出せば、相手は平ひら謝あやまりをしてくるだろうと舐なめてかかっていたのに、この異い邦ほう人はまるで怯ひるまない。それどころか、平気で剣けんを抜ぬいた。完全に予想外の反応だ。

　だが、相手は一人。自分たちの仲間は五人もいる。負けるはずはない。万が一殺してしまっても、自分たちには都の有力者が後うしろ盾だてに付いている。男はそう考えると、ルスタットに斬きりかかった。

「馬ば鹿かめが！　死ね！」

　ルスタットは余よ裕ゆうの身のこなしでその切っ先を躱かわす。そして、すれ違ちがい様に切きり伏ふせた。

「ぎゃああっ！」

　血ち飛沫しぶきが飛び、悲鳴が上がる。

　取り巻く群衆の間からどよめきが起こった。

　男の仲間が一いつ斉せいに剣けんを抜ぬいてルスタットを取り囲む。

「テメエ！」

「やりやがったな！」

　ルスタットはそれを見ると、軽けい蔑べつするように叱しかり付つけた。

「何だ？　この国の者は決けつ闘とうの作法も知らぬのか！　大勢で一人を取り囲んで殺したとて、名めい誉よは得られぬ！　それどころか己おのれの名を地に落とすだけだぞ！」

　そこへ、ランムスが慌あわてて取りすがった。

「お止め下さいルスタット様！　この人たちは内務議ぎ会かい長トングラール様の手下です！」

「トングラール？　それは何者だ？」

「三さん皇こうと同じくらい偉えらい人です！　内務議ぎ会かいが団結すれば、タリアタシップ様を黎れい民みん皇こうから罷ひ免めんする事も出来るんですから！　しかもトングラール様は大船団を所有する大だい商しよう人にんで、金と権力に物を言わせてやりたい放題なんですよ！　トングラール様の船団がなければこの町の食料供給はあっという間に止まってしまうので、みんなトングラール様の言いなりなんです！　議ぎ員いん選挙でも落ちたためしがありません！」

　ヒソヒソ声で、必死にルスタットに耳打ちするランムス。

　ヒペルトを三つも持っていればそれだけで充じゆう分ぶんに金持ちの部ぶ類るいに入るが、それを手下の装そう飾しよく品にさせておく余よ裕ゆうのあるトングラールの財力は、アルキランでも破格と言ってよかった。事実上、三さん皇こうをも凌しのぐ、都の影かげの実力者。それがトングラールであった。

　そこへ、輿こしを担かついだ行列がやってきた。当のトングラールその人である。でっぷりと弛たるんだ体に、輝かがやく絹の綾あや織おりに金糸銀糸の縫ぬい取とりをした、見るからに高価な布を使ったゆったりした服を纏まとい、輿こしには黄金や宝石で装そう飾しよくしたヒペルトがこれでもかとばかりにぶら下がっている。

「げ……っ！」

　ランムスは振ふり返かえり、顔色を失って固まった。

　野次馬を搔かき分わけて、ルスタットたちの前までやってくるトングラール。

「何やら騒さわがしいようだが？」

　ルスタットを取り囲んでいた手下の一人が飛んでいく。

「トングラール様！　あの田舎いなか者ものが、仲間を一人、斬きりやがったんです！」

　そう言ってルスタットを指さした。

　トングラールはルスタットに目を向ける。そして、貧しい片かた田舎いなかの異い邦ほう人だと見て取ると、フンと小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らし、鷹おう揚ような口調で脅おどした。

「どこの野や蛮ばん人か知らぬが、私の家の者に刃はを向けるという事は、この私に刃はを向けたのと同じ事だぞ」

　ルスタットは動じる様子もなく、ランムスに尋たずねる。

「ランムス。彼かれは何と言った？」

「トングラール様の手下に剣けんを向けるという事は、トングラール様自身に剣けんを向けたのと同じだと言っています」

　そう訳すランムス。

　ルスタットはそれを聞くと、トングラールに向き直った。

「そなたが何者かは知らぬが、そなたの手の者が剣けんを抜ぬいたのなら、そなた自身が剣けんを抜ぬいたも同じ事。男なら自ら剣けんを取って我わが前に来るがよい」

　そう言って剣けんの切っ先を向け、ランムスに向かって命じた。

「ランムス。訳せ」

「え？　ちょ、ちょっと！　ルスタット様！」

　慌あわてるランムス。

　ルスタットはもう一度命じる。

「ランムス！　訳せ！」

　その凄すさまじい声に、石造りの神しん殿でんの壁かべがビリビリと震ふるえた。

　ランムスは竦すくみ上あがり、やけっぱちで叫さけんだ。

「トングラール様の家中の者が剣けんを抜ぬいたなら、トングラール様が剣けんを抜ぬいたのと同じだと、ルスタット様は仰おつしやっておられます！　男なら自分自身でかかってこいとも仰おつしやってます！」

　野次馬たちはそれを聞いて顔を見合わせた。

「おいおい！　あの男、トングラール様に正面切って喧けん嘩かを売ったぞ！」

「こりゃあ生きては帰れねえぜ！」

　どよめく群衆たち。

　トングラールはランムスの訳したルスタットの言葉に、顔を真っ赤にして逆上した。

「何を言うか無礼者が！　辺境の野や蛮ばん人如ごときを、私が直じき々じきに相手する価値などないわ！」

　そして、手下の男たちに命令する。

「お前たち！　斬きって捨てよ！」

　お許しが出たとばかりに、一いつ斉せいに襲おそいかかる男たち。

　ルスタットは剣けんを握にぎると、激はげしい雄お叫たけびを上げた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっ[image: びっくり]」

　空気が震ふるえた。

　磨みがき上あげられた剣けんが太陽を反射して輝かがやき、光の弧こを描えがいた。

　空に真っ赤な血が迸ほとばしった。

　一いつ瞬しゆんにして男たちは斬きり伏ふせられ、ルスタットの足元に転がった。

「……っ!!」

　トングラールはその光景に目を疑う。

　ルスタットは一気に走り、トングラールの輿こしの上に飛び乗った。

　目の前で振ふりかぶられたルスタットの剣けんを、啞あ然ぜんとして見上げるトングラール。

　不意にトングラールはハッと目を見開いた。

「ルスタット……！　思い出した！　ディアスフェルドの不死身の騎き士し……！　宮きゆう殿でんでも、護ご衛えいの兵士をものともせず、三さん皇こうの髪かみと髭ひげを斬きったという……」

　震ふるえる眼まな差ざしでルスタットの顔を見つめる。

「まさかこやつが……！」

　次の瞬しゆん間かん。輿こしを担かつぐ者たちが止める間もなく、ルスタットの剣けんが振ふり下ろされた。

　鋭するどい刃やいばがトングラールの右耳を削そぎ落とす。

「ひいいっ！」

　トングラールは悲鳴を上げ、うずくまった。

　ルスタットはトングラールを見下ろして大だい喝かつする。

「人に刃やいばを向けるという事は、命のやりとりを申もうし込こむという事だ！　殺される覚かく悟ごもない者が軽々しく剣けんを抜ぬくでない！　ランムス！　訳せ！」

「えっと、自分が殺される覚かく悟ごのない人間が、簡単に剣けんを人に向けてはいけないとルスタット様は仰おつしやっています！」

「次は手加減せぬ！　ランムス！　訳せ！」

「次は殺すと仰おつしやっています！」

　無む我が夢む中ちゆうで叫さけぶランムス。

　ルスタットは血を拭ぬぐい剣けんを収めると、輿こしから下りて踵きびすを返かえした。

「よし。行くぞランムス」

　青ざめて震ふるえるトングラールを置いて歩き出す。

　ランムスは、チラリとトングラールに目をやると、逃にげるようにルスタットの後を追った。

　野次馬たちは、いつも横暴で住民を苦しめているトングラールとその一味がやっつけられたので、わいわいと歓かん声せいを上げる。

　その足元で呻うめく、斬きられた男たち。よく見ると、皆みな手足を切られているだけで、それも切断された者は一人もいない。斬きられた事に驚おどろいて戦意を喪そう失しつし、痛みと恐きよう怖ふで動けなくなっただけだ。

　人混みを離はなれると、ランムスがポツリと言った。

「殺したのかと思いました……」

「最初はそのつもりだった。だが、彼かれらには命を賭かけて戦う覚かく悟ごがなかった。トングラールとやらの、あの情けない悲鳴を聞いたであろう？　奴やつらは歳としは食っているが、中身はただの思い上がった悪童に過ぎぬ。そんなつまらぬものを斬きっても剣けんが泣く」

　ルスタットはそう言ってから、残念そうに溜ため息いきを漏もらした。

「……私が戦場で出会ったアルキランの将兵たちは、死を前にしても恐おそれぬ立派な男ばかりだったのだがな」

　一方ランムスは、今さっき目まの当たりにしたルスタットの強さに憧あこがれを隠かくせず、目を輝かがやかせながら尋たずねた。

「ルスタット様は、あのような剣けんの技わざをどこで習ったのですか？」

「騎き士し見習いをしている時に父から習った。後は、マッキムード殿どのだな。剣けんの聖ひじりと呼ばれる偉い大だいな騎き士しだ」

「騎き士し見習い……？」

　首を傾かしげるランムス。

　ルスタットはうなずいた。

「ディアスフェルドでは、騎き士しになる者は見習いとして他の騎き士しの従者となり、身の回りの世話をしながら騎き士しとして必要な事を覚えていくのだ」

「身の回りの世話をしながら……？」

「そう。ランムスのようにな」

　そう言って微ほほ笑えむルスタット。

　ランムスは不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

「剣けん術じゆつ道場のような所で習ったりはしないのでしょうか？」

「剣けん術じゆつ道場とは何だ？」

「剣けん術じゆつを教えてくれる学校です。アルキランの正式な市民には兵へい役えき義務がありますから、若い男の人は結構みんな習いに行くんですが、技わざを一つ教わるたびに謝しや礼れい金を払はらわないと行けないので大変なんですよね」

「謝しや礼れい金……。金で技術を売るのか」

　驚おどろいた顔でランムスを見るルスタット。

　ランムスはうなずく。

「そうです。ディアスフェルドにはそういう剣けん術じゆつ学校はないんですか？」

「そのようなものはない。剣けんの技わざが金で買えるようなものならば、金持ちほど強い事になろう。だが、あのトングラールを見ても分かるように、現実はそうではない。金で買える技術など、所しよ詮せんはその程度のものだ。金で売れる技術もな」

「ではディアスフェルドではどうやって……」

「ディアスフェルドの騎き士し見習いは、金で教わる事はしない。主人たる騎き士しの行動を常に間近で見る事により、あらゆる事を学ぶのだ。歩き方、走り方、礼れい儀ぎに適かなった立ち居振ふる舞まい、危険に際しての勇気の示し方、侮ぶ辱じよくに対する誇ほこりの守り方、美しい婦人への愛の捧ささげ方、全てをな」

「それじゃあ、全て自分で見て学べと……？」

　ランムスは啞あ然ぜんとする。

　ルスタットはそんなランムスに諭さとすように言った。

「こういう時はこう振ふる舞まう、などと一から十まで暗記したところで、いざという時に考えることなく行動出来ねば意味がない。考えずとも動けるようになるには、ひたすら自分の目で見て真ま似ねていくしかないのだ。そして、常に間近で模も範はんを見ていれば、自然と自分の中に染しみ込こんでくるものなのだ」

「間近で見ていれば自然と……。じゃあ僕ぼくも、ルスタット様のお世話をしていれば、いつかはルスタット様のようになれますか？」

　ランムスは、憧あこがれと希望に目を輝かがやかせてルスタットを見上げた。

　ルスタットはキョトンとする。

「ん？　そなたは騎き士しになりたいのか？　商人を目指すと言っていたと思ったが」

「商人にも強さは必要です。盗とう賊ぞくと戦いながら、長い旅をしなければならないんですから。僕ぼくはルスタット様のように強くなりたいんです！」

　拳こぶしを握にぎって力強く訴うつたえるランムス。小さくても男の子である。

　ルスタットはその少年らしい希望に満ちた表情を見て、優やさしく微ほほ笑えんだ。

「そうか。ならば存分に見て学ぶがいい」

　そして、そっとランムスの頭を撫なでる。

　ランムスは、ぱっと顔を輝かがやかせた。

「はい！　頑がん張ばります！」

　かくしてこの日、ランムスは、ルスタットの従者にして騎き士し見習いとなった。アルキラン人でありながらディアスフェルドの騎き士し見習いとなったのは、ランムスが史上初めてであった。

　そして二人は、マンロン神しん殿でんでの騒さわぎなどまるで気にする様子もなく、のんびりと都見物を続けた。

　冬の近づいた都リュトポックの空は雲一つなく晴はれ渡わたり、まるでランムスの心を映したかのように、どこまでも青く澄すみ切きっていた。










　第五章　ルスタットの旅立ち




　その夜、三さん皇こうが再び集まって会かい議ぎを開いた。

　ルスタットとトングラールとの小こ競ぜり合あいの一件が耳に入ったのである。

　内政全ぜん般ぱんを受け持ち、都の治安も任されている黎れい民みん皇こうタリアタシップは、どこかすっきりした表情で言った。

「トングラールは民衆からも快く思われておらん。此こ度たびの一件は喜んでいる声が圧あつ倒とう的てきに多いようだ」

「先に剣けんを抜ぬいたのがトングラールの手下である事は、複数の証言からはっきりしている。ならばルスタット殿どのが自分の剣けんで反はん撃げきする事は、何の問題もない」

　ルスタットの身み柄がらを預かる蛮ばん夷い皇こうディロークも、そう言ってルスタットを擁よう護ごした。

「その通りだ」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップは気分よさげに大きくうなずいてから、突とつ然ぜん打って変わって不安げに眉まゆを寄せた。

「……だがトングラールはそれでは済まさないだろう。自分の事は棚たなに上げ、町中で剣けんを抜ぬいて人を傷付けた罪でルスタット殿どのを裁かせようとしてくるはず」

「断ればまたいつものように、商船を止めると脅おどし、議ぎ会かいを動かして黎れい民みん皇こうを罷ひ免めんすると脅おどしてくるのだろうな」

　軽けい蔑べつしたように薄うすら笑いを浮うかべる蛮ばん夷い皇こうディローク。

「いっそ殺せば良かったものを」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが不ふ機き嫌げんそうに言い放つ。

　黎れい民みん皇こうタリアタシップはグッと身を乗り出して二人の顔を窺うかがった。

「だが今回は今までとは違ちがい、ルスタットが生きている上、口くち封ふうじも通用せぬ。この期にトングラールを処しよ罰ばつして失しつ脚きやくさせてはしまえぬものか」

「裁判に持もち込こんだところで、陪ばい審しん員が買収されて無罪になるだけであろうが」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックがそう言うと、黎れい民みん皇こうタリアタシップはガックリと肩かたを落とした。

「それはまぁ確かに……」

　蛮ばん夷い皇こうディロークがそれを見てちょっと笑ってから、元気づけるように言った。

「とはいえ、今回の件が揉もみ消けせぬというのは大きい。折角得た機会だ。これを足がかりにトングラールの力を削そぐための根回しをするくらいは、試みても良かろう」

　しかし黎れい民みん皇こうタリアタシップは浮うかない表情でディロークを見る。

「それは是ぜ非ひともやってみる価値があろうが、時間が掛かかる。その間にトングラールがルスタットに対する報復を企くわだてる事は必ひつ定じよう。ルスタットは当然受けて立つであろうから、都の中で大きな抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつする事になるぞ」

　治安維い持じに責任を持つタリアタシップとしては、それが一番の悩なやみどころである。都で一番の有力者トングラールを抑おさえられる自信もないが、本気で暴れるルスタットを止める手立ても見つからない。両者がぶつかって多数の死者が出れば、黎れい民みん皇こうとして次の選挙は致ち命めい的である。

　蛮ばん夷い皇こうディロークが、そこでふと何か思いついたように笑えみを浮うかべた。

「では、ルスタット殿どのには、ほとぼりが冷めるまで少しの間、このリュトポックの都を離はなれてもらうとするか」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップが、顔を上げる。

「何か、良よい口実でもあるのか？」

「ちょうど、ノーザミア国にもう一度使者を派は遣けんする予定だった。あそこは国が国だけに誰だれを派は遣けんするか悩なやんでいたが、ルスタット殿どのに頼たのんでみよう。彼かれを英えい雄ゆうとして祭り上げるための冒ぼう険けんにも、もってこいの仕事だ」

　蛮ばん夷い皇こうディロークはそう言って笑った。

　戦せん軍ぐん皇こうロセックもがうなずく。

「蛮ばん族ぞくの相手は蛮ばん族ぞくに、というわけか」

「何にせよ、ルスタットにしばし都を離はなれてもらえるなら有あり難がたい」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップも同意した。

「では、早さつ速そく明日にでも頼たのんでみよう」

　蛮ばん夷い皇こうディロークはうなずいた。

　かくしてこの夜の会合はお開きとなり、三人はそれぞれの屋や敷しきへと引き上げた。




　翌日、ルスタットは蛮ばん夷い皇こうディロークの館やかたに呼ばれた。

　ディロークはルスタットとランムスを私室に招き、一通り飲み物と菓か子しを振ふる舞まった後、単刀直入に切り出した。

「ところで、唐とう突とつだがルスタット殿どのに頼たのみがある」

「頼たのみ？」

　菓か子しを食べる手を止めてディロークを見るルスタット。

　ディロークはうなずいた。

「ここより南に行った所にあるノーザミアという島へ、使者として赴おもむいて欲ほしいのだ。報ほう酬しゆうは出す。客きやく将しようとして、引き受けてはくれまいか」。

「使者として？　何を伝えればよい？」

「実はノーザミアは重要な中ちゆう継けい港なのだが、ひどく高い関税を取るので商人たちは皆みな困っている。アルキランでも他のほとんどの国でも、関税は積つみ荷の十分の一程度であるのに、ノーザミアは半分も取るのだ。だが、風と海流の関係で、近くを通る船はどうしてもノーザミアに立ち寄らねばならぬ。そこで、ノーザミアに関税を引き下げるよう、申し入れをしたいのだ」

　ルスタットの隣となりで、ランムスが怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「ただそれだけの事で、わざわざルスタット様を？」

　ディロークはそれを聞いて、よく気付いたと言いたげに笑った。

「いや、実はこのノーザミアという国は少々厄やつ介かいでな。住民は全て女なのだが、揃そろいも揃そろって驚おどろくほどの怪かい力りきの持ち主ばかり。その上非常に高こう慢まんで好戦的なのだ。こちらから関税率を引き下げるよう申し入れただけで、機き嫌げんを害して戦いを仕し掛かけて来かねん。相当の勇者でなければ、命すら危あやうい。実際、過去に送った使者は一人も帰ってきていないのだ。そこでルスタット殿どのの手を借りようという事になったのだ。頼たのまれてはくれまいか」

　ルスタットは少し躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりを見せてから尋たずねた。

「……騎き士しとして金の事をとやかく言うのはみっともないが、報ほう酬しゆうはどれくらいなのか伺うかがってもよいだろうか」

「報ほう酬しゆうか」

「実は、先の戦いで死んだ我わがイアンマッドの騎き士しが、頭部を切きり離はなされてヒペルトとやらにされているという話を聞いた。出来れば全て買かい戻もどし、故郷の土に返してやりたいのだ。買かい戻もどすに足るだけの金は得られるだろうか」

「仲間の頭で作られたヒペルトの所在は分かっているのか？」

「いや、それもこれから探すところだが」

　それを聞いたディロークはうなずいた。

「分かった。では、今回の依い頼らいの報ほう酬しゆうはディアスフェルドの騎き士しのヒペルトで支し払はらおう。そなたがノーザミアに行っている間に、我々のほうでヒペルトを買い集めておく。それでどうだ？」

　ルスタットの顔に笑みが浮うかんだ。

「そうしてくれるならありがたい。私としては、断る理由は一いつ切さいない」

「では引き受けてくれるのだな」

「喜んで」

　かくして、ルスタットとランムスは都の遥はるか南の洋上にあるという女によ人にんばかりの国ノーザミアを目指して旅に出る事となった。

　暖かいアルキランの地にも、そろそろ冬の冷たい風が吹ふき始める頃ころの事だった。










　第六章　製鉄の町ラタエス




　ディロークからの依い頼らいを受け、南の島ノーザミアへ使者として向かう事となったルスタットとランムスは、旅支じ度たくを調ととのえるのに丸一日費ついやして、翌日の朝一番にアルキランの都リュトポックを出発した。

　城じよう壁へきを出ると、用意した馬に跨またがる二人。

　ルスタットは鞍くらの上で足先をブラブラさせながら、不ふ思し議ぎそうに言った。

「鐙あぶみはないのか」

　ランムスは、同じく不ふ思し議ぎそうに聞き返す。

「鐙あぶみってなんです？」

「馬に乗った時に足を乗せるものだ。鐙あぶみに足を掛かけて踏ふん張ばる事で、馬上で姿勢を保ちやすくする。槍やりや剣けんを扱あつかう際にはなくてはならぬ物だ。馬に乗る時も、鐙あぶみに足を掛かければ乗りやすい」

「アルキランでは、そういう物は見かけないですね。でも、軍の兵士でもみんなこうやって乗ってますし、なくても馬の上で武器を扱あつかうのに不便はないはずですけど」

「そういえば、アルキラン軍の者たちは馬上でも巧たくみに弓や槍やりを使っていたが……」

　ルスタットはそう思い出して、剣けんを鞘さやに入れたまま腰こしから外すと馬上で振ふってみた。

「……なるほど。鞍くらの四よ隅すみに付けられた角が支えとなって、姿勢は安定するのだな。太ふと腿ももで踏ふん張ばる感覚か……」

　そう言いながらしばらく馬上で剣けんを振ふっていたが、やがてルスタットは剣けんを腰こしに戻もどした。

　ランムスが尋たずねる。

「どうです？」

「思った以上に良よい。だがやはり、体の使い方が異なる。いざという場合には、慣れた鐙あぶみがあるほうが安心だ」

「だったらこの先の町にちょっと立ち寄って、作ってもらいますか」

「うむ。そうしよう」

　ルスタットもうなずき、二人は南に向かう道を進んだ。

　右手には大きな川が南北に流れ、都に出入りする商船がいくつも行ゆき交かっている。そして川の両岸には、どこまでも広がる一面の畑。

　ルスタットは地平線の果てまで続く畑を眺ながめて、思わず感かん嘆たんした。

「それにしても何という景色。見み渡わたす限り、畑しかないようにすら思えるほどだ」

　そして、その畑の中を延々と続いている道に目をやる。

「足元の道も石が敷しかれ、泥どろやぬかるみに悩なやまされる事もない。一体この道はどこまで続いているのだろうか」

　ランムスが答えた。

「大きな都市は、互たがいに全てこのような道で繫つながれています。この敷しき石いしに沿って旅をすれば、どれだけ遠くへ行っても迷わずに済むんです。また、道沿いには一日の距きよ離りごとに必ず宿場町がありますから、途と中ちゆうで日が暮れても心配ありません」

「なるほど。アルキランは町の内も外も、人の手の入らぬ所はないかのようだ」

　改めて、アルキランの豊かさに圧あつ倒とうされるルスタット。

　しかし、不意に気が付いて呟つぶやく。

「だが、森が見えぬのは寂さびしいものだな……」

　目に映る景色にはほとんど木は見当たらず、あったと思っても果樹園の果樹だけ。森はおろか、林と呼べる程度の木立すら見当たらない。

「ルスタット様は森がお好きなんですか？」

　ランムスがそう尋たずねると、ルスタットは懐なつかしそうな顔で答えた。

「ああ。ディアスフェルドはどこへ行っても豊かな森がある。森には材木や薪たきぎとなる木々があり、キノコや果実があり、放牧の豚ぶたを養う木の実があり、狩かりの獲え物ものがあり、ありとあらゆる恵めぐみがある。恐おそろしい野や獣じゆうや魔ま物ものも潜ひそんでいるが、それでも我々ディアスフェルドの人間にとって森とは神々からの恵めぐみそのものなのだ」

「僕ぼくは苦手ですけどね。昼でも薄うす暗ぐらいし、見通しも利きかないし。盗とう賊ぞくが住み着いてたり、狼おおかみや熊くまや猪いのししみたいな凶きよう暴ぼうな獣けものがいつどこから襲おそってくるかわかったもんじゃないですし。やっぱり開かい墾こんされた畑が一面に広がってる景色のほうが好きです。確実に人の手が入っている土地なら、人の力の及およばない恐おそろしい物が襲おそってくる事はありませんから」

「私も畑が広がる風景は好きだ。だが、その畑を懐ふところに抱いだくようにして、豊かな森が共にあって欲ほしいのだ。人の力の及およばぬ深い森があってこそ、人の力では得られぬ恵めぐみももたらされるのだから」

「そんなものですかねぇ。やっぱりディアスフェルドの人の感じ方は、アルキランとは違ちがいますね」

　興きよう味み深そうな顔をしながら、今の話を忘れないよう帳面に書かき込こむランムス。

　そんな話をしながら進むうちに、遠くに城じよう壁へきが見えてきた。町だ。

「あの町は何だ？」

　ルスタットが尋たずねる。

「あれは鉄の町ラタエスです。鉄鉱石を掘ほり出だして、鉄を作ってるんですよ。リュトポックの都で売られてる鉄製品も、ほとんどあの町で作ってますし、アルキラン軍の正規の装備なんかも、ラタエスの町で作られる数が一番多いんです」

「一つの町が丸ごと鉄作りをしているのか」

「寄っていきましょう。中には鍛か冶じ屋やもいっぱいありますし、ルスタット様の言っていた『鐙あぶみ』ってのも作ってもらえると思います。それに、馬の蹄てい鉄てつの予備を買っていってもいいかもしれません。ラタエスの町で直接買うと、間に商人が入らないから安いんですよ」

「うむ」

　そんな会話をしている間にも二人は町の入り口に到とう着ちやくし、馬から下りると手た綱づなを引いてラタエスの町の門を潜くぐった。




　町に入ると、外とは比ひ較かくにならない熱気が押おし寄よせてきた。冬にもかかわらず、まるで真夏のようだ。

　入ってすぐの広場に、煉れん瓦が造りの塔とうのような物が立っていた。塔とうのすぐ横には巨きよ大だいな水車のような物があり、それを囲む木枠わくの横よこ桁げたにぶら下がった丸まる刈がりの男たち十数人が、裸はだかになって足で車を踏ふんで回している。

　ルスタットは興きよう味み深そうに見上げた。

「この塔とうは何だ？」

「高こう炉ろです。ここで鉄鉱石を溶とかすんです。ほら、あれが溶とけた鉄ですよ」

　ランムスが赤く輝かがやいて流れる溶よう融ゆう鉄を指さすと、神聖なものを前にしたかのように火の印形を捧ささげた。町に入った瞬しゆん間かんに感じた熱気の原因はこれだ。

　赤い溶よう融ゆう鉄は粘ねん土どで固めた樋といに沿って流れていき、上に溜たまった溶よう滓さいが捨てられてから、半分はそのまま長方形の型に流ながし込こまれる。鋳ちゆう鉄てつの延べ棒として出しゆつ荷かされるのだ。残りの半分は、すぐ隣となりの大きな樽たるのような形をした鉄製の巨きよ大だいな炉ろに注がれる。その大きな樽たる型の炉ろには管が通してあり、その管の先にはやはり水車のようなものとそれを踏ふむ男たち。

　ルスタットはその様子を興きよう味み深そうに眺ながめる。

　そして水車のようなものを指さした。

「あの男たちは何をしているのだ？　水車のようなものを足で踏ふんで回しているが」

「あれは踏ふみ車といって、鉄鉱石や木炭を高こう炉ろの上に運ぶための巻き上げ機を動かしたり、鞴ふいごで炉ろの中に風を送おくり込こむための装置を動かしているんです。水車は川のあるところにしか設置出来ませんから」

「それで人力で動かしているというわけか」

　ルスタットは今度は樽たる型の炉ろを指す。

「ではあちらは何をしているのだ？」

「あの中で溶とけた鉄を燃もやすと、溶とけにくくて粘ねばりのある丈じよう夫ぶな鉄に変わるんです」

「鉄を燃もやす？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をするルスタット。

　説明するランムス。

「あの管を通じて、別の踏ふみ車で動かした鞴ふいごから風が送おくり込こまれます。溶とけた鉄に風を送ると、薪たきぎも炭もないのに激はげしく燃もえるんです。職しよく人にんたちは、神の火だと言っています」

「神の火？」

　ルスタットはまたしても不ふ思し議ぎそうな顔。

「火種もなく燃ねん料りようもないのに燃もえる火を、神の火と言うんです。天には太陽や雷かみなりがあり、大地には火を噴ふく山があり、そして我々アルキランの人間にはこの製鉄所の不ふ思し議ぎな火があるんです」

　ランムスはそう言って、樽たる型の巨きよ大だいな炉ろを見た。

「この神の火は、溶とけた鉄を更さらに熱して沸ふつ騰とうさせます。それが、神の火による清めになるんですよ」

「神の火による清めか」

「一度火にかけて沸ふつ騰とうさせた水は、腐くさらず、飲んでも腹を下さなくなりますよね。それは、水が火によって清められ、神によって祝福されたからです。それと同じように、神の火で清められた鉄は、叩たたいても割れない強い鉄になるんです」

　そう言っている間にも、樽たる型の炉ろの中から溢あふれ出だした炎ほのおが注ぎ口から覗のぞき、炉ろの中は溶とけた鉄がグラグラと煮にえ立たって、ゴンゴンと雷かみなりのようなもの凄すごい音を立てる。

　それを見ながらまた火の印形を捧ささげるランムス。

　アルキランの「神の火」による精せい錬れん法は、溶とかした鉄を棒で搔かき回まわすという同時代の他の先進地域のやり方と比べて、一度に処理出来る量は十倍、反応速度は百倍という、圧あつ倒とう的てきな効率を誇ほこっていた。まさに、神が与あたえた奇き跡せきの技わざだった。

　ルスタットは、アルキランの大おお掛がかりな製鉄に圧あつ倒とうされ、半ば呆ぼう然ぜんとした顔で呟つぶやいた。

「ディアスフェルドの鉄作りとは大分違ちがうな。それに、鉄が液体のように溶とけるとは初めて知った。アルキランでは鉄が豊富なわけだ……」

「ディアスフェルドではもっと違ちがう方法なのですか？」

　ランムスが尋たずねる。

　ルスタットはうなずいた。

「ああ。ディアスフェルドでは山腹に窯かまを作ってその中に鉄鉱石と木炭を詰つめ、三日三晩焼く。そうすると、干した海綿のような穴だらけの鉄の塊かたまりが取れる。あとはそれをひたすら熱して叩たたき、伸のびてきたら折おり畳たたんでまた叩たたくのだ。それを繰くり返かえす内に、ようやく普ふ通つうの鉄の塊かたまりになる。一度に鍛きたえられる鉄の量は、片手で持てる程度でしかない。これだけの量の鉄を作ろうと思ったら半年はかかるだろう」

　高こう炉ろもなく、鉄を溶とかす技術を持たないディアスフェルドでは、低温還かん元げんして得た海綿鉄を何度も何度も折り返して不純物を叩たたき出だし、鍛たん造ぞうする以外に、使える鉄を手に入れる方法はなかった。だが、低温還かん元げんされた鉄では不純物は溶とけ込こむことなく小さな粒つぶとなって、折り返しの工程で叩たたき出だされ、より純度の高い鉄が得られた。また、何度も繰くり返かえされる折り返し鍛たん造ぞうによって組そ織しきは密になり、多層化した。その結果、稚ち拙せつな技術しか持たないはずのディアスフェルドで、他に類るいを見ない高品質の鉄が得られたのである。

　ルスタットの説明を聞いたランムスは、驚おどろいて尋たずねる。

「そりゃ随ずい分ぶんと手間がかかりますね。それで採算取れるんですか？」

　ルスタットはその言葉に笑った。

「ディアスフェルドでは鉄作りは商売ではないのだ。聖地アボロアムの神官たちが、神聖なる神事として行っている」

「神事ですか。アルキランでも神の火で祝福するので神事に近いですけど、やってるのは職しよく人にんですからね。でも何でディアスフェルドの鉄は品質が良いいのかな。随ずい分ぶんと原始的なやり方にも聞こえるけど……」

　首を傾かしげるランムス。

　ルスタットは改めて目の前の高こう炉ろと桶おけのような炉ろを見上げた。

「確かに、アルキランの鉄作りの前ではディアスフェルドの鉄作りは児じ戯ぎのようなものかもしれぬ。このような巨きよ大だいな仕し掛かけは初めて見た」

「ここはアルキランでも最大の製鉄所ですからね。この炉ろを見るためだけに、わざわざ旅行してくる人もいるくらいなんですよ」

　得意気な顔をするランムス。

　ルスタットは不ふ思し議ぎそうに樽たる型の炉ろを見つめた。

「しかし鉄をも沸わかすほどの熱に耐たえるあの炉ろは、一体どうやって作っているのだ」

「特別な場所で取れる粘ねん土どを焼いてから内側に張るそうですが、国の極ごく秘ひ情報なので僕ぼくには分かりません。ユーパス親方も、その特とく殊しゆな粘ねん土どは取とり扱あつかってませんでしたんで」

　肩かたを竦すくめるランムス。鉄が沸わき立たつ温度にも耐たえられる特とく殊しゆな耐たい熱ねつ粘ねん土どが手に入る環かん境きようにあった事こそが、アルキランがこのような製鉄法を実現出来た理由であった。当然、その秘密は国によって厳きびしく守られていた。

　ルスタットはしばらく興きよう味み深そうに赤く輝かがやく溶とけた鉄を眺ながめていたが、やがて額の汗あせを拭ぬぐいながら言った。

「それにしても、ここにいるだけでもの凄すごい熱気だな」

「そうですね。早く向こうへ行きましょう。鍛か冶じ屋やが並んでいるのはもっと奥おくですよ」

　ランムスもうなずくと、ルスタットを促うながして先へ進んだ。




　炉ろにかける前に鉱石を焙ばい焼しようしている所や、焼いた鉱石を砕くだいて鉱物の多い破は片へんを選より分わけている所を通り過ぎ、鉄鉱石を掘ほり出だしている坑こう道どうの脇わきを進む二人。どこでも人力の大きな踏ふみ車が回っていて、その力を歯車で伝達して、鞴ふいごを動かしたり、鉱石を砕くだく鎚つちを上下させたり、坑こう道どうから水を搔かき出だしたり、鉱石や人を乗せた籠かごを上げ下げしたりしている。

「確かにあの踏ふみ車であれば、水車と違ちがってどこでも使える。踏ふみ車と、その回転力を応用した歯車機構の発達こそが、アルキランの技術と生産力の礎いしずえとなっているのだな」

　ルスタットは歩きながら感心したように言った。そして、ふと気付いて尋たずねる。

「ところで、踏ふみ車を踏ふんでいる男たちは全員頭を剃そっているが、あれにもやはり何か意味があるのか？」

　ランムスは、大して関心なさそうに答えた。

「ああ、あれは奴隷ヴオレスの印です。男の奴ど隷れいは髪かみを剃そる決まりなんです」

「奴ど隷れい？　奴ど隷れいとは何だ？」

　尋たずねるルスタット。

　ランムスはちょっと説明に困った顔をする。

「えっと、ディアスフェルドの言葉で該がい当とうする物が思いつかないんですが……要するに、一言で言えば、人間の家か畜ちくです。彼かれらには持ち主がいて、その人の所有物なんです」

　それを聞いたルスタットは、啞あ然ぜんとして思わず足を止めた。

「アルキランでは人間を家か畜ちくにするのか……。一体どのような理由で、人が家か畜ちくになってしまうのだ」

「大体は戦争で捕つかまえた捕ほ虜りよですが、他にも重大な罪を犯おかして奴ど隷れいに身分を落とされたりとか、後は捨て子ですね」

「捨て子？」

「そうです。捨て子は拾った人の物になる決まりなので」

「子を捨てる……。つまり、アルキランでは捨てるほど子供が余っているのか。ディアスフェルドでは、子供が無事に生まれ育つ事を皆みなが願いつつ、それでも半数近い子供が大人になる前に死んでしまうというのに……」

　ルスタットはまたしても愕がく然ぜんとする。

　アルキランではディアスフェルドに比べて食しよく糧りよう事情がずっと良よい事に加え、洗せん濯たくや掃そう除じの際に「火の清め」の一種として、衣服や部屋中の絨じゆう毯たん、寝しん台だいなどに、炭を入れた火ひ熨の斗しのようなものを当てる習慣があった。それが住まいの消毒となって衛生環かん境きようを良くしていた事も、乳幼児死亡率の低下に貢こう献けんしていた。

「大量の食料、大量の鉄、そして捨てるほど大量の人々……。改めて、何という巨きよ大だいな国だろう……」

　ルスタットは軽く目眩めまいすら覚えながら、ふらつく足取りで先へと進んでいった。




　やがて二人は店の並ぶ通りに出た。ここでも二人や三人で踏ふむ少し小さめの踏ふみ車が建物ごとにあり、その力を使って鞴ふいごを動かしたり、丸い砥と石いしを回転させて刃は物ものを研といだりと、様々な事に使っている様子が見える。

「ここは鋳い物もの屋が並ぶ通りなので、鍛か冶じ屋やはもう少し先ですね。鐙あぶみってのは戦う時に足を踏ふん張ばるわけですから、割れやすい鋳ちゆう造ぞう品じゃ心配ですし、鍛たん造ぞうじゃないと」

　ランムスはそう言って、更さらに先へと進んでいく。

　ルスタットはそれについて歩きながら、興きよう味み深そうに店の中を覗のぞいた。

「あの溶とけているのも、さっきと同じく鉄なのか？」

「はい。あれは神の火で祝福しなかったほうの、割れやすい鉄です。さっきも言いましたが、祝福を受けない鉄は溶とけやすいので、ああして溶とかし直してから鋳い型がたに流して鋳い物ものを作るんです。鍋なべとか釜かまとか」

「神の火で祝福した鉄も、溶とけている間に型に流せば鋳い物ものが作れるのではないか？」

「大量に作る必要のある金具だとか鏃やじりだとかは、そうやって作ってます。でも、時々中に泡あわみたいな空くう洞どうが出来てそこから脆もろくなる事があるんだそうで、鍛か冶じ屋やで買うほうが間ま違ちがいがありません。鍛か冶じ屋やなら形を作るために叩たたきますから、その時に空くう洞どうも潰つぶれてしまうので」

「なるほど、難むずかしいものだな」

　ルスタットはそう言ってから、改めて鋳い物ものを作っている職しよく人にんたちを眺ながめた。

「それにしても、ディアスフェルドでは鉄の鋳い物ものなど聞いた事がない。鋳い物ものは銅で作ると決まっている」

「アルキランでは銅は鉄よりもずっと高価なので。銅の鋳い物ものはお金持ちしか使いませんね」

「ディアスフェルドでも銅は鉄より更さらに高価だ」

　ルスタットはそう呟つぶやき、鉄の鋳い物もので作られた鍋なべや釜かまをしげしげと眺ながめながら、通りを歩いていった。










　第七章　ディアスフェルドの美しき剣けん




　鉄の町ラタエスを見物しながら進んでいったルスタットとランムスは、やがて鋳い物もの屋の通りを過ぎ、やっと目指す鍛か冶じ屋やの並ぶ通りに出た。

「鍛か冶じ屋やはこの辺りですね。鐙あぶみを作ってもらえるかどうか、ちょっと聞いてみましょう」

　ランムスはそう言って、適当に目に付いた店の前で足を止める。店先に並んだ品を見ると、蹄てい鉄てつから武器まで、鉄を叩たたいて作る物なら何でも作っているようだ。店主はちょうど剣けんを作っているところである。

　ランムスが覗のぞき込こんで声を掛かけた。

「すみません。ちょっと作って欲ほしい物があるんですけど」

「ああ、少し待っててくれ。この作業が終おわったらな」

　店の主人は振ふり返かえりもせず応えると、炉ろで燃もえている炭に突つっ込こんだ短い剣けんを引ひき抜ぬいて水に浸つける。ジュッと音がして真っ白い蒸気が上がった。

　ルスタットがその作業を眺ながめながら尋たずねる。

「アルキランの剣けんか」

「そうですね。ああやって炭に突つっ込こんで熱してやると、中は柔やわらかいまま表面だけが硬かたくなるんです。そして、水で一気に冷やすともっと硬かたくなります。それをもう一度軽く熱してやると、刃はは鋭するどくて程ほどよく弾だん力りよくのある折れにくい剣けんになるんだそうです。熱したり冷やしたりする頃ころ合あいを見計らうのが上う手まい職しよく人にんが、腕うでの良よい職しよく人にんなんです」

　アルキランの剣けんは錬れん鉄てつを打ち伸のばして形を整えてから、表面に炭素を浸しん透とうさせて硬こう化かさせる事で、硬かたくて鋭するどい刃はと打ち付けても折れにくい柔やわらかい心金の二重構造を作るという方法で作られていた。硬かたい鋼はがねと柔やわらかい鉄を組み合わせるよりも早く簡単に作る事が出来、そしてアルキランでは、早く大量に作れる事が何よりも重要視されていた。

　作業を終えた主人はランムスを見ると笑った。

「坊ぼう主ず、なかなか詳くわしいな。どっかの鍛か冶じ屋やのせがれか？」

「いえ。以前、商人のユーパス親方の下もとで丁稚でつち奉ぼう公こうをしていたので、親方が扱あつかっている商品の知識は一通り覚えさせられたんです。作り方を知ってないと、手て抜ぬき品を渡わたされても見み抜ぬけないからって」

　ランムスがそう答えると、主人はニヤリと笑えみを浮うかべた。

「ほう？　それで、お前さんの目め利ききじゃ、今俺おれが作った剣けんはどう映ったね？」

「僕ぼくじゃ、ご主人が手て抜ぬきをしてないって事くらいしか分かりませんよ。剣けんなんか使った事ないですし。道具は、それを使う人じゃなきゃ本当の目め利ききは出来ませんから」

「ほほう。なかなか正直なガキだ。それじゃそっちの見慣れない格好の方、アンタどうです？　腰こしに長い剣けんをぶら下げてるし、武器に関しちゃ素人しろうとってわけじゃなさそうだ」

　そう言ってルスタットに尋たずねる主人。

　ランムスが通訳する。

「ルスタット様。鍛か冶じ屋やの主人が、今作ってた剣けんをどう思うかって聞いてます」

「見ただけでは何とも言えぬ。物の真価は使ってみて初めて分かるものだ」

「使ってみなきゃ分からないそうです」

　ランムスがそう伝えると、主人は愉ゆ快かいそうに声を上げて笑った。

「はっはっは。二人して正直な奴やつらだ。まぁ、まだコイツは未完成だしな。あっちに、研とぎ師から戻もどってきた完成品が置いてある。折角だから試ためしに何か斬きってみるか？」

「いえ、結構です。僕ぼくらは剣けんを買いに来たわけじゃないんで。それより、作って欲ほしい物が……」

「まあそう言うなって。軍の連中は最近ディアスフェルドの剣けんをやたらと持ち上げて、戦利品を高値で取引してやがるが、俺おれの剣けんはあんな田舎いなかの野や蛮ばん人どもにゃ負けねえぜ」

　そう言って、奥おくから長い剣けんと短い剣けんを一本ずつ、そして兜かぶとを一つ持ってくる。

「コイツはこないだの戦いくさで分ぶん捕どってきたっていうディアスフェルドの剣けん。見てな」

　言うなり兜かぶとに斬きり付つける。剣けんはキンと音を立てて真っ二つに折れ、兜かぶとは傷一つない。

「そしてコイツが俺おれの作った剣けんだ」

　今度は短たん剣けんを持って突つき刺さすと、切っ先が兜かぶとを貫つらぬいて親指の長さほども突つき通とおった。

「どうだ、見たかね」

　得意気な主人。

　ルスタットがランムスに尋たずねる。

「何と言っているのだ？」

「ええと、剣けんの切れ味を見せてやると……。最初に試ためして折れた剣けんがディアスフェルドの剣けんで、後で試ためしたほうが店の主人が作った物だとか。ディアスフェルドの剣けんより自分の剣けんのほうが優すぐれていると自じ慢まんしています」

「そうか」

「要するに売うり込こみですよ。相手にする必要ありません」

　ランムスはそう言ったが、ルスタットは折れた剣けんの刃はを拾い上げて、その表面を見た。

「これはディアスフェルドの剣けんではないな。偽にせ物ものだ」

　ルスタットは苦く笑しようすると、自分の腰こしの剣けんに手をやった。

「この店の主人が打った剣けんと張り合うつもりはないが、我わが故郷の剣けんが勘かん違ちがいで貶おとしめられるのを黙だまって見ているわけにもいくまい。ここは一つ、本物のディアスフェルドの剣けんの威い力りよくを見せてやるとしよう。ランムス、店の主人にそう伝えろ」

　剣けんを抜ぬいたルスタットを見て店の主人が慌あわてる。

「な、何をする気だ？」

「さっきのディアスフェルドの剣けんは偽にせ物ものだから、本物の威い力りよくを見せると仰おつしやっています」

　ランムスがそう言うが早いか、ルスタットは剣けんを振ふり下ろした。鋭い音と共に兜かぶとは完全に真っ二つになり、兜かぶとを置いていた台までもが両断される。

「これが本物のディアスフェルドの剣けんだ。よく見て、二度と偽にせ物ものに騙だまされぬよう気を付けるがいい」

　涼すずしい顔で笑うと、剣けんをかざすルスタット。鏡かがみのように磨みがかれた刀身には、さざ波のような不ふ思し議ぎな刃は文もんが全体に浮ういて、先さき程ほど折れた剣けんとはまるで違ちがう事が一目で分かる。

　店の主人はそれを見るなり、目を見開いて息を吞のんだ。

「ほ、本物のディアスフェルドの剣けん……！　初めて見た……！」

　震ふるえおののきながらじっと凝ぎよう視しする。

　そして、態度を一変させるとルスタットの手を握にぎった。

「頼たのむ！　それを譲ゆずってくれ！　金ならいくらでも出す！」

　ルスタットは少し驚おどろいた顔でランムスを見る。

「何と言っているのだ？」

「その剣けんを売って欲ほしいと言っています。金ならいくらでも払はらうからと」

　それを聞いたルスタットは真面目な顔になると、主人に向かって言い聞かせた。

「悪いが売る事は出来ぬ。騎き士しにとって剣けんとは売り買いする物ではないのだ。平時にあっては我わが身みを守る唯ゆい一いつの武器、戦場にあっては矢尽つき槍やり折れた後の最後の守り。剣けんとは肌はだ身み離はなさず命を共にする物であり、騎き士しにとって己おのれの半身とも言える物。故ゆえに、騎き士しに叙じよされた時、あるいは主従の誓ちかいを交かわした時に、己おのれの主君たる方から騎き士しの魂たましいとして与あたえられるのだ。それを金で売うり渡わたす事は、騎き士しとしての誇ほこりを売うり渡わたす事に等しい」

「剣けんはディアスフェルドの騎き士しにとって命に等しい物なので、いくら金を積つまれても売る事は出来ないとおっしゃっています」

　ランムスがそう伝えると、店の主人はガックリとうなだれた。

「駄だ目めか……」

　ランムスはそんな主人にはお構いなく、話を一番最初に戻もどす。

「それより、作って欲ほしい物があるんですけどいいですか。鐙あぶみって言って、馬に乗った時に足の裏を乗せて踏ふん張ばれるようにする物なんですが。あと、蹄てい鉄てつの予備も買っていこうと思うんで、ここに吊つるしてある奴やつをこの馬たちに合わせて直してください」

「ん？　ああ、分かった……」

　店の主人はランムスの通訳越ごしにルスタットの説明を聞きながら鐙あぶみを作り、蹄てい鉄てつも直した。

　なかなか腕うでの良よい職しよく人にんで、剣けんを売ってもらえずやる気が下がっていたにもかかわらず、小一時間ほどで作業は完かん了りよう。

　ランムスが金を払はらい、ルスタットと二人で町を出た。

　鍛か冶じ屋やの主人は、未練がましく二人が去った後を見つめた。

「本物のディアスフェルドの剣けん……！　欲ほしい……！　何としても……！」

　やがて、主人は意を決したような表情になると、店の奥おくへと引ひっ込こんでいった。




　ラタエスの町で鐙あぶみを手に入れると、ルスタットとランムスは再び川沿いの道を南下していった。

「やはり、慣れた鐙あぶみがある方が落ち着くな」

　ルスタットは機き嫌げん良さそうに、作りたての鐙あぶみに体重を掛かけて踏ふん張ばる。

「乗り心ごこ地ちは良く分からないですけど、それがあると馬に乗る時に楽そうですね。僕ぼくも自分用に作ろうかな……」

　ランムスもルスタットの鐙あぶみを見ながら少し羨うらやましそうに呟つぶやいた。

　やがて製鉄の町ラタエスの城じよう壁へきも遠ざかり、小さくなってきた頃ころ。

　不意に背後から馬の蹄ひづめの音が近付いてきた。

　振ふり向むくと、布を巻いて顔を隠かくした男たちが八人ほど、手に手に棍こん棒ぼうや槍やりや剣けんを持って追いかけてくる。その内の半分が、二人の前に回り込こんだ。

　ランムスは馬を止め、警けい戒かいした顔で目の前の男たちを睨にらむ。

「何です、あなたたちは？」

「何だっていい。無事に旅を続けたかったら持ち物全て置いていけ」

　問答無用といった様子の男たち。

　ルスタットがランムスに尋たずねた。

「どうしたランムス？」

　ランムスは額に汗あせを浮うかべる。

「ルスタット様！　追おい剝はぎです！」

「追おい剝はぎ？　分かった。私が相手をしよう」

　ルスタットは楽しげな笑えみを浮うかべると、進み出た。

　まるで怯ひるむ様子のないルスタットに啞あ然ぜんとするランムス。

　追おい剝はぎたちも意表を突つかれて戸と惑まどった。

「な、何だコイツ……」

「やる気か……？」

　ルスタットは迷うことなく馬の腹を蹴けり、目の前の追おい剝はぎたちに躍おどりかかった。

　一番近くにいた一人をすれ違ちがい様に胴どうを抱かかえて鞍くらから落とし、二人目が斬きりかかってくるのを見て自分も剣けんを抜ぬく。そのまま相手の剣けんを叩たたき折って手た綱づなを切り、馬をぶつけてこれまた落馬させる。

「うわっ！」

「ひいっ！」

　情けない声を上げて、石いし畳だたみの道に打ち付けられる追おい剝はぎたち。

　ルスタットは止まることなく、あっという間に目の前の四人を馬から落とした。

　それを見た後ろの仲間たちが、一いつ斉せいに襲おそいかかる。

「やっちまえ！」

　ルスタットは馬の向きを変えると、その全ての武器を叩たたき折って落馬させ、顔を覆おおっていた布を摑つかむと無理矢理剝はぎ取とった。

　その顔を見たランムスが、驚おどろいて声を上げる。

「あっ！　あなたはさっきの鍛か冶じ屋やの……！」

　それは紛れもなく、先程ラタエスの町で鎧よろいを買った鍛か冶じ屋やの主人だった。

　ルスタットも驚おどろいて、まじまじと鍛か冶じ屋やの顔を見つめる。

「これはどうした事だ。ランムス、問とい質ただせ」

　言われるまでもなく問とい詰つめるランムス。

「どういうつもりなんですか！　こんな追おい剝はぎの真ま似ね事ごとなんかして！」

　鍛か冶じ屋やの主人は青ざめ、地面にひれ伏ふした。

「申し訳ない！　どうしてもその方の剣けんが欲ほしくてたまらず、つい悪い心を起こしまして……！」

　ランムスはルスタットに伝える。

「ルスタット様の剣けんが欲ほしくて我が慢まん出来ず、襲おそったそうです」

「そうか。この剣けんを手に入れてどうするつもりだったのか尋たずねよ」

「剣けんを奪うばってどうするつもりだったんです？」

　ランムスが問うと、鍛か冶じ屋やの主人は平へい伏ふくしたまま答えた。

「自分の打つ剣けんが少しでもそれに近付けるよう、手本とするつもりでした」

「自分の作る剣けんのお手本にしたかったらしいです」

　ランムスが訳すと、ルスタットはうなずいた。

「なるほど。己おのれの仕事に向上心を持ち続ける事こそが職しよく人にんたる者の誇ほこりだ。その心意気は悪くない。それに、金では渡わたせぬと言ったのはこちらだ。ならば力で手に入れるより他は無かろう」

「え？」

　その言葉に思わずまじまじとルスタットの顔を見るランムス。

　ルスタットは続けた。

「しかし、それならばあの店頭にて堂々と一対一の決けつ闘とうを申もうし込こむべきだった。顔を隠かくし、徒党を組んで、数を頼たのみに奪うばおうとするのでは、折角の鍛か冶じ職しよく人にんの誇ほこりに泥どろを塗ぬってしまう事になる。以後、その事を良く弁わきまえて行動するよう気を付けよ。ランムス、訳せ」

　そう言ってランムスを促うながす。

　ランムスは信じられないといった顔をしてルスタットを見た。

「あの、ルスタット様、もしかしてこの者たちをこのまま許すおつもりで……？」

「この者たちは己おのれの剣けんを折られた上、落馬した際にしたたか腰こしを打ち付けた。それで充じゆう分ぶん罰ばつとなろう。この上更さらに鞭むち打うつのも余計な手間だ。ランムス、それより早く訳せ」

　そう言って急せかすルスタット。

　ランムスは仕方なくうなずいて鍛か冶じ屋やを見る。

「は、はい。ええと、ルスタット様が仰おつしやるには、技術の向上を願って何としてもディアスフェルドの剣けんを手に入れようとした気持ちは、職しよく人にんとして立派な心こころ掛がけであり、金では渡わたせないと言われたから戦って手に入れようとしたのも尤もつともな事だが、それなら店頭で堂々と一対一の決けつ闘とうを申もうし込こむべきで、顔を隠かくして徒党を組んで追おい剝はぎの真ま似ね事ごとをするようでは、折角の職しよく人にんの心意気を傷つける行こう為いであるから、以後そのような真ま似ねをしてはならないということです。また、あなたたちの剣けんが折られて財産に損失が出た上、馬から落ちて体を強く打たれたのだから、すでに充じゆう分ぶん罰ばつは受けたものとして、これ以上の処しよ罰ばつはしないおつもりだと仰おつしやっています」

　不服そうな顔で訳すランムス。

　鍛か冶じ屋やの主人は驚おどろいてルスタットを見上げる。

「えっ？　それでは、許して頂けるので……？」

「ルスタット様はそう仰おつしやっているようですが……」

　ランムスはそう言って、確かく認にんするようにルスタットを見た。

「彼かれらを許すって事でいいんですよね？」

　ルスタットはうなずく。

「構わぬ。ただし、一年後に再びあの店を訪おとずれる。その時、剣けんを鍛きたえる腕うで前まえが今よりも優すぐれていなければ、向上心ゆえの出来心というのはこの場限りの言いい逃のがれに過ぎぬと見なして首を刎はねる。そのつもりで、命いのち懸がけで精しよう進じんいたせ。ランムス、訳せ」

「ええと、この場は取りあえず許すと仰おつしやっています。その代わり、一年後にもう一度あなたの店を訪おとずれるので、その時に剣けんを作る腕うで前まえが今より上がっていなかった場合には、腕うでを上げたくて出来心を起こしたというのは噓うそだと見て、首を斬きり落とすと仰おつしやっています」

　ランムスはさっきよりも随ずい分ぶんと機き嫌げん良さそうに訳す。

　それを聞いた鍛か冶じ屋やの主人は竦すくみ上あがった。

「そ、そんな……！　しかし今以上の剣けんを作る方法など私には皆かい目もく見当が……」

「ルスタット様。彼かれは、今以上の剣けんを作る方法が分からないので、精しよう進じんしようがないと言っていますが」

　ランムスがそう伝えると、ルスタットは少し思案してから言った。

「剣けんを鍛きたえるのは聖地アボロアムの神官の役割故ゆえ、私にも助言は出来ぬ。だが、かつて位階一位の大神官ラウデュッフ殿どのは、己おのれの打った剣けんは、己おのれで研とぎ、己おのれの手で試ためさなければ、腕うで前まえの向上はないと仰おつしやられた。その言葉が、なにがしかの助けにはなろう」

「ルスタット様は、自分が作った剣けんは自分で研といで自分で試ためし切りをしなさいと仰おつしやっています。そうしなければ技術は上がらないと。参考にしてください」

　ランムスがそう伝えると、鍛か冶じ屋やの主人は深々と頭を下げた。

「有あり難がたきご助言、痛み入ります」

　ルスタットは満足そうにうなずくと、馬を進ませる。

「では先を急ごう」

「あっ。待って下さいよ」

　慌あわてて後を追いかけるランムス。

　そうしてルスタットとランムスは、川沿いの道を再び南下していった。

　鍛か冶じ屋やはいつまでも二人の背中に向かって頭を下げていた。




　運河に沿った石いし畳だたみの道を南に下くだり、日が暮れる頃ころに二人は宿場町に着いた。ランムスが役人に蛮ばん夷い皇こうディロークからの書状と手形を見せると、高級官かん吏り専用の宿しゆく泊はく所へ案内された。国の正式な使者である二人は、宿しゆく泊はく費も食費も全て免めん除じよされるのである。

　荷ほどきをして食事を済ませ、宿しゆく泊はく所備え付けの浴場で体を洗ってさっぱりしてから部屋に戻もどると、寝しん台だいに腰こしを下ろして二人はほっと一ひと息いき吐ついた。

「一日目から、なかなか面おも白しろい物が見れた。やはり旅は良よい」

　そう言って満足そうに寝しん台だいに寝ね転ころがるルスタット。

　ランムスが口を開く。

「ところでルスタット様。ディアスフェルドの騎き士しは、剣けんを売りに出す事は絶対にないんでしょうか」

「いきなりどうしたランムス？」

　体を起こして尋たずねるルスタット。

　ランムスは少し言いい淀よどむような様子でルスタットを見た。

「いえ、昼間、鍛か冶じ屋やの主人との会話でそう仰おつしやっていたので……。アルキランではディアスフェルドの剣けんはとても評判が高くて、ものすごい高値で取引されるので、将来ディアスフェルドと商あきないをするとしたら一番の目玉商品になると思ってたんですが……」

「そういう事か。だが、昼間も言ったように、剣けんとは騎き士しにとって己おのれの魂たましいにも等しい。しかもそれは、主君より授さずかった魂たましいだ。それを金で売り買いするという事は、己おのれの魂たましいを金で売うり渡わたし、主君への忠誠を金で売うり渡わたす事。それは騎き士しとして最も卑いやしく、醜みにくく、恥はずべき振ふる舞まいなのだ」

「はぁ……。でも、それで大金が手に入るなら、ちょっとくらい卑いやしかったり醜みにくい真ま似ねをしたっていいんじゃないですか？」

　ランムスが何気なくそう言うと、ルスタットは真面目な顔になって即そく答とうした。

「そうはいかない」

「何な故ぜです？」

「何な故ぜなら、ディアスフェルドの騎き士しにとって最も大切な規き範はんとは、美しさだからだ。騎き士したる者は己おのれが何かを行う時、常に『この行動は美しいか』と自分に問いかける。そして、美しいと思えば迷わず行う。反対に、醜みにくい行動だと思ったら、やらない。そのようにして、美しい行いをする騎き士しこそが立派な騎き士しと呼ばれるのだ」

「はぁ。ディアスフェルドの人は、お金は二の次なんですね。だから貧しいんだな……」

　ランムスはそう呟つぶやいてから、首を傾かしげる。

「でも、宝石の美しさなら見れば大体分かりますけど、行いが美しいかどうかなんて、どうやって判断するんですか？」

　ルスタットはそれを聞くと笑った。

「美しいものとは、いつまでも見続けていたくなるものの事だ。宝石の美しさも、建物の美しさも、景色の美しさも、乙女おとめの美しさも、全て同じ。行こう為いにおける美しさも同様だ。その行こう為いをなした後、何度でも思い出したくなるのなら、それは美しい行こう為いだ。思い出すたびに誇ほこらしく思えるなら、それは美しい行こう為いだ。そして最も美しい行こう為いはやがて、いつまでも語かたり継つがれる物語となり、人々の間で永遠となる。反対に醜みにくいとは、とても見ていられないもの、見続けるのが苦痛になるものの事だ。思い出すたびに恥はじ入いり、赤面し、罪悪感を覚え、後こう悔かいに悶もだえるような行こう為い、話に聞くだけで耳を塞ふさぎたくなるような振ふる舞まいは、全て醜みにくい行こう為いなのだ」

　それを聞いたランムスは、目から鱗うろこが落ちたような思いでルスタットを見つめた。宝石の美しさも行いの美しさも本質は同じだと語るルスタットの言葉は、ランムスにとっては初めて聞くもので、しかしとても分かりやすかった。

　ルスタットは続ける。

「醜みにくい事をすれば醜みにくい想おもい出でが心に溢あふれ、いつしか心そのものが醜みにくくなってしまう。だから我々はそれを避さけるよう常に心こころ掛がけ、美しいものだけで心を満たせるように努めるのだ。そうする内に、己おのれの振ふる舞まい一つ一つが自然と美しくなっていく。作られた振ふる舞まいではなく、自然な振ふる舞まいとして」

　そう語るルスタットを見ながら、ランムスは先日のマンロン神しん殿でん前での騒さわぎを思い出した。都の有力者トングラールとその一党を相手に、一歩も退かず敢かん然ぜんとして立ち回ったルスタットの姿。数にも権力にも怖おじず、たった一人で堂々と立ち向かってみせた勇気。圧あつ倒とう的てきな不利を物ともしない強さ。そして、命までは獲とらずに許す寛かん大だいさ。今日の事でもそうだ。八人もの相手をあっという間に蹴け散ちらす強さを見せ、鍛か冶じ屋やの主人が技術を磨みがきたかったという心情を思おもい遣やって許してやる優やさしさも見せた。あの時のルスタットの姿は、いつまでも見ていたかった。何度でも見てみたいと思った。

　……きっと、それが美しいという事なんだ。

　そう、思った。

　自分がルスタットの従者となったのは、ただ強さに憧あこがれただけじゃない。ルスタットの美しさに魅みせられたのだと、ランムスは今になって気付いた。

　……美しいルスタット様のお側に仕えて学んでいれば、その内僕ぼくもあんなふうに美しくなれるだろうか。

　そんな事を考えた。

　考えただけで、胸が高鳴った。

　ランムスはその晩、少年らしい新たな憧あこがれと昂こう揚よう感に胸を満たされ、なかなか眠ねむれなかった。










　第八章　巨きよ大だいな獅し子しと小さな勇気




　それから五日ほどが過ぎた。

　道沿いに流れていた大きな川はいつの間にかその流れを大きく変え、見み渡わたす限り景色は全てが畑。その隙すき間まを細々と用水路が走っている。

　ランムスが、馬上でふと振ふり返かえった。

「ルスタット様。少し寄り道をしてもよろしいですか？」

「寄り道？　どこへ行く？」

「実はこの先に僕ぼくの故郷の村があるんです。少し立ち寄って、親に顔を見せてきたいんです。それに、村に行けば採れたての新しん鮮せんな食べ物がたくさんあります。是ぜ非ひ、僕ぼくの村で採れた物をルスタット様にも味わって頂きたいと思って」

「そういう事なら、是ぜ非ひ立ち寄らせてもらおう」

　ルスタットもうなずき、二人して少し道を逸それると、ランムスの故郷の村へと馬を向かわせた。




　ランムスの生まれ故郷、モヨヌート村に入ると、中央の広場に立派な建物があるのが遠目に見えてきた。

「こんな村にも立派な建物があるのだな。あれは神しん殿でんか」

　ルスタットが尋たずねると、ランムスは首を横に振ふった。

「いえ、学校です」

「学校？」

「読み書きを習ったり、計算を習ったりする所です」

「アルキランでは、田舎いなかの農民ですら読み書きや計算を習うのか」

　ルスタットが驚おどろくと、ランムスは当たり前だという顔で答える。

「そりゃ、作物を売ったり農機具を買ったりするのに、ちゃんと帳面付けられないと困りますからね。だからどこの村でもお金を出し合って学校を作り、先生を雇やとうんです」

「ランムスもそこで学んだのか」

「ええ。僕ぼくは割と出来が良いいほうで、特に計算が得意だったもんですから、それを見た先生がユーパス親方を紹しよう介かいしてくれたんです。丁度その頃ころ、ユーパス親方は奉ほう公こう人にんを探してたので」

「なるほど。ディアスフェルドでは、まともに文字を読めるのは神官と一部の王おう侯こう貴族だけだ。これもアルキランが栄さかえている秘密なのだろうか」

　ルスタットは感心してうなずいた。

　その時、畑で作業をしていた村の男が顔を上げた。

「おや？　お前、ランムスじゃないか」

　気付いて声を掛かける。

「どうした、年末でもないのにこんなところに顔を出したりして。リュトポックの都でお偉えらい様に仕えてると聞いたが」

「そのお偉えらいディローク様の命令で、こちらのルスタット様の従者をしてるんです。今は使者としての旅の途と中ちゆうで、近くに来たから立ち寄ったんですよ」

「そうか。よりによってこんな時に帰ってくるとはなぁ」

　村の男はそう言って顔を曇くもらせた。

「何かあったんですか？」

　首を傾かしげるランムス。

「ま、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶさ。日が暮れる前に出発すれば、お前たちには関係ないよ」

　男は安心させるように笑うと、振ふり向むいて大声を上げた。

「おーいみんな！　ランムスが帰ってきたぞー！」

　それを聞いた村人たちが、わらわらと出で迎むかえに現れた。

「よく帰ってきたな！」

「都の話を聞かせてくれよ！」

「三さん皇こうのディローク様ってのはどんなお方なんだい？」

「ランムスにいちゃん、おみやげは？」

　口々に話しかける村人たち。都での役人試験に筆頭で合格し、三さん皇こうの下もとで働いているランムスは、まだ子供ながらこの村自じ慢まんの出しゆつ世せ頭がしらなのだ。

　ランムスはみんなの笑え顔がおに囲まれて家に向かいながら、最初の男の話に何となく不安を拭ぬぐえない気持ちで村の中を見回した。




　家に着くと、中で作業をしていたランムスの両親が出で迎むかえた。

「おやまあ、帰ってくるなら予あらかじめ手紙でも寄よ越こせばいいのに。何の準備もしてないよ」

　口では文句を言いながら、ランムスの母親はニコニコと嬉うれしそうな笑えみを浮うかべた。

「とにかく長旅で疲つかれてるだろう。入ってゆっくりくつろぎなさい。今食べるものを用意するから」

　そう言ってランムスとルスタットを中へ入れると、台所に立つ。

　やがて、二人の前に大量の料理が並んだ。

「大した物はないけど、量だけはあるからね。たっぷりお食べ」

　そこへ村人たちもランムスの話を聞こうと料理片手に集まってきて、そのまま二人の周りに腰こしを下ろす。

　気付けばいつの間にか村人総出の大宴えん会かいとなった。

「ところで、そちらの人はどなただい？　この辺りじゃ見かけない格好をしているが」

　父親がルスタットを見て尋たずねた。

　ランムスは胸を張りながら答える。

「こちらはディアスフェルドの騎き士し、ルスタット王子。ディローク様のご命令で、僕ぼくは今この人の従者をしてるんだ」

　母親が口を挟はさんだ。

「ディアスフェルドの騎き士し？　こないだまで戦争してたっていう？」

「そう。休戦協定が結ばれたんで、それが守られるよう監かん視しに来たんだ」

「ディアスフェルドの騎き士しってのは随ずい分ぶんと恐おそろしいと聞いたが、そんな人に仕えてて大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ母さん。ルスタット様ほど優やさしくて立派な人は、都の中でもディローク様くらいしかいないよ」

「そうなのかい？　ディアスフェルドは田舎いなかで野や蛮ばんだって聞いたけどねぇ」

「戦争相手の事は悪く言うもんさ。まあ、ルスタット様がどんなアルキラン人よりも強いってのは間ま違ちがいないけどね」

　得意気な顔をするランムス。

　すると、村人の一人が不ふ機き嫌げんそうな顔で言った。

「何だお前、アルキラン人の癖くせにディアスフェルドの肩かた持ちやがって」

　ランムスより七つ年上の、ガナイという名の若者。気の良いい少年で、ランムスが村にいた頃ころは、よく遊んでもらっていた。

　ランムスは、親しかったガナイの不ふ機き嫌げんそうな顔に慌あわてながらも言い返した。

「そっ、そんなんじゃないけど。でも、ルスタット様は本当に強いんだ。戦場じゃ不死身と呼ばれてて、宮きゆう殿でんの衛えい兵へいたち二十人と戦っても軽々蹴け散ちらしたって、ディローク様も……」

「何が不死身だ馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　本当に不死身なら、あの人食いライオンを退治してみろってんだ！」

　ガナイは、いきなり怒おこって立ち上がると、そのまま出て行ってしまった。

　何が何やら分からず、ポカンとするランムス。

「……人食いライオン？」

　父が、溜ため息いきを漏もらした。

「どこから来たのか知らないが、最近この村に現れてね。夜な夜な現れては人を襲おそって食っちまうんだ」

「宿場に駐ちゆう屯とんしてる衛えい兵へいには伝えたの？　何かあった時は守りに来てくれる決まりになってるはずだよ」

「知らせたけど、みんな殺されちまったよ。十人ばかり殺されて、その後は音おと沙さ汰た無しさ。何せ普ふ通つうのライオンじゃない。牛の頭ですら一ひと囓かじりで丸飲みにしちまうような怪かい物ぶつだ」

　そう言って首を振ふる父。

　最初に出会った村の男が付け足す。

「ガナイの嫁よめさんもやられちまったんだ……。それでふさぎ込こんでて……」

　そこへ、ずっと黙だまっていたルスタットがランムスに尋たずねた。

「なにやら深刻そうな顔をしているが、何かあったのか？」

「あ、いえ、実は……」

　ランムスは、人食いライオンの話を搔かい摘つまんで話した。

　それを聞いたルスタットは、力強くうなずくと、笑え顔がおを浮うかべた。

「なるほど。それでは私が退治するとしよう。ランムス。訳してくれ」

「ええっ？　ちょっと待って下さいルスタット様！」

　ランムスは思わず大声を上げた。

「我々は大事な使者のお役目の途と中ちゆうなんですよ！　食い殺されちゃったらどうするんです！」

「だが、我々はこのように宴うたげを開いてもらったのだ。その返礼はせねばなるまい」

「それを気にしてるんでしたら、ちゃんと代金を置いていきますから」

「物には物で返せばよい。だが、彼かれらがくれたのは食べ物だけではない。この料理を作る間、我らの事を思い、我らのために時間を割さき、体を動かしてくれたのだ。ならばこちらも彼かれらを思い、彼かれらのために自分の時間を割さき、この腕うでと剣けんで返さねばなるまい」

「でしたら手間賃も上乗せして払はらいますよ！」

「金を山と積つみ上げたところで、そのライオンが消えるわけではあるまい。それに、金は物と交こう換かん出来るかもしれぬが、気持ちとは交こう換かん出来ぬ。気持ちには気持ち、行動には行動で応えねばならぬのだ。そうであろう？」

「分かりました……」

　絶対に譲ゆずる気配のないルスタットに、ランムスは根負けしてうなずいた。

　そして、両親に伝える。

「ルスタット様が、そのライオンを退治しようって言ってるんだけど……」

「本当かい？　本当に退治してくれるのかい？」

　母親がびっくりした顔をしてルスタットを見た。

　取り囲んでいた村人たちも、ざわざわとざわめきだした。

「どうしたんだ？」

「ディアスフェルドの騎き士しが、ライオンを退治してくれるんだと」

「本当か？　そりゃありがてえなあ」

「けど、一人で退治出来るのか？　街かい道どうの守備隊を呼んでも駄だ目めだったんだぞ」

「そりゃ分からんが、異国の人間だからな。俺おれらの常識じゃ計れん事もあるかもしれん」

「とにかく、やってくれるってんならそんな有あり難がたい話はないさ」

　ヒソヒソ声で囁ささやきあうと、ルスタットを拝む両親や村人たち。

「是ぜ非ひともお願いします！」

「何なに卒とぞ村をお救い下さい！」

　……ああ、これでもう後には引けなくなっちゃった。

　ランムスは、青い顔をしながら村人たちを見た。

　その隣となりでルスタットは、涼すずしい顔で料理を平らげていた。




　そして夜。

「ルスタット様ぁ。本当にやるんですかぁ……？」

　ランムスは篝かがり火びの用意をしながら、震ふるえて情けない声を出した。

「やらない理由が何かあるのか？」

　剣けんを抜ぬいて刀身を確かめながら聞き返すルスタット。

「だって、相手は巨きよ大だいな人食いライオンですよ？　食べられちゃったら使者のお役目が果たせなくなるじゃないですか」

「だからといって、そなたの故郷であるこの村の窮きゆう状じようを見捨てて去るのか？　幼おさな馴な染じみの妻の仇かたきを討うってやろうとは思わないのか？」

「そりゃ、思わなくはないですけど……」

「ここで逃にげる事は、美しい行動とは呼べぬ」

「だけど、美しさにこだわって死んだら馬ば鹿かみたいじゃないですか」

　ランムスが泣き言を言うと、ルスタットはおかしそうに笑った。

「そなたはまた妙みような事を言う。何な故ぜ美しく戦って死ぬ事が馬ば鹿かなのだ？」

　ランムスは、何が可お笑かしいのかとほっぺたを膨ふくらませる。

「だって、死んじゃうんですよ？　死んだら元も子もないじゃないですか」

「という事は、そなたにとって、死なぬ事こそが至上の価値なのか？」

「え？」

　唐とう突とつな問いに、思わず聞き返すランムス。

　ルスタットは刃はを研とぎながら、静かに諭さとす。

「生きる事それ自体を至上とするのであれば、死ぬような真ま似ねは確かに愚ぐの骨頂だ。だが、人は年老いればいつか必ず死ぬ。死なぬために生きる事をどれだけ目指そうとも、それはいつか破れてしまう虚むなしい願いでしかない。だが、美しく生きる事はそうではない。己おのれの心こころ掛がけ一つで、いつでも容易たやすく実現出来るのだ。決して叶かなわぬと分かっている願いを虚むなしく抱いだき続ける事と、確実に叶かなえられる願いを叶かなえて生きていく事と、どちらが賢かしこい生き方だろうか」

「いや、そりゃ人はいつか死ぬかも知れませんけど、出来るだけ長生きしたいじゃないですか！　今すぐ死ぬのと五十年後に死ぬのとじゃ大違ちがいですよ！」

　ランムスは思わず大声で反はん論ろんする。

　だがルスタットは相変わらず平然とした顔で、研とぎ終えた剣けんを鞘さやに納めた。

「そうか。それがアルキラン流の考え方というものなのかもしれぬ。だが、私はディアスフェルドの騎き士しだ。騎き士しの命は、美しく生きるためにこそある。そして今為なすべき最も美しい行いは、村人のために戦う事だ。それなのに村人を見捨てて逃にげるようなみっともない行動を選ぶとしたら、生きる目的と正反対の方向に進む事になる。私にとっては、それこそが愚ぐの骨頂なのだ」

　その時、どこからともなく低い唸うなり声がした。暗くら闇やみの中、松明たいまつの明かりを反射して、大きな目が二つ光る。

「……っ！」

　ギョッと青ざめてその場に凍こおり付つくランムス。

　ルスタットも気付いて、納めたばかりの剣けんを抜ぬいた。

「来たようだな」

　楽しそうに笑えみを浮うかべると、構えるルスタット。

「ランムス！　そなたは隠かくれていろ！」

　一言そう言い置いて、ルスタットはライオンに向かっていく。

　ランムスは慌あわてて少し離はなれた小屋に隠かくれ、隙すき間まからこっそり外を覗のぞき見た。

　……でかい！

　篝かがり火びに照らされて姿を現したライオンを見て、ランムスは腰こしが抜ぬけそうになった。

　都の闘とう技ぎ場で見るライオンの背の高さは、精々で大人の胸の辺りまで。それなのに、この巨きよ大だいライオンときたら、ルスタットの頭よりも更さらに高い。ルスタットがまるで子供に見える。どう考えてもこんなの勝ち目がない。

　……どうしよう。

　ハラハラしながら、凍こおり付ついたようにじっと凝ぎよう視しするランムス。

　ルスタットとライオンはしばし睨にらみ合あいながら間合いを計っていたが、やがてライオンが雷かみなりのような咆ほう哮こうと共に飛とび掛かかった。その凄すさまじい声に、小屋に隠かくれて見ているランムスの方が竦すくみ上あがる。

　だがルスタットは一歩も退かない。それどころか前に踏ふみ込こみ、真まっ直すぐライオンに斬きり付つけた。

　しかしその剣けんは前足に少々傷を付けただけ。ライオンの突とつ進しんは止められず、体当たりを受けて吹ふっ飛とぶ。

「ぐ……っ！」

　低く呻うめいて地面を転がるルスタット。

「刃は筋すじが乱されたか。一気に全身を両断出来れば良かったのだが。さすがにレオームのようにはいかぬな」

　ルスタットは軽く冷ひや汗あせを浮うかべ、苦く笑しようしながら起き上がった。不死身の体のお陰かげで傷一つないが、巨きよ体たいにぶつかられた衝しよう撃げきは内臓まで響ひびいて、足元が軽くふらついた。

「それにしても恐おそるべき力だ。ハイアッドのフォーンデリック王を思い出す」

　過去に祭りの余よ興きようの模も擬ぎ戦で、三十人力のフォーンデリック王と手合わせした時の事を思い出すルスタット。あの時のフォーンデリック王と比べても遜そん色しよくない程ほど、このライオンは強く恐おそろしい。

　ライオンは、休む暇ひまも与あたえず襲おそいかかってくる。ルスタットは今度は吹ふっ飛とばされぬよう、横に躱かわしながら斬きり付つけた。

「ぬん！」

　気合いと共に振ふり下ろされた剣けんが、ライオンの皮ひ膚ふを切きり裂さいた。傷口から鮮せん血けつが噴ふき出だす。しかし、巨きよ大だいライオンにとってみれば、こんな物はかすり傷。着地と同時にすかさず反転して更さらに襲おそいかかる。

　ルスタットは再び横に跳とんで、間かん一いつ髪ぱつでライオンの爪つめを躱かわしながらもう一度斬きり付つけた。

　再びライオンの体からは血が飛び散るが、しかしやはりそんな事は意に介かいさず反転してルスタットに飛とび掛かかる。

　それを更さらに避よけながら斬きり付つけるルスタット。

　そんな応おう酬しゆうが、しばらく続いた。何度も斬きり付つけながら、三回に一回はルスタットも吹ふっ飛とばされる。

　やがて、さすがのルスタットといえども、段々息が上がってきた。

　巨きよ大だいライオンは体中切り傷だらけになりながら、まるで力は衰おとろえない。

「これだけ斬きり付つけても死なぬとは、見事な生命力だ。そしてこの力の強さ。獰どう猛もうさ。何と素す晴ばらしい獣けものだろう。兵士十人ばかりでは、たちどころに食い殺されてしまったのも当然か」

　ルスタットは、血ち塗まみれになりながらなおも闘とう争そう心を失わないライオンを眺ながめて、思わず感かん嘆たんした。

　ライオンが低く唸うなった。そして、またしても飛とび掛かかる。

　ルスタットは同じように横に躱かわそうとした。だがその時、足が滑すべった。

「むっ!?」

　流れ落ちたライオンの血によって、地面がぬかるんでいたのだ。

　ハッとするルスタット。ライオンは姿勢を崩くずしたルスタットに真正面から襲おそいかかった。そのまま前足で地面に組くみ伏ふせる。

「しまった！」

　すかさず首に食らい付くライオン。不死身の体のお陰かげで牙きばは通らないが、首が絞しめ付けられて呼吸が出来なくなる。

「こやつめ……！」

　ルスタットは必死で押おし返かえそうとするが、怪かい物ぶつライオンはびくともしない。

「ルスタット様……！」

　ずっと物もの陰かげから見ていたランムスは、組くみ伏ふせられたルスタットを見てハラハラしながらギュッと手を握にぎった。

「ど、どうしよう……！　いくらルスタット様でも、このままじゃ……！」

　その脳のう裏りに、不意にルスタットの言葉が甦よみがえった。

　──美しいものとは、いつまでも見続けていたくなるものの事だ。

　──ここで逃にげる事は、美しい行動とは呼べぬ。

　──美しく生きる事は、己おのれの心こころ掛がけ一つで、いつでも容易たやすく実現出来るのだ。

　心臓が、ドクンと鳴った。

　……ライオンを相手に一歩も退かずに堂々と戦うルスタット様は、確かにいつまでも見ていたい美しさだ。それに引ひき替かえこの僕ぼくはどうだ。戦う前から逃にげる事ばかり考えて、今もこうして物もの陰かげに隠かくれて震ふるえているばかり。こんな情けない自分を思い出して、誇ほこりに思えるのか？　思い出すたびに恥はずかしくなるんじゃないのか？　これこそまさに、醜みにくい行いそのものじゃないか……！

　そう思った。

　ランムスの胸の内に、これまで感じた事のなかった熱い何かが込こみ上あげてきた。

　いても立ってもいられなくなった。

　小屋にあった農作業用の大きなフォークを両手に握にぎる。

　……飛び出して、立ち向かうんだ！　今度は僕ぼくが相手だって、堂々と名乗りを上げて戦うんだ！　ルスタット様を助けるために！　父さんや母さんや村のみんなを助けるために！

　ランムスは、意を決して小屋を飛び出した。

「人食いライオンめ！　今度は僕ぼくが相手だ！」

　フォークをしっかり握にぎりしめ、ライオンに向かって叫さけぶ。

[image: ]

　ライオンが気付いて顔を上げた。そして、ランムスを見て一声吼ほえる。雷かみなりのような怒ど号ごうが空気を震ふるわせた。

　その途と端たん。

「うっひゃああああああああああああああああぁあぁぁぁぁあああぁあぁぁぁぁぁっ！」

　ランムスは情けない悲鳴を上げ、這ほう々ほうの体ていで一目散に小屋へ逃にげ戻もどった。

「うああ！　何やってんだ！　落ち着け！　僕ぼくはディアスフェルド人じゃなくてアルキラン人！　美しい生き方なんかより、死なない方が大事だっての！　あんな化け物と戦えるわけないだろ！　無理無理無理！　常識的に考えて！」

　真っ青になって腰こしを抜ぬかし、その場にへたり込こむ。そして、上着を頭からひっかぶって縮ちぢこまった。最も早はや外の様子を窺うかがう余よ裕ゆうさえない。

　しかし、このランムスの行動でライオンの牙きばが一いつ瞬しゆんルスタットの首から外れた。

　ルスタットはその隙すきを逃のがさなかった。

　逆手に持もち替かえた剣けんを、素す早ばやくライオンの首に突つき刺さす。そして、柄つかまで押おし込こむと同時に、その反動でライオンの下から抜ぬけ出だした。

　激はげしく吠ほえるライオン。首を剣けんで貫つらぬかれてもなお、息絶える様子がない。

　ルスタットは素す早ばやく立ち上がると、ライオンの首を足の裏で押おして剣けんを引ひき抜ぬき、すかさず振ふり下ろした。

　鋭するどい一いち撃げきが決まった。バツンと肉の弾はじける音がして、ライオンの太い首が胴どうから離はなれて落ちる。激しく噴ふき出だす血が、地面の上に大きな血溜だまりを作った。

　凄すさまじい生命力を誇ほこった巨きよ大だいライオンも、首を切きり離はなされてはさすがにもう動かない。

「ふぅ……」

　ルスタットは剣けんを拭ぬぐって鞘さやに納めると、体中に浴びた返り血を拭ふき取とりながら、小屋に向かって声を掛かける。

「ランムス。もう、出てきても良いぞ」

　それを聞いて、恐おそる恐おそる小屋から這はい出だすランムス。

「まさか……倒たおしたんですか……？」

「ああ、やっとの事でな」

　そう言って、首を斬きられたライオンの死体を指さすルスタット。

　ランムスは、まだ震ふるえて足に力が入らないまま、何とか小屋の外に出ると、ライオンの死体を眺ながめた。

「ひぇ～……。改めて見ても、やっぱりでっかいですね。絶対に普ふ通つうのライオンじゃないですよ。化け物ですよこれ」

　そう言ってルスタットにしがみつくランムス。死んだ姿を見てもまだ恐おそろしい。

「何にせよ、これでもうこの村の人々が悩なやまされる事はないはずだ」

　ルスタットはそう言うと、踵きびすを返かえした。

「それでは先を急ぐか。使者の役目があるのに、余計な時間を使ってしまったからな」

「えっ？　倒たおした事も知らせないで出発しちゃうんですか？」

　ランムスは驚おどろいてルスタットの背中を見る。

　ルスタットは足を止めず、馬を繫つないだ縄なわを解きながら答えた。

「構わぬ。その死体を見れば、倒たおした事は伝わろう。それにこの夜中だ。眠ねむっているのを起こすのも忍しのびない」

　そう言って馬に跨またがるルスタット。

　……つくづく、変わった人だなぁ。

　ランムスは、胸の内で呟つぶやいた。一文の得にもならないのに、命いのち懸がけでライオン退治を引き受けて、倒たおした後もそれを自じ慢まんしたり村人から称しよう賛さんされたりなんてしようとは微み塵じんも考えずにさっさと出て行ってしまう。ランムスの目から見れば、単なる骨折り損。馬ば鹿かみたいだ。

　でも、それなのに。

　……格好良かった。

　ランムスは、そう思った。そう思わずにはいられなかった。

　巨きよ大だいなライオンに怯ひるまず立ち向かう背中、互ご角かくに立ち回る強さ、組くみ伏ふせられても諦あきらめない姿勢、そして一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさない見事な逆転劇。それに加えて、村人に何も言わずに立ち去る姿。どれをとっても、最高に格好良かった。いつまでも、何度でも、見ていたい姿だった。

　……やっぱりこの人は、美しい人なんだ。

　馬に跨またがってルスタットの後に続きながら、ランムスはしみじみと思った。

　その時ルスタットが不意に尋たずねた。

「ランムスよ。小屋に隠かくれていろと言ったのに、一度出て来たであろう？」

「えっ？　あっ、はい！」

　ランムスは我に返ると慌あわてて返事をする。

「何な故ぜだ？」

　微び笑しようしながら尋たずねるルスタット。その声の響ひびきがとても優やさしく、楽しそうだったので、ランムスは少し照れながらも正直に答えた。

「……実は、ルスタット様の言葉を思い出して。ここで何もしないで震ふるえてるのは美しくないって思って……」

　そして、顔を上げるときっぱりと言う。

「でも、やっぱり無理ですよ！　あんな怪かい物ぶつ相手に立ち向かうなんて！　あんな怖こわい思いをするくらいなら、僕ぼくは美しく生きるなんて遠えん慮りよしときます！　もう一生醜みにくいまんまでいようって心に決めました！」

　今いま更さらながらぶるぶると体を震ふるわせて、真っ青になるランムス。

　ルスタットはそんなランムスを見ながら、愉ゆ快かいそうに笑った。

「そなたのその様子、余よ程ほど怖こわかったと見えるな」

「そりゃそうですよ！　あんな化け物を見て平気なルスタット様が、どっかおかしいんです！」

　ランムスはムキになって言い返す。

　しかしルスタットは、そこで優やさしく微ほほ笑えんだ。

「だがそなたは、それほどまでに大きな恐きよう怖ふを、一いつ瞬しゆんとはいえ乗のり越こえた。何かのために恐きよう怖ふを乗のり越こえる事。それを勇気と呼ぶ。そして勇気を示す事こそは、最も美しい行いの一つなのだ。ランムス。私を助けようと飛び出してくれたそなたは、間ま違ちがいなく美しかったのだよ」

　ランムスはその言葉に、ハッとしたようにルスタットを見つめた。

　ルスタットはランムスの目を見つめ返す。

「そなたが出てきてくれたから、私は勝てたのだ。感かん謝しやするぞ、ランムス」

　ランムスは、思わず馬の上で固まった。そして、まじまじとルスタットを見つめる。

　ルスタットから、感かん謝しやされた。

　どう足あ搔がいても手が届きそうにない、この美しい英えい雄ゆうから、感かん謝しやの言葉をもらった。

　それは少年の心に、かつてない感動と喜びと、そして誇ほこりを与あたえた。

　多分本当は自分なんかが出て行かなくても、ルスタットなら最後には勝っていただろう。怯おびえて情けない姿を晒さらした自分を励はげますために言ってくれているだけなんだろう。ランムスはそう思いつつ、それでもなお、胸の底から湧わき上あがる嬉うれしさを抑おさえきれなかった。

　喜びと興こう奮ふんで頰ほおを上気させながら、照てれ隠かくしのように頭を搔かくランムス。

「でもまあ、あの一いつ瞬しゆんだけじゃ駄だ目めですけどね」

「どんな大木であろうと、最初は小さな若芽に過ぎぬ。何年もかけて大きく育っていくのだ。そなたの勇気も、少しずつ成長させていけばよい」

　ルスタットはそう言って前を向いた。

　ランムスは、その背中に向かって力強く頷うなずいた。

　月の照らす夜道を、生まれた国も立場も違ちがう二人の主従は、誇ほこり高たかく静かに進んでいった。










　第九章　ロドルーブ砦とりでのドゥルゴウ




　ランムスの生まれ故郷の村で巨きよ大だいライオン退治を終えてから、更さらに五日ほど進んだ所で、二人は関所を守る砦とりでロドルーブに到とう着ちやくした。

　ここはアルキラン本国の領土と東の属州の境目。そして、アルキラン最大の港町である。

　リュトポックの都にも匹ひつ敵てきするような巨きよ大だいな壁かべに覆おおわれた町の中は、都にも負けぬほど大勢の人でごった返している。港に入る船の積つみ荷を上げ下ろしするための大勢の人足。船団の乗員のための宿屋に酒場に娼しよう館かん。そしてそれら大勢の町の人々を相手にする食しよく料りよう品の市場、日用品の市場、さらに商船団を相手にした高級品の布や金銀細工や宝石、調度品などを扱あつかう市場など。その熱気と活かつ況きようたるや、まるで世界中の人と物が全てここに集められたかのようである。

「これはまた、もの凄すごい賑にぎわいだな」

　ルスタットは、ごった返す人混みを眺ながめながら、感心したように呟つぶやいた。

「アルキランでも最大の港町ですから」

　ランムスがそう言って、海に注ぐ大きな河を指さす。

「あの河が、リュトポックの都の脇わきを通っていた運河です。この港に運はこび込こまれた品は、あの河を通ってリュトポックへと運ばれるんです」

「そうなのか。ならば、最初からあの河を船で下れば良かったな」

「それも一つの手段ですけど、河が曲がりくねっていてもの凄すごく遠回りになるので、陸路の方が早いですよ。商人たちは陸路じゃとても運べない量の品を扱うので、やむなく船を使うんです」

　そう説明する間にも、帆ほを掲かかげた商船がいくつも連なって川を遡そ上じようしていく。

　ランムスは、前方にある石造りの大きな建物を指さした。

「あそこが関所です。ここには港の関所と陸路の関所の両方があって、その両方をこの町の太守ドゥルゴウ様が管理しています。黎れい民みん皇こうタリアタシップ様の従い兄と弟こで、この辺りではとても権勢を振ふるっている方です」

「ほう。アルキランではどんなに偉えらい地位の者も民たみの選挙で選ばれると聞いたが、やはりこれだけの町を治める者は、有力者の親族になるのだな」

「まあ、やっぱりみんなに知られてないと票は集まりませんからね。三さん皇こうとなると知名度が違ちがいますし、それが親族として後こう援えんすればそりゃ強いですよ」

　ランムスはそう言ってから、やや口ごもった。

「ただ、ドゥルゴウ様は治安維い持じの実力は確かなんですが、ちょっと悪い噂うわさもあって……」

「悪い噂うわさ？」

「えっと……。関所を通過する時には関税を支し払はらう必要があるんですが、それを規定より多く取って私腹を肥やしていると……」

「ほう？」

「関税は原則として、運んでいる荷の十分の一と決められています。また、砦とりでの中での売買にも、十分の一の税がかけられます。旅人自身のための食料や自分で着るための衣服、自分が乗るための馬など、売買の対象でないものには関税はかかりません。これはアルキラン領内では共通の通行税で、この収入で関所を維い持じし、町と近きん隣りんの交通の安全を確保する兵を養っているんですが……」

　そこへ、城じよう塞さいの衛えい兵へいたちがやってきた。

　ルスタットとランムスを取り囲む。

「そこの者！　アルキランの人間ではないな！」

「属州民でもないな！　見かけぬ格好だ！　どこから来た！」

「こちらへ来い！」

　口々にそう言って、ルスタットを捕つかまえようとする。

　ランムスが慌あわててディロークから預かってきた通行手形を取り出した。

「私たちは蛮ばん夷い皇こうディローク様のご命令により、ノーザミアへ向かう使者です！　怪あやしい者ではありません！　私たちには関所を無検査で通る権利と、道中の食料と路銀をここロドルーブの太守ドゥルゴウ様に要求する権利があります！」

　しかし国境の警けい備びを任されている衛えい兵へいは警けい戒かい心が強く、気も荒あらい。

「お前のような子供と辺境の蛮ばん民みんがディローク様の使者だと？　笑わせるな！　その手形はどこで盗ぬすんだ！」

　そう言って、乱暴にランムスに摑つかみかかった。

「止よせ」

　すかさずルスタットが割わり込こんで、衛えい兵へいの腕うでをねじり上げる。

「貴様！　邪じや魔まをするか！」

　別の衛えい兵へいがルスタットに槍やりの穂ほ先さきを向けた。

　ルスタットは摑つかんでいた衛えい兵へいの腕うでを放すと、槍やりの穂ほ先さきを平然と摑つかんでグイッと引く。

　姿勢を崩くずしてつんのめる衛えい兵へい。

「貴様！」

「逆らう気か！」

　他の衛えい兵へいたちも一いつ斉せいに身構えた。

「ほほう。やる気か」

　ルスタットも、奪うばい取とった槍やりを構える。

　それを見たランムスが慌あわてて止めた。

「いけませんルスタット様！　彼かれらはこの砦とりでの正式な衛えい兵へい！　刃はを向ければアルキラン全体に逆らう事となります！」

「それがどうしたというのだ？　私はアルキランを敵てきに回して戦ったディアスフェルドの騎き士し。そして今も、アルキランが協定を破らぬよう見張るためにこの国へ来ているのだぞ。アルキランに逆らう事を恐おそれる謂いわれは何もない」

　ルスタットは涼すずしい顔で言ってのけると、今にも衛えい兵へいたちに襲おそいかかろうとする。

　ランムスは必死で懇こん願がんした。

「それはそうですが、堪こらえて下さい！　太守ドゥルゴウ様の下もとへ行けば、この手形が本物である事も我々が本当の使者である事も分かるはず！　誤ご解かいは解けます！」

　ルスタットは、ランムスの顔を見て少し考える。

「……まあ、良よいだろう。ここはそなたに任せよう」

　ランムスに免めんじて構えを解くルスタット。

　衛えい兵へいたちはルスタットが大人しくなったのを見て、途と端たんに勢いづく。

「最初からそうやって大人しくしてればいいんだ！」

「手間をかけさせやがって！」

　槍やりの先で突ついたり石突づきで小こ突づいたりする衛えい兵へいたち。

　ルスタットはジロリと衛えい兵へいたちを睨にらむが、手は出さない。

　そしてルスタットとランムスは衛えい兵へいたちに腕うでを摑つかまれ、後ろ手に手て荒あらく縛しばり上あげられて、太守ドゥルゴウの下へと連れて行かれた。




　関所の中の豪ごう華かな部屋。金銀で飾かざられ絹を張った椅い子すに腰こし掛かけた太守ドゥルゴウは、ランムスの持っていた通行手形に目を通してうなずいた。黎れい民みん皇こうタリアタシップの親族らしく、その体はぽっちゃりとよく肥えている。

「なるほど、確かに本物だ。手て荒あらな真ま似ねをして申し訳ない」

　手形を確かく認にんし終えると、そう謝あやまって、衛えい兵へいに命じる。

「二人の縄なわを解け」

「はっ」

　大人しくルスタットとランムスの拘こう束そくを解く衛えい兵へい。

　ホッと安あん堵どするランムス。

　だがそこで太守ドゥルゴウは、黎れい民みん皇こうタリアタシップとは似ても似つかぬ陰いん険けんそうな目つきになると、ジロリとランムスを見た。

「だが、たとえ蛮ばん夷い皇こうディローク様の使者であっても、関税に関して例外はない。最近は使者の権限を利用して物を運び商あきないをするような、不正な真ま似ねをする役人が後を絶たないのでな。この砦とりででは、使者であろうと何であろうと一いつ切さいの例外なく、十分の一の関税を取る事になっているのだ。当然それは払はらってもらうぞ」

　それを聞いたランムスは驚おどろいた。

「そんな話、聞いてませんよ！」

「それは聞いていない方が悪い。アルキラン国民にはアルキランの法を守る義務があり、法を知らずに法を犯おかせば二重に罰ばつせられる事は知っているだろう」

「それはそうですが、しかしそんな法が発布されたのなら、ディローク様だって事前にそう仰おつしやるはずです！」

「この砦とりでだけの法だ。ディローク様はご存じないだろう」

　そう言って鼻で笑うと、真っ白い陶とう器きのカップを悠ゆう然ぜんと口に運ぶ太守ドゥルゴウ。

　思わずランムスは大声を上げた。

「じゃあ、そんなの違い法ほうじゃないですか！　この通行手形にも、使者は無検査で通すよう書いてあります！」

　だがドゥルゴウは動じない。

「そう。無検査だ。無課税ではない。君きみたちの荷物を検査する事はしないが、税は取る。何ら矛む盾じゆんはあるまい？」

「検査せずにどうやって十分の一だと分かるんですか！」

　ランムスが問とい詰つめると、太守ドゥルゴウは鷹おう揚ように両手を広げた。

「まあ、多少取りすぎる事はあるだろう。だが検査をしないと法で決まっているのだから仕方がない。それに、この税は砦とりでを守る衛えい兵へいたちを養うための大事な資金となるのだ。ここを通る者は皆みなそれを承知して、快く税を払はらっている。多めに取る分には、誰だれも困らぬ」

　まるで、公益のためにやむなくやっているかのような口くち振ぶりで、ニヤリと笑う。

　……こりゃ、埒らちが明かないな。

　ランムスは諦あきらめた。相手が弱いと見るや理り不ふ尽じんな事を吹ふっかけるお偉えらいさんというのは、どんなところにもいるものだ。だが、こんなところで足止めを喰くらって、使者の務めが果たせなくなっては元も子もない。こんな奴やつの言いなりになるのは悔くやしいが、任務を終えて帰ってから、ディロークに訴うつたえて裁いてもらうしかない。

「……分かりました。じゃあ、関税として荷物の十分の一。僕ぼくたちの持ち物は私服や旅の途と中ちゆうの食料を除けば、この路銀だけですからね。どうぞ。お納め下さい」

　ランムスは、所持金から十分の一を数えて乱暴に突つき出だした。

　太守ドゥルゴウはそれを懐ふところに収める。

「それじゃ、通らせてもらいますね」

　そう言って出て行こうとするランムス。

　だが、太守ドゥルゴウはそれを引き留めた。

「ちょっと待った。まだ路銀の十分の一しかもらっておらぬ」

「はい？　どういう事です？　僕ぼくらの荷物っていったらこれだけですよ」

　怪け訝げんそうにドゥルゴウを見るランムス。

　ドゥルゴウはニヤリと笑った。

「今着ているその服の分があるだろう？」

「これは見ての通り、僕ぼくたちが自分で着るためのものです！　積つみ荷の類たぐいじゃない！」

　ランムスは思わずカッとなって怒ど鳴なった。

　太守ドゥルゴウは、あくまでも落おち着つき払はらった声で白々しく言う。

「積つみ荷であろうとなかろうと、この砦とりでで新たに売り買いしたものには全て関税がかかるのだ」

「何を言ってるんです？　これはリュトポックの都を出る時からずっと着てきた服ですよ！」

「それを証明する物はあるか？　なければこのドゥルゴウの砦とりでで購こう入にゆうした物である可能性を考えて、税を取る必要がある。ここの太守として、税の取りこぼしは許されん」

「そんな無茶な……！」

　ランムスは絶句した。この時代、豊かなアルキランにおいても布は非常に高価なもので、ランムスが着ている服一着分で、庶しよ民みんが半年は暮らせるだけの金になった。その十分の一というのだから、金額も相当である。

　太守ドゥルゴウは、ルスタットにも目を向ける。

「それからそっちの男の剣けんもだ」

「これはディアスフェルドの剣けんです！　ここで買ったものじゃない！」

「さあ、それはどうだろうな。ディアスフェルドの剣けんは先の戦いくさの戦利品としてアルキランに持もち込こまれ、高い価格で取引されている。この港町でも、買い求めようとする者は多い。買おうとする者がいるならば、売っている者もいるという事だ。その剣けんは、見たところ細工は地味だが、それでもディアスフェルドの剣けんであるなら金貨十枚には充じゆう分ぶん値あたいする」

　ニヤニヤと笑う太守ドゥルゴウ。

　……この男！

　ランムスは歯は軋ぎしりした。

　こうやって難なん癖くせを付けてどんどん課税していき、身ぐるみ剝はぐのがコイツのやり方なのだ。その上ドゥルゴウは黎れい民みん皇こうタリアタシップの親族。普ふ通つうの商人や旅人では、中央へ訴うつたえ出ても揉もみ消けされる恐おそれがある。しかも帰りは再びこの砦とりでを通らねばならない。中央へ訴うつたえた事がドゥルゴウに知られたら、帰りにどんな目に遭あわされるか分かったものではない。だから誰だれもこの所業を訴うつたえ出ず、ドゥルゴウは今日までのうのうとこんな不正三ざん昧まいに耽ふけっていられるのだ。

　太守ドゥルゴウの嫌いやらしい笑えみを、怒いかりの眼まな差ざしで睨にらむランムス。

　その時、ルスタットが尋たずねた。

「どうした？　随ずい分ぶんと揉もめているようだが」

　ランムスは太守ドゥルゴウを睨にらみ付つけたまま、事情を説明した。

「ルスタット様。太守様は、所持金だけでなく、僕ぼくたちの着ている服や、ルスタット様の剣けんの分まで、税を払はらえと言うのです」

「何な故ぜだ？　これらは積つみ荷ではないぞ？」

「ここで買ったものじゃないという証しよう拠こがないからと……。この砦とりでの市で売買した物には市としての税がかかりますから、それを払はらえと言うんです。こうやって旅人に言いがかりを付けて、身ぐるみ剝はいでしまうのがこの太守のやり方なんですよ！」

「なるほど、そういう事か」

　ルスタットは得心したように笑うと太守ドゥルゴウに向き直り、言い放った。

「いいだろう。それではこの砦とりでで買ったものやもらったもの、全てそなたに払はらうとしよう。十分の一などと言わず、全てだ。それでどうだ？　ランムス、訳せ」

　ランムスは驚おどろいてルスタットの顔を見た。

「ええっ？　ちょ、ちょっと、どういう事ですルスタット様！　この砦とりでで売り買いしたものなんて一つも……」

「訳せ、ランムス！」

「はいっ！」

　ルスタットに一いつ喝かつされたランムスは縮み上がり、太守ドゥルゴウに慌あわてて伝える。

「ルスタット様は、この砦とりでで買ったもの、もらったものは、全て太守様にお払はらいしようと仰おつしやっています。十分の一と言わず、全てを、と。それで構わないか確かく認にんを取れと、そう仰おつしやってます」

「ほう。それは殊しゆ勝しような心こころ掛がけだ。さすがディローク様の使者を任されるだけあるな。良いいだろう。では、全て払はらってもらおう」

　太守ドゥルゴウはそう言って舌なめずりをした。

　ランムスはその様子を不快そうに眺ながめながら、ルスタットに報告する。

「ルスタット様。ドゥルゴウ様は異存無しとの事です」

「そうか。それは良かった」

　ルスタットはそう言うと、腰こしの剣けんをスラリと抜ぬいた。

　ドゥルゴウはそれを見た途と端たん、目を剝むいた。

「おお、何と素す晴ばらしい……！　刀身はまるで鏡かがみのよう。そこに浮うかぶ地じ紋もんはまるで水面みなもに立つさざ波の如ごとし。これはディアスフェルドの剣けんの中でも最上品だ……！」

　思わず椅い子すから立ち上がり、見み惚とれるドゥルゴウ。

　そして、剣けんを受け取ろうと両手を伸のばす。

　だがルスタットは、抜ぬいた剣けんをいきなりドゥルゴウの目の前に振ふり下ろした。ドゥルゴウの着ていた服は真まっ直すぐ縦たてに裁たち切きられ、机までが二つに割れる。

　そしてルスタットは大だい喝かつした。

「私がここで買ったものは、そなたの兵士たちから売られた喧けん嘩かのみ！　私がこの町で受け取った物は、そなたの兵士たちから受けた槍やりによる打擲ちようちやくのみだ！　その全てを今ここでそなたにそっくり返そう！　ランムス！　訳せ！」

　それを聞いたランムスは、一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取とられてルスタットを見た。

　だがすぐその顔に笑えみが浮うかぶ。

　……やっぱりルスタット様は、こんな理り不ふ尽じんに屈くつする人じゃなかった！

　そしてランムスは、迷うことなく太守ドゥルゴウに向かって叫さけんだ。

「ルスタット様がこの砦とりでで買った物は、衛兵から売られた喧けん嘩かだけ、そしてもらった物は衛えい兵へいによる槍やりでの攻こう撃げきだけだと仰おつしやっています！　その全てをドゥルゴウ様にお返しすると、そう仰おつしやっています！」

　太守ドゥルゴウは、恐きよう怖ふの余りその場にへたり込こんで、声も出ない。斬きられた服の前がだらしなく開き、太った腹が顕あらわになったまま、青い顔をしてルスタットを見上げる。

　部屋にいた衛えい兵へいたちも、ルスタットの剣けんがいつでもドゥルゴウの首を刎はねられる位置にあるので、動こうにも動けない。

　ルスタットはドゥルゴウに向かって、もう一度尋たずねた。

「念のためもう一度だけ確かく認にんしよう。間ま違ちがいなく全てをお受け取りになるのだな、太守殿どの？　ランムス、訳せ！」

「ルスタット様は念のためもう一度ご確かく認にんしたいと仰おつしやっています。本当に全てを受け取るのかどうかと」

　ドゥルゴウはビクッと震ふるえ上あがると、後ずさりながら平へい伏ふくした。

「いっ、いい、いや、いやその、いらないっ！　いりません！　正式な使者の方は、一いつ切さいの検査をせずにお通しするのがアルキランの法！　どうぞ私には何も渡わたさず、ご自分の物は全てそのまま持ってお通り下さい！」

　ランムスがルスタットにそれを伝える。

「……という事ですが」

「そうか。ならば何よりだ。先を急ごう」

　ルスタットは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべると剣けんを納め、悠ゆう々ゆうと太守の部屋を後にする。

「あっ、待って下さい！　最初に払はらっちゃったお金、返してもらわないと……！」

　ランムスは、斬きられたドゥルゴウの服の懐ふところからこぼれ落ちた貨か幣へいを拾い集めると、大急ぎでルスタットの後を追った。




　この後、ランムスがディロークへ書いた手紙により、ドゥルゴウの悪事は露ろ見けんした。ドゥルゴウは太守の任を解かれ、ロドルーブ砦とりでの不正はなくなった。そして、嫌きらわれ者のドゥルゴウを見事に懲こらしめたルスタットの噂うわさは人々の間で広まった。ディロークがルスタットを英えい雄ゆうに祭り上げるまでもなく、ルスタットの名声は彼かれの旅とともに、自然にアルキラン中に広まっていったのである。










　第十章　ノーザミアの女王クリューシア




　ルスタットとランムスの二人は、無事に関所を抜ぬけ、波は止と場ばへと出た。

　ここにも多くの露ろ天てん商しようが店を出している。売り物は堅かた焼きのパン、果物、塩しお漬づけ肉、塩しお漬づけ野菜、そして真水といった、旅の必ひつ需じゆ品。海の上で新しん鮮せんな牛乳が飲めるようにと、生きた牛も売られている。他にも、酒を吞のませる屋台や、簡素な掘ほっ立たて小ご屋やの前で客引きをする娼しよう婦ふなど、海の男を相手にするありとあらゆる物が揃そろっていて、まるでちょっとした町である。

　そして、停てい泊はくしている船と陸の間を、船荷を運ぶ逞たくましい人足たちがひっきりなしに行ゆき交かう。

　ルスタットがその賑にぎわいに目を奪うばわれている間に、ランムスが船の交こう渉しようを済ませて戻もどってきた。

「ルスタット様！　ノーザミアに立ち寄る船に一いつ緒しよに乗せてもらえる事になりましたよ！」

「おお、ご苦労だった」

「船長はディアスフェルドへ行った事もあり、ディアスフェルドの言葉も分かるそうです」

「それは助かるな。良よい船を見つけてきた」

　ルスタットはランムスを褒ほめる。

「出航は四デ分イのク一オ角ン時後だそうです。それまでに食べ物を買っておきましょう」

　四し分ぶんの一いち角かく時は、一時間に相当する。アルキランでは一日を円で表し、円の半径で円周を六分ぶん割かつした各点と中心点を結んだ時の角度、つまり六十度を「半径の角ラグン・サデリオン」と呼んだ。この「半径の角」で表される時間は二十四時間の六分の一、すなわち四時間。そして「四分の一角時」はその四分の一、つまり一時間である。正確には「半径の角のラグン・サデリオ四分の一ン・デイクオン」と言うが、通常は「四デ分イのク一オ角ン」だけで済ませ、これを単位としても用いる。例えば「二時間」は「二分の一角時」と言う代わりに、「二ディクオン時」と言い表す事も出来るわけである。

　ルスタットとランムスは出航までの一時間を、食しよく料りよう品の買い出しに費ついやし、大量の荷物を抱かかえて船に乗のり込こんだ。




　波に揺ゆられて海上を行く事十日。どこを向いても海しか見えない中を進んでいくと、やがて行く手に島が見えてきた。

　不意に風が止やみ、完全な凪なぎになった。ところが、帆ほはすっかり萎しおれているにもかかわらず、船はまるで吸すい込こまれるようにその島に向かっていく。

「まるであの島に引き寄せられているみたいだ」

　甲かん板ぱんで島を眺ながめながらランムスが驚おどろくと、船長が隣となりに来てうなずいた。

「その通り。この辺りは不ふ思し議ぎな潮しおの流れがあって、通る船は嫌いやでもあの島に引き寄せられるのさ。そのお陰かげで漂ひよう流りゆうしても結構助かる」

　そして、顔を曇くもらせながら続けた。

「とはいえ、立ち寄らずに済むなら立ち寄りたくないとこだがなぁ」

「あの島は何という島なんです？」

　ランムスが聞くと、船長は笑った。

「お前さんたちが行きたいって言ってたところさ。ノーザミアだよ」

　そして、遠目に島を睨にらみながら語り始めた。

「あのノーザミアってのは変な島でな。住民は若い女しかいない。歳としを取らないんだそうだ。そして、見た目は普ふ通つうの女だが、みんなべらぼうに力が強い。とんでもなく強い弓を軽々と引いて、放つ矢は千歩先の鎧よろいを軽々貫つらぬく。自分たちからは島の外には出てこないが、過去にあの国に戦争を仕し掛かけた国はみんなやられちまったそうだ。何百年も昔から、下へ手たしたら千年以上も前から存在してる国だが、ただの一度も他国に屈くつした事はないって話だよ」

　ランムスがその話をルスタットに訳して聞かせると、ルスタットは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「みんな女では結けつ婚こん出来ぬ。どうやって子供を作るのだろう」

　船長はそれを聞くと、ディアスフェルドの言葉で説明した。

「奴やつらは子作りをする時期になると、立ち寄った船の男を城の中に連つれ込こんで決けつ闘とうを申もうし込こむんだ。それでもし男が勝てば、その男と結けつ婚こんする。だがもし男が負ければ、切り刻んで海に捨てて魚の餌えさだ。とはいえ、とんでもない怪かい力りき揃ぞろいの連中だ。戦ったって誰だれも勝てやしない。十年前に俺おれの伯お父じも殺されたんだ。みんながあの島に近寄りたがらないのは、通行料と称しようして積つみ荷の半分を分ぶん捕どられるってだけが理由じゃない。もちろんそれも嫌いやだが、それ以上にいつその決けつ闘とうを強制されるかが怖こわくて仕方ないのさ。奴やつらの子作りの時期には決まった周期ってのはなくて、ほとんど気まぐれだからな」

　そう言って肩かたを竦すくめる船長。そして、同情するようにルスタットとランムスを見た。

「そんなとこへ使者として出向かなきゃいけないなんて、アンタがたも災さい難なんだな」

　話を聞いたランムスは、すっかり怯おびえて青くなった。乱暴な相手だとか、これまでに使者が何人も殺されたらしい話は聞いていたが、そこまで問答無用で殺しにかかってくるなんて初耳だ。

「ルスタット様……」

　思わずランムスはルスタットの顔を見る。

　するとルスタットも浮うかない顔で呟つぶやいた。

「女相手に決けつ闘とうとは、確かに嫌いやなものだな」

　全く違ちがう理由で嫌いやがるルスタット。こちらは怯おびえる気配は微み塵じんもない。

　やがて船は島のすぐ間近に迫せまり、見えない手で運ばれているかのように港へと吸すい込こまれていった。

　すると、まるで見張っていたかのように、島の奥おくからゾロゾロと女たちが現れた。そして鎖くさりを投げて舳へ先さきに引っかけると、強ごう引いんに船を岸がん壁ぺきに繫つなぎ止とめた。

　船の上から見ると、どの女も如い何かにも上品そうで美しい。とても、問答無用で襲おそいかかってくるような野や蛮ばんな人間には見えない。

　中央に立った女が、船の上に向かって声を掛かけた。

「ようこそ、ノーザミアへ。長い船旅でお疲つかれでしょう。どうぞこちらへ。おもてなしの準備が出来ております」

　ランムスは、緊きん張ちようの余りゴクリと唾つばを吞のんで、船長を見た。

「下りて大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか……」

　ところがその隣となりでルスタットがさっさと船を下りてしまう。

「行くぞランムス」

「あっ！　待って下さいルスタット様！」

　ランムスは慌あわてて後を追った。

「あ～あ、行っちまいやがった……」

　船長はそれを船の上から見送って溜ため息いきを吐つくと、女たちに向かって言う。

「俺おれたちは船の上でいいんで、さっさといつもの通り積つみ荷の検査を済ませて通行税を取っちまってくれ。それと真水を頼たのむ」

　だが、女たちは妖よう艶えんな笑え顔がおを浮うかべてなおも招いた。

「そう仰おつしやらず、皆みな様さまも是ぜ非ひ」

「全員ご招待しなければ、私たちが女王様に叱しかられてしまいます」

「皆みな様さま下りてきて下さるまで、船は出させませんよ」

　船長は船員たちと顔を見合わせた。

　この島を取り巻く不思議な海流は、女王の許可が下りない限り、外へ向かう流れにはならない。外へ向かう風が吹ふく事もない。言う事を聞く以外に選せん択たく肢しはないのだ。

　仕方なく船長たちも怖こわ々ごわ船を下りて島に上がった。

　全員が船を下りると、女たちは島の奥おくへと続く階段を先導していく。それについていく一同。

　やがて拓ひらけた場所に出ると、立派な館やかたがあった。その扉とびらの前で、女たちの中でも一ひと際きわ美しい気品に溢あふれた乙女おとめが立っていて、一同を迎むかえた。

「ようこそ皆みな様さま。私がこのノーザミアの女王クリューシアです。今日は数十年に一度の私どもの大切なお祭りの時期に、ようこそいらっしゃいました。是ぜ非ひとも私たちと一いつ緒しよに、この素す晴ばらしい日をお祝いして下さいませ」

　優ゆう雅がに挨あい拶さつして、館やかたの中へと招き入れる。

　女王クリューシアは髪かみを高々と頭の上に巻き上げており、その大きさはまるでここへ来る途と中ちゆうで倒たおしたライオンの頭ほどもある。ランムスはその量に目を見張った。

「もの凄すごい髪かみですね」

　思わず呟つぶやくと、侍じ女じよの一人が笑った。

「あれは長く伸のばした髪かみを編あんで、丸く巻き上げてあるのです。もし女王様があの髪かみをお解きになられたら、港にいらっしゃっても髪かみの毛けの先はまだお城の中の寝しん台だいの上ですわ」

「そんなに長いんですか？」

「ええ。この島の誰だれよりも長く美しい髪かみをお持ちでいらっしゃるのが、女王クリューシア様でございます」

　そう言って誇ほこらしげに微ほほ笑えむ侍じ女じよ。

　ランムスは改めて女王クリューシアの頭を見ながら、あんな細い首であんな量の髪かみをよく支えられるなぁ、などと変な感心をした。

　館やかたの中に入るとすぐに大広間があり、そこには美お味いしい料理と酒が山のように用意されていた。雉きじ、鳩はと、ウズラ、白鳥、孔く雀じやくなど様々な鳥に香草を詰つめて炙あぶったもの。蜂はち蜜みつに漬つけたり、たっぷり香こう辛しん料りようをかけた、柔やわらかい豚ぶた肉にく、牛肉、羊肉。贅ぜい沢たくにバターで揚あげた白身の魚。見た事もないような様々な果物。それらが皆みな、細かな彫ちよう刻こくで飾かざられた黄金の器うつわに山と盛られている。酒も、葡ぶ萄どう酒しゆや蜂はち蜜みつ酒などが樽たる一杯ぱいに用意されていて、それを飲む杯さかずきも黄金に様々な宝石を嵌はめた豪ごう華かなものばかりだ。

「これはすごいご馳ち走そうだ！」

　船員たちは一目見るなり、警けい戒かい心や恐きよう怖ふも忘れて豪ごう勢せいな食事を貪むさぼり出した。

「確かにこれはすごいですよ！　都でもこれほどのご馳ち走そうは見た事がないかも知れません！」

　ランムスも驚きよう嘆たんして、食べ物に手を伸のばす。

　しかし、それをルスタットが引き留めた。

「確かに素す晴ばらしい。だが食事の前に、使者としての挨あい拶さつを済ませておかねば」

　そう言って、ランムスを従え女王クリューシアの座すわっている前に行く。お預けを喰くらってがっかりしながらついていくランムス。

　ルスタットはディアスフェルドの流りゆう儀ぎに従って、クリューシアの前に片かた膝ひざを突つき頭こうべを垂れた。

「私はディアスフェルドのイアンマッド王国第一王子、ルスタットと申す者。今は故ゆえあってアルキラン共和国の使者となり、アルキラン共和国の蛮ばん夷い皇こうディローク殿どのの親書を携たずさえて参った。女王は何なに卒とぞこれを受け取り、ご照しよう覧らんめされたい」

　そう言って、ランムスを見た。

「ランムス。訳せ」

　しかし女王クリューシアは、それを押おしとどめて笑う。

「訳す必要はございません。私はディアスフェルドの言葉も良く存じ上げておりますれば」

　そして、艶なまめかしい視線をルスタットに送った。

「イアンマッドのルスタット王子。ご高名はこのノーザミアにも届いております。貴方あなたほどの立派な騎き士しが持っていらっしゃった親書であれば、受け取らぬ訳には参りますまい」

　それを聞いてルスタットは親書を差し出す。

　女王クリューシアは受け取るとその場で目を通し、うなずいた。

「通行税を下げろとのお話ですか。その代わりにアルキラン共和国が自らの船を出して、この近海の海上交通の安全を保証すると。なるほど、アルキランがここの治安にかかる費用を全て請うけ負おって、この辺りを守ってくれるというのであれば、私たちの負担は軽くなります。そして軽くなった分だけ、通行税を減らすという事は、可能かも知れませんわ」

　それを聞いたランムスは、ルスタットの後ろでホッと安あん堵どした。どうやらお役目は思ったより簡単に済みそうだ。

　だが女王クリューシアは不意に不ふ敵てきな目になった。

「……でも、アルキランがここの治安を守り、その代わりに通行税に口出しをするというのでは、まるで我わがノーザミアにアルキランの属国になれとでも仰おつしやっているように聞こえますわね」

　挑ちよう発はつ的な声でルスタットを見下ろす。

「私どものノーザミアは、武ぶと誇ほこりを大切にする国です。ノーザミアを傘さん下かに収めたいのであれば、武ぶを以もつて降くだす以外にはありません」

　それを聞いてギョッとするランムス。

　女王クリューシアは続ける。

「しかし、全面的に戦争をするとなれば、お互たがいに人命も失い金を浪ろう費ひし、その上商船の交通は途と絶だえて貿易は止まり、我わがノーザミアにもあなた方アルキランにも良よい事は何一つございません」

　そう言って、女王クリューシアは立ち上がった。

「そこで、どうでしょう？　アルキランの使者であるあなたと、ノーザミアの女王である私が決けつ闘とうをし、それであなたが勝てばこの条件を吞のむ、という事にしては？」

　燃もえるような目をして、じっとルスタットを見つめる女王。その目は獲え物ものを狙ねらう肉食獣じゆうのようでもあり、恋こいに燃もえる乙女おとめのようでもある。

　ランムスは、ハラハラしながら成り行きを見守る。

　ルスタットは顔を上げると、きっぱりと言った。

「なるほど。お話はごもっともだ。だが私は、あなたのような美しい女性に刃やいばを向ける事は好まない」

　それを聞いた女王クリューシアは、いたずらっ子のようにクスッと笑った。

「そうですか。でも、好すき嫌きらいにかかわらず、この決けつ闘とうは受けなくてはなりません」
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　それと同時に、侍じ女じよたちが動いた。

　一いつ瞬しゆんのうちに、船長、船員、そしてルスタットのすぐ側にいたランムスまで捕つかまえてしまう。

「何をする？」

　立ち上がって女王クリューシアを睨にらむルスタット。

　女王クリューシアは、相変わらず楽しげに微ほほ笑えみながら、大広間に並べられた料理を手で示した。

「今この国はお祭りの最中。そしてあなた方はお祭りに招かれ、ここの食べ物を口にしました。つまりもう、あなた方は祭りに参加しているのです。今いま更さらやめるなどというのは通じませんよ」

「そのお祭りとやらと、ランムスたちを縛しばり上あげた事とが、どう繫つながる？」

　ルスタットは厳きびしい声で問とい質ただす。

　女王クリューシアはどこまでも戯たわむれているように答えた。

「島に立ち寄った男の代表と私たちの代表が、一対一で決けつ闘とうをする。それがこのお祭りの、一番の楽しみです。もしあなたが勝てば、この島の全てを差し上げましょう。食べ物も、財宝も、私以下全ての女も。もちろん、通行税だってあなたの自由です」

　そこで、クリューシアの笑えみに一いつ瞬しゆんゾッとするような凄すごみが加わった。

「……ですがもし負ければ、あなただけでなくお仲間たち全員の命を戴いただきます」

　それを聞いた船長が青ざめる。

「ふざけるな！　そんな馬ば鹿かげた祭りがどこの世界にあるものか！」

　女王クリューシアは船長の方を向き、婉えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。

「ここ、ノーザミアにございます」

　その悪びれる様子のない笑え顔がおを見て、囚とらわれた男たちは全員凍こおり付つく。

　だがルスタットは話を聞くと怒いかりを収め、平然としてうなずいた。

「なるほど、話はよく分かった。船長が言っていた、子作りの季節という奴やつなのだな。女を斬きるなど気は進まぬが、皆みなの命がかかっているとなれば受けて立つしかあるまい」

「それでこそディアスフェルドの騎き士しですわ」

　女王クリューシアは嬉うれしそうに両手を合わせ、頰ほほを上気させながらルスタットを眺ながめる。

　ルスタットは豪ごう勢せいな料理に目をやった。

「だが私は食事を後回しにして挨あい拶さつに伺うかがったので、料理に手を付けておらん。今朝はまだ船上でも食事をしておらず、腹が減っている。食べる間、少し待て。祭りに参加するなら好きに食ってよいのだろう？」

「もちろん結構ですとも。お好きなだけお食べ下さい。私はその間に決けつ闘とうの支し度たくをして参りますから」

　女王クリューシアはそう言うと、侍じ女じよを二人伴ともなって奥おくへ下がった。

　ルスタットはその場に残り、縛しばられた船員や船長たちの見守る中、心ゆくまで悠ゆう々ゆうと料理を堪たん能のうした。その様子を、ランムスや船長、船員たちは、不安と恐きよう怖ふで青ざめたまま眺ながめた。




　やがて侍じ女じよの一人が戻もどってきた。

「クリューシア様のお支し度たくが調ととのいました。お庭へお出まし下さい」

「分かった」

　ルスタットは口元を拭ぬぐうと立ち上がり、庭へ出た。

　ランムスや船長、船員たちも、庭へと連れ出される。

　女王クリューシアは先さき程ほどの豪ごう華かな衣い装しようを脱ぬぎ捨すて、動きやすさだけを考えたような肌はだも顕あらわな格好で、庭の中央に立っていた。その手には、大の大人の身長を倍にしたくらいの長さと、人の胴どう体たいと変わらないほどの幅はばのある、長大な剣けんが握にぎられている。見るからに重そうなその剣けんを、まるで小枝のように軽々と肩かたに担かつぐ女王クリューシア。

「何だ、あの剣けんは……」

　啞あ然ぜんとする船長。

「……あんな物を片手で軽々振ふり回まわすなんて、やっぱ此この島の女は化け物だ」

　だがルスタットは、女王の正面に立つと余よ裕ゆうの態度で強気に笑った。

「剣けんで勝負を挑いどむとは。良よいのか？　私を剣けんの技量で上回る者など、世界広しと言えども我わが最愛の弟レオームとその師マッキムードの二人しかおらぬのだぞ」

「ディアスフェルドではそうだったのでしょう。ですがここはノーザミア。故郷おくにの常識が通用するとは思わぬ方が御おん身みのためです」

　女王クリューシアも、不ふ敵てきに笑い返した。

　侍じ女じよの一人が、試合開始の合図をする。

「始め！」

　ルスタットは剣けんを抜ぬいて構えると、まずは相手の出方を窺うかがうように間合いを計った。人の背せ丈たけの倍もあるような長大な剣けんを一体どのように使うのかと、警けい戒かいしながら距きよ離りを取る。

　女王クリューシアはいきなり踏ふみ込こんだ。そして、横薙なぎに一いつ閃せん。

「！」

　その大きさからは想像も出来ない剣けんの速さ。意表を突つかれたルスタットは、何とか受けたものの、刃はが流れて頭に掠かする。

　次の瞬しゆん間かん、ルスタットの体は吹ふっ飛とんだ。建物の壁かべに大きな音を立ててぶつかると、衝しよう撃げきで壁かべの煉れん瓦がが崩くずれ落おちる。

「ああっ！」

　船長たちは絶望的な悲鳴を上げた。

「ルスタット様！」

　ランムスも思わず叫さけぶ。

　女王クリューシアは剣けんを肩かたに担かつぎ、仁に王おう立だちになると、勝かち誇ほこった顔でルスタットの埋うもれた瓦が礫れきの山を見た。

　だが、その瓦が礫れきが動いた。そしてルスタットは平然と起き上がる。剣けんがかすった頭部にも、それ以外の箇か所しよにも、傷は一つもない。

「何という恐おそろしい力だ。ハイアッドのフォーンデリック王をも凌しのぐ腕わん力りよくを持つ人間が、まさかこの世にいようとは。しかもそれが、女だとはな……」

　剣けんが当たった頭を押おさえ、呆あきれ顔で呟つぶやくルスタット。

　女王クリューシアは、我わが目を疑うように呟つぶやいた。

「無傷ですって……？」

　一方船長たちは思わず歓かん声せいを上げる。

「無事だぞアイツ！」

「生きてやがる！」

「信じられん！」

　女王クリューシアは警けい戒かいして構え直すと、距きよ離りを取る。

「……そういえば、かつて北の魔ま法ほうの帝てい国こくアニスが妖よう精せいの国ノフィンを攻せめた時、ノフィンの兵士は不ふ思し議ぎな力の宿った玉を吞のみ、決して刃は物もので傷付かぬ体にしていたと聞きます。学者たちが語るところによれば、ディアスフェルドの民たみは妖よう精せいの国ノフィンと祖先を同じくするそうですね。あなたの体も妖よう精せいの術によるものですか」

　ルスタットはその言葉を一いつ笑しように付した。

「我わが肉体は、亡なき母がアボロアムの神々の祝福を授さずかり、竜りゆうの血によって得られた不死身の体。妖よう精せいが関わったとは聞いた事がない。そもそもディアスフェルドの人々は神祖ディムを祖先とし、そのディムは天から地上に降りたのだ。その我らがノフィンと祖先を同じくするという事はあるまい」

「そうですか。まあよいでしょう。アニスの将軍は、ノフィンの兵士が矢でも剣けんでも傷付けられぬと知ると、網あみで捕とらえ鉄の棍こん棒ぼうで打ちのめしたそうです。鎧よろいが破れずとも肉や臓ぞう腑ふが破れる事はあるように、ノフィンの兵士も鉄の棒で滅めつ多た打うちにされれば息絶えたと言います。あなたの体も、それは同じようですね」

　頭を押おさえてふらついた様子のルスタットを観察しながら、女王クリューシアは勝かち誇ほこったように笑った。

「たとえ斬きれずとも、我わが大たい剣けんの威い力りよくはそこらの棍こん棒ぼうの比ではありません。このまま叩たたき殺してくれましょう」

　女王の細ほそ腕うでが、巨きよ大だいな剣けんを軽々と振ふりかぶった。そして、相手より遥はるかに長い刃は渡わたりを生かして、ルスタットの剣けんが届かない距きよ離りから右に左に激しく打ち付ける。

　小枝を振ふり回まわすように軽々と振ふり回まわす女王クリューシアの剣けん捌さばきに、ルスタットは懐ふところに入る隙すきを見つけられず、防戦一方だ。

「ルスタット様！」

　ランムスが思わず叫さけぶ。

　船長や船員たちも、ルスタットの劣れつ勢せいに絶望的な顔になった。

「こりゃ駄だ目めだ！」

「そもそも剣けんが届かねえんじゃ、勝てるわけがねえ！」

　だがルスタットは、防戦一方ではあるが、凄すさまじい速さと威い力りよくのクリューシアの剣けんを全て見切って受け流す。

　女王クリューシアは剣けんを振ふる手を休めず言った。

「この剣けんをそれだけ何度も受けていながら折れないとは、さすがはディアスフェルドの剣けん。アルキランの剣けんとはものが違ちがいますわね」

「当然だ。この剣けんには私の騎き士しとしての誇ほこりと魂たましいが籠こもっているのだから」

　そう言って笑うルスタット。

　女王クリューシアは、その言葉に野や獣じゆうのような笑えみを浮うかべた。

「ならばその剣けんごと騎き士しの誇ほこりも魂たましいも断たち切きってさしあげましょう！」

　そう吼ほえると、これまで以上の力を込こめて、凄すさまじい一いち撃げきを繰くり出だした。空気を切きり裂さく音が響ひびき、周囲で見ているだけの者すら思わず仰のけ反ぞるような横薙なぎの一いつ閃せん。

　しかしルスタットは冷静に一歩下がってその一いち撃げきを避よけた。

　空を切ったクリューシアの剣けんは大きく横に流れ、一いつ瞬しゆん体勢が崩くずれる。

「確かに力は強い。この大きさの剣けんを振ふり回まわしていながら、その速さも驚おどろくべきものがある。だが！」

　ルスタットはすかさず距きよ離りを詰つめる。

「……っ！」

　返す刃やいばでもう一度横に薙なぐ女王クリューシア。

「ふん！」

　ルスタットはそれを下から掬すくい上あげた。女王クリューシアの剣けんは上に跳はね上あげられる。それと同時に更さらに一歩距きよ離りを詰つめるルスタット。

　だが、クリューシアはニヤリと笑った。

「墓ぼ穴けつを掘ほりましたわね！」

　真上に跳はね上あげられた剣けんをしっかり握にぎると、ルスタットの頭目め掛がけて真まっ直すぐに振ふり下ろすクリューシア。跳はね上あげた事が逆に、剣けんを振ふりかぶるのを助けてしまった格好だ。

　しかし、実はそれこそがルスタットの狙ねらい。ルスタットはその場で僅わずかに体を捻ひねり、頭一つ分だけ位置をずらす。凄すさまじい勢いで振ふり下ろされた重く長大な剣けんは目標を見失い、激はげしい地じ響ひびきと共に地面に深々とめり込こんだ。

「……!?」

　女王クリューシアの動きが一いつ瞬しゆん完全に止まった。

「終わりだ！」

　ルスタットは一気に距きよ離りを詰つめ、刃はを寝ねかせながら女王クリューシアの首元へ鋭するどい突つきを放つ。

「くっ！」

　咄とつ嗟さに首を傾かたむけて、ギリギリでかわす女王クリューシア。しかしルスタットは、突つきを放って伸のびきった右手をグイと引くと同時に、柄つか頭がしらを持つ左手を押おし込こんだ。剣けん先さきが真横に大きく弧こを描えがき、裏うら刃ばが鋭するどく女王クリューシアに襲おそいかかる。

「……っ！」

　目を閉じる女王クリューシア。

　ざんと音がして、女王の髪かみが切り飛ばされた。大きな鞠まりのように丸めた髪かみは宙を舞まい、地面に落ちて跳はねると、少し転がってから止まった。

「おおっ！」

「やった！」

　船長や船員たちは歓かん声せいを上げた。

「女王様！」

　侍じ女じよたちは一いつ斉せいに悲鳴を上げた。

　女王クリューシアは呆ぼう然ぜんとして棒立ちになり、地面に転がった自分の髪かみを見つめた。

「何な故ぜ……」

　その場に立たち尽つくし、掠かすれた声で呟つぶやく。

　ルスタットは、悠ゆう々ゆうと剣けんを納めた。

「そなたの剣けんは左右に薙なぎ払はらってばかりだった。振ふり下ろせば地面に斬きり込こんで止まってしまうからだ。それが分かれば、懐ふところに飛とび込こむ隙すきを作るのは容易な事」

　女王クリューシアはルスタットを見つめる。

「そうではありません！　何な故ぜ殺さなかったのです？　その気になれば、この首を切り落とす事は簡単だったはず」

　ルスタットはそれを聞くと微ほほ笑えんだ。

「そなたのような美しい女性を斬きり捨すてるなど、出来るはずもない。それにディアスフェルドでは、髪かみは女の命だと言う。ならばこれで充じゆう分ぶんであろう」

　そう言って、切り落とした髪かみを拾い上げる。

「……それとも、どうしてもどちらかが死ぬまでやらねば気が済まぬか？」

　女王クリューシアは首を横に振ふった。そして、素す直なおに降参する。

「いいえ。私の負けです。この髪かみを切られてしまっては、私に勝ち目はございませんもの」

「どういう事だ？」

　首を傾かしげるルスタット。

　女王クリューシアは、ルスタットの手に握にぎられた自分の髪かみに目をやった。

「この国の女たちの力の秘密は、髪かみにあるのです。大の男の背せ丈たけほどの長さになれば大の男と同じだけの力を得、水牛と同じ長さになれば水牛と同じ力を得る……」

「なるほど、そなたのあの恐おそるべき力は、この髪かみにあったというのか」

　ルスタットはそう言って、不思議そうに手元の髪かみを見た。

　その時、決着が付いて解放されたランムスや船長、船員たちが、ルスタットの下もとへ駆かけ寄よった。

「やりましたね、ルスタット様！」

　真っ先に声をかけ、ルスタットに飛びつくランムス。

「おお、ランムス。そなたの命も救えたようで何よりだ」

　涼すずしい顔で笑うルスタット。

　ランムスはルスタットの手に握にぎられた女王の髪かみを興きよう味み深そうに眺ながめた。

「これ、伸のばしたら港から女王様の寝しん台だいまで届くって侍じ女じよの方が言ってましたけど、本当ですかね……」

「伸のばしてみるか？」

　ルスタットはそう言って髪かみをランムスに渡わたす。

　受け取ったランムスが伸のばしていくと、広い中庭を三周してもなお余った。

　それを見た船長が呆あきれ顔で言う。

「何て長さだ。俺おれがこれまでに見た一番デカい鯨くじらでさえ、これほどの長さのものはいなかったぞ」

「まるで巨きよ大だいな海うみ蛇へびのようだ」

「いいや、竜りゆうだな」

「何にしろ、この世のモンじゃねえ」

　改めて、女王の力の凄すさまじさに震ふるえる船長や船員たち。

「それに見事勝利したルスタット様はさすがですよね」

　ランムスは、まるで我わが事のように自じ慢まんげに胸を張った。

　ノーザミアの女たちもルスタットの勝利を称たたえ、改めて宴うたげの席が設けられた。

「それでは、勝負も付いた事ですし、宴えん会かいを再開しましょう」

　女王クリューシアに促うながされて全員館の中に戻もどり、中央の席にはルスタットが腰こしを下ろす。

　女王クリューシアはその隣となりに座すわり、酌しやくをしながら微ほほ笑えんだ。

「私はルスタット様に負けました。約束通り通行税は引き下げましょう」

「そうしてくれると助かる」

　笑え顔がおでうなずくルスタット。

　女王クリューシアは、そっとルスタットの耳元に口を寄せた。

「その代わり、一つお願いがあります」

「お願い？　それは？」

「それは、ルスタット様がこの私と夫ふう婦ふの契ちぎりを交かわす事でございます」

「何と？」

　驚おどろいて女王クリューシアを見るルスタット。

　クリューシアはルスタットの手に自分の手を重ねる。

「驚おどろかれる事ではないでしょう。ご存じの通り、我らは今、子作りの季節。女だけのこの国では数十年に一度、来訪した男に戦いを挑いどんでその力を試ためし、勇者と認めた者と契ちぎる事で、子孫を残しているのです。ルスタット様は私に勝ったのですから、是ぜ非ひとも私と契ちぎっていただかなくてはなりません」

「確かに、そういう事になるか」

　ルスタットはうなずいてから、困った顔になった。

「だが私はアルキランに滞たい在ざいする間、その身み柄がらを蛮ばん夷い皇こうディローク殿どのに預けているのだ。結けつ婚こんのような重大事は、ディローク殿どのの許可を得てからでなければ決められぬ。今すぐには返答しかねる。一度戻もどるか使者を送って、許可をもらってこなければ」

　女王クリューシアは小さく笑った。

「何もアルキランの法で認められた婚こん姻いん関係などは要いらないのです。私に必要なのは、国を継つぐ娘むすめの子種。それに私はこの国の女王でありここを離はなれるつもりはありませんから、あなたがここから帰った後で別の女と結けつ婚こんしようが、何も気にする事はありません。一夜限りの仮かり初そめの夢とお思いになっていただければ結構です」

　そして、儚はかなげな瞳ひとみでルスタットの顔を見上げる。

「……それとも、このような無様な髪かみの女など抱だけませぬか？」

「いや、髪かみを失おうとも、そなたは充じゆう分ぶん美しい」

　正直に答えるルスタット。実際、髪かみが短くなろうとも、女王の美しさは些いささかも損そこなわれてはいなかった。

「でしたら、お断りになる理由は御ご座ざいませんね」

　女王クリューシアは婉えん然ぜんと微ほほ笑えみ、腕うでを絡からめた。

　その晩、ルスタットは女王と一夜の契ちぎりを交かわした。




　翌朝の別わかれ際ぎわ、女王クリューシアは一本の帯をルスタットに送った。

「ルスタット様。どうぞこれをお持ちになってください」

「この帯は？」

　ルスタットが尋たずねると、クリューシアは答えた。

「これは、切り落とされた我わが髪かみの一本を編あんで作った帯でございます」

「僅わずか一本の髪かみから、このような帯が出来るとは……」

「契ちぎりを交かわした今、ルスタット様は我わが夫としてこの国の一員となりました。ですからルスタット様にも、この髪かみの力を宿す事がお出で来きになります。この帯に使った髪かみは、長さを変えぬよう、一度も切らずに編あみ上げてあります故ゆえ、戦った時の私と同じく竜りゆうの如ごとき力が宿ります。きっとお役に立つでしょう」

「なるほど。ありがたくいただこう」

　ルスタットは礼を言って受け取った。

「この近くを通る時は、必ず立ち寄って下さいませ。あなたはこの国ではいつでも私の夫であり王なのですから」

　女王クリューシアはそう言うと、たっぷりの財宝と食料を持たせた。

「ああ。そなたはいつまでも私の愛する妻だ。絹の如ごとく美しき髪かみの女王よ」

　ルスタットはそう言って女王クリューシアの体を抱だき、別れを惜おしみながら船に乗のり込こんだ。

　やがて船は島を離はなれ、風を帆ほにはらんで大海うな原ばらに乗り出していった。










　終章　イアンマッドの不ふ吉きつな噂うわさ




　ルスタットとランムスを乗せてノーザミアを出た船は、風向きや海流の関係もあってロドルーブの砦とりでへ真まっ直すぐ帰る事は出来ず、十日かけて遥はるか東の属州ケルピアの港に辿たどり着ついた。

　上陸すると、ランムスは早さつ速そくそこの総そう督とくに頼たのんで、使者の任務を無事に果たした事をディロークに伝える手紙を送った。ケルピアの町から都リュトポックまでは、旅をすれば一ヶ月はかかる距きよ離りだが、アルキランには駅伝の制度が整っており、駅ごとに手紙を受うけ渡わたしながら早馬で走れば、七日ほどで届くのである。

　手紙を出すと、ルスタットとランムスはどうやってリュトポックへ戻もどるかを相そう談だんした。

　ケルピアの総そう督とくは、船で帰るよう忠告した。

「今この辺りは隣りん国ごくオッドニーとの戦争が続いていて、治安が悪化しています。この砦とりでは安全なので、風向きが変わる季節までここに滞たい在ざいして、船でお帰りになるのが一番安全です。あと三ヶ月もすれば、ロドルーブへ向かう船が出ます」

「どうしましょう、ルスタット様？」

　ランムスは、陸路は治安が悪化していると聞いて、怯おびえた顔をした。

　だがルスタットは、そんな事は気にしない。

「折角の旅なのだから、色々な土地を見て回りたい。陸路で帰ろう」

　ランムスも、今となっては最も早はやいちいち反はん論ろんはしない。

「分かりました」

　そううなずくと、馬を買い求めたり、道中の食料を買かい込こんだりするため、市場へと向かった。

　ランムスがあちこち買い物をして回っている間、ルスタットは一人で市場の様子を眺ながめていた。ここもロドルーブに負けないほどに活気のある賑にぎやかな港町である。

「このような豊かな町が、アルキランには一体いくつあるのか……」

　驚おどろき呆あきれて溜ため息いきを漏もらしていると、船荷を降ろしている屈くつ強きような人足の一人がルスタットを見つけてハッとしたように近付いてきた。

「もしや、ルスタット王子では……？」

「ん？」

　突とつ然ぜんディアスフェルドの言葉で話しかけられたルスタットは、驚おどろいたように男の顔を見た。

　男は笑え顔がおを浮うかべて名乗る。

「私です。イアンマッドの騎き士し、ギュークでございます王子！　アルキランとの停戦の条件として王子がこちらへお渡わたりになられていた事は存じておりましたが、まさかこのようなところでお会い出来るとは！」

「おお！　ギュークか！」

　ルスタットは相手がイアンマッドの騎き士しである事を確かめると、その手を取って再会を喜んだ。そして、改めてギュークの姿を眺ながめる。

　薄うす汚よごれて破れた服に、丸まる刈がりの頭。ディアスフェルドにいた頃ころとはまるで別人だ。

「そなたのような立派な騎き士しが、一体そのような格好で何をしているのだ？」

「お恥はずかしい話ですが、先の戦いくさの折りに、生きたまま敵てきに捕とらわれました。イアンマッドは身みの代しろ金きんの支し払はらいなどには応じぬと申したところ、奴ど隷れいとして売られたのです」

「奴ど隷れいとして！　イアンマッドの誇ほこる騎き士しとして、あのニノフュームら三忠臣に並ぶとさえ言われたそなたが！　何という事だ！　何とか救い出す手立てはないものか」

　ルスタットは驚おどろき嘆なげいて、意を決したように剣けんに手をかけた。

「今すぐにでも、そなたの解放を求めて、主人に決けつ闘とうを申もうし込こんで来よう！　そなたの主人は今どこにいるのだ？」

　血気に逸はやるルスタットを、ギュークは慌あわてて押おしとどめた。

「お待ち下さい。アルキランでは、決けつ闘とうによって物事の決着を付ける風習はございません。相手が武器を取らぬのにこちらが剣けんを抜ぬけば、ディアスフェルドの騎き士しとして名折れで御ご座ざいます」

「それもそうか。だが、それではどうしたものか」

　剣けんの柄つかから手を離はなすと、困った顔で腕うでを組むルスタット。

　ギュークは笑え顔がおを浮うかべてルスタットを宥なだめた。

「ご安心下さい。アルキランではあらゆる物が金で売り買いされます。我ら奴ど隷れいも、金によって自由になる事が出来るのです。私は今、自分の自由を買い求めるための金を貯ためております。そのためにも、余計な問題を起こさぬ事が肝かん要ようなのです。故ゆえに王子。是ぜ非ひともここは一つ、どうかご辛しん抱ぼうなさり、私の事は見なかった事にしてくださいますよう、お願い申し上げます」

「左様か……。ならばやむを得まい……」

　大きく息を吐はき、なんとか気持ちを抑おさえるルスタット。

　ギュークはそこで、不意に声を潜ひそめた。

「それよりも、イアンマッドの事で気になる噂うわさを聞きました」

「イアンマッドの事で？　何だ？」

　ルスタットは敏びん感かんに反応する。

　ギュークはやや言いい淀よどんでから、思い切ったように言った。

「商人たちが話していたのですが、ニルナス王がハイアッドに暗殺されたというのです」

「何！　父上が？」

　驚おどろいて声を上げるルスタット。

　ギュークは言い辛づらそうな表情で続ける。

「しかもハイアッドのフィーリ王子はニノフューム殿どのも殺し、ヤーカスの港を住民共々焼やき払はらったと」

「馬ば鹿かな！　一体何な故ぜハイアッドがそのような真ま似ねをするのだ？　唯ゆい一いつイアンマッドと協力して、共にアルキランと戦った仲ではないか！」

　ルスタットは信じられぬといった顔でギュークを見つめた。

　ギュークは頭を振ふった。

「理由は分かりません。ただ、ヤーカスの港が焼やき払はらわれていたのは事実であるらしく、商人たちが確かに自分の目で見たと……」

「レオームは！　そのような状じよう況きようで、レオームはどうしているのだ？」

「それが……ヤーカスの街を焼いたのはレオーム様のご命令だというのです。フィーリはレオーム様の騎き士しになったと……」

　再びルスタットは我わが耳を疑った。

「レオームの命令だと！　あり得ぬ！　何な故ぜあのレオームがそのような事を命じるのだ！」

「あくまで商人どもの噂うわさですが……。実はハイアッドのフィーリは王子ではなく王女で、それも絶世の美女であるのだそうです。レオーム様はその色いろ香かに惑まどわされ、父王を殺したハイアッドと手を組んだのだと、皆みなはそのように申しております……」

　ギュークは、そう言って顔を歪ゆがめた。

　ルスタットは頭を抱かかえてよろめく。

「まさか……！　信じられん……！」

「私もレオーム様がそのような事をするとは到とう底てい信じられませんが、しかしレオーム様が何者かに嵌はめられ、自分の意志ではなく他者の企たくらみに操あやつられているとしたら、絶対にないとまでは言い切れぬかと……」

　地面を見つめるギューク。

　ルスタットは天を仰あおいだ。

「何という事だ！　私がイアンマッドを離はなれたせいで！」

「この事もあり、私は一刻も早く自由の身分を買い取って、イアンマッドに戻もどりたいと思っております。ルスタット様も、お戻もどりになられる機会があれば、一度ご自身の目で事実をお確かめになられますよう。これはあくまで噂うわさです。全くのでたらめという事もございます」

　ギュークは、ルスタットを慰なぐさめるというより、自分自身に言い聞かせるように言った。

「うむ。ギュークよ、伝えてくれて感かん謝しやする。だが私はディローク殿どのの許可がなければ自由に行動出来ぬ身だ。一刻も早くそなたが自由になって、私の代わりに真実を確かめてきて欲ほしい」

　ルスタットはそう告げ、ノーザミアで手に入れた宝石を無造作に一ひと摑つかみ取とって渡わたした。

　そして、話題を変えて尋たずねる。

「ところで、他にもそなたのように奴ど隷れいにされているイアンマッドの人間はいるのだろうか」

「全てを把は握あくしているわけでは御ご座ざいませんが、騎き士しにしろ農民兵や侵しん略りやくされた村の百ひやく姓しようにしろ、相当数がいる様子です」

「そうか。分かった。彼かれらの事は、きっと私が何とかしよう」

　ルスタットはそう約束した。

「それでは、私はこれで」

　ギュークはルスタットに頭を下げ、運んでいた荷物を担かついで別れる。

　ルスタットはその背中を見送りながら、かつての勇士が惨みじめな奴ど隷れいとして扱あつかわれている姿に、改めて心を痛めた。

　……今回の任務の報ほう酬しゆうとしてディローク殿どのにはヒペルトにされた仲間の遺体回収を頼たのんだが、次は奴ど隷れいにされた仲間を解放せねばならぬな。

　そして空を見上げると、今聞かされたイアンマッドの噂うわさに心を巡めぐらせる。

　……それにしても、レオームは大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

　父王の死。忠臣ニノフュームの死。そしてイアンマッド最大の港町ヤーカスが隣りん国ごくハイアッドの騎き士しフィーリに焼かれたという話。さすがのルスタットも、不安な気持ちに駆かられずにはいられない。遠く離はなれたこのアルキランの地で心配したところで何も出来はしないが、何も出来ないからこそ焦あせりだけがひたすら募つのる。

　しかし、ルスタットは不安を振ふり払はらうように小さく頭を振ふると、気持ちを切きり替かえた。

　……何も出来ないまま不安がってばかりいても無益なだけだ。それよりも、私は私でこの地で出来る事に今は専念すべき。イアンマッドにはレオームがいる。我わが最愛の弟が。ならば私は、噂うわさよりもレオームを信じよう。イアンマッドではレオームが、為なすべき事を果たしていると信じよう。そして私は、ここで私が為なすべき事を為なす。まずはヒペルトにされた仲間たちの回収。そして奴ど隷れいにされた同どう胞ほうの解放だ。

　ディアスフェルドの騎き士しにとって、不安を抱かかえたままただうじうじと思おもい悩なやむ事は、男らしくなく、美しさに欠ける振ふる舞まいだった。悩なやむより行動せよ。行動しないなら悩なやみを忘れよ。それが、騎き士したる者の規き範はんであった。騎き士し中の騎き士しと称たたえられたルスタットは、大切な故郷と最愛の弟レオームについての不ふ吉きつな噂うわさを聞いた後でさえ、すぐに落ち着きを取とり戻もどす強さを持っていた。

　そこへ、ランムスが馬を二頭牽ひいてやってきた。

「ルスタット様！　良さそうな馬を見つけました！　見て下さいこれ！」

　体格も立派で、たてがみも優ゆう美びな馬を二頭、意い気き揚よう々ようと連れてくるランムス。

　ルスタットは、そんなランムスをいつも通りの明るい笑え顔がおで迎むかえた。

「よし。では出発するか」

「はい。行きましょう」

　笑え顔がおで答えるランムス。

　そして二人は連れだって、リュトポックの都に至る長い道を進んでいった。




　ルスタットとランムスは、帰りの道中でも様々な冒ぼう険けんを経て、二ヶ月ほどかけてリュトポックの都に帰り着いた。その間に遭そう遇ぐうした冒ぼう険けんの数々は、内容的には似たものが多いためここでは省くが、アルキランに伝わる「ルスタット叙じよ事じ詩し」に謳うたわれたものから主なものを挙げれば、大イノシシ退治、大だい蛇じや退治、山やま城じろに潜ひそむ大盗とう賊ぞく団退治、そして民たみから不当な搾さく取しゆをする悪い代官を懲こらしめる話が二十ばかりである。

　帰国したランムスから改めて詳くわしい報告書を受け取った蛮ばん夷い皇こうディロークは、「これは予想以上だ」と笑い、王宮付きの詩人たちに命じて、報告書を元にルスタットの武ぶ勲くん詩を書かせた。それらの詩の中で、ルスタットの勇気と公明正大な精神は称しよう揚ようされ、人々の範はんとなるべき立派な英えい雄ゆうとして讃たたえられた。この時からルスタットの言行は数々の詩に謳うたわれるようになり、それらは後に編へん纂さんされて、ルスタットの誕たん生じようから死までを描えがいた壮そう大だいな「ルスタット叙じよ事じ詩し」となった。またその数々の逸いつ話わが庶しよ民みんの間で伝わる内に様々な尾おひれが付いて、やがてはアルキラン中で、ルスタットは神話的な救世主として無数の伝説の中に語られる事となる。

　だがそれはまだまだ遠い先の事。

　話はここで再び、ディアスフェルドのレオームに戻もどる。
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれ。第７回電撃ゲーム小説大賞《金賞》受賞。蠍座。血液型はＡ型。趣味は楽器演奏、絵を描くこと。自分の誕生日に自分でケーキを焼くのはもしかして寂しい事なんじゃないかと最近思い始めています……。

[image: ]




イラスト／PALOW

福岡県出身のデザイナー・イラストレーター。

剣と鎧はロマンですね。そういえばＭ＆Ｂ２が楽しみで仕方ありません。早くお城から油壷を投げたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「PALOW先生」係
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